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第 1 章 緒 論

第 l 節エネルギー代謝率 (R. M. R) について

林業にかぎらず一般に労働者は，それぞれ各自の労働を一定の拘束のもとに，ある時間提供し，この代

償によって，それぞれの生活を J，t:えていると解釈することができる この労働の強度と労働時間とはとも

に労働条件の主要素として，重要な意義を有するもので，労働者の健康と作業能力とは，これら両者の相

乗債であるところの労倒産によって直接影響される場合が多く，毎日の出来高功程は，この労使撞が外函

にあらわれた一過程にすぎない。また毎日労働を続けてゆく場合，あるいは作業方法の改善，訴兵，機械

の改良などにおいても外面的な功程増減のみによらず，本質的な労働量の軽減もあわせ考慮することが必

要なのであるつこの労働量の比絞に質的な面をあらわす，すなわち，労働の筋的労作としての強度をあら

わず指数として吉沢氏刺がエネルギー代謝率 (Relative Metabolic Rate. R. M. R と roí?記する〉 を提

P目された Iミ. M. R ~土作業にのみ要したエネルギ{量，すなわち，労働代謝量を作業者の絶対安静横臥時

のエネルギー消費量(基礎代謝〉で割った数である c したがって，この数値は無名数となり基礎代謝の何

倍のエネルギ{が純粋に作業に対してのみ必要であるかを示した数値で，労働代謝を基礎代謝で除するこ

とは労働代謝中に含まれる個人差(これは体の犬きさによって相当異なる)を小さくすることになり，一

般的には性，年令，イ本格にかかわりなし普遍的な恒一性をもつものとされている。上司のごとき意味あ

いからして実!日的価値の大きいことは現今，学会でも産業界でも一般的に承認され，広くこの指数が活用

されている *20 林業労働のごとく非常に多くの力を要する労働， すなわち，筋的活動の激しい作業につ

いては労働のエネルギー的評価とし，また，筋的活動に影響する作業条件の複雑なるものにたいしては，

単なる作業強度の大小のみならず作業の有するところの質的差異を表現する指数として使用価値があると

考えられる

R. M. R も，一般に普遍的な恒常性をもっとされているが，厳密には測定値が常に一定値を示すもの

ではなく，同一作業において姿勢，作業速度，力のスれ方や，体の動きなどの微妙な相違により，~動が

現われ，ことに作業に対する習熟に関しては未熟練者と熟練者との聞にその差異が実験的に 20 %程度あ

ると証明されている そしてまた R. M. R の高い作業においては体力にも影響されてくる判}

以上のように測定結果の R. M. R 値の差が現われてくる原因は単調なことがらではないようである。

ことに標準功程決定の資籾に R. M. R を使用するにあたっては，同一人の場合，機械的仕事量がー定で

あっても，その仕事をするのに使用する身体部位がご異なれば R. M. R が異なるので作業動作をよく主覧察

して利用に誤りのないように注意すべきである

*1 古沢一夫:労働科学 13 , (昭. 11) p. 331 

キ2 沼尻幸育:労働のエネルギ-代謝に関する研究，労働科学 27 , (昭. 26) p. 279~288 

ホ3 勝木新次・沼尻幸吉:労働の軽重と必需熱量， 5 , 5 ・ 6 ， (昭. 25) p. 9~26 

鈴木慎次郎・長嶺長吉:カロリ{の問題，第 1 出阪社， (昭. 29) 
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第 2 節 R.M.R の測定方法および測定範囲

R. M. R の算出に先だち，作業中の酸素反取量を測定しなければならなし、。これには各種の方法があ

るが，われわれは，ダグラス・バック式 (Douglas bag method) を採用したu

作菜者にマスクをつけ，普通は外気を自由に呼吸でき得るようにして作業を庁わせ，作業開始とともに

呼気を完全に採集するよう，連結管を通じて瓦斯採気嚢に導き， 一定時間制の作業が終了すれば採気裂

を別にして作業前の平常状態に作業者が回復するに要する時間中の採気を行グただちに，瓦斯メーター

により呼気量を計測し，この一部はその後の分析用として採気管に保存するつ

呼気の分析は小型労研瓦斯分析器により分析し，呼気中に含有する酸素，炭酸ガスの量を百分比にして

読み取る J 瓦斯分肝のほかはすべて，現場において選定された作業者にたいして， 1 人 1 人調5"f.ìlllJ定し実

測した。呼気量はそのときの大気圧から採集した呼気の温度における飽和水蒸気圧を減じ，この圧力から

760 mmHg の状態に換算して標準状態の呼気量とし，これを採気時間で、除して毎分当りのl乎気量を算出

-j る c

一方，分析された呼気中の酸素の百分比から作業中体内に摂取された酸素の量が求められる O 同様に，

産出された炭酸ガス量も計算される。基礎代謝量を知るため作業者の身長，体重から高比良氏の休表面積

算出式により体表面積を求め，これに性，年令別の単位昨日i)，単位休表面績当りの基礎代謝f査を乗じて，

当作業者の基礎代謝量を決定する J 基礎代謝量が決まれば，安静時代謝は基礎代謝の 25 %増で，これを

作業時の酸素消費量から減じた筏りを作業時間内の基礎代謝の酸素消費量で除せばR. M. R が算出され

る判。

R. M.R= 作業時の全酸素消費量一作業主寺内の安静畦醒重型萱重
作業時内の基礎代謝酸素消費量

一作業時消費熱量一安静時消費熱量 労働代謝
基礎代謝 基礎代謝

われわれの，測定した林業労働においてはR. M. R 似も高く，定常状態制の成立限界を越すような

作業が多いために呼気の採集は，作業開始から，ただちに呼気をま夜祭し，数分間後の作業終了時に，呼気

採集嚢を別にし作業者が作業前の状態にもどるまでの酸素位もあわせ採集した。

対象とした林業労働は種古事業，造林撫育事業，素材生産事業，製炭事業について測定し， R. M. R 

値の活用にあたっては作業条件，作業者の姿勢， 作業湿度などからの推定をある程度可能判 とするため

に作業条件についてはでき得るかぎり詳細に鶴察した。ことに作業速度については作業合理化に関する検

キ1 沼尻幸吉，他:エネルギ‘{代詩1率測定H寺の注意事項について，労動科学， 29 ， 11 ，(昭. 28)p.619~624 

*2 1I ~1峻義等，他:賃金算定に関する労働科学的見解，労働科学 18, 5 , (昭. 16) p. 374~379 ， 

鈴木慎次郎:労働のエネルギ[隊員IJ

*3 定常状態とは労働を開始した場合，その労働にたいする酸素の消費長は漸増し，一定の水準に透す

る)この一定状態のもとにおいては， 酸素の供取と消費とは恒常的になり， 身体的諸機能は労働に

適応した安定な状態となり， 労働は一定の速度をもって長時間続けられる。 この状態を定常状態

(Steady state) と L、う。労働が中止されると酸素の摂取量は急激な rlll紙片J小、て減少し，安静時の常

態に復帰するが，同時に呼殴量も脈揮数もほとんど同様な経過をとって回復する l

沼尻幸育，他:エネルギ{代謝率測定時の注意事項について，労個別学， 29 , 11 , cnl1. 28)p.619~624 
生物化学ハン r プツク，技報堂， C昭. 28) p. 459，カロリ{の問題， ïlu掲

キ4 沼尻幸吉:労働科学前掲
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討の場合にいちばん重要な問題ともなり，あるいは一つの手懸りともなる。すなわち，作業速度からいえ

ば，同じ作業量が最低のエネルギ{の消費で遂行される生理的至適速度(経済速度〉制が存在し， この速

度を中心として速度が上昇しても低減しても作業効率は怒くなる。また経済速度は使用器具の形状，重量

によっても愛わるここのことは，とりもなおさず使用法兵の形状や重量の差異が作業効率を度化してゆく

ものとも考えられるつ休倍，体力の小なる者は大なる者に比して，経済速度が落ち，熟練者は未熟練者に

比して速い速度で効率をあげる判などと報告されているが， 林業においては作業現場が傾斜地で足場と

しては不利な場合が多いため，作業:母における作業姿勢の斐化，およびこれにともなう作業速度のき老化な

ど， R. M. R を推定する場合の手懸りとするために R. M. R 表には傾斜および作業速度を記載した

*1 カロリーの問題前掲

水2 カロリ[の問題前掲 生物化学ハンドプツク前掲
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第 2 章 種苗事業

第 1 節種子採取作業

種子採取には 1) 伐倒法， 2) 枝卸法， 3) 枝摘法， 4) 務取法， 5) 自然落下拾集法， 6) 人為落下

拾集法の 6 通りあるが*'， R. M. R の測定には枝卸法，枝摘法，拐攻法について測定したc それぞれの

方法はいずれも木登り作業からはじまり，この木登り法は徒手，鈎，梯子，プリ縄に大別され，いずれか

の方法で樹上にあがれば手，鈎，鎌，錦，鋸などで，それぞれの採取手段がとられる(この木登りおよび

採取法は挿木における採穂の場合にも現われてくる要素作業である〉。 徒手の木登りは手と足とでのぼる

方法〔写真 1 )て、樹幹を抱え両手が撮れる程度以下で、あれば R. M. R{直は 5.2 以下となり，樹幹が太く

両手で抱え， jT~j手先が幾分でもあわさる程度では R. M. R 備は 5.6 となり，作業は非常に困難性を感

じ，なお両足の膝で樹幹を締め英l~ く，労務者も作業にたいして危険を感ずるようになる c このことは鈎に

よる木登り法にも同じことがいえる 鈎による木登り法は 2 問~31mの竹竿の先に鈎をつけ，この鈎を校

にかけて竹竿を握り，足は樹幹を狭んで徒手でのぼる(写真 2) 方法でと志の徒手よりはし、くぶん楽とな

る ことに降りるときは竹竿を滑べり降りる点は徒手に比べ有利である。樹幹の帝国い木であればR. M.R 

伎は 5.1 となり徒手に比べて大した差はないが，少し太い木になると徒手の 5.6 に比して鈎は 5.3 となり

幾分なりとも有利な方法といえるのしかしこれも胸高 9 寸前後になると両足で樹幹を締めることが困難と

なり，作業にたいして危険を感ずるようになるリ

i弟子による木登りは，枝打作業の項で、述べる乙プリ縄による木登りは徒手，鈎，梯子による木登りより

は大径木にたいして非常に有利な木登り方法で， R. M. R も上記の 3 方法にたし、して一番低く 4.2~4 .4

となる。作業者も作業中の危険は前者に比して少ない。

いずれかの方法で下校まで登ればその後は校を利用して登るが枝の多い木では道具を持って登るため非

重量 2，ZKg 重量 0.5Kg' 

第 1 図種子採取使用器具

常に登りにくく， R. M. R は 6.0 前後となる 樹上

の移動においては校から校，あるいは体の位置を斐え

る程度で R. M. R も低く 2.7 くらいとなる J

樹上での作業位置が決まれば種子採集の作業にスる

が，一番簡単な方法は扮取法で校から直接盤果を拐り

取る。主きには鈎などを利m して校条を曲げ手元に引

寄せてからとる(写真 3)ι R. M.Ri土1. 1~1. 9，そ

の他，銭を使用して盤果のついている枝を切り落す枝

卸法，あるいは第 1 図のごとき鈎，鎌， i'央などで枝先

のみを切りとる:伎摘法があるが，校卸法の鋸による場

合は枝打作業の R. M. R 値と同じであり，その他の

方法による作業は未測定である d 種子採取の R.M.R

ホ1 大阪営林局:苗畑事業の菜(まき付け及び床替)， (゚B. 27) 
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測定値は付表第 1 表，種子採取作業の R_ M_ R 実測値表ーとなる。

第 2 節 耕転・整地作業

耕転作業は冬期間に休閑地を実地返しして士援を寒気にさらし，早春，床替床・搭種床と整地する。冬

期間に行う天地返しは深耕を目的とするので使用する鍬も街中鍬，万能鍬，叉鍬が使用される(第 2 図

jす|転用鍬)このほかに馬耕，ノ\ンド・トラクターによる彩|転も行われる。鍬は L5~2_3kg の重量で 16~

18cm 深耕するがこの場合のR- M_ R は万能鍬で毎分テンポ 38 回の場合 5.7，叉鍬(四ツ子)で毎分

テンポ 41 回の場合 5.6 ， 馬耕による耕転は， 松山式双用型を毎分 80m の速度で索引させた場合 9.0へ

ハン f ・トラクタ{は. われわれの測定に使用した機械は米国製フ・ラネット・ジュニア (Planet jr. 

Hand-Tractor) を使用し(写真 4) 毎分 88~92 歩の速度で 7.5，毎分 100 歩の速度で 7.7 となった

楠氏刺によれば三菱製により，毎分 87m の速度で 5.9 となり， われわれの測定値が高いのはハンド・

トラクタ{が米国製であるために三菱製に比較して，ハンドルの位置が高くトラクタ{操作にあたって，

本人の身長では操作に困難て、あったためと考えられる判。

耕伝荒起しされた後は，砕土地均しをする O この作業は，荒起し直後であれば前記の器具を使用し，毎

分 68 回のテンポでは R. M. R 4.9，馬耕では普通馬鍬を使用して毎分 75m の速度で R M. R 8.9 , 

ハンド・トラクターはディスクρロ{をつけて毎分 51m の速度で R. M. R 2.9制となる。

地均しのみでは，レ{キを使用して毎分 42 回のテンポで R. M. R 3.4, 地均しを行いながら雑物を

拾集して畑地外に捨てる雑物除去作業を含んだレーキ力、け，あるいは地均しを行いながら畑地内の数箇所

に集めておいて作業後に歩行しながら雑物を拾い集めるこれら作業の場合は R. M. R 2 .4となる。

7守徒主主士

:::11 
E ll 「

倫中 Z祉

.=11 

-ll 
第 2 図耕転用鍬

‘又曾k

/-' 
J〆

歪ヨ
ト-.14.0 一→

キ1 筒 喬・他:労働科学， 農機具体系別にみた畑の麦耕作作業の浸下労働量に関する試験報告，

26 , 7, (昭. 25) p. 290 

キ2 向上

旬辻・渡部:林試報， 74, (昭. 29) p. 192~194 

河楠喬・他:労僻}学，前掲
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荒起し作業がすめば， j:fH地の区霊1J整理を行う c 畑地のかどに，杭を打ちtllIlを張って歩道の土を畑地に引

きあげる 杭打ちは，前屈 30~45 の立位姿勢で木槌を毎分 90 回のテンポで床割りの :ttcを打ち歩く

R. M. R 5.1，杭打ちがおわれば杭から枕へと継を張り歩く，この R. M. R 3.3，畑地のかとにはとく

に定規をあて，余分な土を~k\で削りとり区劃lをあきらかにする， R. M. R 2.8，かどからかどは緬に沿っ

て平鍬，あるいは叉鍬で土を畑地内に引上げてゆき， 平Jk\は毎分 44 回のテンポで R. M. R 5.4，叉鍬

は R. M. R 3.9 で平淑はいくぶん土を削るようにして土を引き上げるが叉鍬の場合は細からでている土

のみを引きあげるので R.M. R 債も低いっ引きあげたごとは，さきに地均しされた商と同じく， PRのうえ

で均され R. M. R は毎分 66 回のテンポで 4.3 である O

耕長~・整地作業の R. M. R 値は付表第 2表，耕伝・発地作業の R. M. R 実測表となる合

集

第 3 節 播種床作りおよび播種作業

上

第 3 図 播種床作りおよび播種作業系統図

播種床作りおよび播種作業はそれぞれ要素

作業が細かく，多くの労務者が一斉;こ作業に

取りかかるので各作業者は一連の作業を行う

ことが少ないり

作業過程は第 3 図のごとくである(

整地作業によってすでに地割りがおわった

畑地を叉鍬 (1珂ツ子)または長削スコップ

(第 4 図〉により播種床聞の土を抄いあげ床

の形を整える ω 叉鍬の場合は写真 5 のごとく

Tì1ï屈 45つの立位姿勢で床溝になるところの土

をあげて行く R. M. R 3.9，長柄スコップの

場合は写真 6 のごとく前屈 90。の立位姿勢

で溝中にはいり，スコヲフ。の柄を押して土を

抄いあげる R. M. R は 3.4，ところによっ

ては地割りの仔われておらない畑地に1濯を張

り叉鍬，平鍬などで地割りを兼ね，蒋上げを

第 4 図長柄スコップ



林業労働の作業強度iこ関する研究 (蘇林・辻・渡部) 一 7 ー

れている堆肥を床面上に均一に撒布し，その上に金肥および農薬をj散布する，堆肥{散布は一定量を竹能な

どに入れて抱え，片手でJ散布する;場合は R. M. R 2.8，蒋中 lこ堆債された堆肥をホークを使用してi散布す

る場合は R. M. R 2.9，金胞は摘またはボールに入れ片手でf散布する R. M. R 2.7 となる :l-ffißE:，金

肥の施肥が/斉み次第，備中鍬，叉鍬などで肥料の切り込みを行う 鍬は軽く，浅く毎分 98~120 回のテ

ンポ，毎分 18~20 歩の速度で前進しながら土壌を返し，肥料を切込んで行く， R. M. R i 土 3.1

肥料切込みのおわった床面をていねいに叉鍬，レーキでもって土塊を砕きながら掻き均すし叉鍬では毎

分間回で R. M. R 4.3，レーキでは毎分 84 回で 3.8 ， 90 回で 4.0 となる J 床面均しで叉鍬，レーキで

もなお砕けなL、小さな土塊は竹沼で床面外に掃だし均 j R. M. R 2.8，床固作業は地方にょっそれぞれ異

なった方法を行っており，作業としては板片，援{ナ板片，平鍬，ロ{ラー，踏付け(写真 7 ， 8, 9, 10 , 

11) の各方法があってそれぞれ R. M. R 値も異なる r すなわち板片は毎分 130 回で 3.2 ， 握f~板片は

毎57. 114 凹で 3.1，平鍬は毎分 94~100 問で 4.2，路付は毎分 66~95 回で 3.3 であった 板片は時

泌姿勢で床面に作業者 2 人が向き合って叩き問めるザ平鍬，踏付けは立位姿勢で平鍬は 1 人で行い，踏付

けは多勢でl有者の踏{、.Jけたあとを踏付けて仔仁継張作業は床面の中，実際に種子のまき落される区域を

標示するとともに， あとの葉復作業における藁の元口を揃える線の明示のためにも行われる R. M. R 

3.3" まき付作業の種子秤量は，他の作業者の手によりあら力通じめ}日:註されたまき付床 1 本当りの所要種

子を受取る 受取りは作業者の前垂れに受けるのと，容器に受けるのとあるコこのまき付けば作業者の中

から熟練者が特に五日ばれてあたるため，他の大部分の作業者はまき付げを見学しながら終了するのを待っ

ている J まき付け後は後土作業であるが，この作業は苗加の土壊の性質によって川砂を使用するか， 'I:ill地

の土域をそのまま使川する。川砂の場合は前述の取杷散布と同様に事前に床地の付近に運んで託き，これ

を容掠に入れて筒jJトけ作業者のところまで運び， )11砂を備に少しずつスれる。畑地の土援を使用する場合

は叉w;で議中の土を掘起し，軟くしてから筒iこスれる(写真 12 ， 13) 、

砂運びは容慌にスコップで砂を抄い入れる R. M. R が 3.6 ，泊 7kg の砂を運ぶのに R. M. R 3.0 , 

筒掛けは訴にがJl kg の土を入れた場合は R. M. R 3.1 で 2~3 kg の砂をスれると R. M. R 11直も高く

なり 4.4となる。

覆土作業がおわればその上に一様の厚さに棄を敷くが，これは 2 人の作業者が向い合って苗床の両側よ

り巨害対の姿勢で作業を行い R. M. R は1. 6 となり， 夜襲をさきに張つった織で押え，縄の線上を竹ピ

ン，あるいは針金で11:めて行く細11:10は歩行が含まれ， R. M. R は 3.5 となる

以上でまき十jけ ('1'業は完了するが床間の蒋に織，襲暦などが散乱しているのをレ{キ，叉鍬， 7tJf~ (写

真 14) により慌き集めて歩道まで引きだす R. M. R 3.2，海中の清掃がおわるとレ{キで溝士を床の上

に掻きあげて床肩をならず R. M. R 4.00 

播種床作りおよび播種作業の R. M. R 測定値は付表第 3 表，播種床作りおよび播種作業の R. M. R 

実現Ij値表となるコ

第 4 節 採穂およびさし付作業

採穂よりさし付までを大別すれば苗畑周辺に台木を仕立て，この台木から採穂する苗畑採穂、と，山地の

母樹から探穂する山地採穏とがある。採穂以後は穂、作り，さし付けとにわけられる J これら大別された各

作業の細部にわたる要素作業は第 5 図のとおりで， R. M. R も，この要素作業にならって測定したコ
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採干重

穂作リ

さしイヰ

苗畑採穂→「ー梯子持卜(梯子)
伯仲)) ト荒採リ\

I ;"".""'1J..-" >(勢定銀)

山地中采穏
(匂樹よリ)

トー荒穂、作リ/

トー結 束(荒縄)

」ー運 搬け7 寵)

， 1走千

木登→卜語子
」プリ縄

措十上移動

荒穂手折

穐集問

烹穂作リ

結束

捨出し 人肩

イ段 極EL1 I刃 1前九 (鎌物指)

結束 L 藁)

整理

穂集(竹浪)、

歩行(運搬)

穂配 1)

土 1卦一一(平主秋)
(イF是植)

i肴掘リ (平説u

穂耳叉リ

~ L イ寸

覆土

踏付

第 5 図採穂およびさし付け作業の作業系統図

平銃I

ヰ理切 1問領

ト_1→ O ー→1

i仁三
130 CI1¥ 

重量

第 6 図穂切揃鎌 第 7 図平金鍬

山地野市主の木登りは種子採取の木登り

と同じであるから木登りの項を参照され

Tこし、。

荒採りは，造林木の樹上作業では鈎，

または鎌で引き寄せられた枝より荒穂を

鎌で引き切る。この場合は R. M.R5.6 , 

鉛を使って切り落す場合は 5.9 となる。

台木からの荒採りは地上，あるいは短か

い梯子に乗り(写真15) 努定欽で努定す

る R. M. R 1.5 , 荒採りされた穂は直

ちにその場で手，あるいは努定鋲で余分

なIJ、校をむしりとり，荒穏が作られる。

おもに跨射の姿勢で作業が行われ，毎分

12 本の速度で荒穂が作られる場合の R.

M.R は 0.9 で、あった。

荒穏に作られたものは跨蹴の姿勢で運

搬に便利な程度の大きさに(約 50~80

本位〕荒細をもって結束する R. M. R 

1. 4, 結束された荒穏は山地で、は 1 箇所

に集められで仮植するか，ただちに担ぎ

だして車により，苗j:日に運搬される。台

木からとられた荒穏は竹寵にスれて穂作

りの作業場に運ばれ， この運搬は R.

M. R 3.9 運ばれてきた荒穏は，さし

穂、としての形を整えるために再度，余分

な校をむしりとり，定規をあてて一定の

長さに鎌(第 6 図〕で襖形に切り落さ

れて(切揃え作業)さし穏ができあが

る c さし穂は 50 本数えられて藁で結束

される。いずれも穂が乾燥しないよう，

屋内で作業し座居の姿勢でほとんど手先

仕事である c R. M. R は校むしりが毎

分 14 回で1. 0，切揃えが毎分 11 木で

0.5，結束は 0.7 となる。校むしり，切

揃えのときにでた廃穂および切暦，むし

った枝などを集めて竹寵にスれて屋外に

捨てに行く。結束されたさし穂は同じよ
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うに竹寵tこ集められ，さし付け床まで運ばばれる。運ばれたさし穂、はさし付斥に川隔を世いて穏を配り仮

植される乞廃1)J]整現J，穂集め，穂湿りの R. M.R は 2 .4， {反植は 3.9 となったr

さし付はまず平鍬(第 7 図)を前屈 15~40G の立位姿勢で軽く振り， 深さ 4~5 寸の短[冊型の溝を掘

る，この R. M. R 4.0 , 言撃ができればきし床に仮植されてあるきし穂をとり，蒋中に 1 本 1 本注意して

さし付ける p 時WIiの姿勢で毎分1. 6 本の速度でさし付け R. M. R は 3.3 (写真、 16)，さし穂に注意し

て平鍬で穂の根元に裂士する ν 2寸位覆土したら穂並びを整理して前屈 15 の三目立姿勢で鍬を杖にして

両足で路面める。これを交互に 3~4 回繰返してきし付けの覆土:土完了する 覆?とは穂設びの教理も含め

て R. ]¥IL R は 4.3 となり，踏付けは 5.2 となる(写真 17) 二

採穏およびさし付け作業の測定値は付表第 4表，探穂およびさし付け作業の R.M.R 実視1j{1点表て、ある c

第 5 節 床替え植付作業

床替は床誼と条植(畝植〕に分けられ，使用する保Jl~(土交鍛，耳主鍬，床替箆，床替用手鍬，棒定規，板

定規，床替橋(第 8 図〕などがある乙

床植では，叉鍬などで床起しを行い， 床面の土壌を軟く均し(写真 18) てから床聞に定視をあて，手

鍬あるいは箆で楠穴を掘り苗木を入れ， (写真 19 ， 20) 土を掛けてから軽く阿手で抑える 〔写真 21) ，

R. M. R :t床起しで 3.7，床1直付が 2.3 であるご

条植は平鍬，手鍬.mで植え条の上に尺棒をあて 1 本づっij~穴を掘って補付けるご R.M.R は 3.5 (写

真 22)，また，てfi鍬を使用する場合は畝を作り苗木をならべて鍬で土を寄せ踏付ける(写真 23) 。

床替とて

板定木

手説t 床昔梯

い
川
い
]

第 8 図 床替作業の使用昔lt JL 

第 6 節 除草および消毒作業

除草作業は播付床，床替床，条織によりそれぞれ作業方法，使用器よなどを異にするニすなわち橋付床

においては跨販の姿勢で，播付床面上の斜i草を手で抜き取る. R. M. R は1. 4， 床替床においては草取

鎌，床替用手鍬などを持ち障制の姿勢で苛簡の雑草を根からむしりとり，目箆に集めて行く， R. M. R 

2.2，条粧においては床替床と同様であるが条の間隔が広いので草を削りとるだけですみ， 首の周囲は床
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替床と同様に慎重にむしり取るので，床替床の除草よりは楽である， R. M. R 1. 8~2.0 コ 歩道はホーで

掻き集めるだけの作業がー権問単て、ある， R. M. R 1.2 , 抜かれた雑草は竹縫に入れ，一杯になると一

定の所に捨てに行く 約 4kg を版下に抱え，畑地外まで歩行運搬する， R. M. R 2.20 

条{躍の場合は馬およびハンド・トラク R ーによりカノレチペーターを使用して中耕除草ができる。 R. M. 

R(土東農式畜力カル千ベ{ターを使用して毎分 78m の速度で R. M. R 6.2 , ハンド・トラクダーは毎

分 48m の速度で 5.3 となり， ff以巾はいずれも 50 cm である和】

消毒t土手押噴霧器を使mする場合は，手押噴霧器のポンフ・押しが R. M. R 3.5, ホ{スのさきを持ち

117木の消毒[系が R. M. R 2.4 , ハント‘・トラクター:工前記のポンプ押しは機械が総て行うのでこれの段

iJt とホースのさき持ちで R. M. R は手押噴霧昨の作業と大差ない。

除草および消毒作業の測定的は(，J炎第 6 表，除草および消毒作業の R. M. R 実測{直表ーとなる

第 7 節 掘取，選苗，払出作業

掘取，選苦l主床苔百と山出11? との市木のブミ小により使用保Jl-あるいは作業方法を異にする。

床替苗の掘取は重量 2.0 kg の鍬〔第 9 図)で苗木の根を切る(写真 24)。毎分 42 回の速度で鍬を打

ち込み R. M. R は 5.8，恨のゆるんだ若木はただちに抜き取り，その場に仮植して行く， R. M. R は

抜取りが 4.5 ， (反値が 3.4となる h 山市首の掘取りは床替市のようには行かず使用する鍬も大きく「第

10 図， 写真 25) ， 重量 3 .4 kg のJ科を実生苗では深さ豹 lO cm の所に毎分 34 回打ち込み， さし木苗

では深さ 40 c例位の所にlH分 30 [1'1打ち込んで根を切るので R. M. R も非常に高く実生前の抱起しで

7.0，さし木苗で 7.2 となったり;築制の場合は，おもに突鍬(写真 26) を使用し， 苗木の両側より根を

切る(写真 27) ， R. M. R は未illiJ定であるが，スコップと同じ 2.7 程度と推定される。根のゆるめられ

た首:土両手で引き抜かれ，その場にTI1r\，、て作業が進められる。

苗引技きは，毎分鈴木の速度で R. lVI. R 5.5，選別は前の引彼かれたその場て、ただちに庁われ， (写

lIðL一司ト
重量 3.4Kg 

第 9 図掘耳支鍬 第 10 図掘取鍬

キ1 摘詩・他:労伊斜学，前抱

真 28) 苗木を 1 本 1 本R榛をあ

て大，中 ， IJ、に類別する J これは

立位姿勢で毎分 102 本， 碍似の

姿勢で毎分 126 本の速度で R.

M.R はし、ずれも1. 5 となるじ選

別された苗はただちに 50 本づっ

数えられ仮植する。 仮箇は備中

鍬，叉鍬などを使用し，毎分84~

98 [司の速度で丁寧に深さ 15~20

cm の植瀞を掘る(写真 29) ， R. 

M. R は 3.5 .0 t1直溝の中に碍鋸の

姿勢で 50 木の苗木を注意してな

らべる(写真 30) ， R. M. R 1.20 
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ならべ終ると鍬で士をJ.Þfけ，足で踏みかためる「写真 31). R. M. R 4.0 となり， 情7専用から日;!if、jγ「ま

でをー賞作業として R. M. R をi1UJ定すると 2.7 となる 床淫泊は，選別がおわれば積で 50 -::1ドづっ出

来し〔写真 32). *長を線、で‘切ってリヤカーあるいはjl1荷で床替地に運lまれる

山出苗は[反摘地において包装されるが，包装準備として[皮凶箭を引き抜き，結束して包装しゃ町、(よ

ろに集める. R. M. R は 3.0，包装はムシロを拡げて結京された苗をならベ(写真 33). ムシロの fi-端

より巻き込み，胴中を 3 箇所荒縄で締めるυR. M. R:i 5.6 となるが，さらに作業を細かく分けると京

放べ，包装は 4.0. 信号1縄県け 5.1 となるつ

J霜月支. .塁前，立、![\作業の illlJ定値は付表第 7 表，招耳7、，還前，在、団作業7コ R. M. R 実1l1J筒衣ーとなるこ

第 8 節総 括

(1) 種苗事業 R. M. R 測定績の範司は擦種の種ヂ待ち作業. R. M. R 0.3. さし較的切揃え ('1'業の

R. M. R 0.5 が設{氏で WI伝のハンド・トラクタ{による作業の R. M. R 7.7 が最高である

(2) 種苗事業 R. M. R 測定値の平均と考えられる R. M. R は 3.1~3.5 の範圏内である

(3) R. M. R の最低債を示す作業i土，座位姿勢の手光および立位姿勢で，動的要素の少ない作業であ

るコ R. M. R の最高値 7.7 は，、ン 1: ・トラクターによる緋伝でハンド・トラクターが米国設であるため

機械操作に作業者としてJ~珂があったと考えられる o iヲ|転外で R. M. R の高い値は，山H:l首の招JI7.り作

業で R. M. R 7.0 以 kであり，これは 3 .4 kg の鍬を力一杯;戻り下して非常に力を要?る作業である

性)平均と考えられる R. M. R 3.0~3.5 の範団内にある作業としては時総姿勢で際収， ざし付・:-)-. 

床図め，条Hilなど σ?上!伎作業，立位姿勢では仮諸，筒.f}ト:ナ，ポンプ押し，前のリヤカー荷債， :3~IJ しする ('1'

業などで，あさり作業速度に制約されない作業，立位盗勢で歩{子の含まれるものは縄張り，継J!:め，地均

し，溝上げ，百写J羽(長!1~ スコップ).空リヤカー引きなどであるつ
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写真 1 徒手木登り 写真 2 鈎による木登ワ

写真 4 ヘシド・トラクダーによる耕転

写真 3 携取法

写真 5 叉鍬による溝上げ

写真。 畏柄スニツプによる溝上げ



林菜fJ訪の作業主主皮に関する研究 (主主林・辻・渡部〉 一- 13 ーー

写真 7 板門ーによる床昆ゐ 写真 8 窪付き核片による斥固め

写真 10 ローラによる床固め

写真 9 平釦による床固め

写真 11 踏付二 t る床白め 写真 12 川砂の筒掛け
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写真 13 畑地 u衰の婦問け 句史 14 床('r: iJ の品J ~ (;生端が光ÎJÜ

写真 15 採戸l 写真 16 きしÍ'J け

写真 18 床起し

写真 17 踏付け
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写真 20 掘箆による iiiづ切il り

写真 19 手鍬による植穴掘

写真 22 条 情

写真 21 両手で押える

写真 23 条前 (IfL鍬) 写真 24 床主主苗の掘取り
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写真 25 j'回収減 写真 25 突 鍬

写真 23 前木の選別

写真 27 突鍬による様切り

写真 29 ~.直蒋掘り 写真 30 苗 立主 べ
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業作捧地第 1 節

地採作業は全国各地で使用する鎌の型を異にし，また;鎌によりあるいはその地方の自然的条件により

作業方法を異にするが，基本的には鎌で対象物を刈払うか，引き切るかの 2動作に大別される υ 刈払うか

引き切るかは地捧地に生えている槌物により決~. 1)，同一樹物であっても鎌の型によって使い方を異にす

る O

R. M. R のì&U定対象i直物としては，雑木(あるいは蔚芽)後，根曲竹，校条切り，および枝条片付け，

|漁伐について，内地および北海道の両地方で測定し，地萱，シダ，つる切り，雑草は内地，北海道のいず

れかにおいて測定した。
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(その 2)

t モの1)
~O.1 

'<0.2 

第 12 図鎌の使い方

下刈，除伐においては地持作業と作業目的を異にするものであるが，作業者の作業方法はし、ずれも同じ

で，単に鎌を振り対象物を刈払うのみである J 刈払動作の難易および一定の制限が加わることが考えられ

るのみで，この点は R. M. R との関係として作業速度，すなわち鎌を振るテンポが遅くなるかはやくな

るかの相巡としてあらわれてくる。

上記の .5;~なる対象物にたL 、してそれぞれ使用した刈払L 、器J~は第 11 図のごとくである。型は大別する

と詑鎌と三日月鎌の大型とにわけられ，鈴鎌は刈払L、対象物の硬い物にたL 、して使用され，大空D.の三日月

鎌は対象物の放し、物にたいしては非常に良好な切れ具合を示すυ

鎌の使い方としては第 12 図に示すごとく，鈴鎌はおもに図その 1 にある 2.ìùí りで， No. 1 は緩傾斜に

おける作業安勢と鎌の握り方， No.2\土急傾斜の作業姿勢と鋒の援り方を示す(第 11 図の No.4 ， No. 

6 , No.7 , No.8 , No.9 の鎌を使用する場合)，その 2\土大型三日月走者、を使用する場合で No.1 ， No. 2 

l土対象物の少し硬い物にたいする構え方であり， No. 41主主主などの軟かい対象物で普通鎌の刃を上に向け

て庭穏でも使うように鎌を動かす No.3 は萌芽を根元から切る場合のJ子ち方で，ヌくし、硯い対象物を 1 本

1 本篠実;こ力を入れて引き切る時で，ことに傾斜が急になれば第 12 図のその 1 の状態以上に前屈した姿

勢で燥を操作する 「第 11 図の No. 1 , No. 2 , No. 3 , No. 10 のま誌を使用する場合) , 

A. 雑木および萌芽の刈払作業

判!木および萌芳fの刈払作業においては対象物は何当の硬さがあるため一緒にしてみた 内地での R.M.

R測定の対象がfH木で，北海道では爾芽であったが幾分木の太さが異なるが，北海道での調査時期は 7 月

末であったために，耳元芽としても成長した持主思われる"内地の雑木刈払では銑鎌を使用し，北海道の前

芽刈払で、は大型三日月鎌を使用したために R. M. R {I直も異なる。なお作業方法としても内地は等高線に
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第 13 図

沿って作業を進めて行くが北海道は等高線に直角方向，すなわち傾斜を一定の巾に刈払いながら縦に作業

を進めて 1子く万法をとる

雑木刈払作業の R.M.R 測定値はH表第 8 表，雑木刈払作業の R. M.R 実測値表のごとくで R.M. R 

と傾斜およびテンポとの相関図は第 13 図および第 14 図のごとくで， R. M.R と傾斜との間には， y= 

R. M. R とテンポとの問には，指数曲線的な相関が准測され7. 61-0.163x+ 0.004x2 なる関係があり，

R. る。第 13 図から傾斜 20ぺ前後('写真36) のところが，現在使用している鈷鎌ではテンポも少なく，

M Rfl直も低く使用するにあたって最:@の地形であるようだ。そのことは逆にいえば現在の型の鎌では地

形 20' のところに適思した鉢であるともいえる。このことは雑木刈払のみならず，ほかの刈払作業におい

ても，同じようなことがし、えるが，作業最適の傾斜はその刈払対象物によって愛イヒするようである。

作業最適の傾斜が刈払作業に見られることは傾斜と作業者の姿勢とのZE化を知れば納得のできることで

あって，傾斜が経なるところでは(写真37) 鎌の刃と刈払対象物とにおいて，ある角度をつけるために作

業者は上体を前屈し，傾斜が 20つ前後になると作業者は上体を前屈しなくても，鎌の刃と対象物とが刈払

うに最適の角度になると考えられる。なお傾斜が増せば(写真38) 鎌を振る動作において，足場の安定を

R. M、 R も増加し，テンポもfnumな姿勢となるので鎌をノj、保つに余分な肉体的活動を必要とするため，

さく振って自然と速くなるものと考えられる。

第 13 図，第 14 図において R. ]¥11. R と傾斜，あるいはテンポとの問にはそれぞれ相関関係があるこ

一連の繋りがあり，これらの総括されテンポなどにおいても，また作業姿勢と傾斜，とはあきらカ hで，

たものが R. lVI. R であると考えれば，各因子に対して相互間になんらかの相関を求めて見ることも，

R. M. R の准定に意義がある

R. M. R と傾斜，テンポとの重回帰分析を行った結果，重相関係数 R=0.9100 で有意となり，重回

帰方税式は Y=2.6224+0.0714T+0.025G (但し Y=R. M.R, T=鎌のテンポ， G=傾斜を表わす〕

分散分析の結果， F 検定において Fニ 33.8213 で有志，標準備回帰係数の t 検定はテンポ，傾斜のいずれ

で

にたいしても 98 %の信頼度て、それぞれ有誌なる結果がでた。

上記の求めた重回帰方程式より雑木刈払作業の R. M. R を傾斜および鍬のテンポの 2 条件ーから推定す

ると付表第 9 表ーとなるご
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廊芽刈払作業は北海道の大型三日月鎌を使って測定したc 普通には鎌の柄を第 12 図，その 2 ， No. 4 

のごとくに握り， j'jÎj屈1O~200 の立位姿勢で刈払って行くが(写真 39) 萌芽の混み入っておるところで

は，録の刃を上に向けて罰委Fの根元に鎌の刃を掛け前屈 50~90つの立位姿勢で 1 本 1 本を確実に引き切る

ようにして刈払う(写真40)0 ために内地の前記雑木メIj払に比して鎌を振り動かすことなく，力はスれて

も 1 本 1 本引き切るようになるために静的作業に近く，作業速度は遅いニ

R.M.R 測定値は付表第 10 表，萌芽刈払作業の R.M.R 実浪Ij値表のごとくで，これから R.M.R と

傾斜およびテンポとの相関図を求めると第 15 図，第 16 図となり， R. M. R と傾斜との相関式は y=

4.4-0.0900x+0.0030x" R. M. R とテンポとの相関式は y=0.00036 x3 ー 0.03360 x' + 1. 06808 x-

7.82256 となる。

測定値を整理して R. M.R と傾斜およびテンポとの重回帰分析を仔うと，童相関係数 R=0.6559 で有

意となり，重回帰方程式は y= 2.33676+0.01441 G+0.03973 T，分散分析の結果， F検定は F=4.9085

で有意，なお標準備回帰係数の t 検定においては，テンポにたいして 95 %の信頼度で有意，傾斜にたい

しては 90 %の信頼度で有意とはなったが，この 1言額度の低いことは前述のごとく茄芽刈払作業において

作業内容が単ーな作業に分け難いことがこの大きな原因であろう

重回帰方程式より前一動{リ在、作業の R. M. R を傾斜，テンポの 2 条件より推定すると付表第 11 表とな

る c

B. 笹刈払作業

笹刈払作業の R. M. R は内地，北海道の両地においてそれぞれ実測したコ内地は秋岡営林局管内で測

定したが，使用器具一の型，および刈払作業方法など北海道とほとんど大差ないc すなわち使用器具は大型

三日月鎌で第 11 図，その 1 ， No. 1 で，北海道の笹刈払鎌は同じく No・ 2 の録を使用し，重量差として

0.35 kg あった程度で、類似したものである c 鎌の柄の持ち万は，いずれも一定しない乙 R. M. R 測定値

は付表第 12 表，および付表第 13 哀ーのごとくで R. M. R と傾斜との関係を求めてみると，第 17 図，

相関式は内地， y=6.0+0.0174 x+0.0007 x'，北海道 y=7.6 -0.0166 x+0.0023 どとなる、 北海道が

R. M.R 値は幾分高く， R. M. R とテンポとの関係は第 18 図となり，テンポも前と同様に北海道が速

い。 R. M. R と傾斜，テンポとの重回帰・分析結果は，内地で重相関係数 Rニ 0.9840 で有志:となり，童

回帰方程式は y=0.03555 G+0.12793 T-0.03775，分散分析の結果， F検定は F= 137.5225:で非常に有

意となり，標準1\ii\回帰係数の t 検定は傾斜，テンポのいずれにおいても 99.9 %の信頼度で有意となった。
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第 17 図

上記の重間九百方程式より内地の笹刈払作業の R. M. R を傾斜，テンポの 2 条件より准定すると付表第

14 表となる。

重回帰i方程式は y=3.28779+0.02232 G+0.07597 北f{jj:.追では章相関係数 Iミ =0.9310 で有志:となり，

テンポのL 、ずT，分散分十斤の結果， F 検定は F=26.0332 となり有意，標準師団帰係数の t 検定は傾斜，

この章|司帰方;["，\式より，北!ÍIJ]立の笹刈払作業の R. M. H. れにおいても 95 %の信相皮で有意となった。

を傾斜，テンポの 2 条件より推定すると H表第 15 表となるハ

作業方法も同じである内地および北泌道の使用器具がほぼ同型で，重量差が 0.35 勾の鎌を使用し，

笹刈払作業について，検討を加えると R.M.R が傾斜，

テンポとの問には高度の中11関があることは前述のとおり

また沼尻氏刺によれば未熟者は熟よ者に比して形で，

態学的には向ーでも休力的に劣り第 19 図のごとき差を

その作業およ

び総兵においてf'F業速度ヵ、らいえば同じ作業量が最低の

エネルギ町{消費でなしとげられるとI剖li'i'-J至適速度が存在

する r この速度を中心として速度が上昇しても低減して

も淘rP~エネルギ、-l'I~費は増大するーこの至適速度ょっ低

速では時間の浪費とし、う問題以外に効率の低下というこ

重の損失がある G しかし，この至適速度は作業条件によ

って異なり，鶴噴に例を取ると器具の重量が増すに従つ

14.0 

• 20 

白井氏*' f工作業には，ヨミすと報令され，

R 10.0 

N 

8.0 

R 

ω 

作業に馴れた者と不馴れの者

との比較

沼尻幸吉:労億E科学， 27 , 10 前掲

生物化堂ノ、ンドプツク p. 457 前渇

て至適速度は漸次低速に移行する。このことより内地，北40 20 30 

テン1<"(田冷)
10 

ω 
。

海道の笹刈払について R. M. R と傾斜，テンポの条件

以外に使用器具の重量，および外的仕事量としての功程
第四図

*1 

水2
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をあわせ考えると R. M. R の持つ;な義は単なる筋的作業の強さをあらわすのみならず，傾斜，テンポ，

船具の重量，外的仕事量など，各条件国一子の総括的な一つの桁数となり，この指数は作業者が鎌を使用し

て笹を刈払う作業にたし、する総合的な技能を，仕事の効率の聞からあらわしたものと考えられる己

以上の見解力、ら R. M. R ，こ対して傾斜，テンポ，作業功程，鎌の重量の重凹j品分析を行ってみると重

相関係数， R=0.98082 となり有志，重回帰方程式， Y =0.02167 G+0.04282 T+0.26400 D+2.82407W 

0.02752 , (Y = R. M. R , Gニ傾斜， Tニ主義のテンポ(回/分)， D=ユ力粍(ぽ/分)， W=室長の重量

(kg) を表わす)となり，分散分析の結果， F=281.10361 で非常に有意となり，標準偏回帰深数の t 検

定においては傾斜と鎌の責量は 99 %，功程l土 98%，テンポは 90%の信頼度でそれぞれ有志となったこ

重回帰方紅式の迎川には各種の外的作業条件より R. M. R 僚の推定と，一定の規制lされた条件，寸なわ

ち I司ー型のrl~により一定の傾斜地において笹を刈払った結果のガj干II~を i1lil定して求められた R. M. R は作

業者の技能指数としてあらわされる】

このことは同一鎌で刈払の対象物が同一である時の技能比較となるが，今後はこの考えを発喪させ異な

る鎌，異なるメIj払対象物にたいする修正係数を求めることにより，古市己の重回帰1方程式の活用範囲が土仏大

されることとなろう}

C. 根曲竹メIJ払作業

1恨I出竹刈払は内地におし、て鈴鎌，大鋭、(第 11 図， No. 3 , No. 4) を使用し，北海道では長削の鈴

(第 11 B兵1， No. 5) によりそれぞれ刈払われ，作業方法を異にする

[lq.t也の鈴鎌で刈り払った時の;俣Elll \frは硬く，密生していたので ， rJl:をほかの作業と同様に振ることはで

きず，ほとんど 1 凹 l[llj去最を根山竹の根元に掛けて引き切るようにして刈り払って行くが，鈴鈴の主!から

して掛けて引き切るには無理ーな点、がある。この点、は第20図をみでもあきらかなごとく，テンポの2.t化は少

なくほとんど毎分 40~45 回の範悶内となっているつ R. M. R と傾斜との関係は第21図のごとくで相関

式は y=5.99 -0.1029 x +0.0022 x' となる R. M. R と傾斜およびテンポとの重回帰分析においても

童相関係数， R二 0.492 で無意となり，帰無仮説を否定する根拠はあまりにも /J、さい この原因は上司に

説明したごとくでこのことから考えてみるに，詑鎌を根曲竹刈在、に使用することは非常に不利である r す

なわち，鈴鎌は浪曲竹刈払用保共として不適であると結論付けられる

R. M. Rii!lJ定(Wは付表第 16 表，倶出1竹刈払作業の R. M. R 実泊iJú古表となり， その 1 は内地でも詑
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3 
D 30 

鎌を使用した場合，その 2 は大鎌を使用した場合であ

る c

内地に1乱、ても東北地方は大鎌を使用するが，フピ鎌は

銘鎌に比して引掛りは良いが刃の厚さが薄く，あまり無

理な引き方もできず，ことに根曲竹のごとく硬いもので

はこの点、が大きな問題である。

R. M. R と傾斜との関係は第 22 図のごとくで相関

式は y=6.0 ー 0.1151 x十 0.0041 x' となり第 21 図の鈴

却 鎌と比較しても雑木，萌芽のメIj在、い作業の項で述べたよ

うに鎌の使い方の相違，あるいは上?との刃の相違なとeか

ら R. M. R も傾斜によって相当の聞きが智められる。

北海道での/恨由竹刈払は前記のごとく詑で刈払い，内
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第 22 図根曲り竹メIJ払印莱の R.M.R と

傾斜との相関図(秋田〕

地とは使用器具も作業方法もまったく異にする c 詫で刈払うために密生地では竹の上方を切ってから根元

を刈払い(写真39) ， j政生地では宜主妥恨元から刈払うので少しく作業/1[1序も違うため R. M. R 測定にあ

たっては，この根曲竹の疎密を分けて測定したc R. M. R と傾斜との関係は第 23 図のごとくで相関式

は密生地で y=3.5+0.0035 x+0.00084 x'，疎生地で y= 3 . 5 -0.02378 x + 0.00139 どとなり， R.M.R 

とテンポとの関係は第 24 図となり，相関式は密生地で y二 0.00013 x' -0.01711 x'+0.80948 x -10.02510 , 

疎生地で y=12.44374-0.44135 x十 0.00552 x--0.0000 どなるそれぞれの相関式をえた。疎密を比較し

てみるにテンポの差が大きいことは，疎生地では片手で鋭を持ち根titl竹の由っている方向に片手で抑え

〔写真 40) 根元に鈴を振り下して刈るが，竹を押えているので鈴をあてれば竹の屈曲のはずみで切れる J

そして竹を横倒しにしてTìíJに作業を進めていくが密生地では竹が入り乱れているので，疎生地をメIjるよう

に炭元のみを刈り払っても少しも倒れず"上部の葉のつけ恨，あるいは幹の中間を一度切ってから根元を

切るか，または根元を切ってから1:本 1 本引き抜くようにして竹を倒して作業を進めて行く c 密生地の竹

は太く，竹と竹との間隔が少ないために鈴を大きく作動することができないため，竹を強く押し曲げて鈴

は細かく作動して竹をそぐようにして刈払うご

R. M. R の測定値は付表第 17 表，密生地および付表第 18 表，政;生地の根曲竹刈払作業の R. M. R 

実ìJjiJ値表となる。
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子ンホ。

第 24 図根曲り竹刈Jム作業の R.M.R と

テンポとの中日開図(北海道〉
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I{. M. R と傾斜およびテンポとの重回帰分併を仔ってみると密生地の場合，童相関係数 Iミニ 0.9421 で

有立となり，重凹川方{Y式は y=0.4506+0.06690 T+0.00711 G , 分散分析の結果 F 検定において

Fニ 67.0872 で有立となった心標'/.1主作品目帰係数の t 検定においては， テンポにたいして 95 %の信瀬皮で

有意となり，傾斜にたいしては信頼度 80 %となり有意とはいえない。

E中;生地の重阿川分j:!í'の結果は，童相関係数 R=0.8447 で有意となり， 童図J清方和式は y= 1.60952+ 

0.03253 T +0.01174 G，分散分ト斤の結果， F 検定において F=20.3899 で有意となり，標準附!日|帰係数の

t 検定においては傾斜およびテンポのいずれもそれぞれ 99 %の信í(!ì'!度で有意となった j

主主同席分析の制果について比較してみると，童相関係数およびF検定におし、て密生地はjj"~i生地に比して

高度の有志性を示すが， 標i1~IÌÍIÌ回 J'111-係数の t 検定におL 、て， 密宅地で、は傾斜にたいして無意となったこ

とは作業方法の内容が前 Iじ説明のごとく政生地のそれに比して幾分複雑化されていることと，なおかっi0li

生地のごとき一定の形式により嫌い灯、がI!\(因と考えられるら疎生地の刈払いにおいて重回帰方税式より

R. M. R を傾斜，テンポの条['jこから推定すると付'表第四表となるつ

D. f也萱刈払作業

f山登刈払('1'業の使m (，:~7n，は第 11 図 No. 6 の鎌で雑木刈払いと同じ鎌を使用した。 R. M. R 測定値

は付表第 20 表となり， R. .M. R と傾斜およびテンポとの関係は第 25 図および第 26 図のごとくとなり，

R. M. R と傾斜との関係は，傾斜が急になれば R. M. R(I甫が侭下する傾向を示しており， R. M. R と

テンポとの関係は折数rlll線的な傾向を示しておる J 本調査にさきだち予備調査を行ったときは，測定。iIj数

も少危かったが R. M. R と傾斜との提!奈は y=7.3-0.1435 x+0.0039 x' なる利 l関式が求められた。こ

の調うをにおいては R. M. R と傾斜，テンポとの重岡);å分析を行ってみても重相関係数および分散分析結

果の F検定においてはいずれも有意とはなるが，標準侃回帰]係数の t 検定結果はテンポにたし、しては98%

の信似皮で有立でありながら傾斜にたし、しては.tn\意となった。このことは地萱の1-1{[.LJc.状滋とも関係があり

地萱が叢生しておるので械の大小iこより，また傾斜の念、なほどに叢生の状態が薄く，株の大きさも小さく

なった関係でかかる示ι
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第 25 図地萱刈払作業のR. M.R と

傾斜との相克図
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E. シダメIJ払作業

シグ刈払作業は，作業現場が地蜂地ではなくTìíj年度の稿栽助柚で作業としては， ド刈作業の刈払L 、とな

ったために新摘された苗木があり，地権作業のごとく充分に鎌を振ることもできず，なお筋刈したあとで

地持当rl!j-のシダ、が堆積されておるなど，鎌の使用にある私度の制限が加えられたことにより R. M. R と

傾斜との関係は第 27 図のごとくで一応， yニ 5.0462-0.1165 x+0.0037 x" なる相関式は求められたが，

R. M. R とテンポとの関係は第 28 図のごとくで相闘があるとは認められな泊、ったn これは R.M.R と

傾斜，テンポとの重回帰分析におし、ても童相閣係数および分散分析の結果の F検定はそれぞれ有志となっ

たが，模ìj主 {líl\回帰係数の t 検定では傾斜tこたし、しては 98 %の信頼度で芋fAJ、主ありながらテンポにたいし

てはJ!ltû となったい

R. M. R の測定値は付表第 21 :;廷，シダ刈払「ド業のR. M. R 実iWj{p'(表となる J
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第 27 図 シダ、刈払作業の Iミ.M.R と

傾斜との相関図

F. 雑草刈払作業
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第 2お8 図シダ

テンポとの「関勾{係系

70 

雑草刈払作業は， I大j地の測定で‘はj也掠のための刈払作業ではなく， I;~;伐 ('J 業におけhる雑草刈払作業であ

ったために使川端具も|政伐鎌(第 11 閃， No. 8) を使川したc 二[l:， ifij:JUでは1J'J:刈払('[0業と同一の三日月:1}'Il

の大級(第 11 図， No. 2) を使川した。 rlq地では， li余伐作業のー ì'~ií としてのíHIJ草刈払であったので北尚

治の作業を主として述べる(北海道で使川した犬鎌は， fl~の型そのものが判n'.'[などの軟L 、対象物を刈払う

に便利なよ]の厚さおよび型をしており， 作業は第 12 図の No.2 ， No. 3 の鎌の持ち方によることが多

く，作業姿勢も前屈 0~20つの立位姿勢で大鎌をすくい上げるようにして刈払'j. R. M. R と傾斜主の

関係は第 29 図のごとくで相関式は y=5.6-O. 0056 x+0.0009 どとなるじ内地で、の雑草刈払は例数も少

ないが一応 R. M. R と傾斜との関係は y=6.4-0.1375 x ト 0.0033x' なる相関式が求められた乙

第 29 図をみてもあきらかなごとく， 内地と北海道の鎌の相違(鎌の刃と附との角度による)が傾斜

120 以下では三日月型の犬鎌が良いが，傾斜が急になれば鈴鎌の方が良く R. M. R 値も低いc 北海道の

R. M. R とテンポとの関係は第 30 図となり，指数曲線的な相関が訳められる。雑草刈払作業の R.M.R

と傾斜，テンポ主の重回帰分析の結果は童相関係数 R=0.6178 で有意となり，重回帰方程式 y= 1.75219 

+0.04416 T+0.02454 G，分散分析の結果， F検定は F=16.1661 で有意，標準備回帰係数の t 検定にお
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第 29 肉中ID\'(刈払作業の R.1VL R と

傾斜との相関図

第 30 図雑草刈払作業の R.M.R と

テンポとの相関図

いては傾斜，テンポのいずれにたいしても 95 %以上の信傾度で有意となった。来日草刈払作業の R.M.R

測定値は付表第 22 夫，北海道および付表第 23 表，内地の雑草刈払作業の R. M. R 実JIiJ伯:表となり，

北海道の来日平刈払作業の重回帰万私ェ式より傾斜およびテンポの条件から推定した R. IVI. R は付表第 24

表となる

G. 枝条切りおよび核条片付け作業

伐採跡地の地権片付は末木，校条，用材以外の立木などを片付，整理するのであるが，地方により作業

方法も非常に YI~なみ l 内地では校条切り，校条片付け，巻枯し，筏存木伐倒および玉切， I交条切りの各要

素作業により 1 日の作業が構成されているが，北海道では校条切り，校片付け，つる切り，樹上枝卸しの

各要素作業により 1 日の作業が構成される てのほかに一定の所に集積して焼却する 内地における校条

切りは腰鋸(厘切り)，鈴鎌，詫により，等高線に平行な一定の幅内にある末木， 枝条は一切片付け整理

に都合の良い長さに切り，一方に積み上げる IJ慨による扶条切り(写真 41) の R.M.R と傾斜との関

係は第 31 図のごとくで y=6.6-0.203 x十 0.0046 x' なる相関式であらわされる。 R. M. R とテンポと

の関係は第 32 図のごとくで相関々係があるとはし、L 、難いυ これは，枝条の散在状態からみて鋸の使用が

ほかの設条の制H'.l'を受けて充分なる作業ができないのではなし、かと考えられる。 1交条片付けにおいては対
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第 31 図枝条切り作業の R.M.R と

傾斜との相関図

第 32 図枝条切り作業の R.M.R と

テンポとの関係〔内地〉
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第 33 図校条片付け作業のR. M.R と
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第 34 図蛇鎌による巻枯しの R.M.R 主

傾斜との関係

象物である校条は大小積々な大さの校条の混合であっ

て一定の作業方式もないためにR. M. R と傾斜との

関係は第 33 図のごとく，相関々係があるとはし、し、難

L 、。

M 

巻1有し作業は，鈴鎌を使用した場合と鈷を使JIjした

場合とにわけられるが鈴鎌では(写真42) R. M. R イ[!.î

も高く 4.ü~6.0 の範問内にあり，鈷の場合は〔写真

43) 2.5 前後となった。鈷鎌の場合は R. M. R と傾

斜主の関係は第 34 図のごとくで相関々係のあること

は知れるが，タu数が少ないため相模式は計算できな

L 、。

筏存木の伐倒，玉切， :1交条rrJは!殴鋸により， 1J(;{f.U処

理のできる程度のi郎、木であり太い木は巻枯しが仔わ

れる。

以上の R. M. R 測定前はf、j表第 25 表の:伎条切，

i安条片付作業の R. M. R 実iillJ債表となる。

北海道での枝条切は!限鋸および鈴を使用して鎌~iは

ほとんど使用しな\"， lJ:1fi;'íl使mは内地と大差なく(写

真 44) ， R. M. R と傾斜との関係は第 31 図となり，

相関式は yニ 4.0-0.0514x+ 0.0029 x' で内地に上とし

て傾斜 200 以下では R. M. R {[I立は相当 fJí;\，、値十示し

ておるが，腰鋸の使い方は両者とも同じ千百度の了jÎj屈姿

勢で作業速度も!fi:'らないh~(から考えると fド業方法以外

の因子による影響があるものと考える

鈴による場合もほとんど鋸と同じ作業姿勢であるが，鋸よりも帝国L 、枝条を切り〔写真 45)，ただちに枝

は片付ける。 R. M. R と傾斜との関係は同 31 図のごとくで相関式は y=3. 5 -O. 0372 x+ O. 0021 どで

あらわされる。

内地における地搭作業で小，中径木は伐倒されるが北海道においては立木のまま写真 46 のごとく樹に

のぼり限鍔でほとんど校をおろしてしまい，また樹にのぼる前にツル草，プドウツルなどを引出して地上

ヵ、ら鈴で切り取る(写真 47)，枝条「1-付は山腹と谷治し、とに分けられ， 山!腹て明は一定の所に集積， 行'[t[J

するが谷ii礼、では谷中に集積する o R. M. R も内地に比して低い値を示すが，これは集積して焼却する

ことを考え，一定の長さに切られておる点，内地の l交きた片付けーよりは作業はやり易いお!?果である(写真

48)0 

北海道における R.M.R 測定値は付茨第 26 表， :1安条切， 1安条片付作業の Iミ.M.R 実測値;夫となる"

H. 除伐作業

除伐作業は，内地も北海道も使用する鎌の形はほとんど愛らない銘鎌を使刑している(第 11 図， No・

8 , No・ 9 )。また鎌の使用方法も第 12 図，その 1 の方法で北海道は内地に比して伐り倒す位置は高く，
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刈完了:物も太L 、.r，I，(， ('1ー業者の(ノl 業姿勢が異なる すなわち内地では-lìÎj屈 600 位から傾斜の増加とともに前回

1O~300 イ立までに上{本を J包して作業するが，北?古7道では市jffE 30 位から 0~1O'位までに上休を起して作

業する点， R. ]¥11. R ，工 :[tiil]:道の方が内地の値より低い。 内地の|冷伐対象が 3~4 年生の雑木で R. M. R 

と傾斜との関係は節目闘のとおり，図ヵ、ら推察すると急傾斜における資料が少なく，二次曲線131，;な杵!閑々

係のあるーことは知れるが，関係式をコ!とめることはできない R. M. R とテンポの関係は第 36 図のごとく

でいままでの刈払 ('J二業とは逆の関係があるようで，このことは除伐刈去、作業において主林木が刈払作業に

たいして鎌の似る動作を制限しておるためにテンポの開きが他の刈払作業に比して少なく，かつテンポの

速いことは主林木に似{、J'けないように鎌を振る動作が細かくなるので，テンポが早くなっても R. M. R 

似が低下する (t1]同]となるυR. ]¥11. R と傾斜，テンポとの電|口l印分析を行うと童相関係数 R=0.87838で有

:むとなり，重I'l l).，j}ブJ' f.~là式は y= 13.0954 -0.1-176 T -0.0159 G，分散分析の結果， F検定は F=15.07245

で有立，標準似同点目係数の t 検定結果はテンポにたいしては95%の信頼度で非憶に有意となり，傾斜にた

いしては 90 %の信中山度で有意なる結果となったコ除fJと刈払作菜にたL 、する R. M.R を傾斜およびテン

ポの条件ヵ、ら准定すると付茨第 28 表となる。

l沿伐木の繋.tJUは!日.qjの Ix 条片{、J('Jõ莱と同じ作業内容と考えられるから， R. M R も同じ値と考えるな

らば除伐木の整:mWi 楽の R. M. R I土妥当な数値である。主林木が 3~4 年生の造林木であるので除{父作

業中に鎌で地上 50 cm までの高さを刈取る主税t木のド|交切りがあるが，これは除伐して行く nニ莱中に含ま

れる(写真 49) 木作業は|交の基;'~i)から後きとるように主義を慎重に取依って f子う

内地における 3~'l "I':!I 二J主j和也の除{史的ニ業の R. M. R(jI'(は f、j友第 27 炎， I~F伐作業の R. ]¥11. R 実iillJ

{jI'(手足-となる。

北河Jjj菖の除伐 ('1:業l 士写真、 50 のごとく対象物は大きくかっ刈払位置が高いために鎌は力一杯振りドせる

点， rj~地の-tr;:分 50 [IU前後のテンポに比べると少なく毎分 20~35 r司となり，また前述のごとく作業主安勢

の関係から R. M. R (LÓ:は低い. R.M.R と傾斜との関係l工第 37 図のごとくで相関式は y=5.7-0.1710

x+0.0060 どとなる. 1ミ. M. R とテンポとの関係は第 38 図で十!j関式は y=3.25+0.02913 x+ 0.00034 

x'+O.00003 x" となる}内地とj七絞してみてもテンポが速くなると R. M. R 街も高くなる点は，内地の

ように作業がー定の制限を受けずに充分に鎌を振れるから，かかる結果になったと考えるこの点l 土， R. 

M.Iミと傾斜およびテンポとのJtiJll!川分粁の結果におL 、てもレえることで.童相関係数 R=0.9179 で有志:
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第 35 図除戊刈払作業の R.!\-1. R と

傾斜との相関図(内地)
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第 36 図除伐刈払作業の R. M. R と

テンポとの関係(内地)
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第 37 図除伐メIj払作業の R.M.R と

傾斜との本11関図(北(fl]，JH)
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第四図除伐メ!日ム作業の R.M.R と

テシポとの関係(北部活〕

となり，重回帰方程式は Yニ 3.03837+ 0.04151 G+0.04772 T. 分散分析の結果. F 検定は F=37 .4647

で有意，標準偏回帰係数の t 検定結果は傾斜は 99 %の信頼度，テンポは 95 %の信頼度でいずれも有意

となった。

北海道の除伐作業の R. M. R 測定備は付表第 29 表，除伐作業の R. M. R 実測値表となり，上記の

主主回帰方程式より R. M. R を傾斜およびテンポの条件から推定すると付表第 30 表となる

60 
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40 
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。 10 m 30 

{噴 斜

第 39 図 つる切れも業の R.M.R と

傾斜との111l刻図

40 

I . ツル切作業

ヅノレ切れこ業は，内地の 10 1ft主造林木における R.M.

R値を測定したが造林木は樹高が 2~4m で除伐鎌(第

11 図 No・ 8) を使用し，ツル草の根元を刈払い，樹冠

を覆っているツル草をJI~除〈。

ツノL切作業の R. M. R yJ1lJ定値は付表第 31 表，ヅル

切作業の R. M. R 実illlJ lió:炎となる。 R. M. R と傾斜

との関係は第 39 図のごとくで，二次曲線的な相関があ

るが R. M.R 測定例数が少なく相関式の計算はできな

いっヅノレ切作業も造林木の大小およびツル主主の相違によ

って R. M.R も若干異なる値が求められるのではなかろうか f

J . 下刈機による刈払作業

前í'Wにちいては，入力による地格作業の R. M. R についてのべたが，近u寺，森林作業の機械化の一貫

として下刈機被の国産機が完成し，これによる刈払作業の R. M. R を測定する機会をえたので入力作業

とあわせ検討してみる。

下刈機の名称は藤林式プッシユ・クリーナー (Bush Cleaner) B. C. -F 2 型で，機械諸元は第 1 表の

ごとくである J

第 1 表 Bush Cleaner の機械;i/'í元

重量 11.6 kg 

馬力 1.2IP 

機関 空冷式単気筒. 2 fillJ程エンジン 5.000RPM
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鋸 径 8 吋の丸鋸，周速 10 ， 0000~12 ， 000 只毎分

除斜タンク容量 0.61 C約 45 分エンヂン稼働可能)

7.0 

zo 
0 10 20 

イ頃 t詰

移

30 40 

R.M.R を測定した対象物は地萱，除伐，笹，根曲竹

の刈千ム作業で、根曲竹以外の対象物刈払において作業者は

常に傾斜の下側に位置して作業を行った(写真51 ， 52). 

根由竹刈払は根山~.今の植生状態から傾斜の上側に位置し

て刈払うために人力作菜の場合以上に深い前屈姿勢をと

る結果となった J

R. M. R と傾斜との関係は第 40 図のごとくで地萱刈

払 yニ 2.7+ 0.0034 x +0.0004 x' , ~余{え刈払 y=2.96-

0.0410x+0.00l3x' , 笹刈払 yニ 4.8十 0.0295x 十 0.0007

X~ ，根曲竹刈払 y二 5.0-0.0953 x十 0.0047x' とそれぞ

れ相関式が求められるが，上記の相関式を比較してみる

と除伐，根曲竹など，対象物の硬い場合は傾斜1O~20'

前後にそれぞれ R. M. R の最低値があらわれておるが

地萱，笹などの前者に比べて比較的軟L 、対象物の場合に

第 40 図 Bush Cleaner によるメIj払作業の は R. M. R の最低値があらわれてこないようである。
R.M.R と傾斜との関係

R. M. R の測定値は付表第 32 表~第 35 表の各 R.

M.R 実ií!lHl直炎となるの

第 2 節新植作業

新植作業は地掠結果および地方的な慣習により作業内容を異にするが，われわれの調まきでは一般的な植

ト 240 一寸

llfC〉ヨ

新撞虐 1li
(素京)

童量 15Kg 
ネ荷長 6Scm

字問H コナラ

:5 
新極日量鍬

(jti昆理)

主量 16 K3 
桶長 100 c:n 
#111 イ?で

第 41 図新揃使用器具の図

え方について R. M. R を内地，北海泡の同地で測定し

た。地方的な慣習による植え万，すなわち 1 鍬植， 2 鍬

Æl直などについては未測定であるがこれらの作業内容を分

析してみると他種作業程に内容は複雑ではなしまた要

素作業，あるいは動素でも同一種のものが含まれている

ようである。

本調査地の地仔状況は，北海道て、は造林予定地をよJ'e払

つであり，内地l士会刈地であった。これがため，地被物

剥ぎの R. M. R 測定を内地では~.r，[1，地被物の植生に

より区別したが北海道の場合は区別ができずにR. M.R

を illU定した。 R. M. R の測定仰は付表第 36 表，第 37

表の新値作莱の R. M. R 実測信表となる

使用保具はそれぞれ第 41 凶のごとくで重量は大差な

いが，納長に 7沿いて内地が 65cm 北百五道が 100cm で相

当の差異がある c 地被物剥ぎ作業の R. M. R と傾斜と
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第 42 図地被物条IJ ぎ作業の R.M.R と

傾斜との村1関図

第 43 図地被物剥ぎ作業の R.M.R と

テンポとの相関図

の関係は第 42 図となり，キ11関式は内地の笹生地で y=5.4+ 0.0096 x + 0.0005 x' となり，同じく雑草，

IJ、濯木類の所で、は yニ 3.5+0.1000 x ー 0.0030 x'. 北海道は焼払われて Hii生が不明であるが y=3.6+0.

0312x+0.00胞が(写真 2~3) とそれぞれ求められた。 R. M. R とテンポとの関係は第 44 図となり，

上記の 3 例においてそれぞれ非常に差がある。内地の笹生地と北栴道で、は類似の傾向がみられる o R. M. 

R1111の差が大きい点はテンポが非日に異なり内地では毎分 60~70 IIlJ. 北部万宣では i五分 75~80 月となっ

ているらテンポが速い割りに R. M. R 値が低いことは鍬の柄長の差による作業姿勢の相違である。すな

わち内地ではmい柄の鍬を使用しているために作業姿勢は前向 60~90 の立位姿勢であり，北ïm遣は長い

附の鍬を使用しているために前屈 50~600 の立位姿勢でそれぞれ f/~業を行っており， 前屈姿勢の深いほ

ど，作業者としては鍬を振るに大きく作動する結果 R. M. R 仙も高くなる。内地の笹生地と，その他の

R. M. R とは逆な傾向があり，なお1ü自に差があることは雑草やIJ、潅木などが傾斜の度合によって油生密

度が違うからだと思う。緩斜地では'01民主が多く，急斜地では小濯木が多くなっておった二小濯木の地被物

剥ぎはJ俣を楽に掻き取ることができるので，テンポも毎分 70~80 1可と笹生地に比して作業はやり必いよ

うであるコ
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(1) y=5.5-0.0744 x+0.0025 x2 ・・・・東京

(2) yニ 6.5-0.1235 x+0.0042 ど・ー-北海道

第 44 図精穴姻り作業の R.M.R と傾斜との相関図

y=4.9-0.0873 x+O.0042 x' 

第 45 図土塊砕き作業の R.M.R と

傾斜との相羽図
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前1'(穴郎作業の R. M. R と傾斜との関係は第 44 図となり，相関式は内地 y= 5.5 -0.0744 x+ 0.0025 

x2，北海道 y=6.5-0.1235 x+0.0042 x2 となる、 同じ傾向にはあるが R. M. R Iitlで;Î，'] 1. 0 の差があ

る これは作業方法の相呉で内地は前屈 60~90への立位姿勢で 3~6 回大きく鍬を振にあとは湘力、く，

桜く鍬を振って土を砕土するが，北海道においては|お屈 20~80' の立位姿勢て、1\1めたの大きさに問問の棋を

鍬でもって切って行き， 内地のような騒い作業の土砕きが含まれない点 R. M. R 伯は高いc 北泌道で

は梢穴月間の根を切ってからただちにifkJiと足とでこの土塊を裏返して鍬の頭で土を叩き詳してから筏った

根のみを穴の外に拾てる c この点は，内地のt:を穴掘りと異なる点で R. M. R と傾斜との関係は第 45 図

で，杵i関式は y=4.9-0.0873 x+0.0042 どとな

る J

i:1白iN(/~業は|、'jíj屈1O~100つの立位姿勢で鍬を大き

く 1 凹. ii百穴の真中に打込み穴を明け níI屈 60~

1200 の立イ立弘j勢で身近かに置いてある苗木入れか

ら片手で苗木をとり ， Wfの l長を注意しながら穴の中

に入れ片手の鍬で士を]1淫く捌ける ν R. M. R と傾

斜との関係は第 47 図で，中日;認式は y=3.4+0.297 

x+0.0004 x2 となる R. M. R 僚も上体の動かな

L 、叩Ijiこ高\，，(1むを示しておるのは前屈 60~120。の立

位1姿勢で苗木を穴にスれ，片手で放を操作するため

に休の1WJきは少ないが作業姿勢としては幾分窮屈な

ことがは因であろうけ傾斜が，ちになればこの窮屈な

姿勢と足場の安定を確保するのに相当のL ネルギー

をれ資するので傾斜の上昇とともに}{. M. R 偵も

上手i 寸る

1(川、1'1'， 業はï'/T木に桜く土を1.1'トけてから ìiíj屈 80~

100のの立位姿勢で)十手で苗木を握り，片手で鍬を

持って&~討すけてヵ、ら ]1掻く古j木を 5j，、てみる R. M. 

R と1EILj，f との関係は第 47 凶で利調式は y=2.8+ 

0.0397 x-0.0006 x' となる J この作業は単に前屈

の姿勢を保打して足踏する程度の軽い作業であるた

め R. M. R 値は{尽く，片手で苗木，片手で鍬を持

ち体の傾斜に 7たこ:.:，

R. M. R 11直の&化も少ないて
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第 46 図植付け作業の R.M.R と

傾斜との相関図
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第 47 図踏付け作業の R.M.R と

傾斜との相関図
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ßE土掛作業は植穴の周囲から前屈1O~100二の立

ト\ / 

位姿勢で枯草，落葉などを鍬で掻き集め苗木の根元 R 

に掛け軽く踏みつける R. M. R と傾斜との関係

は第 48 図となり，相関式は y=4.0-0.1180 x+ 

0.0034 どとなる 急傾斜になると苗木の上側にあ

20 
o 10 20 30 4ι 

傾斜

第 48 図肥土掛作業のR. M.R と

傾斜との関係

a 
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る枯葉，落奨をJ蚤~落すようにして根元に捌けるので相当広範問力、ら横き溶し，なおこれをならすに手数

がかかるため R. M. R も傾斜により影響は大きい。

第 3 節枝打作業

i安打作業は 1 回投打， 211111安打などによって木登り方法も.3tってくる。すなわち 1 l iJ ll安打で1主主に地上

から，あるいは竹1弟子，短尺の木悌子などを使用するが， 2 回投打以上になると長尺の悌子，またはプリ

細を使j日する c 木登り f'lニ業は種子保取， ií市 fl1)尿取など他の作業の工員でも述べてあるが一括して検討する

R. M. R の iillJ定値は付表第 38 友， 1安打('p業の R. M. R 実測値哀・のごとくである υ

i拍子週明iは長さ 10 尺，室長 1 1. 0 kg の木製悌子をJfiに掛けて林内をn ち運ぶもので， ほとんど傾斜

地の歩行('rò業と考えられる o R. M. R も傾斜 100 前後で 4.4，傾斜 25~30 .のiIift問内で 5.5，台、傾斜

の 350 前後では 5.9 なるイ'[i'(が測定されたが，労働科学研究所で電力主が 20 kg の悌子を店に掛けて平

坦地を持運ぶ R. M. R が 4.4と発表されており， この数値からみてもわれわれの測定値は妥当であろ

うむ

1弟子掛替作業も運搬作業同禄に傾斜による R. M. R の菱化があるわ R. M. R は 4.2~4.9 で労(ifî~科

学研究所で測定した同じ作業の R. M. R 5.9 に比して低い値であるが 20 kg の梯子を立てたまま持連

ぶことは|弟子の重心の関係上， 10 kg の i弟子を持運ぶのとはその困矧HQ'は当然異なるものであって，前'Iic

の iFiにf.vトけて運ぶ以上に R. M. R{直も大きいことは当然である。

校のある木の木捻りの R. M. R G.O~6.2 は昇柱誌をつけ， なお手掛りのある官柱の，のぼりおりの

R. M. R 6.9 にj七べると径 28 cm の閥幹で，伎を手f.vr り，足掛りとしてのぼる値として妥当であろう プ

リ継は種子J来阪の 11寺に測定した R. M. R 低[とほとんど一致するので問題はない。

樹上枝切は片手で幹，あるいは授を持ち，片手で鋸を操作する(写真53) ので幾分危険な無理な姿勢と

なり R. M. R は 4.3~4.5 で，これが悌子上枝切となると幾分姿勢も安定して(ノ|ご業も容易になるので，

R. M. R は低く 3.5~4.0 となる。地 hからの伎切は一番，姿勢も安定し， ('1二業足場も良くなるので R.

M. R f1 2.9~3 .4と非常に[ほし、{~(となる。

第 4 節間伐作業

!日j伐作業は大径木の伐倒とは作業の質的内容を異にする使YIJ保共は!殴鋸，あるいはそれより幾分大きな

鋸を使III し，斧切においても大径木，ことに天然林の伐例に比して受仁!の深さは非常に浅い そして，懸

木が多いが材が'J、さいのでほとんど 1 人の ('1'業者で処理ーでき得る程度である

作業方法としても短時間に伐倒，玉切りができるので姿勢は相当無理な姿勢で作業を行う場合もあるコ

R. M. R の測定結果も.t)、上の点を考慮に入れ座位，立位，両者の併用，あるいは片膝立などにわけて整

理したο 高知，大阪局管内で測定した例数が少ないので東京局管内において造林木の主伐{乍業を行った時

の測定数もあわせ整理した。

追口切のR. M. R と傾斜との関係は第 49 図のごとくで立位姿勢では y=0.0018x'-0.0088 x十 6.898 ，

座位姿勢は y=0.0013 x' -0.0410 x+ 5. 98，片膝立姿勢は y=0.002 x2 ー 0.04 x+6.05 となる c 片膝立

姿勢は資料数も少ないので一応除外して考え，座位姿勢と立位姿勢とを比較すると傾斜 30" 付近で曲線は

交わっておる。これは傾斜が経になると座位姿勢が立位姿勢より消費カロり叶土少ないことがL、える c
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すなわち，伐採点が侭いために座位姿勢をとった場合が立位姿勢よりも休の前屈度が少なくなる c 傾斜が

急になれば傾斜の下1l!1J より追口を切ると伐凍点が立位姿勢の腹，あるいは胸の高さにきて座位姿勢の窮屈
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このの;は，立位. )tr6{立とを比較すると傾斜 25 のところで [[[1線は交わっており. 2お5 1ω以;ゴ共l、寸下ごの傾3斜?叫lにおい

ては立位姿勢が R. M. R イ似値t直Iがi低まくし，それ以上でlは工座f位立姿勢が侭くなつておることは傾斜が急急、になれば足

場にTたこιL

悶姿勢勢}の0例[，)川川i日J の;場場合 tは土払し

勢勢Lでf作F業の進行を図りながら2斐歪えてイ行子き，常に('，作/守乍1ド3業をやり J必クか5いL 、よう姿勢を[床采持するので. R. M. R {[!'îも

イ)~くなる η R. M. R とテンポとの関係は第 52 図となり，立イ立と座位の前姿勢ではテンポが非常に異な

るのすなわち，立位姿勢は 1;J.分 50~90 [II[で座位姿勢は 11)分 120111 1前後て、あることは立位姿勢では鋸を挽

く動作が全身的なlfpJ きをし，座位姿勢ではji裂から上体を動かすのに体が安定しているので，動[乍11耳目かく

速く動かしても立位姿勢で作業するよりは安定した状態で作業ができる。なお，動作の細かいことはテン

ポの定化は少ない制に R. M. R {I直の!!tイヒが大き L 、点、，それだけに体全体ヵ、らみると無照な姿勢ともいえ

るけ

校払作業における R. M. R と傾斜との関係は第 53 図のごとくで高知同および大阪局とでは R.M.R

仙において1.0~2.0 の差異があり，この差異は第 54 図の R. M. R とテンポとの関係図からみて岡地

におけるそれぞれのテンぷが高知ではlii分 44~50 同に比して大阪は毎分 75~65 固と非常な差はあるが

テンポの相違から考えられる R. M. R 仙の差とはL 、ぃ')Jjh 、 それは大!波のテンポが速くなると R.M.R

仰が低下している点，高知とは逆のtli閣があり，高知，大阪の両資料から求めると!波紋のようになるが，

この助物線型の関係は Iミ. M. R とテンポとの関係において一般的にあらわれる閲系線である。本調査に

は作業量は測定されなかったので計算的には作業長の比般ができないが. R. M. R 佑が同じ 5.0 のテン

ポ 40 1可!とテンポ 70 Ifllの場合に fr企業設を考慮にいれてみると非常な相違があると考えられる。すなわち

テンポが 40 1 ''1ではそれだけに力をいれて作業が仔われ，力を要するだけに 1 [111の斧の切り込み量も大き

く確実性があり，テンポが 70 1日!となると切り込みに力を入れるよりも斧を持って振るに力を要し，それ

だけに 1111[の作業量も少なくなり，仕事にも確実性‘がÆ~ くなり，効率は:El くなる、第 54 図から間伐木の

校!ム斧〔主伐木の校払斧より軽量である)は毎分 40~55 川の範間内のテンポで振るときが斧ーとしての効

率が九く，それ以上にテンポが増しても斧の効率は低ドすると考えられる
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J-:，U-，のほかに間伐作業では根張伐.十時J，切存在庇し，姶切，男子木落しなどの要素作業がある。 R. M. R 

の~liJ定値は付表第 39 表，間伐作業の R. M. R 実測値まそのとおりである。

第 5 節総 括

(1) 造林撫育事業 R， M. R iWJ定備の範聞は巻枯し作業のR. M. R 2 ， 5 が最低で間伐木の貯ジド落しが

R. M. R 1 1. 6，および枝打ち作業の徒手木登りが R. M. R 16.0 で最高である O

位) 上司の最低，最高値を除くと多くの作業は R. M. R 3.0~8.0 の聞に含まれ， 平均と考えられる

R. M. R は 4.6~5.0 の範囲内にある

(3) 造林撫育事業はほとんど立位姿勢て、作業が行われる R. M. R 値の低い作業は巻枯し，地上から

の!交打ち(ともに鈴を使用)，新i直作業の踏付け，肥土掛けなどで力を必要としない軽い作業が多い R.M.

R値の高い作業の木弦りは両手で抱えられる限度の太い樹幹であるため，作業は非常に無理をしている。

また，貯木落しは伐倒木の!懸り具合により R. M. R 債の菱動は大きい。

上，;己のほかに R. M. R 値の高い作業としては式IJ払作業があり，ことに雑木，地萱，笹などの刈払対象

物の硬い物で急斜地の足場で作業を行った場合 R. M. 1えは高い{u宣を示す。

(t) 平均値と考えられる R. M. R 4.6~5.0 の範間内にある作業は立位作業で主義による刈払作業，そ

のほか斧による作業と唐鍬による新法作業など，体を大きく作動する作業が主なるものであるこ
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写真 36 雑木刈払〔傾斜 20 ) 写真 37 雑木刈払(傾斜 100 )

写真 39 i長曲竹刈払

写真 38 雑木刈払(傾斜 40 ) 

写真 40 根曲竹刈払 写真 41 腰鋸による校条切り
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写真 42 詑鎌による巻枯 写真 43 鈴による巻枯

写真 44 !J~鍔による枝条切り 写真 45 銘による枝条切り

写真 46 樹上枝卸し 写真 47 ';!ノレ切り
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写真 49 除伐のド校卸し

写真 48 校条整理

写真 51 根 rlfj 竹の刈払

写真 50 北海道における除伐

写真 52 笹の刈払い 写真 53 校切り
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第 4 章素材生産事業

第 l 節伐木遁材作業

伐木造材作業は，内地の専従労務者と北海道の出稼労務者とについて R. M. R の測定を行ったG 内地

と北海道との労務者の特徴としては，内地の専従労務者は使用器具の所持数が多く，器具を使いわけで作

業を行うが，北海道の出稼労務者は使用器具の所持数も少なく，器具、の使いわけはあまり行わず，なお仕

事の結果にたいしても樹種の関係からいくらか粗雑のようで、ある。

使用器具第 55 図，その 1 ，その 2 は内地の労務者が常時持っている一式であり，同，その 3 は北海道

の労務者が持っている保共で，このほかにツル， トピのいずれかをー挺持参するの器具で一番大きな相異

点は斧であって，北海道は重量 3.9 kg のサツテー挺で受口伐，校払作業が行われるが内地においては重

量 2.65 kg の元伐斧を受口伐作業専用とし，重量 2.45 kg の元伐斧より幾分軽〈刃幅の広い1、支払斧が校

tl 作業専用としてそれぞれ使用される}皮剥作業においても北海道ではサツテにより皮剥を行うが内地に

おいては斧は使用されず，皮剥鎌，ツクシ，へラなどを別に所持して皮~J作業のみに使用される c

錯も斧と同様，内地では重量差は無いが歯型を異にする鋸により針・広葉樹別に使いわけ， ~I落し専用

の鋸として制の長いガシ r ウ鋸を所持しているが，これらの点は北海道ではみられない。

A. 受口伐作業

a-1 針葉樹

夏山の受口伐は内地で 2.65 kg ， 北海道で 3.9 kg の斧が使用され，この重量差に基く作業の相異はテ

ンポの差となって現われているこ北海道て1土毎分当りのテンポは 30 回以下で内地は 40 回以下とその差

が毎分当り 10 I日iで，れ業としては受口を伐る筒所が北海遣で、は非常に高く，写真 54 のごとく，ほとんど

?三副 9T土5R1「レ--/ー-F-Z354一U一凶l-| 1 1 守
元 t刀弁 ヰ支 4守争千 皮革.'1 .鎌 角、ンドウ t阜;

(東京) (東京) (東烹) (車烹) : 

量塁 2.65培 重量 2.45匂 重量 O了匂 時 55印1_t.O
栴長日1 Ct!1 柄長 50c.m 問長 116cnt 全長 155c"，
栴岐 :h シ 柄快打三〆 tö干牧 力毛ノ 丸型言通歯

(64牧)

第 55 図 (会の 1 )内地柏夫の使用器具
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{主本造材用錦繍引

又長 77.5 cm 
会長 116.0 にm
JJ_ "1' 4.枚抜 10窓〔引T)

主量 2.0匂

伐木造材用i患(東京 1

ヲ正英 65.0 cm 
全長 97.0 cm 
又翌日 M主ヰ友 9 忠

重量 10 Kg 

1 

"'1.. 
由

ヒコ

-----t.-'"'可山一ー 'V""一元

会 CP
ピコ

T T 
伐木造校周宣居 (東京)

ヲ正畏 61 0 cm 
全長悦OCITl
丸型 44担挟 7泡(黒ヰT)
重量 1.' Kg' 

P嶋崎制・.，....t--_ 一 一掃.......，_，ーー一ーーイ

7一一 t T' 

ヰ責 t刀用月聖 l~ (東京 1

?正英 37.0cm 
会長 57.0 (11¥ 
ヲヰ型 併以左大g，(大正改良)
壷量 O.2Kg 

(サ司事 0.5 Ki) 

仁芋字J
R華鋸 (車京)
?平長 31.0 c同
会長 4-9.0 cm 
]1..主主 昔通歯 (66枚 7
重量 0.1 Kg 

hミミ~
ít(皮剥兼用) (東京)

全長 43.0 cm 
重量 0.55Kg' 

( ~事銃五錠φサヤ共 1.1 kg ) 

第 55 図 (その 2) 内地柚犬の使用保J*

ト一一一一 38.0 ー←一一-4 E65 

Eレ寸ん-↓
田 山寸D

白

伐木造中長周サ "IT ) I • 

(時進) 11 伐木造牧用金吾(明道)
全長 105 仁川

重量 36 匂 丸型 4fx. t長 8τ
1間長、95 (ln 重量 2.0 Kg 

中南校イ 9 々

.!. 5¥0 
ー----..... 吋戸ゐW 一一一一品供附ザ

Kトー3 b。J-3 

--r一一イ
イ耳太遣キ主用鋸(北海道)

令長 83cm 

ヌヨ~ 4.iHI;t9宮

重量 1.1 ，S

第 55 図 (その 3) 北海道11li夫の使用器具

腰下の高さを伐るコ内地では写真 55 のごとく膝頭，あるいはそれ以下の高さを伐る(これは足場の傾斜

いかんにかかわらず，およそ北海道では股下の高さで伐り，内地ではでき得る限り地際から伐るようで斧

を振る作業姿勢に影響してくる。
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第 57 図針葉樹受口切り作業の R.M.R と

テンポ主の関係

北海道は前屈 0~300 の立位姿勢で内地は前屈1O~600 の立位姿勢となりと体の動かす幅および前屈

の角度の遠L 、はR. M. R 値に影響してくる。 R. M. R の測定結果は付表第 40 表， 受口伐(内地，針

葉樹)作業の R. M. R 実削直表，付表第 41 表，受口伐(北海道，針葉樹〕作業の R. M. R 実制直表

および付表第 42 表，受口伐(北海道，冬山，針葉樹)作業の R. M. R 実測値表となる R. M. R と

傾斜との関係は第 56 図となり，図中×印は内地， ・印は北海道の測定値を示す L 相関式は内地， y=9.1 

0.1296 x+0.0046 x'，北海道， yニ 8.8 ー 0.0490x+0.0023 x' となり， 北海道の冬山では雪を陪固めて

(写真56)足場を作り作業するので R.M.R と傾斜との関係は夏山のごとく明らかにはあらわれていない J

R. M. R とテンポとの関係は第 57 図となり， 内地では y二 0.0003 x' ー 0.0199 x'+ 0.5873 x+0.231 

北向道は yニ 0.0003 x3 -0.0183 x' + 0.549 x+ 1. 65 となる。 北狗道の冬山は測定例数が少ないため， HI 

関式は求めなかったが，夏山に比べる主テンポは幾分速く，夏山の相関式の延長線土より R. M.R 備で

0.5 位の差がある。

第 56 図および第 57 図から内地と北海道を比絞してみるに同一テンポであれば R. M. R 11直は約1. 5

の差がある z これは斧の重量差による R. M. R の相異かと考えられるが，傾斜との弘司係ではテンポほど

の R. M. Rj直はf_~がないことは作業方法の差異とも考えられる υ すなわち北海道のサツテを使用した場

合は内地に比し作業姿勢の前屈皮が浅く，それだけに全身的な筋肉の働きが内地に比して幾分少ない結果

R. M. R 値も低いこととテンポが少ないことの両国子が影響して傾斜との関係では R. M. R 11i古の差は

少なくなるつ R. M. R と傾斜，テンポとの重凹帰分所の結果では，内地は童相関係数， R=0.88401 とな

り， 重回帰方程式は y=1.19286+0.02100 T+ 0.19873 G , 分散分析の結果， F検定は F=20.24065 で

非常に有志であり，標1\叩iMi1J胤係数の t 検定はテンポおよび傾斜のいずれにたL 、しでも 95 %以上の信頼

度で，それぞれ有意な;結ニJ裂がでたご上記の求めた重回帰方程式より傾斜およびテンポの 2 条件ーから推定し

たR. M. R 値は付表第 43 表となる c

北海道は重相関係数， R=0.93567 で重同帰方程式は Yニ 5.57809+0.01763 T+0.10534G となり，

分散分析の結果， F 検定は F二 28.12683 で非 ì~ に有意であり， 標準備回帰係数の t 検定はテンポおよび
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傾斜のいずれにたし、しでも 95 %以上の信頼度でそれぞれ有意なる結果がて、たっ上記の求めた重回帰方程

式より傾斜およびテシポの 2 条件から推定した R. M.R 値は付表第 44 表となるこ

a-2 広奨樹

広葉樹の受口伐は前::dの針葉樹と作業方法は内地も北海道も大ffiはないが対象主なる1わドの相異がー呑

大きいニしかし作業内容から考えても R. M. R は林木の相異にたいしてあまり影響は無いと考えられる

が，幾分，針葉樹に比して材質が硬いため同一仕事量にたいするテンポの差はあるのではなし、かと考え

る c この点は効率の問題として検討の要がある。

R. M. R の測定値は付言た第 45 表， 受口伐(内地，広葉樹)作業の R. M. R 実現1]値表および付表第

46 表，受口伐(北ìfu:道，広葉樹〉作業のR. M. R 実ìJ\山首[表ーとなる。 R. M. R と傾斜との関係は第 58

図となり，内地は y=9.1-0.1246 x+0.0048 x'，北海道は yニ 8.7-0.0416 x+0.0014 x' なる相関式が

求められるが北海道における調査は傾斜 200~300 の範囲の測定値が無く，相関式を求めることは無廷か

も知れぬ。 R. M. R とテンポとの関係は第 59 図となり， いずれも同じ傾向はあるが北海道では古ガテ

20~30 回，内地でτは;応分 30~40 固と明らかに分けられる。 これは，針葉樹の項で述べたごとく斧の重

量差によるものと考える ことに北海道の広葉樹の場合は第 57 図主比較すれば冬山の針葉樹の凍結して

いる硬いところに受口を作る場合とほとんど同じ程度である。

すなわち夏山の針奨樹に比較して同一テンポのばあし、， R. M. R 差は夏山では約 0.2，冬山と夏山の

針葉樹の R. M. R 差は 0.15 程度であることから樹種による R. M. R の差は幾分あるものと考えられ

る。広葉樹の R. M. R と傾斜およびテシポとの重回帰分析を行う主内地は童相関係数， Rニ 0.97070 と

なり， 重回帰方程式は y=0.01574 G+0.29177 T-1.87175 となる。 分散分析の結果， F 検定は F=

89.76368 で非常に有意であり， 標準備回帰係数の t 検定結果は傾斜およびテシポのいずれも 95 %以上

の信頼度で有意であるハ上ji己の重回帰方程式により傾斜およびテンポの 2 条件から R. M. R 偵を推定す

ると付表第 47 表ーとなる。

北海道の場合は童相関係数， R=0.95071 主なり， 重回帰方程式， Y=0.00553G+0.15975T+4.39481 

となる。分散分析の結果， F 検定は F=37.59836 で非常に有意であり標準侃回帰係数の t 検定において

テンポにたいして 99%の信積度で有意となりながら，傾斜十こたL 、しては 70%の信頼度となり無意となっ

た。前記のごとく例数が少なかったことが原因していると思われる
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第 58 図 広葉樹受口切り作業の R.M.R と 第 59 図 Jぷ渓問主E口切り作業の R.M.R と

傾斜との関係 テンポとの関係
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針・広葉樹を比較して考えた場合に，内地も北海道も傾斜にたいする R. M. R の差異は余り考える必

要は無く，使用器具の重量:ぎからくる作業速度の差による R. M. R の差があることがあきらかとなっ

た。すなわち受口伐作業において斧を使用した場合の R. M. R の菱化は斧の重量からくる作業姿勢のit

化，それにともなうテンポの菱化によるものであって樹種，あるいは足場の傾斜などは R. M. R の度化

に大した影響もなし、。それは R. M. R の理論にも符合することである。

B. 遁口切作業

bー 1 針葉樹

追口切作業は，受口の高さが北海道は高いため，必然的に切口は高くなる(写真 57 ， 58)0 内地では陸

位姿勢で作業することが多いが立位姿勢では前屈 60~900 の無理な姿勢となる(写真 59 ， 60) 。

使用銀も内地と北海道では重量はほとんど安らないものを使用しているが，テンポが北海道は毎分35~

50 回，内地は毎分 50~60 固と斧同様の差がある o R. M. R の測定値は付表第 48 表， ;u口切(内地，

針葉樹〉作業の R. M. R 実測値表および付表第 49 表，追口切(北海道，針葉樹)作業の R. M. R 実

測値表，付表第 50 表， 3ß口切(北海道，冬山，針葉樹〕作業のR. M. R 実測値表で， R.M.R と傾斜

との関係は第 59 図となり， 相関式は y=6.2-0.0938x+O.0030 x' , 北海道は y=6.2ー 0.0567 x+ 

0.0028 がとなり， 傾斜が急になれば内地の方が R. M. R 値の低い点は間伐作業の項でのベた小径木の

追口切作業が座位，立位姿勢により R. M. R の値が斐化するのとは幾示相具するが，大径木の追口切り

は作業時聞が間伐木に比べて非常に長く，急傾斜における足場の安定を考えれば座位姿勢が有利であるこ

とから，間伐木とは同じ傾向でない結果がえられたと考えられる O 北海道の冬山は受口伐作業と同じで足

場の傾斜は考えられない。

R. M. R とテンポとの関係は第 61 図となり，北海道においては夏山も冬山も作業速度は同じであるが

R. M. R{!直に非常な差があらわれた原因については，再検討を要する問題で夏山の北海道と内地の比較

にとどめる C テシポの差は間伐の作業姿勢による R. M. R の差と同じように作業姿勢の主によるもので

あり，北海道の立位姿勢て、は休全体の筋肉を使用するので動作が速くはならないが 1 回 1 囚の鋸を挽く力

は充分に活用でき，内地の座位姿勢ではこの点，腹部が同定されているので上体のみが動き動作は湘かく

速くなるが鋸を挽く力は立位姿勢より低下する。

R. M. R と傾斜およびテンポとの重回帰分析を行ってみると内地は童相関係数， R=O.94751 で重回

9.0 90 

101 

7.0 
R 

ト1

60 
(21 

80 
111一一一一一円 地一

口}ー一一一 北 i匂遵

70 
3
 

7
 

{
 

R 
J 

‘ 
, 
" . , 

R 
M 6.0 

R 

, 
• , • • ,s ,., 

, 
e
 

加

倶偶
30 柑

5.0 
:lO 40 50 ω 70 

テ シオず

第 60 図針葉樹ili口切作業の R.M.R と

傾斜との関係

第 61 図針葉樹追口切作業の R.M.R と

テンポとの関係
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帰方程式は y= O.00707G+ 0.13518T -1. 76173 となり， 分散分析の結果， F 検定において F=48.29838

で非常に有意である〕標準lf，iJ回帰係数の t 検定はテンポにたいして 99%以上の信頼度で有意となったが，

傾斜にたいしては 80 %の信頼度で有意とはし、えないむ

北海道は重相関係数 R=0.94171 で重回帰方程式は y= 0.03016 G+0.09915 T+ 1. 92438 となり，分

散分析の結果， F 検定において F=23.50597 で有意となり，標准何回帰係数の t 検定は傾斜およびテン

ポのいずれにたいしても 95 %以上の信頼度で非おに有意となった J

北海道の上司， 重回帰方程式よりテンポおよひ傾斜の 2 条件から R. M. R 似を推定すると付表第 51

表となる υ 内地の重回帰分析は再検討の要がある c

b-2 広葉樹

広葉樹の追口切りにおし、ても受口伐りで述べ7こごとく，材質の差による程度で，作業方法はさほどの影

響は無いものと考える。斧は針・広葉樹ともに共通の刃を使用しているが，鋸l土針・広葉樹により刃の目

立方法を具にすることが常識である。このためにR. M. R 債も材質の違いによるいささかの差は生じて

くるものと，思う~

作業方法も針葉樹の場合と同じく内地，北海道では異なり， R. M. R の測定値は付表第 52 表，追口

切(内地，広葉樹) í'fô業の R. M. R 実測イi直表，および付表第 53 表， jß口切(北海道，広葉樹)作業の

R. M. R 実illiJイ直衣ーとなり， R. M. R と傾斜との関係は第 62 図のごとくで相関式は内地， y=6.9-0. 

1105 x+0.0033 x"，北iM道， y=5. 7+0.0235 x+0.0007 x' となるが，北海道の資料は傾斜 200 以下の測

定1lãが少ない点， I直線式に近い杵i関が得られたo R. M. R とテンポとの関係は第 63 図のごとくで北海

道は毎分 30~40 回，内地は毎分 50~65 同となりその差は非常に大きい 北海道は針葉樹の迫口切りに

比べるとテンポの範囲が非常に狭く，なお相関の傾向も急に上昇している点は再ー検討を要するものと考え

られるし

内地は毎分 60 同のところで針・広葉樹ともに R. M. R は一致するが，その現由は鋸の歯型に原因す.

ると考えられるので，これも北海道のテンポの問題とともに今後の検討を要する。

目。
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第 62 図広葉樹jf.j_口切作業の R.M.R と

傾斜との関係

c. 玉切作業
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第 63 図広葉樹追口切作業の R.M.R と

テシポとの関係

玉切作業は北海道，内地のいずれも作業姿勢には大差なし鋸を挽く材の位置により姿勢が異なってく

るつまた，傾斜が急になれば体の保持により作業姿勢が非常に無理な形になる(写真 61 ， 62)0 テシポl土
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第 65 図針葉樹玉切作業の R.M.R と

テンポとの関係

北海道で毎分 35~55 同，内地で 45~60 回，北海道の冬山では毎分 35~45 同で，北海道は夏山，冬山

のテンポには大宣言ない。

R. M. R の illlj定備は付表第 54 表，玉切(内地，針葉樹〉作業の R. M. R 実測値表および付表第 55

表，玉切(内地，針葉樹〉作業の R. M.R 実則前表，付表第 56 表，玉切(北海道，冬山，針葉樹〉作業

の R.M.R 実測値表ーとなり， R.M.R と傾斜との関係は第 64 図で，内地 y=6.8-0.1558 x+O.OO卵子，

北海道 yニ 5.2+0.0061 x+O.OOll x2 なる相関式が求められたが， R. M. R と傾斜との関係において

は傾斜 20つ前後に R. M. R 値の最低があらわれてくるが玉切作業の場合， 北海道ではこの点が不明瞭

である c 冬山の作業では受口伐作業と同じく足場の傾斜のき主化はほとんどみられないっ R. M. R と傾斜

との関係で間伐作業の工買に述べた作業姿勢による R. M. R の相異は大径木の場合，調査期間の関係で作

業姿勢別に分けた測定値は得られなかった。 材のノj、径木， 大径木による R. M. R 値の差異はあまりな

いものと認められる (第 3 章， 第 51 図， 間伐玉切作業の R. M. R と傾斜および姿勢との関係図参

照)0 R. M. R とテンポとの関係は第 65 図となり，夏山では内地と北海道がテンポ毎分 52 凹のところ

で相関曲線が交わっている心これは針葉樹の王切作業においていずれも鋸の重量 2.0 kg を使用した点か

らいって， 両者の測定偵をあわせ相関式を求めるだけで内地， 北海道と区別しないでも fg、と思う c

R. M. R の理論からいえば玉切作業の鋸による鋸断としては使用器具の型および重量の差異が無い限り

は R. M. R は同一であるべきで， R. M.R 値の愛イヒは作業速度による菱化のみが考えられることに一

致する心

北海道における夏山と冬山とにおいてはテンポの差はほとんど無いが， R. M. R{l買において1. 0 以上

の差があることは樹幹の凍結による材の硬さが増しているものと考えられる。

R. M. R と傾斜およびテンポとの重回帰分析の結果では内地は童相関係数 R=0.92878 で，重岡帰方

程式 Y=0.01854 G+0.05797 T +2.46346 となり，分散分析の結果， F 検定は F=25.11810 で非常に有f

t，標準偏回帰係数の t 検定の結果，作頁斜およびテンポのいずれにたし、しでも 98 %以上の信頼度で非常

に有意となったこ上記の重回帰方程式より傾斜およびテンポの 2 条何功、ら R. M. R 値を推定すると付表

第 57 表となる。

北海道は重相関係数， R=0.95587 で重回帰方程式， Yニ 0.02040 G+0.04179 T+3 .41961 となり，分散

分析の結果， F 検定は F=37.04825 で非常に有意，標準偏回帰係数の t 検定結果は傾斜およびテンポの

いずれにたいしても 98 %以上の信頼度で非常に有志となった。このことは R. M. R と傾斜の関係にお
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いて傾斜 20" 前後における R. M. R の最低値があらわれてこなかったことは，重回帰分析の標準備回帰

係数の t 検定結果が 98 %の信狽度で有意となった結果とあわせ考えて充分検討を要する点である。上認

の重回帰方程式より傾斜およびテシポの 2 条件から R. M. R 伎を推定すると付表第 58 表となる。

c-2 広葉樹

広葉樹は内地，北海涯ともに測定例数が少なく相関式を求めることは危険と考えるコ R. M. R の測定

値は付表第 59 表，玉切〔内地，広葉1封〕作業のR. M. R 実測{底表および付表第 60 表，玉切(北海道

広葉樹〉作業の R. M. R 実ìfiiJ依表で，ことに内地の測定例数が傾斜 25二以上の急斜地がなく，傾斜 200

からは作業方法を異にする点を考えると条件因子との相関を求めることは非常に困難となる 北海道の測

定例数についても内地と同じことがし、えるので、あって，広葉樹の玉切作業についてはさらに調査の必要が

ある。 R. M. R と傾斜とテンポとの関係を参考までに求めてみると第 66 ， 67 図となる
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第 66 図広葉1111玉切作業の R.M.R と

傾斜との関係
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第 67 図広葉樹玉切作業の R.M.R と

テンポとの関係

D. 枝払作業

技払作業は内地，北海道のいずれにおいても針葉樹の伎払いが主で広葉樹にはほとんど行われない。内

地の枝払い作業では軽量の斧を使い，柄も短かいので作業姿勢は前屈 5~1000 の立位姿勢となり(写真

63)，北海道は重量のサツテを使い柄も長く前屈1O~500 の立位姿勢で作業を行う(写真 64)。冬山では

夏山の作業主同じく樹幹上.を移動しながら校を払うので移動性のある作業ではあるが，積雪地においても

同じで樹幹とを移動する点，他の作業に比べると作業はやり易い。

R. M. R の測定値は付表第 61 表，校払(内地，針葉樹)作業の R. M. R 実ðlU値表および付表第 62

表， 1伎払(北海道，針葉樹)作業の R. M. R 実測値表，付表第 63 表，校払(北海道，冬山，針葉樹)

作業のR. M. R 実演Ij値表となり， R. M. R と傾斜との関係は第 70 図で内地は y=8.2-0.1052 x+ 

{).0045 x" 北海道は相関図からみると逆の相関があるが傾斜 200 以上の測定値の無いため，相関式を求

め急斜地の R. M. R を推定するには危険である" R. M..R とテンポとの関係は第 69 図となり，テン

ポは内地の軽量な斧で毎分 35~42 回，北青!J:道の夏山は毎分 20~35 回，冬山は毎分 27~32 回となって

おり，内地は軽量の斧で作業速度も速く，柄が短かいので作業姿勢の前屈度が北海道に比して深い点から



林業労働の作業強度に関する研究 (藤林・辻・渡部〉 --49 ー

~O 

50 

R 
70 

トベ

R 6.0 

50 
0 

/ 

υ} ー一一ー 同 全世

/ 
l¥) 

(引一一一 北海道

メ\ ニ../
、

. 、 、

.、

. 、

、

、

、

(2) 
、 . 、，

30 4u 

{頃全1

第 68 図針奨樹校長、い作業の R.M.R と

傾斜との関係
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第 69 図針葉樹投払い作業の R.M.R と

テンポとの関係

R. M. R 値も高いと考えられるコ北海道の夏山，冬山では斧の重量差 0.3 kg あり，傾向線が冬山では

テンポの増加にたいして急搬に上昇していることから考えるとサヅテの重量も 3.6 kg 松皮が作業には適

した限度でそれ以上の重量では使用するにあたり消費カロリーのみ増加して定常状態がつねに破壊されて

作業が行われ，作業時間も極短時間に限られると思われるこ

R. M. R と臨ff:'fおよびテンポとの重回帰分析を行ってみると，内地は重相関係数， R=0.89723 で重問

帰方松式 y=0.03166 G+0.14938 T+ 1. 61508 となり，分散分析の結果， F 検定は F=12.38690 で非常

に有志となり，襟準備回帰係数の t 検定は傾斜およびテンポのいずれにたいしても 95 9ó以上の信桜度で

有志ーて、ある。上式の重回帰方程式より R. M. R を傾斜およびテンポの 2 条件から推定すると付表第 64

表となる c

北海道は傾斜 20つ以上の測定例数の不足から重回帰分析を行っても標準備回帰係数の t 検定において傾

斜にたし、し無意となる。

E. 皮剥作業

皮剥作業も校払作業主同じく針葉樹のみに行われるが

この作業の使用保兵は各地によりそれぞれ異なる。北海

道の労務者はサツテのみで夏山，冬山のいずれも皮剥す

るが!な地では時季により斧，鎌， ツクシ， へラなどを

使いわけで皮剥!する。今回の調査では内地は皮剥鎌(写

真65) を使用し，北海道はサツテ(写真66) を使用した R 

90 

O゚ 

R.M.R値を測定したc 内地の斧による皮剥作業は間伐 M 70 

作業の項に一部を搭載しているので参照されたい。 R 

b 

γ 

~下 νぺ

o 10 20 30 411 

傾斜

R. M. R の測定値は付表第 65表，皮剥u (内地・針葉

樹〉作業の R. M. R 実測値表および付表第 66 表，皮

剥(北海道・針葉樹〕作業の R.M.R 実測値表，付表

第 67 表，皮剥(北海道，冬山，針葉樹〕作業の R.M.

第 70 図針葉樹皮剥ぎ作業の R.M.R と

傾斜との関係
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R 実浪町i!li茨となる♂ R. M. R と傾斜との関係は内地の鎌を使m した場合第 70 図となり，相関式は y=

冬山ともに測定例数北海道におけるサヲテを使用した場合は夏山，8.0-0.0783 x+0.0027 x2 となる ο

が少ないために相関式は求めない。

その他(雲中歩行〕作業F
 

鋸目模作り，襖打ち，すなわち，伐木造材作業には，上司の要素作業のほか各種の細かい要素作業，

-V:. J手砥などが多く含まれているので，これらの R. M. R についてはわれわれの測定値以外に労働科学

研究所へ公衆衛生院*'で過去に測定された数値もあわせ記すと付表第 68 表，その 1 となる

ことに冬山においては積雪の未踏地を作業者は移動して作業を行い，これに要する R. M. R は非常に

高く，また積雪のために移動歩行が困難(写真67) となるので北海道における調査時にほかの作業とあわ

せて測定したのが付表第 69 表である。

普通林地における歩行の R. M. R は過去に数多の測定された各種条件による歩行の R. M. R 結果よ

り准定適用は考えられるが，積雪地の歩行に関する R. M. R の測定値についてはほとんど無しこれが

iIili~には困難であり，なお R. M. R イl古も非常に高いので測定したっ職場移動，通勤のための踏固められ

た雪道歩行と作業移動のための積雪中の歩行について作業者は空身および 16 kg の負荷(柚夫の所持道

第 71 図，第 72 図，第 73 図よLの全重量〕のÎiÌij者の傾斜，歩数の~1ヒに従って R. M. R を測定したl
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速度との関係
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第 72 図

ネ1 ，ネ2 林野庁:林業実態調査報告書(国有林労働の実態)， (昭. 25 , 7) p. 67~82 

林野庁林業実態調査報告書(南九州国有林における労働実態調査)，(昭. 26 , 

空身歩行における R.M.R と

傾斜との関係

第 71 図
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負荷(16 kg) 歩行における

R.M.R と傾斜との関係
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第 73 図

R. 第 74 図がそれで，第 71 図は空身歩行の場合の傾斜にたいする R. M. R の菱化であって積雪上の

M. R ~i高い=雪は膝が埋まる程であるがほとんど腿の付根まで足は雪中にスり，足を抜かずに膝頭で雪

を除けるようにして歩く c 積雪中の下り以外は傾斜が急になれば，それとともに R. M. R も増加してい

る二膝頭で雪を除ける場合に傾斜を上るより下りの場合が楽である。このことは第 72 図の R. M. R と

R. M. R 値が{尽くなっているにもかかわらず速度は増加している速度との関係図にもあらわれておる。

点，他の 3 者とは逆の傾向にあり， R. M. R と速度との関係において積雪上は傾斜が急になるにつれて

速度は減少するが傾斜が 20つ以上になると速度が増加することは積雪地の傾斜地では，足を踏みかえる前

にJ骨る危険を感じ，次の足を速く N:\すものと考えられる。雪道上においてはこの逆の関係で踏固められた

雪道を 1 歩 1 土l<跡付けて滑り止めするので速度は減じる。

負荷歩行においては空身歩行より R. M. R 値は高くなっているが，ただ積雪上の下りにおいて傾斜が

急になるとおよそ 150 付近からは単身歩行より R. M. R は低くなっている l二これは負荷された重量だけ

下りに対いては雪の崩れとともに滑り降りるので R. M. R は低くなると考える。

動力鋸による伐木造材作業G. 

動力銀による伐木造材作業の R. M. R 測定には米国製動力銀 Mc.Culloch， Mall，およびスエ{デン

Partner は Be-Bo を製の Be.Bo，同 Partner と 4 機について伐木，玉切り作業の要素作業を測定した



- 52- 林業試験場研究報告第 86 号

6゚ 

4.0 

R 

M 3.0 
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第 2表動力鑓による;ß口切作業の R. J'v1.R と傾斜とのキ[]関式

孔1c-Culloch y=0.00075 x2-O.0200 x+3.78 

Mall y=0.00109 x2-O.0121 x+3.70 

Be司Bo y=0.00l70 x"-0.0l58 x+4.93 

Partner yニ 0.00064x2+ 0.0059 x+ 3. 75 

6.0 

o 10 20 30ω 
20 
0 10 

イlÏi傾斜 斜

20 30 40 

第 75 図動力銀による;ß口切作業の

R.M.R と傾斜との関係

第 76 図 動力餅にょに玉切り作業の

R.M.R と傾斜との関係

改良し重量を軽減したものでそれぞれの外観は写真 68 ， 69 , 70 , 71 のとおりである。

R_ M. R の測定は付表第 70表，動力鋸による追口切作業の R. M. R 実iJ1U fUJ:表および付表第 71 表，

動力銀による玉切作業の R. M. R 実視U値表ーとなるつ追口切作業の R. M. R 主傾斜との関係は第 75 図

で相関式は第 2表のごとくである》

動力鋸の伐倒作業で傾斜の下側に位置した作業姿勢は前屈 0~100 程度，傾斜の上側に位置した場合は

前屈 70~90 、の姿勢で幾分無理な姿勢となる。 Mc・Culloch ， Mall , Partner はそれぞれ傾斜の下側に位置

して作業が行われ， Be-Bo は傾斜の上側から作業が行われたので幾分作業姿勢による R. M. R の差があ

らわれたと考えられる。動力鋭においては手作業のテンポに代るべく切削速度を求め R. M. R と傾斜お

よび切削速度との重回帰分析を行った結果は第 3表のごとくである。

第 3 表 動力鋸による追口切作業の R. M.R と切削速度および傾斜との重回帰分析従i呆表

機
名! ~重相
(関係数

Mc-Culloch 0.96504! 

Mall 0.08091 i 

Be.Bo 0.92450 

Partner 0.90059 

| 標準備回帰係数の
重回帰万程式 i分散分析I_t 検定

結果の F問傾斜 (G〉切精度

** ** Y =3.1501 +0.0161 x+0.0206 G 33.8叫o I 3.08印 3.67540

** ** Y=4.9469+0.0269 G ー 0.0216 x 76.3418 8.4802 6.75990 
*キ

Y =3.5186+0.15ヲ9 x+0.0285 G 17.6837 2.1733 2.22640 
*ネ

12.8744 I 4.9449 0.29139 

ただし， Y=R. M. R x=切削速度 G=傾斜
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第 4 表動力鋸による玉切作業の R. M. R と傾斜との中11関式

乱![C.Culloch

孔1all

Be.Bo 

Partner 

y=0.00125 x' ー 0.275 x+3.0 

y=0.00089 x'+0.0096 x+3.8 

y = -0 . 002 x' + O. 14 x + 3. 3 

Y=0.00042 x'+0.005み x+3.5

それぞれ童相関係数は非常に高く，分散分析の結果. F検定におし、ても非常に有意であるc 標準備回帰

係数の t 検定において Partner 以外は傾斜も切出Ij速度も非常に有意になったが. Partner の切削速度は

無意となった J この原因としては Partner の鋸身が短か< (18吋案内板). ;己口切りの場合，廻し切り

を行ったためにPartner 個有の切削速度が測定されなかったと考えられる c

玉切作業の R. M. R と傾斜との関係は第 76 図で相関式は第 4 表となるつ

B巴・Bo 以外の動力鋸は R. M. R と傾斜との関係において同じ傾向を示しておるけれど. Be.Bo は逆の

相関を示していることは検討の余地がある O しかし，調査現場における作業足場が他の動力鋸の場合と比

較して;包く，なお伐間木が散乱しているその上で玉切作業を行ったため，傾斜が適確に測定されな力‘った

点，および材の末口怪が小なるために R. M. Rì測定時における移動が多く含まれ，この移動も散乱した

材の上，校条の上を乗越えて行くほどの困難な歩行だったので影響していると考える c

R. M. R と傾斜および切削速度との意回帰分析を行った結果は第 5 表となる。

第 5 表動力鋸による玉切作業の R. M. R と切削速度および傾斜との重回帰分析結果表

標準侃同帰係数の

名目係 Zl 重回帰方程式 (22JLE t 検定|切何回
傾斜 (G)
'''''J'''~j ， (X) 

機

Mc.Culloch 0.91680 y= 1.74101 +0.07326x+O.00131G 

乱1all 0.78470 
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Be.Bo 0.91050 

Partner 0.93200 I Y = 5.38879 -0.02543 x+ 0.01443 G 

Mc.Culloch. および Partner のいずれも F検定および標準備回帰係数の t 検定は非常に有意であるが，

Be.Bo は上記の朗自により傾斜にたいする t 検定は無意となった Mall は機械の構造上と玉切作業者の

不馴れなため. f'f'業中のエンジン停止が再三あったので切ì~1j速度の算出が不定確となり，またエンジン始

動など他作業が含まれてきたためであろう。

使用動力鋸の重量は Mc.Culloch 15.0 kg. Mall 16.4 kg. Be.B<:> 17.3 kg. Partner 14.3 kg である c

追口切，玉切作業においては上主の重量物を前屈の姿勢で保持しているときの労働強度が主要なるもので

あって，手挽鋸による作業のように上体の往復運動は少ないこまた，切削速度も各機械の構造から一定の

限度もあらうが，鋸断時間の長短はこの切首Ij速度によって左右されよう，しかして銀断時間の長短と足場

の傾斜は動力銀の保持姿勢および作業の難易に号室係し R. M. R の値に影響されるので. R. M. R i 土切

削速度. j頃斜，動力銀の重量と童相関々{系があると考え，玉切作業の資焼からこれらを因子として動力鋸

4種をまとめた重回帰分析を行ってみたぐしかるに童相関係数 R=O.8489. 重回帰方程式 Y=O.Oll12V

+O.03173G+O.52237W -5.54857 (ただし. Y=R. M. R. V=切削速度. G=傾斜.Wニ動力鋸の重量〕
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重 量匂

切削速度 cm/分

傾斜

‘Y 

Mc.Culloch 
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第 6 表動力鋸のY推定値表

Mall B山 l Partner 

17.30 14.30 

71.33 

0 

2.71 

、

ボ
\
も

k

ツ Jレ

重量 3.9 Kg 
柄畏 13nrn

柄内力シ

第 77 図 :; J{... , トピの図

15.00 

48.91 

。

イ直 2.38 

16.40 

79.37 

。

69.12 

0 

3.90 4.26 

となり，分散分析の結果， F検定は F=28.39667 で有意，標準価回帰バ系数の t 検定においては切i~[J速度，

傾斜，重量にたし、してそれぞれ 95 %以上の信額度で非常に有意となった。

上記の，重回帰方程式は R. M. R の推定のみならず， R. M. R を一つの指数と考えれば上式より推

定された数値は作業者の動力銀を使用する場合の効率と動力銀自体の効率が一緒になってあらわされた効

率を示す数値として動力鋸の機械的，人為的に総合された優劣を見当づける指数ともなる G よって Y値の

少ないほど機械的，人為的に優ることを現わすから，上式を使用した各動力鋸についてのY値を算出する

と第 6 表のごとし。

表から考察するに動力鋸としてはすなわち，切削速度の速いものより動力鋸の重量の軽い方が，総合的

な効率左しては良い結果となっている。重量の軽いほどYの推定値が低い結果となり，切削速度にはあま

り影響されておらないようである Q
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第 2 節木寄せ作業

第 1 項ツル，卜ビの使用型別による R.M.R

木寄作業は条件因子が非常に複雑で，使用告書具としては

ごく単純な0/ )!..-，あるL 、はトピ(第 77 図〉により，ノj、径

木から大径木に到るまでの材を各種の地表状況および傾斜

の条件のもとに材を動かすので， R.M.R の測定にもいず

れの条件を重f長['1句に測定すべきであるかは検討の余地があ

る。われわれとしては木容作業のみならず，ヅノレ， トピを

使用する作業種はほかにもいろいろと数多くあることもあ

わせ考え，これら器J1Lを使用する基本的な型につL 、て，傾

斜の条件?こ影響されない平坦地において対象物の材の径級

を安化させ， 作業者の作業安イヒについて測定したむ 宮川

氏*1 によればツルの基本的な使用方法は第 7 表のごとく

6 とおりに分類しているので，これを基としてトビの使い

方も表にあらわして分類した。

キ1 宮川信一:日林諒. 34, 12, (昭. 27) p. 370-372 



名称

のど(喉〉型

(木口上げ〉

ひき(引)型

(上引き〉

まい(舞〕理|

(下廻し) I 

うけれ l 
はり(張) ?:f'-! 

〔下積引き)

おがみ(拝)型
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第 7 表 ヅル・トピの使用方法分類

内

亡コlt

ピ国""'"事

止自
亡R

cl---~ 

容

木口または木口近い材面の下に鶴先を打ちつけて丸太の

一端を持ち上げる。

木口または材商に鶴先を打ちつけて引き滑走または回転

移動せしめる c

うけ型に似ているが丸太を移動せしめることなくその位
置で回転せしめる。通常反対fl!lJの作業者が移動を防止し
ている。

丸太の下に鶴先をスれて手前に引き回転移動せしめる

丸太の下に鶴先を入れ背の樋を利用してこじって左右に

1骨動せしめる。

ぐー」佐一一 地面に鶴先を打って背の樋を前方に押し廻して丸太を廻
百「百 1 転せしめる 3 時として回転してくる丸太を停止ーするに用

一τー一一-./ t 、るつ

( )内はトピを使用した場合の名称

A. のど型i (木口上げ〕

のど型は切除，オミフドを越えるときにしばしば使用され，山内木寄せの共同作業者中 1 人がのど型で木口

をあげると組内の他 ('1二業者が材を進ませて障害物の上に乗せる〔写真 72)0 ヅノレを使用した場合l土前屈

0~20C~ の立位姿勢でヅノレ先を木口に近い材面に打ち込み，前屈 20~800 の立位姿勢でヅルのがj先を握り，

これに体重をかけるようにして柄端を下げるつ R. M. R の測定値l土付表第 72 表，のど型 (γル〉の R_

M.R 実測値表となる。

トピを使用した場合は前庭 0~10つの立位姿勢でトピ先を材の木口に近いところに打ち込み，両足を聞

いて前屈1O~40 の立位姿勢で肢を沈める反動を利用してトピの柄を下げるて

小径木の場合は木口にトピ先を打込み，柄の下部を握り真上に引き上げる。 R. M. R の測定値は付表

第 73 ~廷，のどIfii (トピ〉のR. M_ R 実ì!liJ値表および北海道での積雪上の作業として付表第 74 表，の

ど現(トピ， ECi上〕の R_ M_ R 実測値表となるニ R. M. R と石数との関係は第 78 図で図中①は γ ル，

①はトピを使用した場合で指数曲線的な相関がある乙ヅノレを使用した場合は 3 石程度の材から作業者が 2

名となり材を操作する点，ツルの使用にあたって，のど型では R. M. R が 6_5 前後が 1 人で作業する

限度であろう。 R. M_ R とテンポとの関係は第 79 図となり相関式は，①ツル y=2_8644+0_6234 x-

0.025 x'，②トピ y=0.0266 x'+0.8102 x-0_0836 および，③トピ(雪上) yニ 7.5148+0.053x-0.0107 

Y で、それぞれあらわされ，テンポが速くなると R_ M_ R も低くなることは， 小径木に対してはたし、し

た力を要せずに操作ができ，大径木に7こいしてはだんだんと加える力も増大してゆくのでテンポは遅くな

り， R.M_R は高い値を示す。ツノレとトピを比較してみると，第79図で R_M.R 6.0 前後のところで曲線

式は交わっており第 78 図では R.M.R の 6_0 は石数にして 2 石以下となっているのでトピを使用する場

合 2 石以下の材にたし、しては R_M_R 値は低く，それ以上の材ではツんが低い二 すなわちヅんは大径木
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第 78 図のど型による R.M.R と

石数との関係

第 79 図のど引による R.M.R と

テンポとの関係

に， トビ f主径ノj、木にそれぞれ適した器具であることがし、える。

ツノレ， トピの R. M. R と径紋およびテンポとの重回帰分析を行ってみると，ツルにおいては重相関係

数 R二 0.966932 で重回帰方程式，Y=2.38015+0.16660 D+0.08236 T , (ただし Y=R. M. R, D=材の

径級， Tニヅルまたわトピのテンポをあらわす)となり，分散分析の結果， F 検定において Fニ 49.55544

で非常に有志，標準備回帰係数の t 検定は径級，テンポともに 95 %以上の信頼度で有立A となった。上司

の童図帰方程式より径級，テンポの 2 条件から R. M. R 値を推定すると付表第 75 表ーとなるこ

トピにおいては重相関係数 R=0.98152 で霊回帰方程式， Y=6.5244十 0.09432 Dー 0.14652 T とな

れ分散分析の結果， F 検定において F=89.77824 で非常に有志となり，標準侃回帰係数の t 検定は径

級，テンポともに 99 %以上の信服度で非常に有意となった。上記の室回帰方程式より径級およびテンポ

の 2 条件から R. M. R 値を推定すると付表第 76 表となる O

B. ひき型(上引さ〉

ひき型は山内木寄せにおいて材の炎落し，平落し，上引き，材の方向転換などにはり型，のど型などと

併用されて非常に多く使用される型である。ヅルは前屈 O~600 の立位姿勢で材の中央部に打込み柄端を

下腹にあてて押し，材を回怒し前進させるが(写真73) トピは前屈 0~1Oつの立位姿勢で強く材に打込み

前屈 20~40' の立位姿勢で、前足を中心に後足を少しあげてから一度に脱を沈める反動を利用して一気に

r:l 1 く(写真 74)。そして， トピの柄に全体重を掛けて上件、が 300 くらい後に傾く程度に弓|く(写真 75) ，

';l;レ主トピの構造上の相異からツルではトピのようには引くことがきず，おもに材を押すような形になる o

R. M. R の測定値は付表第 77 表ひきID! (';l ル〕の R. M. R 実在iU値表，および付表第 78 表ひき型(ト

ピ)の R. M. R 実測値表，付表第 79 表，ひき型(トビ，雪上〕の R. M. R 実測値表となる c

R. M. R と石数との関係は第 80 図で図中①はヅノレ，②はトピを使用した場合である。

R. M. R とテンポとの関係は第 81 図となり，相関式はのツルア=8.8788+0.0533 x-0.0016 x'，① 

k ピ了 y= 10.87 -0.1693 x+0.00136 x' , ③トピの雪上 yニ 15.9-0.355 x+0.0035 x' でそれぞれ表わさ

れ，テンポが速くなると R. M. R が侭下することは， のど型と同じく， ツル， トピの構造上の相異か

らくるもので，ひき型としてはトピの方がR. M. R 値が低く，作業に適した器具といえる。トピの雪上

では犬径木になると雪の中に埋まり(写真 76) ， トピでひいても材に雪が付着して材の重量が増加するの
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石数との関係

で R. M. R も非常に高い備となる U
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第 81 図ひき型による R.M.R と

テンポとの関係

R. M. R と径級およびテンポとの重凹何分析を行ってみると，ツルは童相関係数 R=0.83881，重回帰

方税式 Yニ 9.48000+0.04117 D-0.03369 T となる。分散分析の結果，F 検定は F=7.12192 となり有意，

標準侃回帰係数の t 検定結果はテンポに対して 98 %の信頼度で有意となり，径散に対しては 90 %の信

頼度であまり有志とはし、えない トヒ、は童相関係数， R=0.98306，童回帰方程式 y=9.47318 ー 0.02367

D-0.06579 T となり，分散分析の結果 F検定は F=71. 92938 で非常に有意，標準iill\回帰係数の t 検

定結来はテンポにたいしては 99 %以上の信頼度で非常に有意であるが径級にたL 、しては 80 %の信額度

で有志とはし、えないυ ヅル， トピともにR. M. R にたいして径紋の有意でないことは再検討を要する】

C. ま\， '!刊(下frl'l!し)

まい型は，山内木寄せにおいてほとんと、材の方向笠換に使われるのみであり，この型は主にトロ積， ト

ラック積，村v.債などの作業に多く使われる。ヅルは足を前後に聞き前屈 0~60 の立位姿勢で Yル先を材

の下に入れ，杯jのた端を怒ってfJîjlffi 60~80c の立位姿勢で体重を柄に掛けるようにして下げる(写真77)ι

トピは前屈 0~300 の立位姿勢で材の下にスれ，前屈1O~20 の立位姿勢でトピの柄を引く(写真78) ，

トピはl附と先との角度がツルに比較して小さい点，先を材の下にスれて柄を号 l く時に深い市I屈姿勢を採ら

ないですむもので，ヅノLを使用する時より作業は楽にできる)雪上ではトヒoの下に枕を入れて作業するが

柄を51\，、て力を入れた時に枕が雪中に沈んて‘しまうため夏山の作業より非常に多くの労力を要する J

R. M. R の~l!1j定(lI[は，付表第 80 表 まい型(ツノ~)の R. M. R 実測値表， および付表第 81 表

まい型(トピ)の R. M. R 実測信表， 付表第 82 表まい型〈トピ，雪上)の R. M. R 実測値表とな

る。 R. M. R と石数との謂係は第 82 図で図中①はトピ，⑦はヅルを使用した場合で，いずれも同じ傾

向がある。 R. M. R とテンポとの関係は第 83 図で，相関式は， ①ツル y二 7.8344-0.0001 x-0.0024 

ど，⑦トピ yニ 6.715+0.0900 x-0.0005 x2，①トピの雪上 yニ 9.5-0.125 x+0.0005 どでそれぞれ表わ

され 3 者いずれも同じ傾向でテンポが速くなれば R. M. R は低い値となる。 γ Jl.-c とトピでは作業中の

前屈度の浅い楽な作業姿勢で作業ができるトピの方が上記と同じくまい型には適した器具といえようコか

といってツルを使用しでも他の型のごとくに極端に不利とはならない二トピの雪上作業では枕の沈下を生

じ非常に不利であるごヅルを使用しでもおよそ同じであろうが， トロ積，樺積作業のごとく丸太上でまい

型を行う場合は夏山の R. M. R と大差ないと考えられるー
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第 82 図 まい型による R.M.R と

右数との関係

第 83 閃ま L 、~"!!による R.M.R 左

テシポとの関係

R. M. R と i刊およびテンポとの意回!品分析を行うとツルは童相関係数 R=0.9089，重回帰方程式

y =4.9073+0.1356 D-0.0083 T となり，分散分何の結果， F 検定においては， F=29.575 で非常に有

意，標准伺回帰係数の t 検定は径級にたL 、して 98 %の信頼度で非?首に有工j~であるが，テンポにたいして

は 90 %の信~~'j皮であまり有意とはし、えないゾトピの童相関係数 R=0.96839，重問帰方fj'，式 Y=6.7290

+0.10363 D ー 0.10577 T となり， 分散分!1fの結果 F 検定においては F=45.2137 で非J~;~ に有志'" 標

準備回帰係数の t 検定は径紋，テンポのいずれにたいしても 95 %1;J，上の信制度で有意となった。上山の

軍四川方程式より，まい型!のトビを使JIlした場合の径級，テンポの 2 条í'1ニから R. 1¥11. R {I/(を推定すると

f，j表第 83 表となる。

D. う付型

うけ弔は山 IJq木寄せにおいては平涼しに使Jlj され，土坊ではほとんどこの担が多く使用される。''/11.-で

は前屈 20~600 の立位姿勢でツルを材の下に入れ，制対161i くを握って前屈 40~60' の立位姿勢で体重を

;J.t附恥るようにして杯jを在'.'!し， .1ì4J7!hJの搾りが般の高きにくれば前原1O~90けの立位姿勢て、jjljに複い被さる

ようにして休買を掛け地上1O~20 cm までドげる(写真 79 ， 80) トピは前屈 0~10è の立位姿勢でト

ピを材の下にスれ， ÎJíj屈1O~30つの立位姿勢でトピの附をこじるととも l斗 l-足を材に掛けて押す。 材が

太くなると， トピの削先に両手を掛け上体を1O~30 'くらい後に倒すように，あるいは前屈 30~400 の

立位姿勢で刷端に君主い被さるようにして附に体重を掛けてトピ、の制をこじり， I段の高さ f'::' なると両足を大

きく開し、て肢を沈める反lWJを手Ij J目して前屈 60~90 の立位姿勢でトピの削端に休重を掛け足元まで下げ

る(写真 81 ・ 82)c

R. M. R の測定値は付表第 84 表うけ型(ヅノL-) の R. M. R 実測値， および付表第 85 表うけ型

(トピ)の R， M. R 実測値となる。 R. M. R と石数の関係は第 84 図となり，図中①はツノレ，②はト

ピをあらわし，ツルは指数曲線的な相関があるがトどは二次曲線的な相関となる。 R. M. R とテンポと

の関係は第 85 図で，中Ij関式は①ツノレ y= 4.6665+0.3047 x-0.0068 ど， ②トピ y=6.47+0.092 x 

0.0052 x' でそれぞれ表わされ，ヅルは今までの型とはし、くぶん相関が異なり， テンポが毎分 20 回付近

で R. M. R 仰が最大となっている、トピはテンポの増加とともに R. M. R 値も低下しており，両者の

R. M. R 値の差は非常に大きい点， うけ型においてはツルよりトピが器具として非常にすぐれていると

考えられる。
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第 84 図 うけ型!による R.M.R と

石数との関係
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第 85 図 うけ型による R.M.R と

テンポとの関係

R. M. R と任級およびテンポの重ú'!')"á分析を行ってみるにツルは童相関係数 R=0.9423 ， 重回帰方

'1"，\式 Y =8.7041 +0.0068 D-0.0614 T となり，分散分析の結果， F 検定において F= 23.83 となり有

意，標準備田川係数の t 検定はテンポにたし、して 98 %の信頼度で非常に有意となり，径級にたいしては

90 %の信頼度であまり有志とはL 、えない k トピにおし、ては童相関係数 R=0.96575，重同帰方干IJ式 y=

5.05520+0.11935 D -0.06152 T となり，分散分肝の結果， F 検定において F=41. 56946 で非常に有志

となり，標準侃同帰係数の t 検定結果は径級，テンポのいずれにたいしても無意となった}このことは，

R. M. R とテンポおよび径級との単相関がし、ずれも高く，なお，テンポと径級との相関も高いので R.M.

Rf土テンポおよび径級のいずれかから措定できることを示している

E. はり苛~ (ド横引き〕

はり塑は， rJI内木寄せでは突落しに平地においては機積の場合，木口を揃えるなどに使われる型であ

るつ YルはTìíjFrË 0~25' の立位姿勢で材の中央部下にヅルー光を入れ，前屈 40~800 の立位姿勢で柄に体重

を掛けるようにしてこじる(写真 83) トヒ1土y)íj屈 0~20C の立位姿勢でトヒ。先を材の下にスれ膝を軽く

出lげて(J~屈 15~30 の立位姿勢でがjをじじる J あるいは， トビの削端を握り， 上体を後方に倒すように

して休重を柄に掛けてこじる(写真84). R. M. R の測定値は付表第 86 表，はり型(ツル)の R.M.R

実測{il'i表および付表第 87 表，はり翠! (トピ)の R. M. R 実{州l古表，付表第 88 表 はり塑(トピ，醤

_I-.)の R. M. R 実iJllJイ古式ーとなる。 R. M. R と石数との関係、は第 86 図となり，図中①はツノt.-，②はト

ピを表わす。ツルもトピも同じような傾向となる R. M. R とテンポとの関係は第 87 図で，相関式は①

ヅル yニ 7.343 十 0.179 x -0.01 ど， ②トビ y=7 .560+0.148 x-0.008 x' , ①トビの雪上 y=4.764+

0.802 x-0.028 x" となるつヅルおよびトヒ‘はほとんどテンポの差のみで R. M. R は同じである。 トピ

の雪上の場合は，テンポの差が非常に少なL 、ここのことは雪上作業の場合に枕をもちいると枕そのものが

雪に沈むため，テンポは速くなり，動作は小さしその割に R. M. R は高い値・を示す。

R. M. R と径級およびテンポとの重回帰分析を行ってみると，ツルで、は童相関係数 R=0.9560 , 重

回帰方程式 y = 2.0551 十 0.2098 D十 0.1247T となり，分散分析の結果， F 検定は F二 26.322 となって

非常に有意，標準偏回J/~i.係数の t 検定の結果は径級およびテンポのいずれにたし、しでも 98 %以上の信組

度で非涜に有意となったコ上記の重回帰方程式より，はり型の R. M. R を径級およびテンポの 2条件か

ら推定すると付表第 89 表となるニ トピでは重相関係数 R=0.99177 , 重回帰方程式 Yニ 13.31743+
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第 86 図はり型による R.M.R と

石数との関係

0.00066 D-0.29354 T となり， 分散分析の結果， F 検定において F=21O .04315 で非常に有意となっ

た。標準備回帰係数の t 検定においては，テンポにたし、して 99 %の信頼度で非常に有意であるが径級に

たいしては無意となったυ このことは R. M. R とテンポおよび径級との単相関がそれぞれ非常に高く，

R.M.R の推定にテンポ，あるいは径級との単粁i関方程式より推定しても同じであるといえる J

F. おがみ型

おがみ型は，山内木寄せにおいて平液しに使用される。また平落しの r[rでおがみ型では転落材を止め，

あるいは材のYiróをこれでもって止めて方向伝換などする場合に使用される J トピはトピ先と柄との角度が

深いため，おがみ型にトピを使用する三とは無理でもつばらヅルのみが使川される塑である。前屈 60~90"

の立位姿勢で、ツル先を材の下に入れ，日Îî屈1O~400 の立位姿勢で柄端を持ち上げ， あるいは前方に押す

ようにして材を回転させる(写真 85) R. M. R の測定値は付表第 90 表，おがみ型(ヅル〉の R.M.R

実視1j{1直表となる G R. M. R と石数およびテンポとの関係は第 88 図，第 89 図で R. M. R と石数は指

数曲線:[f，_jな相関があり，テンポは y=8.841 +0.0174 x-0.0054 どなる二次曲線的な相関式であらわされ

る。重回帰分析を行ってみると重相関係数 R=0.9274，重回帰方程式 y= 4.9957 +0.1796 D +0.0626T 

となり，分散分析の結果， F 検定は F= 15.459 で有意，標準備回帰係数の t 検定は径紋にたいして98 % 

の信似皮で有意，テンポにたいしては 90 %の信頼度であまり有意とはし、えない。
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第 2 項山内木寄せ

山内木寄せは前項のツル， トピの使用型 6 とおりのうち，ひき型およびはり型が比例!刊に多く使Jtlされ

ており，ほとんど作業者 5~5 名の共同作業中， 90 %近くはこの 2 つの型のいずれかに属している η ま

た，山内木寄せでは各作業者が各種の型を使用し，同

われわれは一定時l問!片問n内における各種の耳塑当をあわせて測定し，時間分析の結果と全 ('1'業の R. M. R 似との

両者から次式沖 1 により求める作業の I乙 M. R を推定した

AH., + BR, + . . . . . . nR" 
R 二 T

R ・・・・ 1そめる作業の R. M. R 

A B....n は各 ('1二業勤('[，の時間

R, R,.' ..R" は各作業主YJ作の R. M. R 

T ・・ ー・・・ ・全作業!EiJ作の合計・時間

上式よりひき型およびはり型の R. M. R を推定し，それぞれの R. M. R と径級，テンポおよび傾斜

との京回帰分析を 1子った結果，ひき型は童相関係数 R=0.86118，重回帰方程式 Y= 12.71599 十 0.07818D

-0.17752T-0.07397G (ただし， Y=R. M. R, D=径殺， Tニツノレのテンポ， G=傾斜をあらわす〉

となり，分散分析の結果， F 検定は F=33.4914 で非常に有志となり，標準備回帰係数の t 検定において

も径級にたいしては 95 %の信頼度，テンポ，傾斜にたいして 99 %以上の信頼度でそれぞれ非常に有志

な結果となった。

はり型は，童相関係数 R=0.7705，重回帰方程式 Y= 5.75386+0.22060 D-0.09528 T-0.05940 G と

沿り，分散分析の結果， F検定は F=16.2077 で非常に有志となり，標準偏回帰係数の t 検定は径級，傾

斜にたいして 99 %以上の信煩度で非常に有意となり，テンポ;こたいしては 80 %の信頼度で無意となっ

たが，このテンポが R. M. R iこ及ぼす影響は大であるにもかカ‘わらず無志となったことは，山内木寄せ

が組共同作業で 1 人の音頭取りによりテンポは被験者個有の力に広じたテンポとしてあらわれなかった

点， {五MLIl J吊係数の t 検定において無意となった原因であろう上司の 2 つの塑以外にもおのおのの型が使

用されるのであるが調査期間の短かし、ために測定例数が少なく一定の傾向を犯握することが困難であっ

たの

山内木寄には， ツノレの使い型のほかに足場の整理， あるいは挺による作業，木廻し(ガシタ〉による

材の疹動などが測定された〉 測定値は付表第 91 表山内木寄せ，その他作業の R. M. R 笑'i1lU{lli!表とな

る。

第 3 節搬出作業

A. 木馬による搬出

木馬による搬出の測定値は労働科学研究所で測定された小数の測定値があるが，この測定値は条件因子

との関係についてはほとんど調査されておらない状態で， ことに木馬曳き作業では勾配，積載量により

R. M. R も愛化してくるのである。一応参考主でに労働科学研究所で測定した R. M. R 値を記すと第

8 表となる{

われわれの測定値は付表第四表，木馬による搬出作業の R. M. R 実浪出直表となり，空木馬担ぎ上げ

*1 沼尻幸吉他.労{時学，前掲

石井雄二:体操のエネルギ{代謝率に関する研究(第 7 報) ，労働科学， 29 ， 8 , (昭 .28) p. 436~445 
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第 8 表 木馬による搬出の R. M. R 表

作 業 名 IR・ M.RI使用器具|テンポ 1i 作 業 名 IR.M.RI使用料テンポ

空木馬犯ぎ上げ 6.0 11品動用ワイヤ{外し 1.5 

" 4.7 グ 直し 1.5 

木 白馬 曳 き 4.5 // 揚げ 1.5 

グ 6.5 // ;;';1 き 3.0 

木 馬 手 入 1.5 // 出し l 1.5 

木馬後押し 3.8 材 続 i 2o, み 3.6 I ツノL

グ 止め 4.5 " 3.7 ト ビ

かすがい打 3.0 材 号| 社i し 4.0 ;; Jレ

// 外し 2.5 

では約 48~52 kg の木馬およびカスガイを肩に担いで木馬道を歩行する。この作業は作業者の歩行速度

により R. M. R は異なるわ R. M. R と歩数との関係は第 90 図のごとくでR. M. R は 5.0~7.0 の

範囲にあり，指数曲線的な関係があるが例数が少ないため，相関式の算出はで、きない。木馬手入およびワ

イヤ Fの操作は労働科学研究所の値は，ほかの作業より推定したものと思われるがワイヤー抗しの R.M.

R は1. 3 でいくぶん低L、仰を示している。カスガイ打ちは R. M. R 3.2~3.5，材引出しは R. M. R 4.0~ 

6.0 の簡に R. M. R 佑は散在しているがこれは材の径級，テンポおよび傾斜などによりさを化するが，こ

の調査は木寄作業の調査以前に行ったことと，例数の少ない点から重IIU帰分析を行うまでには至らなかっ

たc 積込み作業も材引出しと同じで重回帰分析を行うには五らなかったが R. M. R は 2 .4~4.9 の範閉

内にあり，材引出しと同禄な条件因子，あるいは積込んだ場合の高さによって R. M. R 備は安化してゆ

くものと考える。

木馬曳き下げは木馬j首の状態，すなわち士道，援活などにより曳< r時の歩巾，歩数が自然と決められる

ことに，俊道においては絶対的なものであるので木馬曳きの場合はその聞における速度を一つの条件因子

と考えて，これに木馬の積込み石数を加えた 2 つの因子として重回帰分析を行ってみた。木馬道の傾斜も

一つの因子と考えられるが木馬曳きにおいてはこの傾斜の範聞が狭く，少しく急になればワイヤ{により

木馬の制動を行いつつ傾斜地を降りてくる。このことは自然的な条件因子として考えた場合，制問jは作業

者によりそれぞれ異なる方法でもって傾斜地を降りるので，これは傾斜としての条件因子を考えるよりは

その作業者の技術的な国も含んだ速度として考えた方が R. M. R との相|羽は高いと推測されるコ童相関

係数， R=0.8630，重回帰方程式 Y=O.12029 v+1.0958V -5.8956 (ただし Y=R. M. R , v=毎分

当り速度， V= 1 台当り積込石数をあらわす〕となり，分散分析の結果， F検定は F=25.644 で有意と

なり，標準侃回帰係数の t 検定は速度にたL 、して 98 %，積込石数にたいして 95 %の信頼度でそれぞれ

有意となった。上記の重回帰方程式より R. M. R を速度および積込石数の条件因子より推定すると付表

第 93 表となる。

B. 雲種(パチ〉による搬出

入力バチ曳きは積雪上にバチ道を踏みl司め，水をまいて凍らせた尾道を入力で曳いてくるので木馬とほ

とんど同じようなものであるが，木馬よりは雪上で作業するだけに速度も辿く，滑りも 11い。バチ曳きで
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は傾斜の強いところは切藁，あるいは藁を敷き， f相U!lJJJの働きをさせる c 一般にパチ台で積み込んだ材の後

部をひきづってくるが傾斜が緩になると後バチをスれて 2 台の誌でバチバチとして曳く。平坦地ではバヂ

バチ曳きのほかに加勢がついてトビを材に掛けて曳いたり，あるいは後から押したりする。 R. I¥II. R は

3.2~4.7 程度で加|勢の人数により R. M. R 伎は主主化すると考えられるつ 材の積み込，在[Jしはこの調査

地が秋田営林局管内であったために材としては幾分太く，積込みにおいては木馬のごとく高くは積み上げ

ずに尾の上に 1 段~2 段程度であるにもかかわらず R.M.R は 4.1~5.0，卸しは 4.5~5.1 と幾分高い

値を示している バチ曳きではつねに尾道の修理，除雪が行われており，いずれもスコップ，あるいは雪

掻きで雪を除いたり，あるいは路面の雪を削り，補修する作業が多い R. M. R は 3.0~5.5 で除雪作

業は雪を投げ拾てる位置によって R. M. R 値に相当の差がある c

パチ曳きには前述のごとく後バチ付けがあるがこれは鴎道の途中に段を作り，このところで曳いてきた

パチを一時{主力上してから先に準備されている後ノぞチを材の下にスれ荷をロ{プで締める。約一業には手伝が

いるので R. M. 1ミも低く 3.8~3.9 程度，パチ曳きにおいては傾斜地が多くこの傾斜地においては技術

的に優秀な作業者はバチの鼻に乗りパチを操作して下るためR. M. R は低く 3.9 松度であるが，普通

の作業者はバチの速度に合わせて歩行するので R.M.R 値の差は大きし 7.7~8.2 となる。その測定値

ば付表第 94 おとなるリバチバチにしたときは上~t~のごとき作業方法の差が無い点から，木馬曳きと同じ

ように毎分当りの速度， 1 台の積み込石数と R. M.R との重回帰分析を行ってみた。:JJiJ[j関係数 R=

0.97370，重|口l川方程式 Y=0.3136 v-2.1651 V ← 4 .4607 となり，分散分析の結果， F 検定において F=

18.89939で有fIZ，様iWÚiMm帰係数の t 検定は速度にたいしては 90%の信頼度であまり有意とはいえない。

積込石数にたいしては 95 %の信頼度で有志となったコ速度にたし、する t 検定においてあまり有意でない

続課ので、たことは測定数値の R. M. R と速度，および速度主積込石数との関係図を [hj \，、てみると第 91

図，第四図のごとくで，毎分速度 65仰を界としてそれぞれ異なる関係のあることが知れる J 毎分 65m

以下の速度にたL、する資料が少なく，この分は計算ができなかったが， 2 つの計算式の生ずる大きな原因

としては冬期における気温のきを化にともなう雪質の定化と，これにたいする雪協との関係があるものと考

えられるが気温の必化にたいする観測数値が無いためにこれらの関係をあきらかにすることはできなかっ
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7こ J 室岡帰分析の結果から R. M. R を速度と積込石数との条件から推定すると付表第 95 哀ーとなる。

C. 玉曳きによる搬出

宝曳き作業についての R. M. R 測定は冬山における調査が最初]で，主(l素作業中，条件との関係がある

と思われるのは刃広斧による皮剥作業税度で，ほかの要素作業については馬を主体とした要素作業が多い

この R.M.R 債はその時々の時間観測員の測定により R.M.R の組合わせ，分解によって目的のR. M. 

R を推定する必要がある R.M.R の測定値は付表第 96 表，夏山の玉曳きによる搬出「ド業の R.M.R 実

測値表および付表第 97 表，冬山の玉曳きによる搬出作業の R. M. R 実測値表となるコ要素作業のおも

なるものについて説明すれば，馬廻しは R. M. R 2.1~2.9 で冬山では 2.5，いずれも曳木(ドツコイ)

を持って玉曳き道で馬の方向をささえるのであるが平均備として R. M. R は 2.5 となる、 環整理作業は

止め療を 1 本 1 本整理して行くのであるが，夏山は R. M. R 3.2，冬山で 3.5 となり R.M.R の差とし

て夏冬の作業環境からくるところの相違としてはこのくらいの差があると思われる υ 玉準備('1二業では玉を

馬から外して‘材の積込み場所まで，玉を入力で曳いて行く o R. M. R は夏山で 3.2~3.3，冬山は 3.9 と

なる〈玉荷積みは準備された玉の上に材・をドヲトコ，ガンタで乗せてからの以，引践を打ち付ける作業で

夏山は 5 .4~6.8，冬山は 5.0~5.7 で夏冬では R.M.R 値の差は大差ないと考えられるご環打ち作業は

材に引環を打込む作業で大鳶(ドットコ〕を使用する。 夏山では 5.6，冬山 4.7 で冬期は凍結している

ので少しでも環が入れば材にひびがスり打込みゃすくなるけ夏期は樹液を含んでいるため，打ち込み難い

点がある。環外しも同じことがし、える。夏山では 6.9~7.3 冬山は 4.7 となる c 皮*，j ぎ作業は使用した

刃広斧の重量が異なり冬山は 2.0 kg のを使JIiし， R. M. R もいくぶん高い仙で 7.4~7.8，夏山は1. 4

kg の手刃広斧を使用したので R. M. R は 6.2 と低い値を示している 馬iLiいは夏山で 4.3，冬山で

10.6 で非常に差があるが，冬山は馬の速度が夏山に比して非?古川こ速く，それを追う作業者は滑り易い雪

道を馳るために非常に夏山の馬追いとは状況が異なり R. M. R が高いと考えられる"

D. 玉曳き準作り

宝曳きj首は夏山においては作られてカ、らただちに搬出に掛るが，冬fLrの場令は夏期に予定線を作って置

き，積雪とともに雪を固めて行くので玉曳き道作りは，ほとんど夏山でおもなる作業が行われ冬山では除

出íl'，二度になるパ夏山のj色作り f午業の R. M.I川市

は付表第 98 表，玉曳きj芭{ノ1: り作業の R.M.R
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手責込校積(厄)

第 92 図 バチ曳きの速度と積込材積との関係

7.0 

実mu値表となる。まず山腹に沿って山の計局j し

を行い，あるいは士11-:めを i泣いて土脱したり，

予定線上に散在している伎条を片付けるなどの

作業が含まれるため，使用器具は唐鍬， 11要録，

鎌， トピなどが準備される。第 86 図はこれら

道作りに必要な使用器具である二

肩崩作業は写真 86 のごとく唐鍬により前屈

20~30C の立位姿勢で根を切り，土を崩して行

くが時々写真 87 のごとき大きな石がでてくる

とこれを掘出して道の外に捨てる。このように

して肩崩しされた土は，道の半分に土盛して行
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校{店長片付斧
(~ヒ洛1堕)

重量 1.8 KZ 
柄長 95Cn\
4丙椛イ宇ヤ

1←一一一 27.0 -一一引

雪姫スコりア
(北海道)

重量 2.6 I怒

日1.0 ‘一一

校保切用銘
(北1画 i且)

全長 71 cm 
丸型 4ヰ，"-板ヲ~.
重量 09 Kg 

第 93 凶 道 ('1' り作業の使 m 器 JL
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くー伐恨などに出会うと道の付く所，路面の高さ以上の物はIJ~Í沼で根切りを行う写真 88 は伐根の根切

りを行っている所で!若鍬で恨の周[喝の土を掘起し. Jl要鋸を使用するが根が交錯している所ではトピを使m

し写真 89 のごとく 1誌をゆるめる η あるいはトピ先で土を掘りだす。切られた浪株は道外に捨てられる

土保りの必要ある所は，土止め材を横にし(写真90) 土怖の崩れを防ぐために材を止めるJ 士止め材l士写

真 91 のごとく長さ約 1m の杭を林内に散在している末木. i支寄ーから適当に銀で切り，鈴で細かい校を落

し，杭の先を尖らせたのを写真 90 のごとく唐鍬の頭で道の高さになるまで打込み〔杭の苅は一応鋸で切

落しておく)士lÍ:め材を固定する、以上のようにして，道の形ができれば先に進むが予定線上十こある草，

笹などは写真 92 のごとく鎌で刈払い，あるいは散在している末木，枝条を取り片付けてから肩崩し土店長

りを行う。ことに針葉樹の末木，校条からは土止め材を採るので丁寧に片付けられる n

冬山の作業はこの状態で降雪を待ち，積当ーを除去して一定の厚さにしてから固め，冬山の玉曳き道とす

るのではとんど除雪作業がおもである。 R. M. R 値は付表第 99 表，冬山玉曳き道{乍り作業の R. M.R 

実ðllHl直表となる。 雪深 70~100 cm ある雪を角型のシャベルで玉曳き道の両側にはねあげて仔く作業であ

る J 現在までにシヤペル作業については種々実験計測された報告もあるが，その内容が復維で投挙高，投

挙量，柄の長さ，シヤペJレの重量等詳細に条件因子を規制jしたものが多く，現在のわれわれが使用する立

場から考えてみても標準功程調査がそのところまで進んでおらないので，もっと大別した簡単な条件因子

との関係を求めることが得策と考え，シャベルのテンポのみについて R. M. R を測定した l

R. M. R とテンポとの関係は第 94 図，中道作り除雪作業の R. M. R 主テンポとの関係，第95図，

小道作り除雪れ諜の R. M. R とテンポとの関係，第 96 図，丸太上の除雪作業の R. M. R とテンポと

の関係主なり，それぞれの図から除雪作業において R. M. R がテンポ以外の条件を無視しても良いこと

が知れる。 相関式は中道{乍りの除雪が y=0.0004 x' -0.012 x'+0.29 x+2.6. /J、道作りの除雪は y=

0.0003 x' -0.0098 x'+0.2878 x+0.2775. (ただし Y=R. M. R. x= シヤペノレの毎分当りテンポをあら
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第 94 図 rl~道作り除雪作業の R.M.R と 第 95 図 IJ、道作り除雪作業の R.M.R と

テンポとの関係 テンポとの関係

7.0 r わす)となり，丸太 hの除雪はilllJ定数が少ないので相関

60 

R 

ト~ 50 

式の算出は行わなかった 中道作り，小道作りも除雪に

おいては R. M. R イl白はそれぞれ大差なく同一作業室度

で R. M. R 値は 0.25 村皮の差があるので全資料をあ

わせてj:[1関式を求めても J.1;l、 丸太上の除雪はテンポが

増せば R. M. R 怖が低い{i古となるがこれは原因があき

らかでないのしかし作業方法においてテンポが遅い時は

丸太上の笥を 1 同 1 間シャベルですくいあげて投げる

が.だんだんとテンポが速くなると丸太上の雪をシャベ

ルで掻き落す作業にÆって行くので，このことが原因で

R.M.R 止テンポとの関係が今までの除雪と l土逆にあら

われてきたとも考えられる u
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第 96 図 丸太jての除雪作業の R.M.R と

3() 

テンポとの関係

E. トラクター運材

トラクダ{運材はトラクター運転，穣積込み，および土場荷卸しとj萱作りにわけられる c トラクタ戸運

転手および助手は冬期の風雪にさらされながら後の積荷を注意して運転を行っているが羅道自体に大きな

波状形の凹凸およびトラクダ{の振動があり，非常に肉体的， 精神的疲労の多分にある作業で R. M. R 

も高く 2.6~3.0 である。震の積込はバチより大型であるため，積込みに非治に困難を感ずる。下段積込

みにおいても滑木を渡し(写真 93) ， 2 段， 3 段となるとローフ。の捲立て作業も含まれてくる(写真94) 。

作業はつねに 4~5 人の共同作業で下段積込みで R. M. R 5.0 上段では 8.0~9.5 となり， ロープの

捲立によるローフ。曳きは 5.0 となりTJíï:tr~のバチ曳きの読査に比して材が大きい点 R. M. R も高い値とな
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っている}

捲立て作業は協からおろした材を 2 人で約 10m 位，厘棒の上を捲立てるので R. M. R も思ったより

イ尽く， 5.1--'5.2 程度である 3 震材卸しは積材を上から転落させるのであるが， 材の上には危険でのぼら

ず地上から操作する点，上段の材は困難で R. M. R fi\，、くぶん高くR. M. R は 6.3~7.1 (写真95) ，

道作りはバチ道とはいくぶん異にし雪が多くても少なくてもトラクター運材に影縛するのでつねに保線を

行っており，おもに女子労務者が作業をしているわ R. M. R 値は女子労務者としては高い値を示してい

る点，前i記のバチよ首作りに比して使用器具としては過した道具とは思われない R. M. R の測定値は付

表第 100 表， トラクダ{運材作業の R. M. R 実測値表となる。

第 4 節総 括

(1) 素材生産事業 R. M. R の測定値の範聞は鋸目立の R. M. R 0.7 , 寸主主収りの R. M. R 1. 0 が

それぞれ最・侭仰であり，木馬曳きの R. M. R 13.3 が最高値であったc

(2) 上記の最低航は何i帯作業で主体作業としての最低備はトラクター運転の R. M. R 2.8 , トラグタ

{棲道の除雪 2.8 ， 1W)力鋸の王切り〔緩傾斜地) 2.9 などである。

(3) 素材生産事業 R. M. R の測定値で平均と考えられる R. M. R は 6.1~6.5 の範閥である

(4) R. M. R の最低値を示す作業はほとんど附帯作業であって R. M. R は 0.6~3.0 の範囲内にあ

るの主体作業の最低値を示す作業は R. M. R 2.6~3.0 の範囲内でトラクダ{運転手，同助子，屡道の

除雪，玉曳きの馬廻し，動力鋸の玉切り(緩傾斜地〉など，座位姿勢かあるいは立位姿勢でも力をあまり

必要としない作動の少ない作業である。R. M. R の最高値の作業は木馬曳きのR. M. R 13.3 だがこれ

は測定例数 1 同だけでそのほかの木馬曳き R. M. R 12.0 以下に多いから， R. M. R 13.3 は一応除外

して考えても 12.0 は非常に高い値であり，木馬曳ぎおよび受口切りはいずれもす|三沼に力を必要とするも

のであらう ο しかしながら受口切りは北海道の測定値でがJ 4.0 kg もの斧を使)1]しているためかかる値と

なったが内地の軽い斧では R. M. R 5.0~7.0 の範問に多くある c

(5) 平均と考えられる R. M. R 6.1~6.5 の範周内にある作業は立位姿勢で鋸を使用した沼口切り，

玉切り，計よびトピ，ツルを使用した木寄せ作業がおもなものであるう
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写真 55 受口伐り(内地〉

写真 54 受口伐り(北海道)

イ 1kt
iゎ、\

写真 57 jj}口切り f北海道)

写真 56 受口切り(北海道・当'上)

写真 58 追口切り(北海道・雪上〕 写真 59 追口切り(内地・座位姿勢)
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写真 60 追口切り(内地・立位姿勢) 写真 61 玉切り(北海道)

写真 62 玉切り(内地)

写真 63 校払(内地〕

写真 65 皮条~ぎ(内地〉

写真 64 校払(北海道〕



- 70 ー 林業試!験場研究報告第 86 弓

写実 66 皮剥jぎ(北海道〉 写真 67 積雪上の移動

写真 68 Mc-Culloch 写真 69 Mall 

写真 70 Be-Bo 写真 71 Partner 
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写真 72 のど明(トピ〉 写真 73 ひき型(ツル〕

写真 74 ひき型(トピ) 写真 75 ひき型(トピ〕

写真 76 ひき型(トピ) 写真 77 まい型(ヅノ~)
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写真 78 まい型(トピ) 写真 79 うけ型(ツル〕

写真 80 うけ型(ツル〕 写真 81 うけ型(トビ)

写真 82 うけ型(トピ〉 写真 83 はり型( 'y J~ ) 
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写真 84 はり王位(トビ)

写真 85 おがみ型(ツノ~)

今'if:tf， 86 Tii il月し

写真 87 石拾て

写真 88 ~長切り 写真 89 トピによる根起し
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写真 90 士止め材および枕打ち 写真 91 土止枕作り

写真 93 滑木を渡す

写真 92 刈払い

写真 94 捲立て 写真 95 荷崩し(トピ)
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第 5 章製iH， 製炭事業

第 1 節製薪作業

製薪作業の R. M. R は，北海道におし、て測定したので北海道における製薪作業の内容を説明すると，

広葉樹材から JIJ:j;;jを採材した筏りの枝条から製薪する それだけに樹も大きく{I(;木造材f'F業の使用器具以

外に薪割斧，全失などが増える程度で使用器具は第 97 図のごとくである「広葉樹の用材をJ利寸した残り

をそのまま林内に放置してあるので校条のついたままで玉切るから玉切りする際の休の位i尼が異なってく

る。

田中氏刺によると木を切る場合の作業能半のj順位として「木を体より上方に世き下から切る場合J ， I木

を酪々腰の高さに置いて切る場合~， I木を休よりド方に置いて切る場合J と 3 ØUをあげているので，われ

われの諜査においても，一応銀を挽く高さを考えて Iミ. M. R の測定を行った~，なお， ï'líf， il~の間伐作業の

項で述べたごとく作業姿勢による R. M. R 値のキf1異があらわれている点も考慮にスれて行ったが，短日

時の調査のため I~;;l~所信のように測定結果をぎんみ検討するまでには至らなかった。

まず鋸を挽く{芝山がllJ'[上 1 尺以上の高さにある場合は写真 96 のごとく前屈 O~15 の立似姿勢で銀を

挽き R.M.R (土 5.7~5.9 程度，写真 97 のよう.こt容を挽く位置が頭の高さでは前屈 O~30C の立位姿勢で

R. �I. R は 6.1~G.9，写真 98 は鋸を挽く位置が胸の高さで前屈 O~30ごの立位実勢で R. M. R は4.7

程度と恵、われるが訓査当時は足場が忠く平常の襟îWI切な作業姿勢で作業が行われたとは思われないので，

「一-39.0 一一一→ ←一一-23.0 --< i 
司f にト不旦、2

仁f
-同Cーコ

~ 
ム

製薪用サ1ソテ 薪害1\ J覗斧 用宣車(北港謹)

(jt;昼道) (北海道) アL笈 60.0 cm 
会長.94.5(111

蚤量 3.5 Kg 重量 4.1 Kí
丸'!!'c 2枚抜 14窓

ti町長 87.0 CI11 キt町長 93.0(m 
重量 1.4.Kg 

柄宇土 イデ"i キ丙キ主イヂヤ L 
1'0 

• 6.0 I• 

Cコ T 

R守幸告 (jti晶 1量)

?手;足E 45.0 (111 
凶口

会長 780 lm 
i 

全失(北海道)
ヲL 型 2杖.t( 13'珉. 

室t (jt渇i畳)
重量 1.7K~ 

重量 0.6 Kg 
会長 357(m 

重量 Oゴ匂

第 97 図 製 jjf 用 告;; J'l ミ

*1 問中作次郎:労働能率の力学的研究，鳥取高等農業学校学科j報告， 2 , 1 (昭. 9) p. 153~154 
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R. M. R も高く， なおかつ. 1WJ定仙の rlJ も 4. 7~7.4と非常に大きくなったり 写真 99 は般の高さを

挽く場合で前屈 30~50叫の立位安勢で R. M. R も 4.7~6.4の間にある 伐木造材作業においての広

奨樹，玉切り作業の R. M. R は内地で 5.0~(ì .6. 北ì[ij冶で 5.0~7.6 の箔問内にあり，高知における

製炭作業の玉切りでは 5.6~6.7 となっていることから考えても上記の R. M. R {~~(は妥当な低といえよ

う v

立位作業で鋸を挽く場合においては，挽く位置が胸および IJ裂の高さが作業を行ううえにおいては有利な

点と思われ. [f:irl~l乏の結果と幾分県なるが，日1 rl~ 氏は力学的な研究で、あって，これに要するところの人体

の筋肉却は考えておらないことはわれわれの結栄と村l注する点て、あろう 立佐姿勢で「ド業した時，似の高

さ以ドになると労務者は座位姿勢を探るが，般の高さでも足場の関係では座位姿勢になるので立位姿勢，

座位姿勢のいずれかにするヵ、は労務者の判断によりそのi時々で異にするので R. M. R 測定においても条

件との関係を求めることは開封i である{

J%位姿勢で銀を挽く高さは胸. I腹復'膝の高さにわけられるが調王査子王現見場は1校交2条長が多く散在しておつたため

座位7姿姿勢で、ブ芦丸L太の上

めにこのような区分はしなカ‘つたo R. M. R {íl~は 6.0~7.8 の範!府で立位姿勢に比して高い仰である

姿勢も前屈1O~60 .イ立の範悶で上体を動かす角度が立位にJ"I:して幅があり，それだけに R. M. R も高

い債を示すものと考えられるコ

校切り作業は製1M'I;業において玉切作業と区別するようなことも jrr~~ 、と考えられるが，使用保J:Lを斧，

鈴. I際鋸と一色;玉切作業とは別個の器具をIfh、た場合の R. M. R を参考までに測定した二

玉集めは薪の長さに玉切られた玉を 1 箇所に集めるO これは薪割作業をH易にするためで，径 7~10 寸

の玉をïìíj屈 70~100ハの立位姿勢で l'可端の木口に手を捌けて肢の高さまで4年ち上げてカ、ら約 1~2m 投げ

る。材が設くてテンポも fij分 5 木前後と思われ ('1 業そのものに休憩i刊な[I~j Jl ilが多く含まれてくるので，

R. M. R 偵も 5.7 税度であるコ伶 5 寸以ドの玉では前陪(ìO~90、の立佼姿勢で河端の木口に手を捌け

て胸の高さまで持ち上げがJ3~4附投:1だす r 毎分 14~16 木で R. M. R は 6.2~6.9 で，作業i主度が

速いだけに R. M. R {Il'[ も高い(広となる

薪;叩l作業は第 97 関の薪割斧を使用するが重量 4.1 kg で非常に重~'u 大L 、材においてはまず材を立て

て斧で木 fl に'，J}IJ I~I をつけてから写真 100 のごとく金欠をスれ. T首席。~5() の立位1姿勢で全身の力でも

って金欠の聞を斧l!i'iで打ち.ìbみ，ほとんとe欠が付に入ってしまってから.Mを|州こ{l'IJ して;t;un を斧ーで開L 、

て行く。材が湘L、場合は金矢を使川せずに木口から訓日を入れてザïfJ!lJ しにして明ることもある R. M. R 

は太い材で 6.3~7.2 となり，帝国L 、材で 5.5 前後になるが R. M. R は材の割れ J~合の難J，)Jにより異な

るのではないかとも考えられる。刷債作業は相fr積みにさきだち，ボサ，笹ーなどを鈴で刈払い積場所を整理

し，判られた薪を債みあげて行くが(Jtr屈 60~900 の立位]姿勢で 1 本 1 本抱えて集めながら柵積みにする。

歩行がはいり R. M. R は 4.2 である。 R. M. R の測定値は付表第 101 表，製薪作業の R. M. R 実

測促[表となる。

第 2 節製茨作業

製炭作業はところにより作業方法および炭窯の大小により使用器具などを異にするので，本報告書から

ただちにR. M. R 値を適応、できない点も多々あるが，これらについては今後の調査測定によらねばなら
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ないの 製炭作業はゴ1"/6 に多くの要素 ('1二業がif.!Eかくわかれるので説明の使I上資材調達，炭窯Jw'!fノド，使公と

に大別した。

A. 資材調i童

炭材床集は炭伊材の犬小により使用する器具を異にす

る。大f壬木の場合は主役作業と同様に斧により受口を ('1;

り，鋸で迫口を切るが小任木の場合は斧， 柄鎌(第 98

凶)で伐倒し玉切られる。大任木の伐倒玉切においては

R. M. R 偵とテンポおよび傾斜との関係は主伐の伐倒，

玉切の場合と同様に;史化するが， /J、住木においては斧，

あるいは柄鎌による伐倒が多く，これらの斧断的なf比例

にたいしては対象木の小さな点もあるが伐妖点が一定せ

ず地形的笈化にはなんら関係も見出されな l 'cすなわち，

伐倒しやすい点、に振り下しているので主伐の{比例のご

とく傾斜による姿勢の没化はみられず，強いて R 1Vi. R 

のき主化する条件としてはテンポによる~化にたいして関

係あると推察される(写真 101 ， 102) このことは玉切

作業においても同様のことがL 、えるい木寄せl'ド楽におい

てはj化財が大きくなると似分当りの投げおろす本数も少

なく R. M. R 111'( も高くなるが，製薪('1'業の玉集めとほ

とんど近い数値にある 3 修羅出しは炭材による簡単な修

羅を作り，これに木寄せされた炭材をトピで修羅に入れ

什-.20.'2 ~I 

T
U
m
-
x
 3.0 

-II+-=----

斧
t 由主ロ}

重量1.7Kg 

柄畏 65.5 cm

柄本有力ジ
(イ?に)

71.0 重量1.0Kg 

柄長 71. 0 (m 

柄キ主計三ノ

-.1 421‘一

伏木造枝問屋 t刀(島知)

ヌ長 42.0 cm 
会長 66.001¥ 
丸型 普通色
重量 0.3 Kg 

第 98 図 資材調達使用船具

る作業で R. M. R 5 .4, 相t立作業;主祭の近くまで運ばれた炭材の散乱しているのを 1 本 1 本引き出して

一定のところに、取べ立て掛ける。 R. M. R 2.7 は少しf!h、のではないかと思われる c

伐材運搬は人同運搬と木馬運搬とになるが，この運搬は木寄せ場所から祭までの短距離である。長距離

の場合は鉄線，あるいは修羅が使mされる。この作業形態は色々とある。人間運搬は段材を 2~4 本くら

い同にmいで運び Iミ. M. R も非常に高く 8.0，木馬淫話誌は用材の木馬搬出と同じであるが積載量は用材

に比べて少ない(写真103)0 空木馬は短叫離の所では木馬の鼻をもって抑しあげたり，縄をf-J けて逆に曳

きあげたりする。 R. M. R は曳きあげで 3.1，押し上げで 6.4，炭材の積込は炭材を引き出し，あるい

は集めながら積込み 4.0~4.6 程度で薪の柵債と同じ程度であるが材が大きくなれば R. M. R も非常に

高くなる。炭材おろしも同様であるが，この場合は炭材の大小によって分けながらおろされる。 R. M. R 

も非常にl隔があり 2.3~9.3 となるが，これらは炭材の大小および分けて運ぶ距離にもよる。炭材割りは

薪割りと同じようであるが，薪に比べて長いために幾分割り難い点もあり. R. M. R 6.2~8.5 となり

前記の薪割り作業の R. M. R 値からみても妥さな値である c

資材調達作業の R. M. R 測定値は付表第 102 表，資材調達作菜の R. M. R 実えI!値表ーとなる υ

B. 炭窯操作

炭窯操作としては焚材詰込み作莱から出炭までの各('1'業をこの項に入れたコ炭材言吉込み作業はj災窯の大

小により炭材もそれに応じて大小があり，黒炭窯は窯口より炭材を運び込む。 if.郎、炭材は 4~5 本抱え持
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ち窯の中にはいり室生理し々がら立掛けてならべる e

太い材はコロ，木馬などを使用して入れ(写真 104)，あるいは写真 105 のごとく背に負うようにして

運び込む。 R.M.R は 4.1~5.6 で祭の rl'ではこの太い材を諮nllする者が 1 人おり，専門に整nl1してゆく(

R. M. R は 3.3 であるの白リミ窯では祭の天井にある nlì助排仰!日より 1 本 1 木炭材を投込んで詰める。 IJ、

さい窯では窯口より投jムみ窯の中に立てならべる。 R. M. R は 5.7 であるい燃ヰオの投ス ('10業も上司の作

業に 11尾ずるがほとんど入 II 近くで R. M. R は低く 4.5，火勢の~，'Durjは旅で燃材を突くず13皮である

こ;il民炭窯は入町より作業者がはいり炭材を詰込むので詰込みが終れば口掛けと有'J~ して入口を閉ぢる

は赤土を水で絞り，石を阪上げた際問に赤土を塗る作業で赤土運搬は祭の付近から運搬するので R.M.R

Cl .O，赤士ねりは R. M. R 7.5 と女子の 3.1 とあるが， 7.5 は1f*の操作として非常に高い仙ーを示してお

り，男子の労務者でも 3.1 TìîI後であると考える。石僚口塗りは径 10~30 cm の石を積み重ね右の隙H日に

tiliった赤土を 11[1 きつけるようにして塗る c K M. R は 3.7 である〕口外しは黒炭窯の出炭の際に窯口を

開ける作業でスコヅプて"ÌJJÎ し，士および干[を除く ('1 業で R.M.Iミは 4.0~5.5 1't'皮て、妥当な{[I'{であろう。

i'lI炭「戸業はJ込炭と白炭とでは作業内容を別にする 1 すなわち，黒炭では窯l付に入り黒炭を運びだすので

あるが窯内の温度が高く，十[[当激しい労働と考えられる。すなわち，窯口では I乙 M. R 6. 1，奥では 6.3

〔匂実 106) となるが高ìfulのために全身が発汗し， ~~iUil全も 3 rn，?I芝であるの J肱川 rl"に完全にH'j ~たされて

おらない場合，あるいは高温と炭粉のほこりを幾分でも沈めるために時々パケツに水を入れて窯内にまく

祭内の泣i掃を行うが R. M. R も 3 .4と高い偵である， i' L!炭が完了すれば窯内の粉ÞJ~ ， 択を筏きだし，

がこれは匂・真 107 のごとく「おしいぶり J をf;1Y11 し ， thà度 55 0C 以上の祭11q で ('1 業を i子う。 R. M. R i 土

9.1 と非常に高L 、。白炭の!B炭l土非常に多くの吉正JLが(1!JH される(第 99 B!<[および写真 108 ， iB炭 ('1一業の

使Jrj間41<の大きさおよびrr1?J~は地方により相当の器具があると考えられるので説明 rll のfl!iJ 11 ?:iJ ~参!l(t)" 

T
I
l
-
-
u
D
一
I
l
l
1
1
1
t

.1 

h 

(その 1 ) 

4 
3 
=-

T ト一一一一一也一一一---ol
げ、

T
I
l
l
-
-

全
』

1
1
1
1
1
1
4
2
h
A

→
「
l
i
l
i
-
-

-
M三
円
目

。
ヰ
す
」
「
|
|
|

i
-
同
日
一T

1
1
f
l
h
山
口

~f目

(欽裂)

19.0 Kg 
431.5 (Ilt 

止
出炭是主(鉄製)

宣置 1ヨ o Kg 

柄長 16.0 (m 

器
量
長

山
庁
内
蓋
柄

出

ム
。、

D 

f ，←一-，..，一一一 l
ロ

←I
l

窓
口

1
1
4

↑
一
E
L

口
ハ

4
5
7
 

1
h
同
』
1
l

当
日
判

区 び(本製)

重量 160 K~ 
柄長 5�.O�"rrt 

1両校 tJ ミノ

_.，い
凶

印

m
 

rL 

;
匂
仙
、
ブ

ロ
守
内
U
3
1
f
h
υ

5
4
R
υ
q
d

引
μ

ソ
パ
量
長
押
叫

t

昼
間
丙

J
E
4
4

す

掻

使探窯炭第 99 図



:1;1:業労働の ('1'業強度に関する研究 (藤林・辻・渡部〕 - 79 ー

2.0 
4 ト 1← 15.1 →

m
 

E

時

リ

ik

n

h

H

 

P

，
M
時

日
中
乞
刊
山
サ

、
九
墨
長
枝

量
柄
柄

申
入

l2.7 

T 

(その 2)

仁二二二二二二二ごτ

ね吋>およし

量量 15 Kg; 
キ向島 149.0 仁川

t丙1\ザ力聖

一
叩

P
-号
、

主
勺
れ
力

5

b

 

か
日
目
サ

車
、
量
畏
什
刊

蚕
柄
柄

拘

亡二二

t守正日。え λ リ
重量1.4 Ko' 

柄長 182.6 cm 

I問中耳 サ 11 t 

第 99 悶 J夫主主操作[克 m ~\.i .: ~ 

(その 3)

234 炉
、.市

手い占:' ') r U 
量置 0.5 Kg 

本両畏 71.7cm 

ζ士ごhf こ寸く い
重量 1.6 Kg 
禍畏 163.0 cm 

矢
口
、

m
 

ホr
w
o
b

9

刊
日

ぃ
、
。
4
q

，
.

ぽ
量
長童

相

ォ
，

第 99 図炭窯像作使用器具



- 80 ー 林業試験場研究報告第 86 号

名称および閣は写真を参照し， R. M. R 1[Qの使lTlに当つては実状にlllJ した乏当な数値をJためる必要があ

る。

11日炭はおもに;V~~Î~の山0'1:日誌を使川するが，この出炭加は窯の犬小に上り長さ， Th:量に非協'な差異があ

る 掛['Iöは窯 rr のところに滑lj1ーを吊り下げこの上に出炭保の制をもたせて ('1二業を i子う"作業は:祭内にある

白熱状の木炭を窯口に引き ;'il す「とこかやし」と「とこかやし」された木炭を;祭史口より}掻長きだす「炭かき

J川11 し」 とにわけらjれもる C 滑王卒存を j川川|日]れし

かき出し」を一度にイ行子つたところもあり(写真 1ωOω9的)， R. M. R は窯 r 1 で 8.6，祭奥で 10.3 と非情に高

い値であるが，滑車を利川すると非常に楽となり(写真 110) ， R. M. R は半分以下で「とこ泊、やし」は

3 .4~6.6 ， ì炭かき出し」は 2.7~3.4 となる。 ねや床に落された木/ð-zは「ねや「利J け」のために一定の

ところに得せられるの 「大ざらえj ， ì'j宅えぷり」などにより木炭を押したり，あるいは引寄せたりして集

める(写真 111) ，" Jミ. M. R は 3.1~3.8 である。集められた木炭の消火に素JJ(を掛ける O 素!火には幾分

水をまいて沼気をあたえ， ì こすく L 、 j ，スコップでかけ， R. M. I~ は 3.7~3.8，素収集めは「突えぶり」

「素吹かき」で集められ， R. M. R は 4.1-4.6 である c

一定H寺間経jlQiすると「ねやぬL 、 l を行う これは素|火が木炭の間際に入り完全消火を日r'Iサとし ìねや

かぎj ， ['こすくし、」などにより f子われ，そのうえに素!火をjG加する。 Iミ. M. R は 2.7であるご 消火した

木炭は「ねやおこし j Îねやさらえ」がíTわれ， ìねや床」から「ねやおこし j ， ì さらえ j ， ;ît~などを使Ifi

して木炭を桜きだし最後に「ねやさらえ」で素!火中の木氏をさらえだす。 R. M. R I 土 2.5~3.5 となる。

以上の R M. RiJ\lJ定似は[、J'表第 103 表， l災ー祭操「ドの R M. R 実 ii!IJMl;kとなる。

C. 俵装作業

侠公作業f土J黒炭， 1ヨ於ともにほとんど同じ要素作業からなり，ことに白jえは当木が炭f1<につけられる程

度の中111主であるり R. M. R 値は築外低い仰の作業が多く，この点、からもた子労務者により「ド業の行われ

るとこうが多L、。この女子労務者が侠装作業を行っている間は男子労務者はなるべく R. M. R([!fの高い

資材訓速に振り|古]けられ炭窯の1'11伝三与を高くしているの

l災俵 ['1ユりはWli 切， }副総折、け， Iま柴入れ，木炭を入れた後の口組;jßトけ， r~ 柴入れ， nK組制fめ， JJ同総捌けな

どの要素('r・業があるが R.M.R は 3.0 以ドでほとんど 2.0 以ドの作業が大部分である。木!災市;1，みは，

木炭の選別，詰込みおよび大きな木炭は「手いぶり」で打ち砕き詰めるυIミ. M. R は 2.5 前後となるc

木炭詰込ろえの主主りは粉炭として集積されるがこの集僚は l{. M. R も(ì .0~7.0 と非常に高く，粉炭を簡

に;J:l'トけて炭侠に諸込むカλ 怖いの R. M. R 4.5，詰込み 4.0 といずれも R. M. R は高い他となってい

るがこの以因についてはさらに検討の余地があるように考えるつ

白炭の場合に付ける当木は，適当な木を玉切り，荒割り，荒仕上げと斧，または詑で作業が行われる O

R. M. R も案外高い作業で 4 .4~6.0 の範圏内であるが，この高い原因としては斧，鋸を使用するため

と思われる。

製品の運搬は各種の方法があるが「人力担ぎ出し」と「トロ積J とについて測定し，入力担ぎ出しは 2

俵を天秤で運びだすが，全身で誠子をとりキ11当な速さで R. M. R は 8.5 と高い値である c トロ積は上

段，下段によって木炭を挙げる高さが異なるために 5.0 ， 3.7 と R. M. R 値の聞きは大きい、荷積整理

は 1 人で作業を1T\' 、， )J即〈遥ばれてくる木炭を受取り，整:F1Jlするので相当機敏を要する作莱で R. 1VI. R 

は 5.3 と高い値である二以上の R. M. R 測定値は付表第 104 表，俵装作業の R. M. R 実浪Ij値表とな
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る η

D. 冬山における製炭作業

n打述の製炭作業は高知間管・内において測定した結果であるが冬山は秋田営林局管内の測定数値で炭窯も

I寄り:日に比べて小型!であり，使用する昔話J~ も異なる(第 100 図参照〉。白炭作業で要素作業もほとんど高知

と大設ないが焚材，木炭の運搬には雪を利用して，ョツ慢を使用する点が異なり， R. M. Rミもそれぞれ

使j瓜目船J共4に応じたf在佑i正直i白l と，i目♂

R 実j測11則1刊ijfu値古表表.となる{
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第 100 関冬iJ r 製炭 )!J 加 J !~ 

第 3 節総 括

(1) 製薪，iM炭事業 R. M.R の測定値の範囲は襟議札付けの R. M. R 0.4 および監視の!{. lVI. R 0.7 

が最低似てあり，白炭の出炭が R. M. R 10.3，ヨツ栓曳きが R. M. R 10.0 で最高値である c

(2) 平均値と考えられる R. M. R は 3.1~3.5 の組問内と薪，炭材の調製で了YiTìti2の l.z木造材と同じ作

業が含まれているので R. M. R 6.1~6.5 の範閤との 2 つが考えられるが，後者については前J己の素材

生産で述べたことと同じであるつ

(3) R. M. R の最低値を示す作業は標識札付，監t誌ともに立位姿勢でほとんど動作をともなわない作

業である O 最高値を示す白炭の出炭は 19 kg ， 長さ 5.16m の鉄製出炭廷で窯奥の白炭を引土日す作業であ

るが，普通は窯口に滑車を下げて出炭器を受けてfr'莱するごこの場合は R. M. R 3 .4~6.6 となる c ヨ

ツ鴎曳きは前;己の木馬曳きとほぼ同じである。

(+)平均値と考えられる R. M. R 3.1~3.5 の範囲の作業は炭材整理，赤土取り，とこかやし， 1氏か

き出し，炭ょせ，ねやおこし，木炭筒い，柴こき，口塗り，素!天かけ，炭詰め，素l来集め，製品運びなど

であるつ
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写真 97 頭の高さの玉切り

写真 96 頭上 1 尺の高さの玉切り

写真 99 版の高さの玉切り

写真 98 J向の高さの玉切り

写真 100 金矢による材割り 写真 101 制主義による伐倒
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写真 102 削鎌による玉切り 写真 103 木馬による炭材運搬

写真 105 炭材詰込み(背負)

写真 104 炭材詰込み(コロ使用)

写真 107 灰掻き U:lし

写真 106 黒炭出し
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写実 108

iJl /Jct作業使用昔-~;:Jt

写真 109

出炭〔消到なし〕

写真 110

'11炭(滑車あり)

写真 111

ねや床イJ け
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第 6 辛総 括

林業労働の荒筋について種11]，む1木都!t育，素材生産，製薪炭の各事菜の要素('1二業別に R. 1VI. R を測定

した結果をまとめてみると R. 1VI. R の最低怖を示す作業は各事業中，附借作業に含まれる要素作業に多

い J 主体作業では種苗が R. M. R 0.3. 造tÆ:燃育が R. M. R 2.5. 系;r寸生産が R.M.R2.8.1製薪炭

が R. M. R 0.4となっている υ 最高値は種 r立が R. M. R 7.7，造林保育が R. M. R 8.0. 素材製JÆが

R. M. R 12.0，製品?炭が R. M. R 10.3 とてれぞれの数値となった 以上のほかに造林撫育の徒手木登

りが R. M. R 16.0，素材生産の木馬曳きが R. M. R 13.3 などは最高悩ではあるが， 特厚長事情のある

異状{直として考えるべきであろう。

平均値と考えられる R. M. R は種苗が Iミ. M. R :~.1~3.5 ， J宣林撫育が R. M. R 4.6~5.0. 素材生

産が R. M. R 6.1~6.5. í製薪炭が R. M. R 3.1~3.5 と R. M. R 6.1~6.5 となり，製薪炭がことに

素材生産に含まれているところの薪 ， !}t材調達の要素作業があらわれてくる点， R. M. R (i .1~6.5 の債

が得られた》

以トーの結果を具体的に R. M. R とテンポとの関係を繋理してみると第 101 図~第 104 図のごとくに
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第 101 図 種苗事業の動作部位別の R. M. R とテンポとの関係
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第 102 図 造1相I![育事業の動作部位別のl{. M. R とテンポとの関係

なり，事菜によりそれ字れの特徴があらわれている。すなわち，沼尻氏刺の研究によれば IR. M. R を

作業を1持政する要素的動作の国から間察し，これらの動作が R. M. R を左右する条件を明確にすればそ

の作業の R. M. l{を概11降推定ができるのそのような推定仰はガス{\:;iWt法による実際の測定例と相関が高

L 、」と発表し，第 9 表のごとき分組表を掲げている}われわれの測定した R. M. R をこの分績表にあて

はめてみる左第 10 表ーとなる。各事業の特徴として積百事業は R. M. R 3.1~4.0 の範囲にあるところ

の上肢を使用した作業の力をあまり要しない作業といえる J 造林撫育卒業は R. lVI. R 4.1~5.5 の範間

にあり，上肢を使用し，ブJを必要とする作業で動作が大きく R. M. R の国で全身作業に移行する可能性

の多分にある作業といえる。素材生産事業は約 80 %の全身作業が主要部をなし，他産業ではあまり例を

*1 沼尻幸吉:労働のエわLギー代謝に関する研究，第 1 報，動作からみた作業の分類とエネルギ F代

訪t (その 1 )，労働科学， 27 , 6 (ff日 .26) p. 279~288 
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然 103 図 素材生産事業の動作部位別の R. M. R とテンポとの関係

。
。

L 

20 60 90 100 110 120 

みないほどの超電労働である，製炭事業も全身作業が大半を占めているが，炭材の伐木造材関係、を除けlま

さほどのことも無いと考えられ，上肢作業が主なるもので造林撫育事業と同じように全身作業に移行する

可能性は多分にある '0 また一方，種苗事業と同じ程度に手先および上肢作業が含まれていることは女子労

務者が従事するに可能な作業でもある J

R. M. R は足場の傾斜， 作業速度とそれぞれ非常に高い相関があり， この 2条件因子から R. M. R 

怖を推定する重回帰方程式が求められるつなお. R. M. R は以上のほかに使用器具の重量，作業者の功

粧とも相関が高く，これら条件因子の組合せにより，使用器具の優劣および作業者の技能格付，あるいは

R. M. R より作業にたし、する効率などの算出により林業労働の質的な比較による能率品上，作業方法の

検討，あるいは時間分析結果とあわせて賃銀算出の基準などに利用される。
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第 9 お 動作別エネルギー代謝半分類表一

使用部位|動作別分類| 自覚的徴候|他党1'1') 徴候 [R・ M R l 通 例

れ|作業は軽速度で疲労感は i () ()~円 Rl
|考えられない 1 … …| 

|長時間附は局所的哨 l 
みはあるが，特に疲労のた1 0.6~0.9 1 
めのものとも考えられなし、

機械的 nYJ fl' I 手ば背苦痛が疲感労する 4
はない!

手先

意識的助作 I 休手首組、がを疲望労むを。覚

手先手先および前l博 は い。しかし
| 感作業大は[きIkH '7'7'帆長3l 作業は機械的であるが使 1 1. 0~2.0 I 

I J 1I身体部位は{布陣に及ぶ I I .V' _~.v I 

|間剛山く門… l的となり動作も大きいっ ム A υ 

間作業がに影呼可能響吸。のし速て度くおる上および肢 手先および上肢 I 深作自業覚さ一
される。

|未炉はI[[~らカに不用筋 1|力を特に必要とし
ないか，または邸j 筋11ql労IKi働~すとみなされるも
|作がやや IJ、さい ので るまでは苦し
か，または作業速 し、。

|度が遅い。

J 肢 L出!l置れか作と業をが肢，る作勤逮必自ま安要業丈L作予がはo主と震大がfしし巨全て含き転身はいま車
1 の伽時えられ習熟
者は円滑になし得られる

作作10業業分後連に続習に熟は作休業し憩がて恕をも希限3望0 時分|未熟者も習熟者も 30 分

占|利度でfl業による疲労が
切らかに-(，視察される。とみなされる。

全

身

11¥1 
掬い投げる j l? l

:c 
A 

直線的上下動 !B Aは1O~20 分で休憩を
l� 

円運動上下動 ~I Bは 5 分位で休憩を欲し

醐的水平動 |lAB 呼吸切迫。

,____K 
C は 2 分{立で呼(皮切迫。

上下動 I~

A は呼吸の乱れが 20 分 IA5.6~7.0 ，

位でくるが仕事はなお

縦続できる l ノ

IBは円分で疲労感が

院Hこでるリ

C は激労働の感じを受け

る，lÌ7iしなどしたがら

ない J

第 10 炎 林業労働の動作J:J1j.r.ネルギ{代謝率j)-刻表

け嶋1手. 1耽\岨叱叱証瓦ιiし.~ I 橿士て 工仁逼E一 一 林 i 一菜素了五五垣冠:ヨヨ互'i ll雇E芸f一「塾一
臼í] Ul日 9fJ 計%矧1- % -1 育計汁j'‘%矧 Cþ6 計計.盟一互iιiιよ量%

手引|機械的動作|同O.ひ加~0.5引 o川I 0川 o叶 o川! 
先|意制動作 1 0 ←ω 7.7 1 7 ・ 7 1 0 l 01 01 0] 0 o  

ZI---可示二可-J「「 061 1--7「-735(
上 I~H.. J... ;-_/¥" 1_11+_.1 .-, 1 ....., r> r- .-, 

13.9 ...... /" I 1.ι 1. 0 , 
肢ト手先および u肢 2 ・ 1~3 ・ 0 ' 5.2o.6  i ; lし.0川 叩

l 上 A 13.1~4ιω.0川|札6引 3.2訂I 5.2パ I 1口3.8叫
n;Z I_~~-=5.5 i 17.91 61.5 1 48.4 I 51.6: 17.2 I 2μl 九7l3U
全 A 15.6~7.0! 10.21 37.71 35.1 [ 31.1 

B 17.1~ 1O .01 7.7117.918.9147.2132.81 '76.6! 15.0146.6 
身 C [10.1 以上 o I 0.6 I 日 .7 I 0 

計 I 1∞ o I 100.0 I 1∞ o I 100.0 I 1∞ o I 100.0 I 100.0 1 100.0 
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第 104 図 製炭事業の動作部位別の R. M. R とテンポとの関係
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Contributions to the Labour Emploied in Various Fore自t Operations. 

Makoto FUJIBA YASlU, Takamichi T即日 and Shozaburo W.ATAXABE 

(R，おumé)

The authors carried out numerous observations on the relative metabolic rate (R. M. R) 

appearing in some fundamental kinds of labour in forest operations, such as planting, 

tending, logging, charcoal and firwood making. Much attention was given to the conditional 

factors , especially to the s仕ength and tempo of labour which affect the R. M. R. strongly. 

The observed raロges of R. M. R. were 0.3.......7.7 in planting, 2.5.......8.0 in tending, 2.8.......12.0 

in logging and 0.4.......10.3 in charcoal and firewood making. Those average values are 3.1 ....... 

3.5 , 4.6.......5.0 , 6.1.......6.5 and 3.1.......3.5 respecti同Iy.

Results of the observations showed the following facts. 

(1) Planting work consists mainly of the upper limbs motion but requires little meta. 

bolic labour. 

(2) On the contrary, tending work requires much labour, because its large motion 

sometimes reaches to the body motion. 

(3) 80% of the log making work consists of body motion. This means unusually hard 

work. 

(4) Charcoal and firewood making work necessitates the upper limbs motion mainly, 

so it requires somewhat little labour. 
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H表第 1 表 種子採取作業の R. JVI. R 実Jl日{直表

作業名|要素作業名 I RM.Rl 傾斜テンポ!使用料| 行5 考

種子採I佼I 1i:tヰ七の木登|

かぎの木登

5.2 , 
手と足とにより登る方法で樹幹が抱え

l られるほどであればわりカイご4さである

5.6 樹幹が太くなり手がやっと合わさるほ
どになると困燥になる。

5.1 

竿
け
べ

竹
掛
す

は
に
止
を

手
幹
竿

け
樹
竹

か
で
は

に
ん
き

伎
扶
と

下
を
る

を
幹
り

竿
樹
降

竹
は

z

た
足
る
つ

い
包
亘
る

付
り
で
り

の
握
手
降

鈎
を
徒
り

、+
E

ムμ

5.3 同上の方法で1主Wr'i.l:太い場合，胸高 9
寸くらいになると少々困難になる

プ;)縄 24型車開ロデり，下り l土地を伝ブリ j憾の木登 4.2 

4.4 ,/ 樹幹に手が週らないほどに太くなると
少々困難になる。

樹上において作業のやりや寸いように
授から技へ移動して L 、く。

樟!の伎に肢かけ，毛主呆を手でこいて袋
fこうけるつ

i 樹上移動 l 2.7 

|樹市来取り1. 1

1.9 
が
て

て
な
L

h
T
O
-
」

保
で

を
子

会
を

安
裂

の
訟

体
て

け
げ

か
曲

を
を

c

足
技
る

に
で
け

伎
手
受

の
両
に

樹
ら
袋

付表第 2 表 整地作業の R. JVI. R 実測値表

作業名 1 要素作業名 I R.JVI.R 傾斜テンポ l使HJ6i'fJbl f菅 考

懇地耕 伝
5.7 38 

一
室
深

章
一
の

で
抑

制
刀
&

姿
寸

立
か

立
円

の
いυ

、
しv
hゆ
ノ

戸
り
1振

J

〈
、

・
を
〉

山
川
鍬
向

日
の
転

5
h
l
仲
村

屈
国
に

ム
川
之
さ

b
u
 

A
m
u
 

-
乃

判
明 伝 7.5 

叉鍬 I百店 45-800 の立位姿勢で重量 2.0kg
41 の鍬を振り上げ 16-18c加の深さに相!

(四つ子)転する u

、ンドト ・ー
92- ラクターハントトフクターのハン):んをf桑作し

88歩プラネツながら歩行し，トラクターの迎伝時に
ト L 、くぶん早く歩く。

5.6 

7.7 100歩 1 同上

lFF し 4.9 68 叉鍬閉山一位姿勢で重量 2.0kg
'(凹ツ子)認詰雪震5JFしときと。き石，

42 I レーキ|前屈 60-700 の立位姿勢で重量 1. 3kg
ム 干!のレーキを軽く操作して，土塊を砕き

|あるいは凸凹を均す=

地均しされた跡を石，草の根などをき
i がして除却する c 歩庁しながら前屈90
i -100' の立位姿勢で雑物を拾うご

|地均し

i 雑物除却 2.41

1 杭

3.4 

打 5.1 90 木槌税制対諸君影言明?
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作業名 i 要素作業名 I RM・R i 傾斜|テンポ|似品具| 備 考
! 'H  ' I Nîi屈100 の立位姿勢で床割りの枕から

撃地!細 張 り I 3 , 3 I !杭へと伽援って歩く。

(畝 付 2.8 川平鍬(腕時閉読書出2平
海 上 i 391 |叉鍬|理屈 45 の立位姿勢で重量 2.3匂の叉l l(花叶宇ア振られた継に沿って土を上げてい

床 均 4.3 1 ! 6 前屈 45~70 の立位姿勢で重量 2.0kg
i 66 の鍬を使用し床面の凸凹をならしなが

ら砕土を行う

付表第 3 表 播種床作りおよび播種作業の R. M. R 実測値表

作業名|要素作業名 IR・M.RI 傾斜|テンポ!使用問 備 考

播吋務上げ 134l ho~421Bi 号{P3l 開Jti蹴君抗待問
りおよび

播 種 3.9 宅、母、理屈 45 の立位姿勢で重量 2.3kg の又
J I l |(7W子:鍬で床蒋になるところの土をあげる2

i 堆肥施肥 l28l 12怨|竹和主Fムβ融市部長喜
上に均一にi注目巴を散布してし、く。

2.9J|i ホ{ク

1: -n;;-Il巴 2.7 一一[ ナ百ムム瓦函十五両元
L.I I 1 た橘をかかえ，片手、一{十1::' 弓ーに

I 謝!巴を散布寸るご ー

ß~ 料切込み [311 l l J2早川両市山
! 18~20歩の速度で土塊を返してし、く c

l 床面均し| 4.31 166 回|叉鍬!前屈叩~450の立位姿勢で重量 2.ωg
}/I'- ILW ~-J '-' I 'LJ I bb ~ Ic凹 γ子):の鍬を使用し，床間の凸凹をならしな

1\.1-=-1 ,/ J /i がら砕土も行う。

3.8 I 84 回(レ{キ l 前屈 70 C の立位姿勢で重量1 ・ 3kg のレ
u 1 1 40 歩 v -_'-1- キを軽く操作するハ

! 問| |I前苅屈 3ω0~4必5。の立位姿勢で重量 1. 3k.匂g 

4ιω.0 川 iい90 回町| レ{ キ l の lレ竺/ゴ了 キ!竺叩宇叩平町町!り('F卜叫一_:;

'i.-t. ''''' 1 f前i而甘屈 4必δ~6印00 の立{位立姿雪Fで床均しされ日 I 1 竹 帯|た上を掃いてイ小、さな土塊を掃き出す。

よ床 固 め!刈3.2川l i l3O咽巨回町1川|板 片 理iF詫R写z:乙巳切2哩野黙哲鵠詰誤雪設Zず守戸面の端齢
1/:;:: _ .f"'Icr;::;-l 立位の姿勢で床面上にて足踏みをし体

3.3 I 
1 1 1 重でもって泊める C

l i4屈 80~90Ç の立位姿勢で重量 2.0kg
421 i hi 平鍬 l の鍬を突いて突き固める G

i いl引 l庁廿r柑脚屈即3…蹴悶甥一寸片の中央に握りのf付ナれL 、たのを 2 つもち
ことに床の肩を困めて形付ける C
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lR.M・R I 傾斜テンポ使用問!

り 3.3 i 前屈 O~900 の立位姿勢帽子を播く
I 範囲を決めるために床上に 2本の荒縄
l を51ミる c

待 0.3 I 酬:叫 l山下ろして種子の間
!の終るまで順番を待つ。

け l 0.5 ! | |立位の姿勢で前掛あるいは倒ïi-を出し
l 1 て種子の秤量されたのを受け取る

け I 2.7 前屈 15~35ο の立位姿勢で種子を床面
..;..., 上にー犠の厚さになるように注志して

まく ι

苛屈 60~70 の立位姿勢でスコ γ プに
26 回シャベル 1/4 くらいの砂をすくい，砂運びの人

が持っている容器に入れる 3

箱 l 木筒の-fQUの l!lfiいのに (1 尺 x8 寸×
3 寸)約 7kg の砂をスれて運ぶ~

考

(藤林・辻・渡部〕

惰

林業労働の作業強度に関する研究

3.6 れ

作業名|要素作業名

播献!縦
作りお|

よび熔|

種 i 秤

{、J"

受

量

7 .. 

目長

子

、旬

、""」l ま

砂

l 種

木

160回 l 土

!前屈 90~100' の立位姿勢で覆藁の上
|に猿られた荒!illìを竹ピンで止めて歩く勺

レーキで蒋の土を掻き上げ床のìtiをな
らず。

レーキ i レーキで蒋の土を掻き上げ床の肩をな
1 らす J

i 概の代りに費を床面上に拡げる場合
|もあるわ時保の主主勢で静力、にやけこ

3.0 

筒

(鯖掛け 4.4

l 癒寝敷き1.6

筒 l 前即日O の立位i槻で重量 O.7kg
|の簡に約 1kg の土をスれて床面に一様
"こ筒う〕

l 市j屈1O~20~ の立位i姿勢で怖に約2~3
kg の砂をスれて床面に一様に筒う

碍財姿勢で床の両方より同一程度の厚
さに繋を敷き並べる。

び
、h

z主主砂

3.1 け:fol;ト

げ 4.0 I 

し 1

3.5 め!lJ: 間
岨

レーキ

90 回!

3.2 
、，

ざ掻:滞

/湾 J .. 

2.6 市
T

I
4
1
 

|賓

斜テンポ|使用器具i 備 考
十一一-I---! 樹上において鈎で与胃一番王百五五段一

| 鎌 i より，挿終に適当な部分を鎌で引き切
||るc

i 鈎 樹上において鈎で引き出れた枝よ
り挿曜に適当な部分を鈎で切り落すご

いok 募制|地上において台木より掠鎮で慨を
努定していく。

!切り取られた穏を地上において，関紙‘
l の姿勢で努定欽あるいは手でむしりと
!り穏を揃える。

| 揃えた荒穏を50~80本位ずつ荒縄で還
搬に便なるように結束してし、く。

Ifr RI 結束された背脈経 2 尺の底の浅い竹
竹書室 謹にスれて運搬するこ

採穂およびさし付作業の R. M. R 実測イ直表

傾

第 4 表

作業名|要素作業名 |R・M.R

f寸表

5.6 

5.9 

i) 採?完採穏お

よびさ

し付

1.5 

12 本0.9 

1.4 

3.9 

り[

搬 i

東

作

山

市青

J室

穏

穏

穏

三位乞

J'--r:. 

荒
一
莞
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1 川 RI 傾斜!テンポ|使n出兵!
1 n I 14 IDl i 座居の姿勢で秘の乾燥を防ぐため.~ミ

り I 1.0 I 14 口 I 内において荒惚より余分な校をむしり
取る c

へ 0.5 1 I 11 本鎌!密航喚起訴臨時
r> 7 I 座居の安勢で切揃えられた穏を50本ず

京 I 0 ・ 7 I :つ数え繋で結束するc

| | | l l 廃穏切叶む山校などを径廃穏整疎 I 2.4 I 竹龍 I vi 尺の浅底の竹箆を持って集めるこ

線東集め! μ グ |結束された掃除を径 2 尺の浅底の竹箆
I ~.， I に集める

り I 2.4 I 竹龍あるいはいi腕に持つ団東を掃床
I ~.. I I の上に問|刊をおいて配っていく

梢 I 3.9 I 鍬 前屈叩~50' の立位姿勢で鍬を軽く使
I 0.7  I 州 い浅い穴を掘り掃穂の乾燥を防ぐため

に穂東の元に土を掛けるつ

仙 前屈 15~40 立イ立姿勢で重量 1. 8kgの
り 4.0 鍬 l 鍬を軽く振り深さ 4~5寸の短冊型の

蒋をつくる r

林業試験場研究報告

自1

考k
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凶f
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作業名 l 要素作業名

採穏お|校

よびさ l

し付 ! 
|切

秘

仮

し

111U 

む

い
山

跨iiJ~同姿勢で稲穂を{反摘した所より取
り上:fì存の中に 1 司王 1 本注意して掃し
付ける

前屈 25~30 の立位姿勢で鍬で土を穂
1 の根元にカ通け，時に前屈 40~75' の立
位姿勢で秘立主びを整担!する

前屈 15ノの立位姿勢で鍬を杖にして同
;足で踏みイ，j"けるへ

n~ 

1.6 

堀

l 秘取り揃付吋|

!被土 4.3

lm 付け I 5.2 I 

3.3 

??事

第 5 表付表

考

布I屈 90~ の立位姿勢eで重量 1. 5kgのrÞk
で土塊を砕き均寸ο 鍬起し60%. )1'均
し4つヲ&-)

跨:Mの姿勢で‘稿床面上に尺様を当て
(15%)床替こてにて植穴を明け(41%)
1 .本ずつ前木た穴に植え付け (32%)
て L 、く。その外に尺棒あるいは床替こ
て取替えおよび苗木整理など (12%) 。

斜|テンポ|使j削;;兵

月f替こて

何日 rl'W;、60 回

作業名 i 要素作業名 I R.M.R! 傾

3.7 床替え i 床起し均し

~:1白f、1"

2.3 付

l 条 Ul

it直

|前屈70%の立位姿勢で尺棒ーを当てなが
ら重量 q.5kß.の床替えこてで値穴を明

|け 1 本ずつ樹木を穴に植え付け，その
l さまの姿勢で後退していく

22 坪3.5 

除草および消毒作莱の R. M. R 実測値表

斜|テンポ!使用問
I 献の甥で播付床面上の知抜き

!取る J

考i穏

第 6 表

作業名!要素作業名 I R.M.RI 傾

[橋付床除草 I 1.4 I 

付表

除
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作業名 l 要素作業名 R.M・R 傾斜|テンポ使用器具| 備 考

除草|床替床除草 I 2.2 草取鎌 i 酬の姿勢で首問の雑草城市川
| 日 寵|むしり取り H箆に集める G

ム I i蹄湾即蹴Aの姿勢でイ小、さなホ[を片手に持fち迫
I 'J' ~ 1:草草を削りながら除]草草する。輩密度 中

(グ|

|寸舟← ~陣以-の姿勢で歩j道喧の面をホ{で掻くだ
，中"、けO

条 H!{ 除草 1.8 

2.0 

歩道除草 1.2 

~甘A 運 2.2 

一一一

消毒ポンプ押し| 3.5 

ホース制寺ち i 2.1 

か
-
で

に
一
手

脇
一
両
す

小
く
一
を
お

)
い
一
ル
を

旬
に
一
ド
プ

4

て
一
ン
ン

約
拾
一
円
。
ホ

(
で
一
の
て

れ
ま
一
指
し

ス
側
一
霧
か

を
外
一
噴
動

草
の
一
押
に

雑
畑
一
手
下

に
て
一
用
上

繕
え
一
人
ち

竹
か
一
1

持

能竹

ゴムホースの先を持って前進または後
進しながら苗木を消毒する

付表第 7 表 掘取り，選苗，払出作業の R. M. R 実測似[表

作業名|要素作業名 jR・M.R 傾斜 i テンポ!使用器具| 傍 考

掘り取 l 実生苗抱取 4.5 
前屈 90~100つの立位姿勢で重量 2.0
kg の鍬で苗木の根を切る。深さ 10cm ，
その後前屈 100~120。の立位姿勢て根
本のゆるんだYi'I木を抜取り其場に仮植
していく勺各要素作業の時間割合は鍬
24%.抜寂り 54%.i反植19%. 歩行 39品、

叩掘悶炉70~80G 立位姿勢で章量3 .4kg の
同ヘを振り上げ深さ 10cm ぐらいのとこ
ろに力一杯振り込む。

前屈 80~90C の立位姿勢で重量 3.4kg
の鍬を振り上げ深さ 40cm くらいの所
に力一杯振り込む非常に力をスれる。

前屈 90~100 の立位姿勢で突鍬で突
いた後抜き取ってし、く 側根のみ切れ
ていて引き抜き難い

102本 i 尺旅晴朗~90つの立位朔で山聞は
1 本に尺棒を当て大，中，ノl、に選別する

り，選 l

苗，払

出し

(;限切) I r 5.8 
(抜取) I ~ 4.5 
((反摘) l 3.4 

四
回

勺
/
“
フ
臼

4

4

 

山出(古実川子1昭1〉Fi出し 7.0 

山出(百楠木掘) i起し l 7.2 

|山出苗抜取 5.5 

30 回

36 本

|選 亡
J

-
l
 

u
 

円
心

126本 l1.5 

I!反植 2.7

(蒋掘 3.5

i 1 苗設べ1.2

1 土#踏固め 4.0 

84~98回

72 回|

1 結 Q
υ
 

。京

l 苗リヤカー積 3.5

時以ーの姿勢で山出百 1 .本 1 本に尺棒を
当て大，中，小に選別する(

苗

p
h
Jし
匂
み

ー
ま

5

踏

%
%
量
る
注

1
で

ロ
ロ
重
掘
を
量
足

掘
他
で
を
根
室
せ

蒋
の
勢
蒋
の
o
で
寄

は
そ
姿
植
木
る
勢
に

合
'
位
の
首
ベ
姿
元

割
%
立
m
に
古
一
位
根

間
円
引
のω
溝
に
立
を

時
掛
コ
。
植
い
の
土

の
土
m
p
rで
ね
Y

の

C

4菜
1

ヨ
執
刀
い
町
三
重
く

作
v
hト
れ
姿
て
い
少
い

素
却
9

埼
の
ら
白
山
で
て

要
べ
屈
~
即
時
が
屈
鍬
め

各
並
前
向
樽
な
前
の
周

r
t
J
可
1
1
1
1
4
l
i
f
i
-
-
2
、
I
l
l
-

、

鍬中傍

時国首あるいは座位の姿勢で実生苗を50
本数え藁で結束していく

前屈 15~70つの立位姿勢で結束された
実生苗をリヤカーに積み上げる c
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招り I反

り，選

苗，払

H:Iし

|仮稿地における首東を引抜いて包装し
やすいところに一定数集め積み上げる o

r…のーで献をひろ
げたムシロに放ベ，片端から巻込み 3
カ所を織で締めるこ

15屈…一勢…の上
に山出荷の結束したのを並ベムシロの
片端から巻き込む。

選事守

4.0 

装

当主装'" E 

包

ん
一
し
%
む

込
一
行
日
込

を
一
歩
約
み

巻
一

m
ぎ
穫

で
一
日
坦
に

勢
。
一
約
荷
ク

姿
る
一
ぎ

u

ツ

位
け
一
担
る
ラ

立
か
一
を
げ
ト

の
を
一
首
上
を

縄
一
の
積
の

∞
胴
一
貫
に
%
一
も

ぺ
に
一
8
所
3

一
た

が
ロ
一
約
の
行
一
れ

6

シ
一
包
定
歩
一
さ

屈
ム
一
桐
一
身
一
包

前
た
一
一
て
空
一
梱

5.1 

5.2 

~1世

千百f 坦ぎ出し

関

考f持

42 

2 

第 8 表

前屈 O~100 の立位姿勢で銘鎌を操作
!し，地f置が含まれるに

町一勺の立位開叫鎌加
し. t也萱が含まれる。

l円畑一前問脚屈臥1…O振り下すH時寺は前屈3叩OC位の姿勢になる C

l巴ι山傾闘伽伽一斜伽町…の灯m…下而加方加和よυり附一端御lは土
O~150. 側方よりの場合は 30~45"
上方よりの場合は90~100つの立位姿勢
でそれぞれ作業を行う。

l 傾斜的より作業する場合は前屈
O~lO". 側方よりの場合は 50~60C • 

l 上方より慨はいOさの立位姿勢
でそれぞれ作業を行い，径 3~5cm の
伐倒する木が 3本含まれる c

|傾斜の下方より作業する場合前屈 O~
i 1ぴ，側方よりの場合1O~300の立位姿
i 勢でそれぞれ作業を行い，地萱が大部
分含まれる。

" 

ア

" 

トラック積込 I 5.2 I I I 
剤叶ミ刈払作業の R. M. R 実測値表

斜(テンポ|使悶器具|

1片鈴 鎌(U叩Tlげ1Z古前畑相叩可掘m屈臥1…Oす範問が大き L 、'0 3~5 cm くらいの伐
|{仔倒王到jする木が 5 木含まれているこ

|グ|町一一でー
|かくする時は前屈剖~90- の立位姿勢
で行う 3~4cm 径の雑木が含まれる F

一木刈払 7.3 I 

I 5 I 

。，

49 

46 

5 

6.5 

6.2 

9.0 

付表

地

// 

グ

44 

54 20 

5.9 

5.8 



自主ゲI 30 

林業労働の作業強度に関する研究 (藤林・辻・渡部〉 - 97 ー

斜|テンポ|使用穏具( 備 考

o I 47 I 銘鎌前屈 1刊の立位勝で銘鎌加l し埴が含まれる c
25 47 グ |傾斜りて忍より1'1ニ業する場合は前屈20

| !~30:L Pよりの場合は 30~45 の
l 立位勢で作業を行う c

ω 27 I 50 I グ |傾斜の下万より作業する場合は，前屈
l i IM03 ， f肪よりの場合側~45 の

立位姿勢で作業を行う Q

7.0 I 30 I 50 I グ |傾斜の下方より作業する場合は，前屈
j 山 vV I i 1O~20o ，側方よりの場合は30~450 , 

上方よりの場合は 80リの立位姿勢で作
業を行う。

6 ・ 8 30 5ヲ| グ 前屈 45" の立位姿勢で傾斜の侭li方より
|作業を行う。

I " I 前屈1O~300 の立位姿勢で鈷鎌を操作6.6 33 50 I グ!エy
1 し，径3~4cm の伐倒木が含まれるご

33 グ 傾斜の下方より作業する場合は，前屈
1 1O~20o ，側方よりの場合は50λ70コ，
上方よりの場合は 60~80勺の立位姿勢
で作業を行ト

|傾斜の下方より1'1諜する場合は，前屈
0~200，側方よりの場合は0~20C ，上
|方よりの場合は 30~45o の立位姿勢で
作業を行う c

7.2 42 50 
グ l 前屈 10~70コの立位姿勢で鎌を振り上

げる時は前屈1O~30'o，鎌を雑木の根
l 元に掛けて曳く時は，前屈 60~70C の
立位姿勢で相当力をスれる。

I 8.5 I 45 I 46 I グ 前屈ト山立位姿勢で足場漉く移
8.5 I 45 I 46 I "動に困難であり，また鎌の柄を短かく

握り作業する

円オ~I----:;-I 日間刊間的品目空
却。の立位姿勢で作業する。

I 7.3 I 5 I 48 I グ |前屈1O~450 IJ)立位姿勢で作業する 3
61! 10 48 I グ |前屈 10~300 IJ)立位姿勢で作業するつ

6.8 j 15l 48i グ ;前屈 20~必コ

付言受第 9 表 雑木刈払作業の R. M. R 推定値表

35 

Y=2.6224+0.0714 T+0.02511 G 

40 I 45 I 己o 55 

5 . 48 I 5 . 84 ' 6. 1 ヲ I 6.55 
5 . 60 1 5.96 I 6.32 ! 6.67 
5.73 1 6.0 ヲ I 6.44 I 6.80 
5.86 I 6.21 I 6.57 i 6.93 
5.98 1 6.34 6.69 7 . 05 
6. 11 1 6.46 6.82 7 . 18 
6.23 1 6.59 6.95 7.30 
6.36 1 6.71 7.07 7.43 
6.48 I 6.84 7.20 i 7.55 
6.61 1 6.97 7.32 7.68 

60 

6.91 
7.03 
7.16 
7.28 
7.41 
7.53 
7.66 
7.79 
7.91 
8.04 

65 

7.26 
7.39 
7.51 
7.64 
7.77 
7.89 
8.02 
8.14 
8.27 
8.39 

名F

70 

7.62 
7.75 
7.87 
8.00 
8.12 
8.25 
8.37 
8.50 
8.62 
8.75 

"/ 

75 

7.98 
8.10 
8.23 
8.35 
8.48 
8.61 
8.73 
8.86 
8.98 
9.11 
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付表第 10 表 萌芽刈払い作業の R. M. R 実i!liHl![表

斜|テンポ i使用紙i 備 考

I 44 I 大鎌 Zlo--でーの根元に掛けて 1 *1:本引き切る c 鎌の
lj手jを上に向けて操作する

5 I 38 i グ|前回1O~20 のーでーの
根元に掛けて. 1 本 1 本引き切る。太
\, 、のは鈴で切る。鎌の刃を上に向けて

t 主栄作する。

| っ l 前屈 15~250 の立{立姿勢で鎌を萌芽の
3.6 t 8 30 I グ 1 根元に捌けて. 1 本 1 本引き切る。前

屈 20~30 の立位姿勢で草を刈り払う c

つ グ !市I屈即~90つの立位姿勢で詑で萌芽の
3.9 8 36 //太いのを切り，細いのはほとんどなく，

プドウツノレ，躍などを鎌で払う c

1 '̂ 0̂ 1 グ 前屈 15~250 の立位姿勢で鎌の刃を上
3.8 10 1 30 I '/に向けて萌芽め根元に掛けて 1 本 1 本

引即，あるいは前即日の立
l 位姿勢で鎌をたたえように切るc

! 3.8 I 10 I 30 I グ |前屈却~30' の立位受勢で鎌の刃を上
0.0 lV  VV  に向けて疏]:の根元に掛けて 1 本 1 本

引き切る。

3 ・ 8 I 12 36 I グ 前屈 20~30 の立位姿勢で鎌の刃を上
0.0 1~ 0U に向けて則三の根元に掛けてはは

引き切る υ

!て7「←ーっ'^ I "五ffi1ιふ。の立{立姿勢械を献の
| ο.0 10 切 l γ |根元に掛けて 1 本 1 本引き切る。末木

および太いñJJ羽三は鈴で切る。鎌のう~)は

l j | L lf巴竺
,"7 ':1'"1 グ |前屈1O~200 の立位姿勢で鎌を疏芽の

3.9 I 17 I 32 !l I '--'''- 1 根元に掛けて1:本 1 本引き切る c 前屈

i l l l ーの立問一り払う前屈 80~900 の立位姿勢で太いJìñ芽を
|鉛で切る。

3.9 I 18 I 321 グ ト盟問竺説22詰言語持?翌日
( 1 1 l 引き切る一 1 "1一一一 I T百面面二30 石王面要事モ誌を扇主も

3.6 I 19 1 36 I グ |根元に掛けて 1 本 1 本引き切る 3 太いlJ l11:叩50~…ヶる前屈却~30' の立位
式1) る。

~^ 0/ 1 グ 前屈 15~30つの立位姿勢で鎌を競芽の
3.9! 20 36 I 再

L..V! 0U I 根元に掛けて 1 本 1 本引き切る。太い

i I 慨は前屈 60~800 0)立位姿勢て慌で

l | ! 切る
| 叩 ! っ。"前屈 20~300 の立位姿勢で主に草を刈.

4.1 23 i 38 I グ l り，廊芽は鎌でたたくようにして根元
1 I から切る。

I 3.8 I 25 

1r25 

作業名 l 要素作業名 IR・M・RI 傾

地持前芽刈払 |43l

4.1 

36 グ の
の一

財
政

を
る

鎌
切

で
き

c

勢
引
る

姿
本
す

位
1

作

立
本
操

の
1

て

f

て
け

割
け
向

~
一
掛
に

引
に
上

屈
元
を

前
根
刃

36 // の
の需をる鎌切でき

」
C

勢
引
る

姿
本
す

位
1

作

立
木
操

の
1

て

r

て
け

2

ナ
司

L
Y剛
山

口
に
上

屈
元
を

前
根
刃
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時名|要素作業名 !R・M.R! 傾斜 l テン z戸|使用叫

掠|萌芽刈払 4.4 I 27 I 38 I 大鎌|前屈 15~20 の立位姿勢で鎌の刃を上
I F!J'.J /] /"J J.L-¥ ""r."T '{"l UU  I /¥.. ;<AJ¥. I に向けて，粛芽の根元に拶いすで 1 本 1

1:本引き切るニ草の刈払いが含まれる

40 ヶ 前屈 15~20 の立位姿勢で鎌の刃を上
に向けて萌芽の根元に掛けて 1 本 1 本
号 I き切る。

(藤林・;土・渡部〉

備

地

27 4.7 

上
本

を
1

刃
本

の
1

鎌
て

で
け

勢
掛

姦
に

位
元

立
根

の
の

0
院

ヮ
“
鈴
川M

〉

し
円
切
る

K
け
切

屈
向
き

前
に
引

'" 

36 30 4.3 の
の

芽
鎌

粛を
る

鎌
切

で
台
、
F

勢
引
る

姿
本
す

位
1

作

立
本
燥

の
1

て

い
'
て
け

引
け
向

ト
掛
に

K

に
上

屈
元
を

前
根
刃

40 28 4.3 

蔚芽刈払作業の R. M. R 推定値表第 11 表付表

Y=  2.33676+0.01441 G+0.03973 T 

45 

4.12 

4.20 

4.27 

4.34 

4.41 

4.48 

4.56 

4.63 

42 

4.01 

4.08 

4.15 

4.22 

1.29 

4.37 

4.44 

4.51 

39 

3.89 

3.96 

4.03 

4.10 

4.17 

4.25 

4.32 

4.39 

36 

3.77 

3.84 

3.91 

3.98 

4.06 

4.13 

4.20 

4.27 

33 

3.65 

3.72 

3.79 

3.86 

3.94 

4.01 

4.08 

4.15 

30 

3.53 

3.60 

3.67 

3.74 

3.81 

3.89 

3.96 

4.03 

T(テンポ〕

円
U

に
i
v

ハU

に
J

ハ
U

「
D
(
U
R
d

ー
ム

1
1

つ
ム
勺

L
q
υ

っ
υ

G(傾斜〉

笹刈在、L 、作業の R. M. R 実測値表〔内地)

斜 i テンポ|使用法共 i常

第 12 表付表

考R.M.R! 傾作業名要素作業名

ïlÎj屈 15~20 の立位姿勢で鎌を笹の根
に掛けて 1 回に 5~10 本位引き切る lコ鎌大40 。5.7 H 

γ戸、刈笹i持山
山

,+lp 

'" // 30~40つ// 

'" 44 。6.3 

グ'" 15~25~ 
44 2 6.2 

30~40 ググうF

// 5.9 

グ// 25~30" 
45 10 6.4 

" " 5~15つ
42 15 5.9 

" グ1O~20C F 

44 15 6.1 

15~20 // 

グ
グ

// 

// 1O~250 

" // 45 

6.4 46 

15 

20 

6.2 
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作業名(要素作業名 IR・M・RI 傾斜|テシポ|使用器具l 備

地排|笹 7
8
1

一

2
6
4

6
6
7

一

7
6
7

・

メU きt\

6.7 

48 

46 

ア〆Q
J
 

A
ム

考

鎌 1 :開 15~250 の立位姿勢で鎌を笹の根
|に掛けて 1 回に 5~10 本位引き切る。

|グ…グ

|グ…ググ

[グ…グ

グ[グ…グ

|グ 25~35J グ

[グー。グ

。，

// 

グ

" 

ア

付表第 13 表 笹刈払い作業の R. M. R 実測値表(北海道〕

作業名|要素作業名 I R.M.RI 傾斜|テンポ l伽似| 備 考
I ~， I ^ I c , I _t-. 1& I 前屈 20~300 の立位姿勢で鎌をすくい

地捺 l 笹 刈 払 1 7.4 1 0 1 54 1 大鎌|上げるように持って 1 回 1 回引くよう
にして刈り払う c

" ,,"> 1 グ |前屈1O~30つの立位姿勢で鎌を引くよ
7.8 o 62 うにして刈り払う c 動作;土仰心c

7.7 5 I 54 グ 前屈…。吋姿勢で蜘 1 回 1
7.7 5 I 54 1 同引くようにして刈り払う

'̂! c/  I グ !前屈 15~200 の立位姿勢で鎌を 1 回 1
7.7 1 10 I 56 I "回引くようにして力を入れて刈り払う。

, 0 I c n  I N I 前屈5~10。の立位姿勢で鎌を有 j一杯に
7.6 I 13 I 58 I グ |握り引くようにして刈り払う 雑草が

t I \，、くぶん混っている。

, r i r , I 前屈 15~200 の立位姿勢で鎌を 1 回 1
1二 711 三 回引くようにし叩弘77グ lド/ル川叩レ吋治

。 1 c∞o グ |前屈 1臼5~2却O。の立位姿勢で柄一杯に握
8.1 18 1 5臼日 ! |り 1 回 1 回引くようにして刈り払う。

刈払物をまとめて鎌に掛けて大きく払

| | 1 1 捨てる
一一←] 一寸一一一一「一一一百面百三/15 o.迂否姿勢で鎌を 1 回 1

8.1 I 20 I 60 I グ |回引くようにして刈り払うご刈払い物
はまとめてから鎌ですくい上げて片寄

i せる。

0. I L. I " I 前屈5~10'の立位姿勢で鎌を 1 回 1 回
8.3 24 I 64 I グ |引くようにして刈り払う。刈り払った

後は根元から刈り直す。

---------一一---前屈 15~20' の立位芸事モ議を 1 回 1

I 8 ・ 7 I 24 I 62 I グ |回引くようにして刈り払う c 刈払い物
は，まとめて鎌に掛けて大きく払L 、捨

___1__- !てるハ

00 I /^  i グ i 前居 O~50 の立位勢で鎌を 1 回 1 回
i 8 ・ 9 I 32 I 60 i // I 引くようにして刈万五う c
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斜|テンポ|使用器具| 備 考

8 I 大鎌(前屈 1ト町の立位姿勢で鎌の柄一杯、
|に握り， 1 回 1 回引くようにして刈り
払う o 刈り払ったものは傾斜の下側に
|集めていく c

35 62 グ |前屈5~20。の立位姿勢で鎌討 I くよう
V~ 1 にして刈り払うっ

| ぺ 6剖4 'l'グ |前一I u" ようにして刈り払い，移動の時には鎌
を笹の1根畏に掛けて移動する二

作業名要素作業名 I R.M.R I 傾

地持 i 笹刈払 9.8

10.4 

10.0 

-101 ー

付表第 14 表 笹刈払い作業の R. M. R 推定値表(内地)

Y=0.03555 G+0.12793 T -0.03775 

--__ T ニテンポ| 内 .~ 
35 40 45 

G ニ傾斜 ---_[ υ 1 1 

o 4.44 5.08 

5 4.62 5.26 

10 4.80 5.44 

15 4.97 5.61 

20 5.15 5.79 

25 5.33 5.97 

30 ・ 5.51 6.1 己

35 5.69 6 辺

5.72 

5.90 

6.08 

6.25 

6.43 

6.61 

6.79 

6.96 

50 55 

6.36 

6.54 

6.71 

6.89 

7.07 

7.25 

7.43 

7.60 

内
u
n
O
E
J
q
u

・
-
Q
U
7
J
4

品

、
H
W
句i
q
u
E
J
V
7
d

只
υ
n
u
q
υ

.•••••.• マ
f

『
，J

マJ

守
J

マ
J
7
J
Q
O
Q
O

付表第 15 表 笹刈払し、作業の R. M. R t住定値表(北海道)

Y =3.28779+0.02232 G+0.07597 T 

45 50 55 60 65 -ー-----ー T= テンポ .rG=傾斜 一一 "J

o 6.71 7.09 7.47 7.85 8 ・ 23

5 6.82 7.20 7.58 7.96 8.34 

10 6.93 7.31 7.69 8.07 8.45 

15 7 . 04 7 .42 7 . 80 8 . 18 8.56 

20 7.15 7.53 7.91 8.30 8.67 

25 7.26 7.64 8.02 8.41 I 8.78 

30 7 .38 7 .76 8. 14 8 . 52 I 8 . 90 

35 I 7.49 7.87 8.25 8.63 I 9.01 
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作業名 l 要素作業名! R.竺竺傾斜|テンポ i使用器具!

地蜂!根曲り竹刈払· 5.0 1 15 I 41 1 銘鎌

k
u口f

 

ょゐι
イヨ

42 

前屈1O~45 の立位姿勢で前方の竹の
根元に鎌を当て掻き切り，手元では前
屈 30~700 の立位姿勢でで掻き切る
H寺には片手で切る 片手で竹を握り，
刈り終れば体の後に整理して，あるい

l は刈り払ったものを前屈 30~45二l の立
i 位姿勢で鎌の刃先の由りを利目して竹
l をすくい kげて，体の後方に整理するつ

" 

4.2 26 10 '/ 
l 前屈 20~30 の立位姿勢で前方の竹の
根元に鍬を当て償き切り，手元では前
屈 30~800 の立位姿勢で掻き切るつ刈
り払ったのは前屈1O~30二の立位姿勢
で餓の )-.J先の曲りを利用して竹をすく
い上げて休の後方に整理する

グ

43 I 

グ |前屈1O~300 の立位姿勢で前万の竹の
|恨元に鎌を当て桜き切り，側万は前屈
I 1O~20J の立位姿勢で鎌を振って刈り

| | (払う r

4.9 I 30 I 41 I グ(グ
4.8 I 34 I 42 I グ |前屈却~45- の立位援勢で前方の竹の

v"t I "tL; I 根元に鎌を当て掻き切り，側方は前屈
: 45。の立位姿勢で鎌を振り刈り払うっ

4.8 I 34 42 グ|グ

5.3 I 40 I 39 I グ 前屈日5 の立位姿勢で前方の竹の楳
I -W  V/  元に蜘当て掻き切り，側方は前屈

15 0 の立位姿勢で刈り払うニ

5.3 I 40 37 I グ !前屈 5~150 の立位姿勢で前方の竹の
I "tv'  V , I 根元に鎌を当て掻き切り，側万は前屈
I I i 15 の立位姿勢で刈り払う c

5 ・ 6 i 42 48 I グ 前屈 O~20 の立位姿勢で前万の竹の
":tL. I ~U I 根元に鎌を当て滋き切り，仰悶は前屈

I O~5 の立位'ーで鎌を振り式Ijり払う。
1 刈り払ったrr; は前屈 30~60: の立位姿

1 勢で鎌の刃先の曲りを利則して竹をす
くい上げ後方に整理する 雑然として
いるために刈払L 、は困難であるコ

4.4 26 

4.7 30 40 

5.7 42 43 
'7 

'/ 

6.2 48 44 // 
前屈 O~150 の立位姿勢で前万の竹の
根元に鎌を当て掻き切り，俣l万は前屈
15~300 の立位姿勢で‘鎌を振って刈り
払うこ足場を決めるに困難である三



付表第 16 表 根屯1 り汁刈払作業(その 2) の R. M. R 実測値表(内地秋田)

(悌名 i 要素作業名 I R.M・R 傾斜テンポ|俊j服具| 備 考

l !山5 i 鎌 l 前屈刊の立問で傾斜の下
| 山 に位置して 1 mJ 1 四竹の恨元に鎌を製

1 けて引くようにして刈り払う乙
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".5 根 I出り竹刈払持地

128~361 グ l グ
l28~341 グ|ゲ山グ

124~361 グ l グ

" 

'/ 5~30' 

5~25 

" 10 

13 

15 

5.1 

5.3 

5.2 

" 

" '/ 15~25 

15 

20 

'l 

" 

グ 5~15 " 

5~1O グ
グ25 

30 

5.3 

5.8 

5.7 

5.5 

根曲り竹刈払作業(密生地) R. M. R 実測値表

R・ M.R I 傾斜[テンポ i使用添具| 備 考

o 43 数 |前屈 70~90 の立位姿勢で片手で竹を
| 叫 握り片手で鈴を持って根元を切る乙枯

l | i 竹は足で踏みつけて細かく折り片寄せ，

l J 1…っ一日本へ引出して寄せる。竹の奨あるし、は茎が乱れて
おって引寄せるに困難である。

1 ，円 "前屈 80~90 の立位姿勢で片手で竹を
! 引 ' 握り，片手で鈴を持って根元を切るが，

枯竹は切るに非常に困難であり，なお
竹が錯綜しているので慣に倒す時力を
|要す

1 40 I ァ lF7MO の立位姿勢で片手で竹を
握り，片手で詑を持って根元を切る τ
竹は太いがあまり密生しておらないの
で，作業は案外楽であるc

l 前屈 50~60 の立位姿勢で片手で竹を
|握り，片手で詑を持って根元を切るつ
竹は太いがあまり密生しておらないの
で，作業は案外楽であるニ

" 47 

5 

8 

10 

第 17 表

3.3 

3.6 

3.8 

3.5 

作業名 i 要素作業名

持|根山り竹刈払
I (密生地〕

十j茨

地

前屈 80~90' の立位姿勢で片手で竹を
握り，片手で鈴を持って根元を切るが，
枯竹は切るに非常に困難であり，なお

l 竹が錯綜しているので取除くに閤難で
ある τ 頭上のヅノレ切りが含まれる。

グ46 12 3.5 

か
根
あ
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作業名|要素作業名 I R・M・R I 傾

地持 l 根曲り竹刈払 3.5 I 
I (密生地) I 

! 3.9 I 

3.6 

4.0 

nu 
A
Y
 

4.2 

4.1 

斜 i テンポ|使用お保叫叫山込叫J兵~I 備 考

[γ46 Iド鈴 前澗蜘屈肌…1此 ぶさつているので途中カか￥ら切り拾て，
|前屈50~60 の立位姿勢で棋元を切る

17 I 52 グ |前屈 70~800 の立位姿勢で片手で竹を
vL I 握り，片手で詑を持って根元を切るが

i I 密生している割に竹が細かく刈り易い。

18 I 48 I グ |前屈 50~60η の立位姿勢で竹が君主いか
-w ぶさってきているので，途中から切り

I 捨てて根元を切る c 足場滑って繍
i |が困難。

21 i 50 I グ (前屈 60~50 の立位姿勢で竹が夜いか
vV I ぶさってきているので，途中から切り

l | |捨てて根元を切る二

22 日| グ 前屈 60~700 の立位姿勢で竹が覆いか
uV  I ぶさってきているので，途中から切り

I 1 1 捨てて根元を切る 時には竹を引き出
すようにして整理する o 太く密生して

l いるの

グ |前屈 40~500 の立位姿勢で片手で竹を
|握り，片手で館を持って根元を切るが，
|枯竹が多く含まれているがあまり密生
していない。

グ !前屈 60~70。の立位姿勢で竹が覆いか
l ぶさってきているので途中から切り捨
i てる f 前回 60~70C の立位姿勢で恨元
i を切る r

22 54 

24 50 

4.1 25 I 52! 

4.1 27 53 

3.8 

4.1 

1.6 

前屈 60~700 の立位姿勢で叶が轟いか
ぶさってきているので途中から切り捨
て根元から切る あるいは跨蹴ーの姿勢
で作業を行う σ

前屈 60~700 の立位姿勢で片手で竹を
握り，片手で鈴を持って根元を切るで
|プドウグルあるいは竹の業の錯綜して
|いる所ではこれらを刈り払ってカ‘ら根
|元を切る。

28 
|百Îj屈1O~200 立位姿勢で竹が覆L、かぶ
さってきているので，途中から切り捨
て，前屈 30~40 の立位姿勢で根元を
切るヘ

グ |前屈O~lOOの立位姿勢で竹が覆いかぶ
司ってきてしるので途中泊一
て，前屈 40~50。の立位姿勢で根元を
切る 竹は密生して枯竹が含まれてい
るので作業は困難である。

50 

30 
前屈 30~40。の立位姿勢で片手で竹を
握り片手で銘を持って根元から切るが
竹の密生している割りに枯竹，ヅルな
どが少ない。

57 "' 

34 
前屈 15~250 の立位姿勢で竹が覆いか
ぶさってきているので途中から切り捨
て根元を切る。竹は太く密生している c

グ l 前屈ト20ハの立位姿勢で竹が覆いか
ぶさってきているので途中から切り捨

i て根元を切る c 太く密生している c

53 '/ 

36 56 
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付表第 18 表 根山り竹刈払作業(政生地) R. M. R 実i!liJj直表

作業名|要素作業名 I R.M・RI 傾斜テンポ|使用問 五 一一一 考

地掠摂由り竹刈払 3.5 0 58 ~t 前屈田~900 の立位姿勢で片手で竹の
(疎 生 地5 -.- ~ ~~ ~-途中を握り片手で詑を持って根元を切

3.3 3 56 

3.3 5 48 

|ってそのまま棋に倒していく c

グ |前屈 70~80コの立位姿勢で片手で竹の
|途中を握り(約10本ぐらい)片手で蛇
|を持って根元を切りそのまま燃に倒し
ていく。

前屈 50~600 の立位姿勢で片手で竹の
途中を握り片手で詑を持って根元を切
|りそのまま棋に倒していく

3.55156 グ 1 同 上

品 .4 9 54 

3.8 10 62 

3.4 12 52 

3.3 15 54 

3.6 I 15 52 

3.8 18 61 

3.5 20 I 54 

3.6 21 52 

3.8 22 54 

2.8 21 62 

グ

ij 

ij 

'/ 

" 

ij 

前屈 60~700 の立位姿勢で竹を 10:本位
握り，片手で詑を持ち1:本 1 本根元を
たたいて切りそのまま棋に倒していく

前屈 80~900 の立位姿勢で傾斜の上側
より下に向い片手で竹の巾途を握り，
片手で詑を持ち根元を切ってそのまま
横に倒していく 竹はまばらでいくぶ
ん細いのが多いτ

前屈 50~600 の立位姿勢で片手で竹の
途中を握り，片手で鈴を持って根元を
切りそのまま析に倒してし、く f ブドウ
ザルがからんでいるのでときどき頭上
のヅルを切る。

|前屈 70~加コの立位姿勢で傾斜の上側
|より下側に向い，片手で竹の途中を握
l り片手で鈴を持って根元を切れその
まま僚に仔]してし、く

[前屈印~800 の立位朔で片手巾
途中を握り，片手で鈴を持って根元を
切りそのまま債に倒して L 、く c

前屈 40~50ヲの立位姿勢で片手で竹の
l 途中を握り，片手で鈴を持って根元を
|切りそのままに倒して L 、く。寺町 L 、竹は
そのまま詑で根元を切る。

前屈 50~60' の立位婆勢で傾斜にjれっ
て上り下りして，片手で竹の途中を握
り片手で蛇を持って根元を切ってその
まま横に倒すc

前屈 60~700 の立位姿勢で傾斜の上側
より下に向い，片手で竹の途中を握
り片手で詑を持って根元を切ってその
まま横に倒していく プドウヅルがか
らまっているのでときどき頭上のツル
を切る。

前屈 40~500 の立位姿勢で片手で竹の
途中を握り，片手で詫を持って根元を
切ってそのまま横に倒してし、く。

l 前屈 80~900 の立位姿勢で傾斜の上侭1]
l より下に向い，片手で竹の途中を握り
片手で詑を持って根元を切る c プドウ
ザルがからまっているのでときどき頭
上のツルを切る c
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作業名|要素作業名 |R・M.RI 傾

地排|削り竹刈払 3.8
(j保生地) I 

3.9 

4.0 i 

斜|テンポ i倒1出兵(備 考
u I " I 前屈 30~40 の立位姿勢で傾斜の上側

25 I 日 | グ |を前屈 8ト90 の立位姿勢で傾斜の下

26 " 

27 60 グ

28 56 " 

63 // 

|側を，片手で竹の途中を握り片手て'&'Ë
l を持って根元を切る。

l阿前屈間80~9
より下に向い片手で竹の途中を握りh, 
片手で鉛を持つて1根畏元を切る プ lドf ウ
ヅグ伊ノルレ Jが右が1カか、らまっているのでときどき1íW
|上のヅルを切る七

|前屈 50~60 の立位姿勢で傾斜に沿う
て片手で竹の途中を握ん片手で銘を
持って根元を切るつブドウヅルがから
|まっているので時々頭上のヅルを切る

l 前屈 60~70 の立位姿勢で傾斜に沿っ
て上り下りして，片手で竹の途中を握
り片手で鈴を持って棋元を切りそのま
ま棋に倒してし、く。プ 1: ウヅルがから
|まっているので時々頭上のヅルを切る o

t屈ーの立位甥で自分の位置
より上側を，前屈 70~80' の立位姿勢
で傾斜の下側をそれぞれ竹の途中を片
|手で握り片手で鈴を持って根元を切る ο

付表第 19 表 根r~l り竹刈払作業(昨日生地〕の R. ]¥11. R 推定値表

y = 1.60952+0.01174G+0.03253 T 

両知~ど竺 40 45 50 55 60 65 

。 2.91 3.07 3.2t, 3.40 3.56 3.72 

5 2.97 3.13 3.29 3.46 3.62 3.78 

10 3.03 3.19 3.35 3.52 3.68 3.84 

15 3.09 3.25 3.41 3.57 3.74 3.90 

20 4.15 3.31 3.47 3.63 3.80 3.96 

25 3.20 3.37 3.53 3.69 3.85 4.02 

30 3.26 3.43 3.59 3.75 3.91 4.08 

35 3.32 3.18 3.65 3.81 3.97 4.13 

付表第 20 表 地萱刈払作業の R. M. R 実ðllJ値表

作業名|要素作業名 I R.M.R[ 傾斜|テンポ同服具l i椅 考

地掠|地萱刈払| |銘 鎌 I 前す屈るこ40~50 の立位姿勢で銘蜘操作

// |同 上

84 グ :前す屈る 70~80C の立位姿勢で鈴鎌を操作

54 グ l 前町一操作業作すを勢行るで叩て鎌を曳くように 時は前屈60~90勺
の立位姿勢で う乙

タF
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作業名|要素作業名 jR・M・Rj 傾斜|テンポ|使用料|

地提|地萱刈払 I 8.0 I 5 I 53 I 鈷鎌 1
6.6 48 

備 考

前屈 20~30つの立位姿勢で鈴鎌を縦に
与|くよう tこしてメリり説、うこ

|前屈1O~20つの立位姿勢で作業する。
傾斜iこ沿って刈り払う。4.1 I 20 I 38 グ

4.8 25 48 

43 I 30 I 41! 

43 I 35lω| 
4.7 I 35 I 49 I 

7.6! 35 48 

タ'
前屈 30~60C の立位姿勢で作業する c

// 
|傾斜の上方から作業する場合前屈70~
|900，下方からの場合15~25コの立位姿
勢で作業を行う J

前屈0~60つの立位姿勢で作業する。
'/ 

" 

'/ 
傾斜の下方から作業する場合jÌÎi屈 O~
150側方からの場合15~25。上方からの
場合 30~40C の立位姿勢で作業を行うっ

付表第 21 表 シグ刈払作業の R. M. R 実測値表

作菜名 i 要素作業名! R.M.Ri 傾斜 i テンポ|使用日;叫 備 考

地引シダ刈払 I 4.7 3 I 59 I 鈴鎌 i 前屈15~3山立位姿勢司量1.75kg 
1 ~"' '-'7 I il'G "'" I の鎌を振る。

4.4 5! 59 I グ |前屈 20~初。の立位姿勢であるいは傾
'-'7 I 斜のド側より前屈0~200の立位姿勢で

| 上方のシダを刈り払う c

54 I グ 前屈5~30つの立位姿勢であるいは慨井
| の上側より前屈 20~40ーの立位姿勢で
| ド方のシダを刈り払うっ

11771屈O~町の立位姿勢で筋刈り地の作
業者の頭上より高い筋端より刈り払う。

4.6 民
U

8 

15 I 52 

4.7 15 I 53 

4.1 20 59 

" 

グ I T有屈0~150の立位姿勢で鎌の柄の中央
i ì1f~を樫り作業する c

グ 1同阿前閉屑…の立曲位甥で哨鎌の州~l附1討守
央九部lを握り作業する O

!口íï屈 30~45つの立位姿勢で鎌の‘の八
六ß月ぐらいを握り作業する乙割i'木がし、
くぶん含まれるニ
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作業名|要素作業名 IR・M.R! 傾斜|テンポ|使用器具! 備 考

地掠 l シダ刈]払 I 47 I 20i 491 銘鎌 i 瓶一。吋姿勢哨問。
c , I 0~ i cc I グ |前屈1O~20つの立位姿勢あるいは傾斜1 I 30; 55 
J.1  0U  ...JJ のと方より前屈 1叩0~3却Oつで下方を，主

ぺ 「 l 叫叩判併斜}それぞれ刈削り在う C

35 I 54 I グ l 前屈 10~ωつの立位姿勢で筋刈りの段
¥ 0J  J'"t の所を刈り，の柄を握り，頭 k高く振

上げて前屈0~10- の立位姿勢でnw上 1
l 1 1 仰ぐらいのところを刈る)

5.5 I 40! 58 グ |前店0~15 の立位姿勢で鎌の制の中央
LrV i';u  ! 1郊を握り作業する

付表第 22 表 綿草刈払れ業の R. M. R 実測表 (:[t治J萱)

作業名|要素作業名 IR・M・RI 傾斜(テンポ|釦f出兵i 自ii 考
| 前屈 15~20' の立位姿勢で鎌をすくい地川平メIj払 5.2 I 0 づ三千二出よ H::.三::\IJ 竺う

5.6 1 

同上

5.8 I 0 I .56 ゲ!同 K

5.8 0 I 59 I y 同上
o O~ グ |前屈1O~20 の立位姿勢で鎌をすくし、

5.2 5 50 '/上げるようにして刈り払う c

i--J-i l-f- 上5.3 I I 

A Q I 1 (¥ I A7 I "前屈1O~15 の立位姿勢で主義をすくい4.8 I 10 I 47 I " , v I ~'I 上げるようにして刈り払う 澗L 、業が

l L--L-L-Fい
(片三 l 二L グ (j前悶恥一可恨恥居恥山ト日5 吋朔…で悦鎌いをl げるようにして刈り払う O

1 (¥ SQ I ;，前屈5~20'の立位姿勢で刈り払い，雑5.3 I 10 58 I が」
lV JU  J告を片寄せる時には鎌をすくい上げる

ようにして雑草を刃に掛けて寄せる。

! っ I " I 前屈 10~加。の立位姿勢で鎌を立てす5.3 I 10 53 グ|l υ くうようにして刈り払う三

5.5 

5.2 

4.9 

5.4 

o I 54 駒山の立位姿勢様性てすi ア l くうように川IJ り払う c草丈は短L
13 I 57 i グ |前屈1O~20つの立位姿勢で齢すくう

i d l l ようにして刈り払う c

14 

15 

48 I グ |前屈5~lOOの立位姿勢で鎌を真横に荻
I り払う

60 
!前屈5~lOOの立位姿勢て鵠をすくい上
|げるようにして刈り払う c
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作業名|要素作業名 IR. lVI.R I 傾斜|テンポ使用百品 備 考

地 J存 l 判長 3草刈在、 5.1 20 50 

5.3 20 52 

5.2 22 51 

5.5 24 55 

5.5 I 24 53 

6.7 36 52 

" 

グ

" 

'/ 

'/ 

前屈O~10 の立位姿勢で右手は柄端，
|左手:工 40cm ぐらい下を握り刈り払う

前屈5~10 の立位姿勢で鎌を真慌に振
り払う

|間~10 叫閣で鎌をすくし上
げるようにして刈り払う。

同 l~.

前屈5~1Oつの立位姿勢で鎌をすくいと
げるようにして刈り払う 草丈は短く
帝国 L 、勺

前回り~5乙の立{立姿勢で主義をすくい上
げるようにして刈り払う 1細い草が多
L 、。

前屈 0~5コの立位姿勢で鎌を実検に採
l り刈り払う

前屈 0~15C の立位姿勢で鎌をすくい
上げるようにして刈り払う

前居 0~5 の立位姿勢で主義をすくいと
げるようにして刈り払う

付表第 23 表 雑草刈払作業の R. M.R 実測1度表(内地〉

rF業名 l 要素作業名R.M・R 傾斜テンポ l使用料| 備 考
! 前屈 20~30 の立位姿勢で主誌を造iîi 木地権|雑草刈払 5.5 3 I 58 除伐鎌の却に傷つけないよう軽く振り，造

林木があるために動作は細カ沿い。

5.3 I 11 57 グ|グ 15~25 ググ

5.0 I 1Bl57 ゲ 1 グ 15~30 グ

4.7 25 I 54 グ 20~30 ググ

5.1 30 I 57 I "グ 10~却ゲ グ

付表第 24 表 雑草刈払作業の R. M. R 催定値表

y =2.75212+0.04417 T+0.02454 G 

九三 ~~T~~(~~ テンポ)
G(傾斜〉 40 45 50 55 60 65 

。 4.52 4.74 4.96 ふ .18 5.40 5.62 

5 4.�4 4.86 5.08 5.30 5.52 5.75 

10 4.76 4.99 5.20 5.43 5.65 5.87 

15 4.89 5.11 5.33 5.55 5.77 5.9ﾇ 

20 5.01 5.23 5.45 5.67 5.89 6.11 

2亘 5.13 5.35 5.57 '5.79 6.02 6.24 

30 5.25 5.48 5.70 5.92 6.14 6.36 

35 5.38 5.60 5.82 6.04 6.26 6.48 

40 5.50 5.72 5.94 6.16 6.38 6.60 
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付表第 25 表校条切り，校条片付作業の R. M. R 実/JliJ値表(内地〉

作業名 l 要素作業名 IR・M.RI 傾斜|テンポ l使用料| 備 考

地掠|校条切 り I 6 . 6 I 0 I 105 I 厘切り|前屈90~100の立位予翠で傾斜の下方
I u.u I lV'-' 11.EE.~.J j より作業を行う 太い校が多いこ

i 枝条片

5 . 3 I 10 I 120 I // I より作動行う。l i 閉山O の立位甥で傾斜の側方

6I 15 I 134 I グ (前屈ル90U の立儲勢で作業問。

'l' 

'l' 

6.1 45 108 I 

5.4 45 I 108 I グ

|前屈 20~45 の立位姿勢で傾斜の上方
J より， T判底的の立位姿勢で傾斜の側
|万ょにまた前屈90~100 で傾斜の上
|万からそれ守れ作業を行うい

l 前屈9C川O の立位姿勢で傾斜の側方
l より前屈1O~20二で傾斜の下万より作
i 菜を行う

l 前屈 60~900 の立位姿勢で傾斜の側方
1 より前原O~lOOで傾斜のド方より作業
i を行う

|前屈0~30 の立位姿勢で傾斜の側万よ
|り作業を行い足場を主主えるに困難であ
i る

|前屈0~10 の立位姿勢で傾斜の側方よ
|り作業を行い，片手で物につかまり片
|手で園切りを操作する{

55 I 30 36 I 銘鎌!

~j 一三// I 一一
~ I I = I 前屈剖~900 の立位姿勢で問手をもっ

{寸 6.2 11 0 I 手 |て校をかたづける c

'̂  I 1" I 前屈 45~90 の立位姿勢で傾斜の側万6.3 i 10 I 'l' 
'v I より校をかたづける。

'c I 1" I 前屈 3ü~60 の立位姿勢で傾斜の側方
6.0 I 15 I グ |より校をかたづける。

1 1 グ |前屈 30 の立位姿勢で傾斜の側万より
4.2 I 20 I 前屈 90 の立位姿勢で傾斜の側方より

それぞれ校をかたづける

5 I 30 1 I 前屈 ω~印叩姿勢で傾斜の側方
| グ |より校をカたづける ο

6.7 I 35 I グ |前屈 10~30ごの立位姿勢で傾斜の側万
u. , I 0J I より校をかたづける c

c "一一'l' HU~O~lOcの立位姿勢で傾斜の側方よ
I 5.7 I 40 I り 1伽たづける足場活く力があ

まり出されないス
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刊誌2 第 26 表 校条切り，校条片付作業の R. M. R 実測値表(北伽道〉

作業名要素作業名 i R・ M.R| 傾斜|テンポ(使用器具| 備

地捧校~切り 4.0 0 I 90~12d IJ要鋸

3.4 5 110トロイ グ

5.0 I 1o 111山6i グ

1141 グ

lOB~120| グ |前屈 40~90S の立位姿勢で校を引き出
し目菱銀を使用して切るち

4.2 

4.4 

15 

守a
A

考

前屈 15~25。の立位姿勢で校を引き出
し前屈 80~900 の立位姿勢で!民銀を使
用して切る。

[前屈 30~60つの立位姿勢で片手に腰鋸
を持って切り，あるいは前屈 40~90~
!の立位姿勢で両手を使用して切る。

l 前屈印~9山位鞠慨はL た
め両手で鋸を使用して切る。

!前屈 40~600 の立位姿勢で校を引き出
|し前屈印~90 の立位姿勢で附使
用して切る。

35 I 96~1141 

|:ll~01 

1 樹上枝切り| 451 l96~1141 腹

1 1 十1081
・61l

つる切り 3.9 0 ! 

4.7 

5.2 

校 4
6
1

一

8

・
・
・
一


q
u

ハ
ペU

つ
d

一
つ

U

切

3.5 

。

5 

グ l 前居一つの立位姿勢で校を引き出
し 1接鋸を使I+lして切る。

グ l 前屈1O~20つの立位姿勢で校を引き出
し腰鋸を使111 して切る。

鈷 |前屈1O~200 の立位姿勢で片手で枝を
|引き出し，前屈 20~300 の立位姿勢で
l 詑を使用して切る。

グ 1M屈O~却。の立位姿勢で r，q手で校を引
|き出し銘で切ってー箇所に寄せていくこ

|開却~60S !l)立位姿勢械を引き出
し前屈O~20つの立位姿勢で鉛を使用し
て切るニ

グ 前屈 60~900 の立位姿勢で傾斜の上側
|に位置し愉引き出し鉛を使用し
て切る。

グ l 前屈…のーで伽上側
に位置して校を引き出し，前屈20~300
の立位姿勢で鈴を使用して校を切る。

グ l円同戸前細粧屈臥1…O忌副|き出し，片手で銘を佼)11 して切る

グ l 前屈 40~800 の立位姿勢で伎を引き出
[し前間~40 の立位姿勢峨を使用
して切る。

グ l 瓶一の一一一に位置して片手で校を引き出し 片
で鈴を使用して切る。

鋸|樹幹に鷲り片手で休をささえ片手で脱
|鋸を使用して校を切り落す。

グ l 同
グ|同

ffit I 前屈却~300 の立位姿勢で上怖の細い
じ |ツルを鈴で切り，片手で引きあるいは

i まくってから太いツルを切る〈

上

上
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作業名|要素作業名 I R.M.RI 傾斜|テンポ!釦iTRULl 備 考

地拾っる切に 42| 。| | 蛇 |前屈M山立イ立姿勢で大~c' jI九
V i 切り，澗し、ツルは軽く詑を当てて引く

ようにして切るつ

3.1 30 I I グ i wlE c 川詑で切っ叩批

J 授 片 f付J I 3.1 0 手 l 前屈 30~60守の立位姿勢で枝，ツル
'-'.1 V --r-どを両手で引き出して一定のところに

I 積み hげる。

o I I グ IF-- 川| どをいj手で引き出して約 3~4m ほど
| 校げて一定のところに積み上げる J

3.1 I 5 I グ |前屈い90"の立位姿勢で枝，ツルなど
を引き出し細 20叫コの立位姿勢で

| 約 5m のところに投げて積み上げる二

10 グ 前屈 30~600 の立位姿勢で授を引き出
し，前屈1O~250 の立位姿勢で一定の
ところに投げて積み上げる

l 前屈 40~90C の立位姿勢で伎を引き出
|しあるいは持ち上げて，前屈1O~30'の
|立位姿勢で一定のところに積み上げる。

グ l 前屈一一一間し，前屈1O~300 の立位姿勢で一定の
ところに投げて積み上げる

グ !M屈 2日~40 の立位姿勢で校を引き出
し， j下1屈1O~20υ の立位姿勢で一定の
ところに投げて積み上げるつ

3. ,5 

4.4 

4.0 

1M屈 40~60。の立位姿勢で授を引き出
l して谷下に投げ捨てる三

付表第 27 表 除伐作莱の R. M. R 実測値表(内地〕

作業名 i 要素作業名 I R.M.R i 傾斜|テンポ|使川罰法l 備 考

除 伐山山山|いいM式刈刈|リj 払引I 6.3ペI 1 川I 47川[吋前屈… の立拙位鞠叩叩業蜘桁を的行削う

I 7プl 5Oぺ1 グ lげ前即屈刷4…の一叩仔LJV  I 笹が大部分で 4cm ぐらいの雑木が2~
| ! 3 木含まれる G

, c ç, I グ 前屈 30~45。の立位姿勢で作業を行う。
5.8 I 15 51 I 

5.8 I 16 I 52 I グ

55 I 2o I 52 I グ

5o I 25 54 I グ

4.5 29 I 54 

3.6 

3.9 

4.7 

6.1 川
|
一
巾
l
一
同

上

上

上

" 

[前屈…の立位甥で時抑
笹がいくぶん含まれるじ

|前屈一。の立位姿勢つ
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作業名|要素 n 業名 I R.M.R 1 傾斜 i テンポ|使用料| 備 考

除伐|刈 払 5.0 川! 30パ 54バ|除伐鎌 1 前屈 1日
VV  1 v-, 1 I'，"，~"Æ< 1 笹が含まれる

o I 52 グ J 前屈 1日の立位錦で作業相
2~4cm の雑木が含まれる

5.4 35 I 49 グ |前屈1O~45 の立位姿勢で門業を行い
5.4 υ ! 訂…の雑吋まれる
5.4 45 i 52 1 グ |前屈1O~30' の立位姿勢で足場が悪い
ー.~ i ~- t 

刊の整理J43l57 グ ih扇面言語盈
勢で鎌を切った枝の下に入れて径路の

! i l l 谷側に寄せる

36 45 グ |前屈O~15Vの立位姿勢で径路にd:lてい
|る枝を切り，前屈1O~300 の立{立姿勢
で鎌を切った校の lごにスれて往路の谷
側に寄せるコ

前屈O~30 の立位姿勢で両手をもって
伐倒木をつかみ引き出してまとめ径路
の谷側の方に寄せる c つるがあると非
常に力を要す伐倒木をつかみ出すの
に歩行が含まれる

前屈 15~30 の立位姿勢で両手をもっ
て伐倒木をつかみ引き出してまとめ径
路の谷側の方に寄せる。つるがあると
非常に力を要す「伐倒木をつかみ出す

l のに歩行が含まれる c

ァ ÎjÍJ屈O~150の関以，あるいは中 11'袋の安
|勢で鎌を細かく使用するコ

グ l円円戸前柏叩屈町3… の跨酬似 あるし lは帥土吋中!日版j限嬰
姿勢で鎌を澗カか、く使用する

主:休木の校切

5. 三

4.7 。

5.2 36 

3.6 I 

4.0 I 

6 69 

35 78 
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附表第 29 表 除伐作業の R. M. R 実視l描表(北海道)

作業名要素作業名 IRlVI.R I 傾斜|テンポ|伽間て| 備 考

除州立木刈払 I 5.7 I 0 I 34 I 柄引既往粘土位甥で径伽以下

I 5.8 I 0 I 32 I グ |前屈…の立位姿勢叩m以下
| の木を伐り倒す。

一 5 I 26 I グ |瓶一の立蛾勢で径 5cm以下| |の木を伐り倒す二

4.5 

!前屈 20~30 の立位姿勢で径 5cm 以下
!の木を伐り倒すこ

[前屈ーの立位甥叩の牲
に位置して上から下に径 5cm 以下の
木を伐り倒す

グ
l 前屈1O~15 の立位姿勢で径 5cm 以下
l でことに細い木を多く伐り倒す{

|前屈砂川立閣で径5cm 以下
の木を伐り倒す。

|前屈 15~25 の立位甥官同以下
の木を fJ<;り倒す c

[前屈ーの立位姿勢市仰前後
の太い木ばかりを伐り倒す。

l 前屈…の立位甥で径伽以下
の木を伐り倒す。

一一の立位姿勢で細L 木を伐
り倒すり

i 前屈 15~30Dの立位姿干で径 5cm 以下
i の木を伐り倒す。造木に懸った倒木
を両手で取り除く。

グ |前屈ーの立位甥で径 5cm 以下
の木をイたり倒す

グ |前屈刊の立儲勢で径5cm 以下
の木を伐り倒す。

グ l 前屈 0~10 の立位姿勢で径 5cm 以下
の木を{J(;り倒すご

I~1 I 33 I 34 I グ|同上

4.7 

4.8 

4.4 

4.6 

! 4.7 I 20 I 27 I 

5.1 i 23 I 訂
5.7I 30 I 38 I 

グ
グ
グ
グ

付表第 30 表 除伐刈払作業(北海道〉の R. M. H.}住定値表

y =3.03837+0.04151 G十 0.04772 T 

一ー.~、~. T(テンポ)1
20 

G(傾斜) 一~九一 | 

o 3.99 
5 4.20 
10 4.41 
15 4.62 
20 4.82 
25 5.03 
30 5.24 
35 5.45 
40 5.65 

35 40 



一一 115 ←ー〔藤林・注・渡部)材業労{誌の作業強度tこ関する研究

作業名!要素作業名 I R・M.R 傾斜 i テンポ|使用器具|

切 I 5.2 I 3 I 除伐鎌|前屈 45~印の立位姿勢でつるに鎌を
v • ~ I V I I r/hlA<_ I 掛け，確実に引張るので動作は細かく

鎌はほとんど振り上げない。

I 111 66 1 前一一如ーをグ i 附暇にωg引|限一張
鎌はほとんど振り上げないO

I 6川3一l グ l直前刷山…~吋叫4必…5山の吐立位吻甥初…恥こ|掛け，確実に引張るので動作は細かく
|鎌はほとんど振り上げないこ

|前屈 45~60 の立露姿勢で傾斜の上方
よりつるを切る ι 傾斜のド方よりつる
を切る時は，前屈O~10 の立位姿勢で

l 作業をする J

l 前屈1O~25' の立位姿勢で傾斜の下方
1 よりつるを切る

つる切作業の R. M.R 実測イ直表第 31 表付表

考備

18 

4.5 

4.8 

A つ
τ.~ 

るJつつる切

下刈機による地登刈払作業の R. M.R 実測値表

テンポ|使用器具| 備 考

相Ij機[草色ずら符宮姿勢で 11.6kg の重

|同上

[同

空
l 同

[同

|同

l 同
i 同

|同

同

グ

宗干

。

宇頁

4.8 

N京第 32 表

作業名 l 要素作業名 I R.M.R 

払 i 2.7 式IJ萱山
仰
)

4
1
ル権内

w
h

i
 

上

上

土.

上.

上

'" 

// 

グ

。2.8 

3.1 

'" 

」二

上

/,' 2.5 

'" 2.9 

上
20 2.8 

上

上

上

上

同
同
同

|17 I I 

I 18 I I 

20 2.9 

24 3.1 

// 26 3.2 

'" 38 3.4 
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付表第 33 表 下刈機による除f史的業の R. M. R 実iillj{tl'(表

作業名|要素作業名 I R.M・RI 傾

除伐(除伐刈ペ一三，-

付表第 34 表 下刈機による笹刈払作業の R. M. R 実測依衣

作業名|要素作業名 IRM.R I 傾斜 l テンポ|使間兵 備 考

地引刈川 14jL-lz??町!i??竺一一i{}
4.8 3 I グ |前屈 15~20' の立位姿勢で等高線に沿

I -, .v I って刈り払う 密生地

4.65 グ同

c I 同 K4.95 'l 

5 ・ 9 5 グ|同上

loll 
"畑山の立位甥で等高線叶

i って刈り払 L 密生地)

|グ|同

2.7 

2.5 

ー
川
川
一
川
」
川

5.1 

斜|テンポ|使脱;品備 考

01 川川早口ぷ踊ZFJLP問
2 I 向上

201 

'7 同上

同

l 同

上

20 '/ 

27 同 土.

30 同 と

J-. 1 同

k 

前屈 15~20 の立位姿勢で等高線に沿
って刈り払う

11 

12 上

15 I グ
|前屈1O~15Q の立位姿勢で等高線に沿
って刈り払う。密生地c

15 I 'l' |前屈…c の立位姿勢で等高線に沿
って刈り払う c

15 I // |前屈…つの立位生姿地勢こで等高線に沿
って刈り払う。密

20 I 'l' 同 上

5.4 

5.9 
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作業名要素作業名 IR・M尽|傾斜 l テンポ使用保共l (背 考

地排笹刈払 5.4 20 

6.1 20 

5.4 23 

6.2 る0

6.4 30 

!前屈 15~却の立位姿勢で等高線にìü
l 下式IJI護 って刈り払う

'/ 

グ

T]Îi屈1O~15 の立位姿勢て等高線に沿
って，前屈 20~25 の立位姿勢で傾斜
!の上倶11に位置して刈り払う 密生地

前居 15~20 の立位姿勢で等高線に沿
って刈り払うぷ

i 前屈 15~却の立位姿勢で傾斜の下側
に，前居 25~30 の立位姿勢で傾斜の
上側にそれぞれ位置して刈り払う 密
生地行
前屈1O~15 の立位姿勢で傾斜の下倶IJ

l に，前屈 20~30 の立位姿勢で傾斜の
l 上側にそれぞれ位置して刈り払う。密
|生長t~ で

付表第 35 表 下刈擦による根曲り竹刈在、作業の R. M. R 実iWJ値表

作業名!要素イ/ド業名 i R・M・R 傾斜

地持根出l り竹刈払
5.0 

5.0 

4.5 

4.4 

4.9 

4.5 

4.6 

4.6 

4.8 

5.3 

::>.6 

5.8 

5.6 

5.7 

。

。

5 

10 

10 

15 

15 

lJ 

15 

20 

20 

20 

23 

勺亡
ム J

ー .3 35 

5.7 35 

テンポ使用号IULJ 備 考

下刈機|前屈1O~20 の立位姿勢で刈り払う c

グ同 上ゐ

'l 
|前屈 20~25 の立位姿勢で傾斜の上側
l に位置して刈り払う。

前屈 25~30 の立位姿勢で傾斜の上側
に位fllê して刈り払う。

前屈 15~20 の立位妥勢で傾斜の上側
に位置して刈り払う

前屈 20-25 の立位姿勢で傾斜の上側
に位置して刈り払う。

グ同 k 

'/ 

'/ 

I rm屈 25~30 の立位姿勢で傾斜の上jl!1]
I tこ位置して刈り払う

前屈 20-25 の立位姿勢で傾斜の上側
に位置して刈り払う

前屈 20~25' の立位姿勢で傾斜のf-.1JiIj
tこ位置して刈り払う

i 前居却~お叫姿勢で等高線に沿
って刈り払う

|吉íJ居 20~30' の立位姿勢で等高棋に沿
って刈り払グ

|前屈 20~25' の立位姿勢で傾斜の上側
に位置して刈り払うニ

l 前屈 30~40 の立位姿勢で傾斜の上側
に位置して刈り払う。

グ 前居 35~40 の立位姿勢で傾斜の上側
に位置して刈り払う。

グ|同上
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付表第 36 表 想riflI作業(内地〉の R. M. R 実測値表

作業名 1 要素作業名 IR・MRI 傾斜!テンポ|使鵬共| 備 考

新楠|地被物剥ぎ 1 5.3 1 0 1 70 1 唐鍬|前屈 75~80 .の立位姿勢で笹の根を月1)
(笹 生 地)1 v.V  V 1 IV  1'''' "'~I り取る。太い(税指位j 幸佐木の根を削

り取る。

5.3 I 0 I 69 I グ |前屈 75~80 の立位姿勢で地懲物を鍬
V I V /  I で掻き，笹の根などは大きく鍬を振り

上げて切るようにして士を出してし、くコ

5.5 1 0 1 72 I グ 前屈 80~90 の立位姿勢で笹の棋を出1)
v u_ り取るの歩行の場合は前屈O~lOO の姿

勢で移動する

5.2 I 10 I 64 I グ |前屈 70~加の立位姿勢で地被物を鍬
lV  I U"t I で剥ぎ，笹の根などは大きく鍬を振り

| | | !上げて切るようにして土を出していく。

lS I 究 | グ |前屈 80~90 .の立位姿勢で地被物を鍬
5.5 15 I 73 I 17 で首長き，笹の根などは大きく鰍を振上

げて切るようにして土を出してし、く τ

"" I ~"I " I 前賠 60~700 の立佐ì~勢で地被物を鍬
5.5 I 20 I 70 1 グ |で掻き，笹の棋などは大きく鍬を振り

上げて切るようにして土を出して L 、くっ

5 20 72 グ l町~75 叫蜘仰を鍬
|で掻き，笹，草の根などは大きく鍬を
振り上げて相当深く削り取る

30 I 70 グ |前屈 80~90 の立位J姿勢で地被物を鍬
5.4 I 30 I 70 '/でj蚤き，笹の根などは大きく鍬を振り

| 上げて切るようにして土を出していく。

| i | |前屈1O~30' の立位姿勢で地被物を鍬
5.6 I 40 I 68 I グ |で経き，笹の根などは大きく鍬を振り

上げて切るようにして土を出して L ぺ。

前屈 80~90' の立位姿勢で地r!li物をJ:[;l;
地被物剥ぎ 1 ，，~ I " "  1 /0 で掻き，札ツツジの根などは大きく
(その他地) 1 3.7 2~3 1 68 I グ |鍬を張り上げて切るようにして土を出

|穴 掘 り

| していく。

'" ~ ~"I " I ÎlÍT屈 85~90 の立位姿勢で，地表の根
4.0 I 10 70 グ I ë松・ツヅジなどまばらにある〕を掻き

l 除く二

"" I nn I " I 前屈 75~85 の立位姿勢で，地表の根
4.5 お 80 グ !(松・ツツジなどまばらにある〉を掻き

除く。

"" I / n I " I 前屈1O~15 の立位姿勢で地表の根を3.7 1 30 I 69 I グ|| I V7  I 滋き切り傾斜の下に落していく c

1M屈 900 の立位姿勢で 3~5 回大きく
5.4 o| 記|唐鍬 122匙去7ご話霊jdF21字

5.5 。

5.2 2~3 

一 i る 2

41 

40 
80 

1M屈 85~900 の立位姿勢で 4 回大きく
グ 1 鍬を振り上げて，深い根を切り，前屈

I 100 0 の立位姿勢で 2~3 回軽く振って
i 砕土する。

ゲ
前屈 85~95 の立位姿勢で 5--6 回大
きく鍬を振り上げて，前屈1000 の立位
姿勢で 5~6 回軽く振って砕土するー
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吋U

守
'
品

fF業名|要素作業名 JR・M・RI 傾

新植穴姻り 4.8 I 

斜 l テンポ|使用器JLi 備 考

l i I771屈回~90 の立位姿勢で 3~5 回大
10 36 唐鍬|きく鍬を振り上げて穴を掘り， 7~10 

72 回軽く振って砕土ずる c

I l() 4n I グ i 前屈 70-80 の立位姿勢で 3~4 同大
5.1 I 10 40 I "きく鍬を振り上げ，前屈 90つの立位姿

| -勢で4~5 回軽く振って砕土するつ

15 36 グ |前屈 80ユの立位姿勢で 3~5 同大きく
| 72 1 鍬を振り，前屈 90 の土佐姿勢で4~5
，~回軽く振って砕士するC

-7l;| つ|而5可両川ふ76 j きく鍬を振り上げて穴を招 i) ， 4~5 
'u I I JñJ軽く振って砕士ずる z

5.3! 2却o 川 | グ (前屈 8門
L.U ! 二 l きく鍬を振り上げて穴を掘'う)， 4-5 

回怒く振つて砕土する♂

30 バ O ァ 前屈1O~15C の立位姿勢で 3~6 回大
i z l きく鍬を振り上げて穴を掘り， 3~5 

U"，回軽く振って砕土する

5.5 

大
川
リ

→
叶
H斗
Q
U

川
屈
'
心

コ
川
れ

3

り
土

で
掘
砕

判
明JH
J
ぜ
て

姿
穴
つ

位
て
振

立
げ
く

の
上
軽

γ

り
で

穴
一
振
勢

ド
を
姿

町
山
鍬
位

屈
く
立

前
き
の

30 44 

6.1 I 30 44 
80 

l 植{，J け 3ll01i

5.5 // 

グ

前屈 60~70' の立位姿勢で 3~4 回大
きく鍬を振り上げて穴を掘り， 4~5 

i J豆I軽く振って砕土する。

前屈 80~90勺の立位姿勢で鍬を 1 同振
り，穴を明けて前屈 110~120。の立位
姿勢で苗を穴にスれてから軽く鍬でも
って土をかける

4.3 30 " 

前屈90~130 の立位姿勢で大きく鍬を
入れて，穴を明けてカ h ら苗を取り，穴
に入れて鍬で土を軽くかける。

|前屈80-100 0の立位姿勢で鍬を 1 回振
|り穴を明けて，前屈 100~1l00 立位姿
|勢で苛を取り穴に入れて鍬で士を軽く
i かける c

前屈 900 の立位姿勢で大きく鍬をスれ
|穴を明けてから苗を取り穴に入れて，
l 前屈 100~120 'の立位姿勢で軽く土を
|かける

|湘 70~90コの出掛慨を 1 回大
i きく振り，前屈90~1l00の立位姿勢で
苗を穴に入れてから，軽く鍬でもって

1 土をかける=

l 前屈 70~加。の立位姿勢で大きく鍬を
i 入れ首木を京って穴にスれ，前屈90~
]00 0の立位姿勢で軽く土をかけるつ

前屈 70~80つの立位姿勢で大きく鍬を
スれ，苗木を取って穴に入れ，前屈90
~110つの立位姿勢で軽く士をかける

|前屈町の立位姿勢で大きく蜘入れ
苗木を取って，前屈 90つの立位姿勢で
|穴にスれてから鍬で軽く土をかける〉

3.7 。

" 

3.9 10 '/ 

4 , 0 15 う'

3.7 " 

4.2 20 グ

4.8 30 グ
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斜!テンポ l使用料|的 考r tfl5| 
け I 2.7 I 

01 IJit~1 前屈…の立制で…をl 倍鍬!入れ穴を|りJけてから，前居 60~800 の
立位姿勢でJ1'iを入れて軽く土をかける。

o 前屈 90~95J の立位姿勢で片手で首を
l 握り片手で鍬をもって踏付けてから軽

肥土掛けー

く引し、てみる}

2.8 I 0し I i 前帽屈…の立位朔で 以-1下ド問J同

31 1ωO i I I 前踊屈…O の立位姿朔勢で 以下同上

3υ2 I 15 I 前屈 90 の立位甥で 以下同上

3.4 20 前屈ーの立位姿勢で以下同上

3.5 I 20 前屈…の立位姿朔勢で 以問

3口3 i 3叩O [ l 1 前庇加山…寸哨O山立位姿朔勢で 以ド同上

3.5 3鉛O l ! [前屈9卯O卜川…~叶1叩00' 0)立位姿勢で 以下同上

3.6; 4叩o 汁T町屈9卯O~l叩OωO の立位安勢で..以下同上

4.0 

4.0 

3.0 

o 86 I 唐鍬 前屈 75~ω。の立位差勢で周卑の枯葉
| ごみなどを鍬で掻き呆のて，苗の根元

10 I 

15 

| に掛けて片手で苗を握り軽く踏付けるし

75 

74 I 

42 

I lÌ甘屈90~1l0 .の立位姿勢で州問の枯草
ごみなどを鍬で掻き集めて，苗の根元
に掛けて片手で苗を握り軽く踏付ける c

前屈 70~90' の立位姿勢で}Ié]悶れ枯草
ごみなどをj秋で悩き集めてI~iの根元に

l 掛けて片手で前を握り軽く踏付ける。

|前屈W の立位甥で周問主枯草，ご
みなどを燃で掻き集めて，苗の根元に
掛けて片手で市を握り軽く n 付ける

3.3 20 75 |前屈 70~80' の立位差勢で周問の枯草
ごみなどを鍬で掻き果めて，苗の根元
に掛けて片手で苗を握り軽く踏付ける。

4.3 

3.7 

20 

30 

76 I グ |前屈 70~90 の立位姿勢で周問の枯草
| ごみなどを鍬で掻き栗めて，苗の根元
i に掛けて片手で首を握り軽く踏付ける。

87 1 グ |前屈 25~300 の立位姿勢で周囲の枯草
ごみなどを鍬で掻き集めて，首の右手.7f
に掛けて片手で首を握り軽く踏付ける c

78 
グ i 前屈 60~80' の立位姿勢で周回の枯草

ごみなどを鍬で掻き集めて，苗の根元
に掛けて片手で首を握り軽〈踏付ける【

ωI 69 I ヶ |前屈1O~15 の立位姿勢でi献の上部
|にあるごみを鍬で掻き落し，片手で苗
を握り軽く踏付ける
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付表第 37 表 新1\吉作業(北海道〉のR. M. R 実測{u直表

斜 l テンポ|使用器具| 備 考

o I 75 I 唐鍬 lEES品の立闘で表土および
5 I 78 I グ |前屈…の立位開で表土および

根を掻き起すc

o I 10 I 78 I グ 畑一の立位姿勢で表出び
11誌を掻き起すl

| グ l 前屈…。叫姿勢で表出び
根を掻き起すり

3 I 20 I 80 I グ |前屈…の立闘で表土および
根を掻き起す l

6 i 25 I 80 I ぺ前屈…の立位姿勢市土料び
UV  I 根を掻き起す

o I 81 グ |前屈…の立位賜で表封よび
根を掻き起す

い可 r :/-\前屈刊の立開示記元
5 I 82 を掻き起す

I C 0 I ~ I ， ~I n 前屈 60~80 の立位姿勢で植穴の大き
掘 り I 5.8 I 0 I 42 I グ |さに周囲の根を鍬で切るつ

! 5 . 9 i 5 I 42 i '/ I 前屈町一位矧で猷吋5.9 I 5 I 42 グ |さに周囲の根を鍬で切るつ

6315l481 グ l 同上
| グ十|前屈削叩~ω の立位姿賜勢で猷酌吋大

5什I 4必2 I " I さ詐に周問図の峨根を捌鍬叩る

! 58 I 2o ¥ 42 I グ|同上
I 25 I 46 1 グ |前屈町O の立イ挫折献の大き.,O! ' I さに周囲の根を鍬で切る

穴

6.9 30 48 ア

I 前屈 20~30つの立位姿勢で傾斜の下側
l より，前屈 60~70' の立位姿勢で傾斜
の上側よりそれぞれ植穴の大きさに周
囲の根を鍬で切っていく

!同 上
7.0 

。 I 54 グ

10 51 

i 前屈 20~30コの立位姿勢で丸く切れ込
|みを入れた表土を，鍬と足とで裏返し
|鍬の頭で土を叩き落川明のみを
穴の外に捨てる O

「甘い40 一一れ込みを入れた表土を，鍬と足とで裏返し
鍬の珂で土を叩き落してから根のみを
穴の外に捨てる c

土塊砕き

込
し
を

れ
返
み

切
実
の

く
で
根

丸
と
ら

で
足
か

熟
ガ
と
て

姿
鍬
し

位
'
菜

立
を
き
ご

の
士
叩
る

)
表
を
て

日
た
土
捨

ト
れ
で
に

K

ス
頭
外

屈
を
の
の

前
み
鍬
穴
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作業名|要素作業名 IR・M・RI 傾斜|テンポ|使用器判 備 考
|唐鍬|前屈 20~30Ú の立位姿勢で丸く切れ込

l みを入れた表土を，鍬と足とで裏返し
前屈 30~40 の立位姿jで鍬の政でrJll
き落してから穴の外に捨てる}

主rr 植 1 土塊砕

グ l 前屈 20~300 の立位姿勢で丸く切れ込
みをスれた表土を，鍬と足とで裏返し
鍬の到で寸tを叩き落してから根のみを
穴の外にJ合てる

ア |前屈1O~40' の立位姿勢で丸く切れ込
i みを入れた表土を，鍬と足とで裏返し
鍬の顕ですーを叩き溶してから根のみを

l 穴の外に拾てる c

4.8 20 己2

5.4 I 25 
60 

込
し
を

れ
返
み

切
一
一
衰
の

く
で
根

丸
と
ら

で
足
か

勢
と
て

姿
鍬
し

位
'
落

立
を
き

の
土
叩
る

y

表
を
て
」

J

(
-
:
、

l
j

q
δ
ト
ヘ
r

士
凶
比
一

片
い
い
で
叫

ヂ
人
頭
外
一

屈
を
の
の
一

前
み
鍬
穴
一
同

6.6 30 

35 

付表第 38 表 枝打作業の R. M.R 実測Úl'(表

作業名 j 要素作業名 1 R.M.RI 傾斜|テンポ|使「脳兵| 備 考

枝打ち[梯子持運び 1 4.4 1 10 1上り 92歩|木1弟子|梯子の長さ 10尺，重さ日kg， 木製梯
1 1'!1'J' j 'FJ+ J� V' I "1:.~.t I 同り 108 1 /1'1"1l J 1 子を扇に;jJ附句て林内歩道を歩く

梯子拶ト替

木 登 り

5.5 j 25~30 上り 62 ' グ 上に堕じ，梯子を肩にかつぎ片手で押
へ片手は主tl!衣初につかまり，あるい土
そのままで歩行

5.9 135~261 上り 65 1 グ [上叩梯向山両手で押立て
|下り一 少行仁J

4.1 ト 13 I 82 I 竹梯子 IJ 尺の竹製梯子械に抱えて，猷類
1 U--'" 1 UL. ITJ 'I"tl JI をくぐりながら移動して立木に立てか

ける

! 日 on I グ I 9 尺の竹製梯子を立ててもって移動し
4.1 I 5~ 1O I 90 '/立木に立てかける。地表面濯木類ほと

んどなし

4.2 卜 0~20I 60 I 加 lp肩山移動し立木に立て州

4.9 1 30~35 1 60 I グ l 肩にかけあるいは梯子をたてたまま丙
I "V--"J I UV  I --手でもって移動し立木に立てかける。

| 濯木が多い

I I 1 段上
4.0 I る/秒 l 木梯子|転デ木ド立てかけておいて上り下り

I I = I 枝の聞を縫うようにして枝に手足をか6.0 I 平|
1 -r けて上り下りする

|上った劃 グ 1 胸高直径28cm ， ヒノキ，作業方法は上
lさ 13m I に同じ c

|上つ吋イリ縄 l プリ齢利用し山下りは縄を伝
さ 10m ノ /"ilß I って下る。

| グ | グ |上に同じ

4.1 

4.4 
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同

121 回 l 技切鋸 l z言蒋計いは授を恥，片手で鋸

作業名要素作業名 l RM.R! 傾斜|テンポ初日似!

枝打ち問問り I 15.6 訂淵手

|樹上~

円
U6

 
1
 

y 

4.3 

4.5 

巾
ぃ
白

乙
骨

子
」

，
ー
イd

カ
人

-

F

Y

 

4

J

 

円
、υ
'
l

つ
ム
つ
ム

l

l

 
悌子上 j交切 3.5 

4.0 

ーに::ト::

備 考

ぢ
り

よ
下

で
り

手
べ

え
ず

抑
ま

を
ま

幹
の

で
そ

足
は

九
晶
C

G
L
ι
 

泊
る瞳

下
高
る
つ

胸
登
る

上

グ

1弟子の最上端のときは制令が良いが，
1弟子の中程では1弟子が邪魔で，かえっ
て作業がやりにくいυ

向上

'/ 
濯木が生じており足場が7まいため片手
で枝，幹をおさえて鋸を倣作する。

付表第 39 表 l司伐作業の R. M. R 実iJlU値表

作業名|要素作業名! R.M.R! 傾斜|テンポ|使III似| 備 考

間伐|追口切 り 5 ・ 5 12 . ~~元切鋸!前屈初~30' の座位姿勢および前屈80
I.J..E!. H ':JIJ'_;  J • J 1 L 108 厘切 ~10山立位姿勢で傾斜の上方より鋸

を挽く。

5.7 13 61 I 元切(| 前屈 40~50 の立位姿勢で傾斜の下方
より鋸を挽く

6.0 ! 28 I 
I 厘切 |前屈 30~45. の座位姿勢で傾斜の上方

l より鋸を挽く J 襖打ち作業が含まれる。

5.8 32 69 I フ-じ M切 i 前屈1O~45' の座位姿勢で足を投げ出
し，傾斜の横より鋸を挽く。

6.3 I 35 66 I 元厘 切|前屈0~200の康居姿勢で傾斜の上方よ
切 l り鋸を挽くー干Jjg打ち作業が含まれる

6.4 

6.0 3 

6.0 

5.7 12 

5.6 

6.0 

56 I 元切

63 

60 

前屈0~20コの医位姿勢で傾斜の上方よ
り鋸を挽く

'/ 
前屈1O~20. の片膝立姿勢および前屈
15~20' の両膝を折って坐った姿勢で
鋸を挽く勺

グ !前屈1O~15τ の座位姿勢で鋸を挽くの

y 
ldt屈1O~200 の両膝付きの姿勢で鋸を
l 挽くり

前屈 20~30コの座居姿勢で鋸を挽く。

挽
で

を
勢

鋸
姿
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の

勢
き
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の
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斜 i テンポ 1使用器具| 備 考

聞で口切 LJ 71 33 I 63 I 元切|前屈1O~30 の座位姿勢で鋸油く

叶 l川厘切|山の立位甥で銀叩く

j1¥ 

1 115 1 グ|前屈…一一同より，前屈9か~1l0ごの立位姿勢で傾斜
の上方より鋸を挽く。

120 グ Im--で傾町方より，前屈 50~600 の立位姿勢で傾
斜の上方より鋸を挽く

7.0 I 42 Iω! グ |前屈 4山膝立姿勢で

6o  1 45 I 122 1 

6.2 I 3 I93| グ

59 I 13 I 87 I グ

58 1 ,, 1 "1 グ
5.6 I 1886| グ

5.1 30 72 

|前回 20~30 の間期一Ij
産より，前屈 1恥耐の立位姿勢で
を幾分由げ傾斜の上方より鋸を挽く c

i 前屈 90この立位および前屈 20~3びの
: )主位姿勢で挺をスれて膝の上にのせて
i 鋸を挽く

[前屈…0' の立位お川屈 15~
30' の座位姿勢で鋸を挽く{

一屈 45~60 の即臨時カし
あるいは前屈 70~800 の立位姿勢で鋸
を扮く

1 前郡山Cの立位および前屈30~45
の片膝立姿勢で鋸を挽く

|前屈1O~15二の片膝立のgJ?;位姿勢で，
あるいは肢を浮かし前屈 45~60 の片
膝立姿勢で鋸を挽く c

|前屈1O~15 の片膝立および前屈15~
200 の座位姿勢で傾斜の下側より，ま
た前屈 30~350 の片膝立姿勢で傾斜の
上から鋸を挽く。

6.6 I 6 62 I 前屈90~1000の立位姿勢で腹を屈め，
b bL 跨蹴に近い姿勢で枝打ちを行う!助作が

I 含まれる一

6.3 I 15 I “ 1 I 前叫1200 の立位姿勢。

5 ・ 6 I 25 I 42 I 前即日Oごの立位姿勢で傾斜の上方
k'-' I ~L. I より{午業を行う。ときには片膝付きの

姿勢が入る。

7.6 I 30 I 47 I 前屈 20~45" の立位姿勢で傾斜の上方
uv I ~'i より fl'業を行う

7.5 I 35 I 58 I 前屈 lqz90J の立位姿勢で傾斜の上方
V V  I vU  I より作来を行う J ときには中腹および

座位の，勢が入るコ

7叶4ぺI 4川5川l 川 l同吊戸前相相屈肌1…Oト~
7.0 I 3ωo 4似4 I 前屈 2叩2 の立位姿勢ご
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作業名|要素竺型恒:恒三己三 !iæJ叫\ 備 考
間伐|校 払 l55l 3 72 T守r長官干位姿勢で傾斜の上方

13 72 I 前屈1O~30" の立位姿勢で懸り木のた
め伎が作業者の1践の高さに位置してい
る c

4.5 12 72 

4.2 20 72 

4.6 30 60 

奈リ 皮 6.3 6 

4.2 13 

3.9 25 

4.1 30 

4.8 30 

4.9 35 

その他 l 漠張伐り 6.8

共通的 i
作業 1 懸、木落し 11.6 

33 45 

前屈 45~900 の立位姿勢で作業を行う c

八づら
~己

前屈 30~45" の立位姿勢で，ときには
前屈 70~90つの立位姿勢で片手に手斧

l を持ち樹幹下の枝を払う f

lì可屈 20~45コの立位姿勢で片手で持っ
て校を払う、

I、j可屈60~100 の立位姿勢で銘の先を利
用して度を剥ぐー前屈 9W イ立の体位で

i 作業する時聞が 70~80%占める J

fIîT屈90~1300の立位姿勢，傾斜の上方
より作業を行う

前屈 15~90つの立位姿勢，傾斜の下方
より作業を行う

'/ 

'/ 

'/ 
方
は
き

下
き
と

の
と
る

斜
ぐ
張

傾
剥
引

一
で
を
を

勢
皮
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一
姿
で
だ

一
位
詑
い

立
、
剥

干
'
-
〉
竹
ノ

汁
子
J
-，m

一

川
出
叶
一
例
ベ

ト
業L
r
日

以
作
6

屈

屈
り
屈
前

』
川
よ
ム
川
は
前屈 30~90ν の立位姿勢。

" 
方
一
方

上
一
下

の
一
の

主
斜
傾
二
傾
'
く
一
で

勢
い
一
勢
る

一
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で
一
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削
一

位
い
十
位
を
一

十
立
剥
一
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り
一

一
の
い
一
の
張
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向
一
一
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浪

一
穴
こ
一
必
て

一
い
か
一
ト
し

K

下
一
以
置

屈
り
一
屈
位

前
よ
一
前
に

.゙.' 
Fγ 

5 24 I廷棒 挺棒をスれて懸り木の根元を移動する ο

下契 打 6.4

切株似し 4.2 

6 ・ 4 i 斧

切 り 5.7 

し
り落

一
切

り
一
布

一
ャ
一
一
朗

4.2 

5.0 

切

斧

厘

厘切
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付表第 40 茨 受口切り(内地，針葉樹)作業の R. M.R 実以lJ{r[~表

備名|要素作業名 I R.M.R I 傾斜|テンポ l使用制i 備 考

伐木 l 受口切り I 9.1 I 0 I 38 I 元切斧 l 前同~必の立位姿勢市振る〈
針 葉 樹 I 8.2 I 5 , 36 I グ |前刷~必0 の立位姿勢で斧を振る。

8.9 5 I 35 I グ
8.4 

8.6 

(前屈 45~50' の立位姿勢で斧を振るの

|前屈…の立位姿勢市振るc

37 " l 前屈 45~60 の立位姿勢で斧を振る r

32 // |前屈 45~500 の立位姿勢で斧を振る c

33 I グ ! DíT屈 40~50' の立位姿勢で斧を振る c

36 グ |前屈 35~40Q の立{立姿勢で斧を振る c

39 ア |前居一。の立位姿勢で斧を振る o

40 グ l 前屈ト40' の立位姿勢で斧を振る υ

9.2 27 I 36 ア 前屈一。の立位姿勢で斧を振る C

9.7 I 32 I 37 グ I Tl掘…の立位姿勢で斧問。
9 ・ 6 I 35 I 39 I グ !前屈加~必コの立位姿勢で斧を振る。

0J  I 07  I 傾斜の上方に位置するつ

0.1 I 35 I 40 '/前屈初~45' の立位姿勢で傾斜の上方I �5! 40 | グ |より膝下の高さを伐る。

付表第 41 表 受口切りはじìft}.道，針葉樹)作業の R. M.R 実iHU値表

作業名|要素作業名 IR・M.R! 傾斜|テンポ|仰 l l'liiJd v11i 考

伐木 1 受口切 り I 8.8 I 0 28 サツテ|前屈5~加。の立位姿勢で!擦の高さを伐
i /-- ，~ 7_  / I ~ • ~ I ~~ I ' " I る。

|針葉樹 I~i 二;2i/lrー竺ヂーを伐
8.3 10 25 グ i 前屈5~250の立位姿勢で腰の高さを伐

I ~V I I る

8.8 13 30 グ 干ーの立協和腰の高さを
| 伐る c

l三二 ;コ一つ8 I グ |前屈5~200 (J)立位姿勢で膝の討を伐

[iJ11 る9.1 I 18; 30 グ i 前屈1O~20。の立位姿勢で膝の高さを
.1U I ¥..)v 伐る c
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作業名要素作業名 I R.M.Ri 傾斜|テンポ|使用紙1 備 考

伐木針 葉樹 I 9.5 I 25 I 33 I サ叶盟四時諮問の下側に
9.6 27 31 I グ |前屈5~25二の立位裟勢で肢の高さを伐

l u | |るニ

30 I 27! グ |前屈 15~却 J の立位姿勢で腰の高さを
伐る。9.1 

10.0 37 36 '/ 
l 前屈0~25 の立位姿勢で腰の高さを伐
|る。

付表第 42 表 受口伐(北海道，冬山，針葉樹〉作業の R. M. R 実関U1直表

作業名|要素作業名 IR・M.R! 傾斜テンポ|使用紙| 備 考

41 改良歯 l 前屈 15~45 の立位姿勢で両足を前後
伐木 l 受口切り(鋸) 8.8 I 4 大鋸 戸開き雪上で足場は踏固め平坦な所
造材 主鋸を長作する

48 1 グ i 前屈 15~45 の片足立て姿勢で足場は
| υ I ' 13~1Oニの傾斜地で的業を行う

.:l.l- ¥'J":::;: 前屈 15~20 の立位姿勢で重量 1.9kg
34 !サソァ!の「サツテ」を上休に反動をつけずに

l 張上げて操作する

9.4 44 グ

10.5 I 

受口切り(斧〕 10.4 I 

10.5 38 !グ

11.2 

11.3 42 

|11寸|

|前屈0~40ニの座位姿勢て、鋸を操作するこ

前屈5~15' の立位姿勢で両足を開き，
i いくぶん高日に受口を作る
|前屈0~20"の立位姿勢で足場平坦な所
l で受口を作るの

'" 
前屈 0~5 の立位姿勢で「サヅテ」を
振り上げ受口を切り込むときは，前屈
1O~20Cの立位姿勢となるこ

// 
1 T)~屈 15~30' (J)立位姿勢で受口を作子

付表第 43 表 受口切り(内地，針葉樹)作業の R. M. R 推定値表

30 35 

Yニ1. 19286+ 0 .19873 T + 0.02100 G 

一一 T(テンポ)1
G(傾斜) ...-

。 7.18 

7.26 

7.37 

7.48 

7.59 

7.70 

1780  
7.91 

8.17 

8.25 

8.37 

8.47 

8.59 

8.69 

8.80 

8.90 

日

ハ
U
R
u
n
u
k
u
n
U

に
υ

1

1

2

2

3

3

 

9.16 

9.25 

9.36 

9.47 

9.58 

9.69 

9.79 

9.90 

10.16 

10.24 

10.36 

10.46 

10.58 

10.68 

10.79 . 
10.89 
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付表第 44 表 受口切り(北海道，針葉1\'iD 作業の R. M.R 按定値表

y =5.57809+0.10534 G+0.01763 T 

3

6

8

1

i

4

6

9

2

4

 

9

4

9

5

0

5

0

f

b

i

 

n

u

-

-

-

-

-

-

2
5
6
6
7
a
8
8
9
9
0

一

ナ
一
ン
一
一
け
二
一

T
~
一
0
5

旧
日
お
お
ぬ
お

ω

~
約
一

一
能
一

G
 

I 25 35 40 

6.20 6.28 

6.72 6.81 

7.25 7.34 

7.78 7.86 

8.30 8.39 

8.82 8.92 

9.36 9.44 

9.88 9.97 

10.41 10.50 

付表第 45 表 受口切り(内地，広葉樹)作業の R. M. R 実測値表

作業名 i 要素作業名 IR・M・RI 傾斜 l テンポ[使用器具| 備 考

伐木|受口切 り I 8.7 I 0 I 35 I 元切斧 lE2274h立位姿勢で膝下の高さ
(広葉樹〉卜 十一 ,1 一一一一一一一一 一一

9.3 I 0 I 38 I グ |前回 20~必0 の立位姿勢で膝下の高さ
V I vv  1 ，を伐る"

1 I 5 1 33 1 グ |前屈ーの立位鰐で膝の高校
VV  I "伐るつ

6 i 5 I 36 I グ|前即日の立関根珂さl を{:lとる。

1 10 I 35 I グ |前屈…。の立位姿勢で膝下の高さ
|を伐る。

7 I 10 I 37 を伐る o| グ l 前屈…の立位甥で膝下の高さ

1 I 叶 34 I グ 畑一位位姿勢で膝の高さを
ムυ| 伐る0

4 I 15 I 35 1 グ |前屈…の立関根下の高さ
|を伐るり

1 1 27 1 36 I 伐る71 I ff I 細川O の立位甥で膝の高校

5 1 27 1 37 I グ 畑一コの立位姿勢で膝の高さを
| 伐る。

グ |より膝の高山るcl 前屈 1日0の立位甥ーで

トリーーー ペより膝叩計三る1 40 I 前屈…の立位姿勢で傾斜の上側

8 1 伐るoi グ |前屈ーの立般向の高さを

| グ 畑一の立位姿勢で同さを
伐るつ
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付表第 46 表 受口切り(北海道，広葉樹〕作業の R. M. R 実測値表

今竺l 要素作業名 I R.M.RI 傾斜|テンポ|使用器具1 .備 考
伐木|受仁l 切 り I 8 ・ 4 1 0 1 24 1 サツテ 1 前屈 15~25C の立位姿勢で足場はj~~ 1.t ¥ 

I-;:-"==~':， I ~.. I ~ I -~ I ノ |が平坦地に位置して伐るつ
〔広 葉 樹) I 十一一 | 一一_1_- 一一一一一一一

8.5 0 I 27 グ |前屈 15~25' の立位姿勢で足場は思い
V~， i が平坦地に位置して伐る

8.7 26l グ 甲山の立位姿勢で嘆の高さを伐

8.3 24 1 グ |前屈 10~20' の立位姿勢で濃の高さを
伐る。

8.2 24 I グ i 前屈 15~25 の立位姿勢で膝の高さを
伐るコ

1 (ﾌ ')r::; // j 前屈 15~300 の立位姿勢で腰の高さを
8.3 10 25 I グ |伐るつ

i グ |前屈ーの立位贈で傾斜叫
8.3 21 24 に位置して伐るこ

9:3 1 38 28 グ 前屈 15~30 の立位姿勢で傾斜の上側VU! L. U に位置して膝の高さを伐る c

9.3 1 38 i 30 1 グ (前屈 15~叩 J の立位姿勢で傾斜の上側
<.JV I 0V  I に位置して膝の高さを伐るぐ

9.5 40 ω [ グ i 前屈1O~30 の立位姿勢で片足を材に
~V JV!' 1 掛け膝の高さを伐る

8 ・ 8 I 40 i 27 I グ l 前屈1O~30' の立位姿勢で片足を材に
'Tv I L.I I .• I 掛け膝の高さを伐る。

付表第 47 表 受口切り(内地，広葉樹〉作業の R. M. R 推定値表

Yニ 0.01574 G +0.29177 T-1.8718 

一G一(傾一一斜v---2_S_テi一ン一ポ)1 30 35 40 15 
一一一一一ー

。 6.88 8.34 9.80 11.26 

5 6.96 8.42 9.88 11.34 

10 7.08 8.5Cl 9.96 11.42 

15 7.13 8.58 10.04 11.49 

20 7.20 8.66 10.11 11.57 

25 7.28 8.74 10.19 i 1.65 

30 7.35 8.81 10.28 11.73 

35 7.43 8.89 10.35 11.81 

40 7.51 8.97 10.43 11.89 

付表第 48 表 追口切り(内地，針葉樹)作業の R. M. R 実浪IJ{I直表

作業名 l 要素作業名 I R.M・R 傾 斜|テンポ l使用器具| 備 考

o I 56 I * f.ﾆ I 前屈…。の座位姿勢で両足を悶|大鋸|して鋸を挽く。

5 I 5臼3 I グ |前屈 20~3
1 . 1 く τ

伐木 l 追口切り 1 6.2 ! 

(針葉樹〉 l j 
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作業名|要素作業名 JR・M・RJ 傾

伐木 l 追口切り 6.0 -1 

! (針紫樹) I 一一
5.6 1 

| 56l  

5.5 

k

d

n

u

 

-
-
ペ
ノ
ム

に
J
V

つ
υ

-

-

R

J

u

k

d

 

5.5 

5.5 

6.6 

6.8 

斜|テンポ|使It脚マ|備 考

5 I 斗鋸!?屈ふ~25 の閥均尋問

。 I 55 I グ [前屈1O~15 州立位姿勢で膝到の
|高さを挽く

56 グ !前屈 15~却の中腹立位姿勢で醐の
|高さを挽く

54 グ |前屈 15~25 の中腹立位姿勢で腿の高
|さを挽く

53 I グ !前屈却~25 の中腹立位姿勢で腿の高
υ さを挽く

50 グ |前屈 25~却の中腹立位姿勢で膝の高
さを挽く

54 I グ |前屈 20~25 の中腹立位姿勢で腿の高
さを挽く

53 I グ 1 ïT:T屈 25~30 の中腹立位姿勢で膝の高
さを挽く

61 I グ 月早川の立位姿勢で膝の高さを挽

61 1 グ |前屈 15~35 の片膝折れ座位姿勢で胸
下の高さを挽く

5 I 57 i グ |前屈 25~45 の帥姿勢で両足掛子
出して腹の高さを挽く

35 58 グ |前屈お~45ハの座位姿勢で両足を投げ
JU  I . I 出して阪の高さを挽く

10 

15 

20 

25 

32 

2
 

内
φ

付表第 49 表 迫口切り(北海道，針期封) 1'1 業の R. M. H. 実測値表

嶋名 l 要素作業名

伐木 l 追口切り

I (針葉樹〕

!R・ M.RI 傾斜|テンポ|使用器具| 併If 考
| l | 1 前屈 25~40 の立位姿勢で肢の高さを

6.21 01 45| 大鋸|挽く

o I 0n I n I 前屈0~25 の立位姿勢で胸の高さを挽
6.1 I 3! 39 I "くれ

5 I 38 I ァ 戸川の立位姿勢で胸の高さを挽
く

10 1 36 I グ |前屈1O~15 の立位手警で傾斜の下側
vU I '. I に位置して胸の高さをぬく

5 I 42 I グ (前屈ーの片膝折れ座位姿勢で胸
の高さを挽くこ

5 I 42 I グ |前屈ーコの立位姿勢で闘の下側
に位置して胸の高さを挽くっ

27 I 44 

6.0 

5.7 

6.6 

6.9 

37 

|前屈ーの片附き姿勢で肩の高
さを挽く二矢打が含まれる

グ l 前屈 30~60 立位姿勢で腰の高さを挽
l くご

グ l 前屈0~30つの片膝付き姿勢で胸の高さ
l を挽く亡

グ

45 



H京第 50 表 追口切り(北海道，冬山，針葉樹〕作業の R. M. R 実湯!u値表

作業名要素作業名 I R.M.R I 傾斜|テンポ|使用器具| 備

38 改良歯宮食店書店kdI座官官官記
大鋸 を 15" 位後に倒す。

足を聞いて投出した座位姿~Iで片足は
版より高いところに位置し [JIJ屈0~40C
の姿勢で鋸を挽くけ

足を開いて投出した座位姿勢で片足は
腰より高に位置し，前屈 45~- lO O の
姿勢で鋸を挽く

前屈 30~600 の立位姿勢で足場の平坦
地で鋸を挽く。

l 問て投出した座ーで木廻
しを腰に敷いて普通の位置で，前屈45
~-5Cの姿勢で鋸を挽くご

|傾斜 300 1:îlO)PJrc'閣制した
座位姿勢で鋸を押したときは，前屈400

g[ \， 、た時には休を 10' 位後方に倒すC

|円同一前繭蜘屈Ftï:l1一Oで作業する

前屈5~40コの片膝立て姿勢，あるいは
前屈 30~-10' の厨立姿勢で片足が根
株のムに乗ってるために腰より高い位
置にある

前屈1O~40 の座位姿勢で足を開いて
投げ出すへ足場は平坦2

i 前屈1O~40' rJ: 座位姿勢で足を聞いて
|投げ出すい見易は平坦。

前屈1O~40' の座位姿勢で足を聞いて
投げ出す足場は平坦
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付表第 52 表 jß口切り〔内地，広葉古n 作業の R. M.R 実測値表

作業名|要素作業名 I R.M.RI 傾斜|テンポ|働問具| 備 考

伐木|追口切り I 6.9 I 0 I 65 I 大鋸 lTEEfm片膝立姿勢で膝下の高
: (広葉樹) I一一

6.0 I 5 i 54 I グ |前屈O~30' の座位姿勢で両足を投出し
v i v~ I て胸の高さを挽くべ

6.6 I 5 I 57 I グ |前屈却~40つの片膝折れ座位姿勢で胸
J I J '  I の高さを挽く。途中から両足を投出し

た姿勢にきさる。

6.0 I 10 I 53 I グ |前屈 20~40つの座位姿勢で両足を投出
'v I Jv I ' I して下腹の高さを挽くっ

6.4 I 10 I 56 I グ |前屈 30~45U の座位姿勢で両足を投出
'v I JU  I して下阪の高さを挽く

6.8 

7.0 

55 ヶ |前屈却~40コの座位姿勢で両足を投出
J して下腹の高さを挽くご

グ l 前屈 30~40二の片膝折れ座位姿勢で腹
の高さを挽く

27 Iωl |前屈 15~25つの片膝折れ座位姿勢で胸
の高さを挽くっ

I 61 I 
グ I@屈加~90" の立位姿勢で膝の高さを

|挽く。

30 I 63 I グ
38 60 

|前屈 25~50シの座位姿勢で両足を投げ
i 出して腹の高さを挽くと

前屈5~150の立位姿勢で胸の高さを挽
く

|前屈 20~30 の座位姿勢で両足を投出
|して挽く

付表第 53 表 迫口切り(北海道，広葉樹〉作業の R. M. R 実測値表

作業名|要素作業名 IR・M.RI 傾

伐木 i 追口切り I 5.7 I 

(広葉樹) 1-~.61 

斜|テンポ|使附共|備 考
前屈O~300の立位姿勢で片足を材に掛

o I 32 I 大鋸|けて腹の高さを挽く c 足場が辺町、が平
土日ハ

o 34 グ |前屈 10~叩二の立位姿勢で腹の高さを
挽く
前屈1O~40二の片膝付き姿勢で傾斜の

21 I 36 グ l 上側に位置して挽くこ鈴による皮剥ぎ
が含まれるつ

40 I グ |前屈 30~50' の立位姿勢で傾斜の上側
υ に位置して挽くの

前面 30~面 ， 0)孟ぜ婆勢七有言当面王両
39 I グ |に位置して挽くが，鋸の窓に鋸暦がた

まり挽き難し、

39 I グ |前屈 30~60 'の立位姿勢で傾斜の上側
に位置して般の高さを挽くこ

前屈 15~60 の立位姿勢で傾斜の上側
40 グ |に位置して材に足を掛け膝の高さを挽

くっ

I 37 グ
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付表第 54 表 玉切り(内地，針葉樹〕作業の R. M. R 実測値表

作業名[要素作業名 I R.M・R I 傾斜|テンポ i使用料 f蒲 考

造材主 切 り 6.2 。 53 大鋸 1 前屈5~200の立位姿勢で胸下の高さを

(針 業 樹〕
挽く。

|前屈 20-35' の立位姿勢で胸の高さを6.4 o 54 グ

|挽くっ

6.7 I 。 56 " 
前屈 10-50ザの座位姿勢で両足と授出

l して腹の高さを挽く

5.9 I 53 グ lm さを挽く。

6.3 4 54 // 
l 前屈 35-45' の中腹立位姿勢で腹との
l 高さを挽く。

5.3 48 " 
前掛屈 15-30 の立挽位姿く勢で片足を材に
けて腰の高さを く。

5.8 7 52 |前屈 40-50 の中腹立位姿勢で!擦の高
さを挽く c

5.6 15 50 グ |前屈恥75 の座を挽位姿勢で III4î足を授げ
出して胸の高さ く

5.8 18 53 う'
前屈 35~40 の中腹立位姿勢で腹ドの

l 高さを挽く。

5.8 20 I 51 " 
J 前屈 40~45 の中腹立位姿勢で膝の高
l さを挽く。

6.0 I 25 I 56 '/ 了}tr屈 15~35 の座位姿勢で両足を投げ
出して胸の高さを挽く 2

6.2 25 54 前屈 15~300 の座を挽位姿勢で [1可足を投げ
出して顔の高さ く

6.0 28 54 
前屈 20~40 の座位姿勢で両足を主主げ

l 出して材に掛け，膝の高さを挽く

6.3 28 58 前を挽屈く15~400 の立位姿勢で目向上の高さ

6.1 35 52 " 
|前屈 15~40 の立位姿勢で片足を材に
掛け膝の高さを挽く勺

6.5 35 55 
前屈0-350の座位姿勢で両足を投げ出

|して材に携け，顔の高さを挽く r

付表第 55 表 玉切り(北i毎道，針葉樹)作業の R. M. R 実ポ肝凶[表

作業名|要素作業名 I R.M.Rl 傾斜 i テンポ使用器具| 備 考

造材|玉切 l 

(針葉

グ |前屈 I…の立位姿勢で絢の高校
挽くご
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材

// 

ゲ

48 

54 

25 5.7 

6.7 

付表第 56 表 玉切り(北海道，冬山，針奨樹〉作業の R. M. R 実削直表

示会ßT~ 云忌1:5 1五五訂正副ふに而bl hj 
木|宝 切 り I 6.2 I 36 I 改良商|前屈O~必つの座位姿勢でi明を投げ出

材 l l i l l 大詰|以おir-- く十一く
I 6 ・ 3 I 38 ヶ 前回初~80 の立位姿勢で足場は雪を
l I 1 踏み閤めて平坦であるが，切る箇所が

!漆Imの高さに佐山する

l l 341 グ 細川5 の座位賜で間投げ出
I u"r I して銀を娩くコ

44 ' グ |前居O~ωコの片膝折り姿勢で投げ出し
Tこ足は雪中にスれるために， IJ裂が高く

I なり楽な姿勢である{

| グ |円前澗屈酌M山~吋叫4必5 吐吋佼悦姿閥勢叩仁中巾帆ド判比にこ
I i没支し鋸を挽く

前屈 60~-100 の座位姿勢で傾斜のと
に位置しているために，片足を材に主主ト

l けて鋸を挽く

前屈1O~45コの座{立姿勢で足を投げ出
|して，鋸を操作し矧ちが若干含まれ
る c

I 46 I 腰鋸前屈 45~10 の座位姿勢で鋸を操作し
l 挽落しのときは，前屈O~60乞の座位姿

勢で腰鋸を使用するさ

11461 

ιξ" 
イラ

39 

6.5 

7.0 

7.2 

伐
造

|前屈O~45コの座位姿勢であ主は材に掛
;け，片足は投出して鋸を挽くこ

前屈60~-50の座位姿勢で鋸を操作し
前屈O~40二の座位姿勢で膝鋸を操作す
る。立{立の矢打ちが含まれる+

1 前屈ーの座位姿勢で醐を操作
するつ

// 

タ'

斜|テンポ附IJ似| 何I 考

I 36 I 犬鋸 I~戸川の立位姿勢で胸の高さを挽

i ペグ!細部~50 一一吋に掛け膝の高さを挽く c 下側よりの合せ
I 切りが含まれる

I H I 前屈 20~80つの立位姿勢で膝下の高さ
l γ i を挽く，下側よりの合せ切りが含まれ

る。

[閉山一問一挽く n 前屈 70~900 の立位姿勢で下側よ
りの合せ切りが含まれるつ

|前屈O~15'の立位姿勢で片足を材に掛
i けて腹の高さを挽く。.

|前屈 20~60 .の立位姿勢で片足を材に
. t:i'いナて傾斜の上側に位置して膝の高き
|を娩く

46 

40 

7.2 

7.4 

7.4 

1/ 8.4 

// 

" 

48 

48 

8.5 

3.4 
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付表第 57 友 玉切り(内地，針葉樹)作業の R. M. R 惟定値表

y =2.46346+0.01854 G+0.05797 T 

ー ---~-T(テンポ )1 45 50 i 55 60 
G(傾斜〕 一一 "'J

o 5.07 5.36 5.65 6.34 

5 5 . 17 . 5.45 5.74 6.43 

10 5.28 5.55 5.84 6.53 

15 5.36 5.64 5.93 6.62 

20 1 5 . 45 5 . 73 6.03 6. ?l 

25 5.55 5.83 6.12 6.81 

30 5.64 5.92 6.21 6.90 

35 5.73 6.01 6.30 6.99 

40 5.82 6.10 6.40 7.08 

H表第 58 表 玉切り〔北海道〕作業の R. M. R 値表

y =3.41961 +0.02040 G+0.04179 T 

G~~(~傾~斜m T(-;テーン~ポ): 35 40 45 50 55 

。 4.88 5.09 5.30 5.51 5.72 

5 4.98 5.19 5.40 5.61 5.82 

10 5.09 5.30 5.50 5.71 5.92 

15 5.19 5.40 5.61 5.81 6.02 

20 5.29 5.50 5.71 5.92 6.13 

25 5.39 5.60 5.81 6.01 6.23 

30 5.49 5.70 5.91 6.12 6.33 

35 5.60 5.81 6.01 6.22 6.43 

40 5.70 5.91 6.12 6.32 6.53 

付表第 59 表 玉切り(内地，広葉樹)作業の R. M. R 実世!lj{j直表

要素作業名 R・M.RI 傾

造材 l 玉切り 6 ・2
(広葉樹) 1 

6.3 

5.7 

6.2 

5.7 

6.5 

斜|テンポ使用保兵 備 考

。

5 

15 i 

15 

c.", ---1--. ,{..-hf_ I 前屈 20~50 .の立位姿勢で膝の高さを
60 大鋸挽く。

62 I 

55 

63 

64 

64 

56 

63 

うF

'/ 

// 

'/ 

'/ 

'/ 

グ

前屈 25~450 の立位姿勢で腿の高さを
i 挽くっ

|官îT屈 40~60' の立位姿勢で膝の高さを
l 挽く。

i 前屈…叩姿勢で膝の高さを
挽く。

l 前屈 35~45つの立位姿勢で膝の高さを
挽く。

前毘 30~350 の立位姿勢で腹の高さを
挽く。

前屈 30~450 の座位姿勢で両足を投出
|して腹の高さを挽く z

|前屈 60~85C の立位姿勢で膝の高さを
i 挽くュ
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作業名|要素作業名 i R・M・RJ 傾斜|テンポ|使用叫 備 考
::r: _゙1 /"¥ I t:: t:: I ')f� I t::t: 1+ t:g 前屈 20~350 の立位姿勢で片足を材に

造材 i 玉 切 り J 5 川 20 1_ 56 1 不十掛けて挽くf

I 6.1 i 20 I 日 携けWI 6. 1 i 20 I 54 I グ 畑一。の立位姿勢で片足吋に

5.0 J 25 I 48 I グ |前屈O~却の座位姿勢で片足を材に掛
I .cJ I .,U I けて腹の高さを挽く。

'X  I ~.，! N I 前屈0~35つの座位姿勢で片足を材に掛5.9 I 25 I 57 i グ l
.cJ i J' J けて般の高さを挽く。

付表第 60 表 玉切り(北海道，広葉樹)作業の R. M.R 実測値表

作業名 i 要素作業名 iR・M・RJ 傾斜|テンポ|使I円相| 備 考

造材!玉 切 り I 5.0 I 0 I 36 I 大鋸|理fMO乙の座位姿勢で胸の高さ
(広葉樹) I イ ! 

'" I っ I " I 前屈5~25 の立位姿勢で肩の高さを挽
5.9 I 15 I 38 I グ i く。

4 I 25 I 42 I グ 同屈0~50 の蹴鞠で腹晴さを挽

4 I 叶 42 川前向。の座位姿勢で間川に
I .,.c I 位置して胸の高さを挽く

6 I 33 I 44 I グ |前一の片膝付き姿勢で片足は材
|に掛けて胸の高さを挽く
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付表第 63 表 枝払い(北海道，冬山，針葉樹)作業の R. M. R 実測値表

作業名|要素作業名 R・M・R| 傾斜|テシポ|使用-ね| 備 考

造材 l 校 打 ち 6.7 24 サツテ|陸rrov の立位姿勢で樹幹上より

6.7 29 

7.6 27 

8.1 

8.2 

9.1 

10.2 

37 

" 
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ツ
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U
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~
ぷ
一

ハ
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，
，

4
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ι
o

E
払
先
る

前
を
の
す

31 

グ ln幅一の立位姿勢で棚上より
校を払う c

グ |前屈 10-45 の立位姿勢で…斜
70のところを降りながら校を払うハ前
屈 45' のときは膝を軽く曲げるc

i 前屈0-90.の立位姿勢で樹幹」二より校
i を払う。

グ|

|前屈 10-45コの立位姿勢で樹幹の傾斜
7"のところを降りながら投を払うこ前

l 屈 45' の主きには膝を軽く曲げるご

グ l 前屈1O~700 の立位姿勢で樹幹の傾斜
: 10' のところを登りながら枝を払って
: l 、くコ払った校を脇に寄せる。

前屈1O~700 の立位姿勢で樹幹の傾斜
10' のところを登りながら校を払って

! \，、くご

30 

34 

36 

39 
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!交払い (11~tiJl.針葉樹〉作業の R. M. R 推定値表第 64 c:j三付表

Y= 1. 61508 十 0.03166 G+0.14938 T 

15 50 

9.08 

9.24 

9.40 

9. ,,6 

9.72 

9.88 

10.03 

10.19 

8.34 

8.50 

8.65 

8.81 

8.97 

9.13 

9.29 

9.44 

~ー _ T(テンポ )1 '>" 1 ^̂  
G(傾斜)-一一 35 1 40 

o 6.81 7.59 

5 7.00 7.75 

10 7.16 7.91 

15 7.32 8.07 

20 7.48 8.22 

25 7.64 8.38 

30 7.79 8.54 

35 7.95 8.70 

一

ω
ぞ
皮

一
屈
れ
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ら

一
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上
か
地

一
地
上
で
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姿
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R
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の
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E
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ニ
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A
C
ア

紅
二
用
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-
使
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針
二
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ホ
-

地
一
一
-
土

ぎ
一
宗
一07

均
一
傾
一

一
二
一-J

表
子
ふ
一

B

に
U

一
一
一

p
u

一{
I
l
l
1
1
1
l
i
l
l
l
i
-
-

第
一
一
名
一
ぎ
船

2

一
業

陥
一
作
一
剣
紫

一
素
一

一
一
安
皮
ぽ

十
名
材

一
二
来
一

一
n
-
、ノ I~

]ムi

|前屈0~35 の立位姿勢で腿. 1漆の高さ
の皮を剥ぐ一

|前屈1O~30つの立位姿勢で地上から皮
|を剥ぐへ:{:;Jの下側は前屈 30~600 の立
l 位姿勢で皮を朱IJ く\

l 細川O の立位閣で樹幹上カら
皮を剥く

|前屈0~30'の立位姿勢で地上から皮を
剥ぐ仁

|前屈0~30 の立位姿勢で胸から腹の高
さの皮を剥ぐハ

前屈 15~40~ の立位姿勢で傾斜を後退
しながら皮を剥く\

l 前屈 15~45 の立位姿勢で皮を剥ぐ J

// 

'/ 

'/ 

グ

10 

29 

10 

11 

18 

25 

7.4 

7.6 

8.0 

7.4 

7.9 

7.5 

7.1 

'/ 33 8.6 

前屈90~100'の立位姿勢で樹幹上か斧
|で側面の)交を t'jll る n

三号
J[. 90 5 8.4 

皮お]ぎ(北海道，針葉樹〕作業の R. M.R 実混tl{1直表

斜|テンポ|使用器具! 備 考

I 27 I サツテ l 前屈 25~35ての立位姿勢で樹幹の上か
I '/ ./ /ら側面の皮を削る c

5 I 30 グ l 前屈 15~40、の立位姿勢で樹幹の上か
ら側苛の皮を削る。

|前屈…の立位姿勢で樹幹日
ら側酉の皮を内IJ るコ

グ32 

。

B 

傾R
 

M
 

D
L

一

名
一
ぎ
酌

業
一

作
一
剥
禁

日
一
皮
借

名
一
材

業
一

作
一

第 66 表

5.5 

5.2 

6.2 

付表

三iュ
山五



斜|テンポ|使用料|
|ゆ吋ー|前屈1O~400 の立位姿勢で樹幹ーとから
I "'T ノア|側面の皮を剥ぎ，前屈0~10~の立位姿

勢で地上から胸の高さの皮を削る。

i グ 前屈 15~300 の立位姿勢で樹幹の上か
ら傾斜を後返して下りながら側面の皮

| |を削るつ

前屈 20~400 の立位姿勢で樹幹の上か
j ら側面の皮を内11 る。
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考僑

29 

30 

8 

15 

剥
奨

皮

(針

材
、Z金2

JE. 

32 17 グ

斜|テンポ i使脱出!
サツテ|前屈1O~600 の立位姿勢で樹幹の傾斜

: 6' のところを [-./J 、ら下へ後退しながら
|皮を削る。

前屈1O~450 の立位姿勢で樹幹の傾斜
rのところをドから上へ後;J3_しながら
皮を削る乙

前屈1O~900 の立位姿勢で樹幹上を後
退しながら「サヅテ」を大きく振り，
皮を削る。

前屈 15~900 の立位姿勢で樹幹上を後
退しながら皮を削る。

前屈 15~900 の立位姿勢で樹幹上を後
退しながら皮を削る。

(司r同前掘相屈町3…O70 のところを下カか迅ら上へ主晶走退しながら
皮を削るこ

1 前屈 30~45つの立位姿勢で樹幹上を後
|退しながら早く|サ γテ」を張るため
|に常に膝を軽く曲げているコ

l 前回目5 一一四退しながら早く「サ γテ」を振るため
に常に膝を軽く曲げているョ

皮:!MJぎ(北海道，冬山針葉樹)作業の R. M. R 実浜町出表付表

作業名 l 要素作業名 I R.M.Ri 傾

第 67 表

考備

;/ 

;/ 

25 

32 

32 

6.7 

7.7 

8.1 

ぎ条。皮材造

" 

" 

;/ 

'/ 

'/ 

31 

41 

36 

44 

39 10.9 

10.3 

斜(テンポ!使用保|

15 スコップ

150l 大

!大

その 1 (秋田，冬山〕伐木造材作業その他の作業の R.M.R 実測値表第 58 表付表

考惰作業名 i 要素作業名 JR.MRI 傾
立体姿勢で斜面の雪をスコヅプで切崩
す。

3.1 木
材

り堀根雪伐
五王

座位姿勢
品E

J、

Fi~ 

'l 

34 

42 

5.7 

3.2 

り

') 

切

切

切

口

口

玉

追
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�; 
瓦斗

" r 

" 52 5.1 

グ

" 

" 

i!際

56 

60 

5.5 

6.2 

80 

i 立体姿勢で樹幹上を:it"，行して斧を操作
1 する c

|立体姿勢で樹幹上を歩行して斧を操作
する

1 " 1 立体姿勢で樹幹上を歩行山間
操作して皮を削るご

1 &:)frlJ~iit :立体姿勢で樹幹上を歩行しながら皮剥
l 鎌を操作して皮を削る、

うF

" 

h.~ 

:千

" 

100 

6.6 

4.6 

4.0 

4.8 

7.0 

剥

校

皮

{'J決第 68 表その 2 ，鼻湿切りの R. M. R 実iHlJ値表ー

作業名!要素作業名 I R.M.Ri 傾斜|テンポ|制限~I 備 考

木 l ボ{ト穴明け( 己・ 4 I I ボート|ボートにより材に穴を明けるご
材|一一 I 

I I aﾃfﾆ I 鼻ス鋸をボート穴山て大鋸のスる|鼻ス鋸 l 巾を切る

3.4 

伐
造

4.4 

5.1 

ボ F ト引抜き

l よiL 入館々断

付表第 68 表 その 3 ，伐木造材作業，その他作業の R. lVI. R 実測j値表

作業名!要素作業名 R.Mぷ 1 傾斜テンポ|使用器具f 備 考

伐木 l 鋸目立 1 07i  l l i 

手紙?i一五てぎ了1.3 丁 i 
11A 作り 12.3l ! 1 
(鈴を軽く使う 1 2.5| 1 

l-i-五瓦-可工J i 
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寸法取り 111
手鋸切付け I 2.9 

斧を軽く使う 4.0

矢打! 4.9 I 

89 大斧!

皮剥ぎ I 2.5 詑|

杉皮剥ぎ I 7.0 I 皮ぷら
皮 剥 ぎ I 4.3 i 斧 斧の柄を短く持ってこまかく使ヲコ

傾R
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場
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木
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業
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一
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造
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5.9 

手待 I 0.4 

段取 I 1.5 

道具取替 I 1 ・ 3 i 
片付1.5

その他瞥理1.5
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斜|テンポ|使用保具| i蒲 考
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繋
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前
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一
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テツザ

~ 

I Jl要鋸 i 樹幹上を歩行し前屈90~llOつの立位姿
l 尺俸 1 勢で樹幹上より鋸で印しを付ける。

付表第 69 表

作業名|要素作業名 R.M.R I 傾

歩行 i 単身歩行(雪j齢 1.88 I 

12 引

雪上歩行の R. lVI. R 実則値表

雪
一

深
一

兵
一

器
一

用
一

市
~
一

a
4
l
e
-

メ
一
7

3

一

/
l

/
一

n


L

一
?
8

テ
←
4

}
一阜
市
一
o

(背 考

と場平坦地

o 55.4 

3.32 0 62.7 

3.67! 白川 66.7 玉浸透

7.14 I 8"上り l 丸9

! 034|200上り 40.0

3.40 1 8'下り 71.8 

4 ・ 18 ! 2灯り札01

単身歩行(新雪〉 1 10931 0 325 

11.08 10つ上り I 24.6 

// 

名F

ラ'

歩道

15-| 骨平均51 時

40~55 林内
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R・M.RI 傾斜[テンポ lú史f臨J-~

13.00 1 210
_1:-.1) I 24.0 ' 

13.76 129 上り i153

8 ・ 70 11 0 下り 1 28.8 

7.58 [21 ドり I 35.4 

7.36129 下り I 36.0 

名
一
岳

業
一
新

ド
一
~
付

素
一
持

要
一
単

名
一
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業
一

作
一
歩

負荷j判子(雪道〕

負荷歩行(新雪)

0" 47.6 

深雪 I vru 考

i ト40 1 林内
i ト50 1 グ

ト60 1 グ
|ト40 1 グ
I 30~50 

制11夫道 i
兵一式 I 6O~65 I 土場王子坦地
13kg 
トヒコkgì

15.2 

'/ 玉

玉

歩
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|十55 1 
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// 
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// 
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グ

付表第 70 表 助力鋸によるjJj口切り作業の R. M.}{ 実iil山由主交

要素作業名 1 R.M引傾斜 l テンポ i使J附J~ 備 考

I ~r'! r-r J::-rl h) 'J 1 I 10  I 1 Mc・ l 前屈0~10σ の立位姿\伐木 I jJj口切り 3.1 I 18 I I ぃ l'lU ,-, >YJ / I u. '1 W I I Cullochl 勢で作業を行う 0
JE王 や寸

3.5 I 20 I ヶ|

3.52 1 00 54.3 

7 ・ 99 1 8 上り 1 59.7 

10 ・ 34 I 20 上り I 36.0 

4 ・ 44 1 8つドり 1 70 ・ 6

4.97 1 2灯り 64.8

12.67 1 0 I 2μ 

12.26 i 11 0上り 15.2 

14.20119 J-.IJI 11.8 

13.83 20"上り 23.9

10.00 I 30 0上り l

10 ・ 17 [ :0 ド

6.69 , 20 0 -1下ドごり i

呂 .98 200 1-"り i

7.76 29 ドり|

25.3 

33.3 

26.1 

31.5 
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グ
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,/ 

" 
グ
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グ
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5|| グ

7 I I グ

4.0 I 

4.5 
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f'F芸名(要竺i 竺手E i1 R円 I j1:Jî空白リ予定恒手トプ信 一一三一
俵杢迫 口 切 3.7 0 山 Mall 前町山3 の立位姿勢で作業を行う
Jll 村

3.6 I 5 I 91.9 I グ |前屈…υ の立位姿勢明町

3.6 トωい32l グ I r~号f薬品?野安露骨紅5!
I 1 回ある

4.0 17 61.0 I グ |前屈…吋姿勢悦問。
3.9 I 19 63. 7 I グ |前屈 40-60" の立位姿勢で作業を行う

" i ~~.， I ガゾリンが切れる c

4.0 b5-(20)1 70.0 I グ |前屈 30-450 の立位姿勢で作業を行う
I~~ '~~/I 'v.v I I 根張り切りが百まれる。

4.1 I 25 74.4 グ |前屈 20~300 の立位姿勢で傾斜の下側
"-''-' . 1'. ~より作業を行う

4 ・ 8 29 123.0 I グ |前屈 10-15つの立位姿勢で傾斜の下側
より作業を行う エンヂンの掛け匝し
|が含まれる。

4.8 

4.6 

4.8 

5.1 

5.3 i 

5.5 

5.8 i 

5.4 I 

7.0 

5.9 

6.8 

36 I 51. 1 I グ l 前屈 0~5 の立位姿勢で傾斜のド側よ
|り作業を行う

40 I 47.1 i グ 前屈 0-5 の立位姿勢で，傾斜の下側
より作業を仔う o _JO.ンヂ、ンの掛け凶:し
が含まれる。

。 Be.Bo 前屈 45-60つの立位姿勢で作業を行う〉

10 'l' 
|前屈 85~950 の立位姿勢で側、↓の上側
より作業を行う。

13 '/ 
! ÎJÎI屈 70-900 の立位姿勢で傾斜の上側
|より作業を仔う

23 

27 12.6 '/ 
|前屈90~1000の立位姿勢で傾斜の上側
|より作業を行う「

30 ;6.8 I グ
IÎJÎI屈跨9蹴0~1000の立位姿勢で前屈15-20ι
l の 姿勢で傾斜の下側より flF業を行
|う。

34 12.0 '/ 
;前屈90~1000の立位姿勢で傾斜の上側
;より作業を行う。

35 10.0 i 瓶一。吋姿勢市問。

37 12.0 'l' 
前屈90-1000の立位姿勢で傾斜の上側
|より作業を行う。

!(0~)5 35.4 I Partner I 前屈80-100 0 の中腹立位作姿業勢をお行よび前
3.8 i(0~)5 35 ・ 4 l .Partner 屈 30C の跨鋸の姿勢で うご

3.9 iI4~(15)1 40.5 
'/ l 前屈 40-600 0)立位姿勢で作業を行う。
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作業名|要素作業名 I R.M.RI 傾斜|切削速度|使用器具| 備 考

伐木 l 迫口切り 4.1 !1川
造材

4 ・ 4 20 I 39.7 I グ !前屈叩~60 の立位姿勢で鋸賓の背側
7.-' ~V I V/"  i で切るの

! 1 42J 25(7581 グ |前屈…つのー甥で作業を行う o
4.3 27 69 _ 7 I グ |前屈…の

: 5.0 28 I 7 1. 1 グ |前屈ー乙の立位姿勢で闘の下側
I ""'  I より作業を行う τ

I 4. 1 30 52.3 I グ 前屈…。吋鰐哨を行う 0

1 1 j 卜8.4 I グ :前屈O~…ーす作業を行う。|足場がJ必く移動

4.8 40 37.4: グ (一一叩4.8 I 40 37.4 I " '0'1作乍業を行う九
。

I I 5.1 川 56.7 I グ!畑一の立関側の下側
I JU.'  より作業を行う c

付表第 71 表 動力銀による玉切り作業の R. M. R 実'iJllj{直表

時名|要素作業名 1RMR! 傾斜同IJ速度|使用器具| 備 考
I _ ,_. I ~ ~ I _ I I Mc司

伐木 i 玉 切 2.9! 0 I : ë~'í ;och 前屈90~100 の立位姿勢で作業を行うっ
造材

3・ 1 ~ 0 I グ |前屈90~100

2.9 I 20 i グ !前屈30~必二

3.0 I 25 
3.2 I 25 

3.2! 30 

陥
グ
一
グ

6
3

一
3

一

3

一
O

勺
ノ
ム
マ

J
Q
υ

一
バ
守
一

Q
U

9
0

一

8
6
6

4

ぃ
一1
1
1「
一

i

民
J
u
n
u

一

民
υ

っ
υ
/
{

、

l
Q
'
n
u
n
u

一

5

3
4
~
~
2
2

一

2

。

ω

b
2
8
8
8

一

4
9

一

1

3
4
3
3
3

一

4
3
4

3.2 25 

" 

" 

" 

グ

|前屈1叩0~2却0 

前屈1叩0~2却0'

|前屈3ω0~4必5 

l 前屈ト2却O乞

i 前屈4必5~印

前屈3ω0~6印O。の立位姿勢で作業を行うト、

|前屈6印O~即の立位姿勢で グ.

|前屈トWの立位姿勢で グ

前屈30~60この立位姿勢で グ

前屈 3D~400 の立位姿勢で傾斜の上か
ら作業を行う。

前屈90~100τ の立位姿勢で傾斜の上側
より作業を行う c

// 

'/ 

// 

" 前屈 30~60三の立位姿勢で作業を行う。
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作業名 i 要素作業名 I R.M.R] 傾斜!切削速度|使服具l {楕 考

伐木|玉 切 4 ・ 1 130  160.91Mall 前屈 20-30C の立位姿勢で傾斜の上側
より材に片足を掛けて作業を行うっ造材

5.3 55.5 " |前屈川町立位姿勢で傾斜叫lより作業を行う p

3.9 5 Be.Bo , 

4.4 1o l グ

4 ・ 9 15 グ |1 R.M.R 測定時における作業現場に

伐倒木が散乱しており，なおかつ玉

切り径が小さし、材が多くあったため

に作業姿勢が区々で，立位姿勢で作

業は行っておったが. níi居状況は明

らかとならない

5.5151 グ
5.3 25 I " --1 

5.1 28 グ

5.8 30 " 

5.9 30 グ

5.8 32 グ

3.5 ; 0-(刊 74.6 Partner ，前屈 30-600 の立位姿勢で作業を行う 3

3.5 I 5-(10)1 73.0 '/ 前屈 60-90ニの立位姿勢で

3.8 (6)-10 79.4 " 前屈 30-60- の立位姿勢で

4.3 {10)-12 72.7 。， 前屈 45-90乙の立位姿勢で

3.5 14-(16) 82.0 グ !前屈90-100 の立位姿勢で '/ 

'/ 
前屈 60-90- の立位姿勢で傾斜の上側

3.7 (18)-20 74.5 i l から作業を行う。

27 73.1 .7 ! ÎiÎJ屈 60-90' の立位姿勢で ,/ 

4.0 30 62.0 " Tì1J屈 60-900 の立位姿勢で

4.1 38-(40)1 74.1 " 
|傾斜 45-60" の立位姿勢で傾斜の上側
l から片足を材にT卦けて作莱を行うコ

4.9 40 49.3 " 
前屈90-100C の立位姿勢作菜で傾を行斜の上側

1 から片見を材に掛けて う。

6.8 Mc- 11 エン片ヂ手ン部(土を肩持に乗つせ案傾内板に手歩を掛
CUlochi け， 斧を て斜地をくコ

6.5 I Be-Bo I 架て合傾斜に取地付抄け背く負c って特命持つ
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刊誌『 第 72 表

作業名要素作業名 1 R.M.R I 傾

木寄せ|の ど 塑 4 ・ 4

~宇
木口か木口に近い材面の l

下に鶴一光を打ちつけて， I 

丸太の一端を持ち上げる。|

4.6 

5.9 

6.2 

6.2 

6.9 

6.5 

7.0 

6.5 

のど型(ツル〉の R. M. R 笑IllIHi立ボー

斜|テシポ|使用船JLl

17 l土佐つる
f!劦i 考

前屈5~100の立位姿勢て‘つるの柄の中
程を持ち，木口に近い材・面に打つけ，
前屈 40~50υ の立位姿勢てイ到の先端を
撮り，休設を柄に掛けるようにして，
柄端をドげる。木口は地上 10 c哨位上
る。

21 (/ 

14 グ

16 ゲ

14 ,/ 

20 。，

9 うF

18 '/ 

13 グ

前屈 20~30 の立位姿勢でつるの柄の
下部を持ち，木口に近い材面に打込み
:前屈 70~80 の立位姿勢で柄の腰の高
さ辺りを握り，体重を柄に掛けるよう
にして，木に1 を上げる。木に1 は地上約
15 cm .J-_る

前屈5~10'の立位姿勢でつるの柄の中
程を持ち，木口に近い材面に打込み，
前屈 60~70U の立位姿勢で納の先端を
!握り体重を柄に掛けるようにして柄端
l をドげる。木口は地上約 7cm 上る。

前屈 0~50 の立位姿勢でつるの柄の先
端に近いところを持ち，木口の材面に
打ち込み，前屈 70~800 の立体姿勢で
柄の先端を握り，体重をがjに掛けるよ
うにして柄端をドげる。木口 t土地上約
8cm J: る)

l 前屈川吋姿勢哨の柄口
をJもち，木口の材国に打ちつける。

l 屈 20-40 の立位姿勢で制の先端に体
重を掛けるようにして牒を落して L 、く。
木口は約 6cm 上る。 2 人の共同作業。

l 前屈1O~20 の立位姿勢で柄の中程を

;ち木口の材面恥け問
~700 の立位姿勢で柄の先端を握り，
体重を州に掛けるようにして木口を上
げる ζ 木口は地上京、，] 8cm上るに 2 人の
共同 ('F業 J

|前屈 0~5 の立位姿勢で鶴の柄の先端
を持ち，木口に打込み前屈1O~30つの
両足を大きく前後に聞いた立位姿勢で
肢を落すと同[申こ，柄の先端に体重を
掛け，木仁I を上げる。木口は地上約 8
1cm 上る 2 人の共同作業

前屈5~10 の立位姿勢で鶴の柄の下部
を持ち，木口に打込み，前回 70~80コ
の立位姿勢で柄の先端を握り，体重を
柄に掛けるようにして刺端を下げる。
木口はが07cm 上る。 2 人の共同作業C

前屈5~1叩o の立イ位立姿勢で
}を持ち，木口に打込み，前屈 60~80S
の立位姿勢で柄の先端を握り，イ本重を
110に掛けるようにして柄端を下げるO
|木口は約 7cm 上る。 2 人の共同作業。
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付表第 74 表 のど型(トビ雪上〉の R. M.R 実出1j{[I 'i表

作業名要素作業名 l R.M.R 傾斜|テンポ使用紙i 備 考
前屈 15~30C の立位姿勢でとびを材の

23 と び 木口に打込み，柄の下より 1 尺~2 尺
位のところを握り真上に引上げる

グ 前屈5~10 の立位姿勢でとびを材の木
口下に入れ，前屈1O~60G の立位姿勢
で上げる。 2 人共同作集c

グ 前屈5~150の立位姿努で材の木口下に
とびを入れ足は左右に聞き， T)Îj屈 5~
500 の立位姿勢で体を起しつつ上げる。

3.2 。 28 

4.3 。 24 

4.5 。 25 

5.1 。 23 

5.2 。 21 

6
 

• R
υ
 

。 19 

5.1 20 。

5.8 。 18 

木寄せ l 木口上げ

(のど型)

4.0 。

4.3 。 17 

5.4 。 12 

--147 ー
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斜|テンポ|使用問

I 20 I とひ 11Eb主計三益金主高2FE恒主
600 の立位姿勢で上に上げる

|前屈 10~却つの立位姿勢で材の木口に
l とびを差込み，前屈5~30コの立位姿勢
で膝を少し曲げ腰を落して持上げつつ
起きる n

考侃iH
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作業名|要素作業名! R.M.R! 傾

木寄せ!木口上げ 5.9
I (のど型) ! 
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ツノレによるのど型の R. M. R 推定値表第 75 表付表
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付表第 77 表 ひき型(ツノ!.-)の R. M.R 実測値表
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~ 
木口または材函に鶴先を

打ちつけ引き，滑走，ま

たは回転移動せしめる c
9.0 

9.7 

9.5 

。 34 

19 

付表第 78 表 ひき型(トピ〉の R. M. R 実測j値表

作業名|要素作業名 |R・M・R I 傾斜 1 テンポ使用料| 備 考

木寄せ l 上引き型 5.6 0 60 主び[開問間関げを和こ掛
I (ひき型) ，一 丁

5.8 I 0 i γ 前屈山つの立位姿勢で↑ピを材に掛5.8 I 0 I 51 I 
U I ,_n I けて後退しながら材を号|くっ

。 48 

。 17 

。 29 

。 14 

。

。 21 
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TìíT屈 0~50 の立位姿勢でトピを材に掛
け，少し肢を沈めた前屈 20~300 の立
位姿勢で材をiJ i く

前屈 0~5 の立{立姿勢でトピを材に掛
け，前足を rl=r心として後足を少し上げ
て，体重を利) lì して材を引く:

び

グ

と51 

36 

。

。

5.9 

6.8 
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け，映を沈めた前屈 300 の立位姿勢カ a
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níT屈 0~5つの立位姿勢でトピを材に掛
けて i擦を沈め，休を 30~40J くらい後

l に倒すようにしてトピの附に体重を掛
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グ
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34 
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。
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7.4 
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" 37 。

前屈O~lOOの立位姿勢でトピを材に掛
けて腰を沈めて，体を 20~300 くらい
後に倒すようにして後退しながら材を
iJ i く

" 22 。

トピを木 1I に掛けて少し肢を沈めた前
屈O~lOOの立位姿勢で材を引くこ

トピを木口に掛けて少し IJ裂を沈めた前
|屈O~lOOの立位iZ;?勢で材をiJ l くと

グ18 。

6.4 

7.5 

4.7 

" 

付表第 79 表 ひき型(トピ雪上)の R.M. R 実測値表

作業名|要素作業名 I R.M.RI 傾斜|テンポ|使用似 Nij 考
Tlîï屈5~150の立位姿勢で材 Mことびを打

o 42 と び 込み，前屈1O~35C の立{立姿勢で後に
倒れるようにして与 l く c

J屈 30~45 叩姿勢で山材に
打込み，少し映を落して手前に引く

前屈 15~25C の立位姿勢で後に倒れる
ようにして材を手前にころがしてくる J

材の中央;'\ilにとびをかけ少し動力、して
より曳く J 前屈O~40つの立位姿勢で桜
を少し落して手前に号 I く乙
前屈0~200の立位姿勢で材にとびを打
込み，足を前後に聞き，前屈1O~20'
の立位姿勢でひし

前屈1O~20 で材端にとびを打込み足
を前後に聞き，前屈 50~80' の立位姿
勢で後に反りながら材をひくコ

" 

" 

" 

// 

グ

19 

32 

フ7
~ 

28 

24 

22 

。

。

。

。

。

。

6.5 
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8.8 

10.3 

9.5 

10.1 

上引き w

(ひき型)

木寄せ
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f、j表第 80 表 ま~ ''J.l当(ツル)の R. M. R 実測値表

作業名!要素作業名 R. lVI.R 傾斜|テンポ(使用器具l f背 考

型 り
の
場
手
立
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F
V立
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と
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一
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一
士

一
ハ
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U
 

A
吐

5.4 。 34 " 込手ののを振立を中の前央f位りt後市姿t3にlに勢河ま聞梅屑同でい若，3じど0柄て入く~手れ3し一5は体てるメの重ヤゐ立姐前をj位f尚居~ff指けt予定q軍替oてき~Hでに下8淵0材はげu 

るつ

6.5 。 22 見先を前端後よζ 聞地手の20立点はき~伶に柄，3キ0僻姿の手0勢をえはg 端で入下梢村れ市会σ持:6を:握犯巾ち端町す，り，石前，と都手前届きF 
l土り
屈1O~15
と思われる
には左右両手姿 柄体の先重端をを ，了ìÍJ屈
60~70 の勢で 削に掛けて下

d 
ff る

6.8 。 21 ij 足を前後に開き，左手は附の先端端を握より
80 cm0位~1ド5部つ，右立手位Jは~~~柄手の先 り
前屈 1 の で材の廻中央す部
ドと思手姿われ勢の{でる立お体泣1!点重l 土に鶴を入前れ屈 , と

うけ型に似ているが，プL きには 同じく 40~泊。

太を移動せしめることな l
の立イ立 を i討に掛けるように
して下げるつ

くその位置で同医せしめ

足L主陪制の電叫を位すを先30前安柄か位右~院後勢月延手印要長4にでかの勢J1t開材け高での納立地のきるさ去ノ伶聞中によ子を手l姿にj掘うく明は勢れ押にり柄。でばししこl鶴先布脱，付て屈木前ををよ子0入落を回るり~刊盈れ以1し0jj~，4j2卜8前体の0 0ι る普通反対{日Ijの作業者 6.9 。 27 '/ 

が移動を防止している。

7.1 。 18 ア
足を前後に聞先き，左手で柄の先端を窪

り吉，ち1\右前tこ手鶴屈は 端より 20~30cm -F;\iíを
持 15~20 の立位す姿と勢きで材左の中
央柄 を入れる。廻 は右共
の光を援り， Tìíj屈の 70~80むの妥勢

で体重を柄に掛けてドげるつ

7.1 。 15 " 足捕九のけi百j4EtをにるEr0前酬イ3握よ立0後袋3うりの署ににかのとfで立腰え~~こ材位のき，ろ定姿粛前のを手勢中毘さ握は央でま4り5柄百栴でW~，U光端3こ前ト0鶴，にげ屈石体を，の0子λ柄重立~はれ位をの102b う姿, た0 

勢抑で穫し、かぶさるようにして地上まで
L-Fげる A

7.5 。 12 " 足~V凶柄Zピ3を位カ屈母伽首姿け方2mi0式後勢る~の卸にでよ4こと5開材撮0うこ0にきのり〉ろ左立斐『しドを位手央て~握会は市醸，り民勢が前の，前健で高え属ユ屈，柄令言現イ0入】端ま~ミ~手れでに拍10は休てFコ32げの, の41E J , 

柄立位先姿で端勢押で覆し、かぶさるようにして地
上ま しTげるゥ

足を前後にl2工0開柄~先き30，よ。左のり手9立0 で柄の先端を撞7.4 I 。 グ ワ，右前tこ手鶴屈 ~100cm 下部を
持ち 位前と姿屈き勢に70では~お左80の右コ 中央ドを入れ ともに柄の先端を握，廻りす, の
立位姿勢になり休重を柄に掛けるよう
にして下げるべ
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まい型(トピ〉の R. M. R 実!!liJ{i汽表

斜(テンポ使用保兵 備 考

')t:_ L .，，，.'前屈5~10 の立位姿勢でトピを材の下
36 I とび に入れ，前屈1O~20 の立位姿勢でト

l ピの制を引く。

林業試験場研究報告

第 81 表付表

-152ー

|前屈5~10 の立位姿勢でトピを材の下
;にスれ，前屈1O~200 の立位姿勢でト
ビの制を91 く c

I j予j屈O~10 の立位姿勢でトピを材の下
にスれ，前屈 lO~15 の立位姿勢でト
ビの柄を91 く、

|前屈O~lOの立位姿勢でトピを材のド
に入れて，前屈 10~15J の立位姿勢で

l トピの柄を引く。

|前屈1O~20è の立位姿勢でトピを材の
|下にスれ，日要ーを沈める反動を利用して
l トピの柄先に下るようにし，あるいは
|休を1O~20コくらい後に倒すようにし
てトビの111jを91 く。

!前屈1O~20勺の立位姿勢でトピを材の
下に入れ，大きく足を聞き般を沈めて
休を1O~20 くらい後に倒すようにし

l てトピのイ刊を91 く。

l 前屈1O~20 の立位姿勢でトピを材の
~ -Fにスれ，大きく足を聞き肢を沈めて
前屈1O~20 くらい後に倒すようにし
|てトピの納を引くの

前屈1O~20υ の立位姿勢でトピを材の
ドに入れ，大きく足を開き肢を沈めて
前屈O~lOコの立位姿勢でトピのがjを引
く

|前回目O の立位姿勢でトピを材のド
l にスれ， I肢を沈めて休を5~1Oコくらい
後に倒すようにしてトピの柄を引く。

|前屈 20~30 の立位姿勢でトピを材の
|下にスれ，前屈1O~200 の立位姿勢で
|トピの柄を引く。

。
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付表第 84 表 うけ型(ツル〕の R. M. R 実現l値表

作業名|要素作業名 i R.MR 傾

木寄せう け 型 I 5.2 

7.1 

り
の
L
川
町
材
一
初
く
ω
れ
~
加
の
よ
は
撞
部
に
け
そ

m

よ
}
れ
屈
け
れ
切
~
ス

5
0
}
す
手
れ
央
端
掛
上

考
一
同
日
市
…
側
一
一
一
枇
剛
一
日
尚
一
叫
坊
一
日
，

a
一
法
一
馴

一
の
拍
下
で
柄
。
一
制
り
前
部
端
口
氏
材
端
そ
材
き
柄
下
で

一
柄
暗
部
ま
を
る
一
一
明
よ
'
央
柄
日
屈
け
一
柄
を
で
と
を
で
勢

一
は
古
央
ま
重
す
一
一
時
端
り
中
は
制
前
掛
一
は
部
勢
る
重
ま
姿

E
U
U
俳
誌
唯
一
四
時
間
住
柵

h
?
一
軒
町
一
信
鳩
山
一
ず

一
A
材
は
勢
て
←
J
手
ぞ
を
は
円
揮
を
せ
一
'
K立
。
し
の
の
げ

一
き
%
を
手
姿
し
一
き
右
れ
開
き
詞
れ
重
さ
一
き
忽
の
る
落
川
吟
一
下

一
関
川
刊
鶴
も
百
に
一
開
'
そ
で
と
右
ぞ
体
進
一
開
い
ぴ
れ
を
て
卯
で

一
に
円
で
き
立
う
一
に
部
を
勢
る
払
れ
で
前
一
に
H
u
-
-
ス
腰
し
屈
ま

喜
一
後
ω
勢
と
の
よ
一
後
下
部
姿
け
一
時
そ
勢
て
一
後
り
か
を
え
に
前
日

辞
一
前
却
、
る
コ
す
一
前
い
下
位
受
パ
を
姿
し
一
前
よ
屈
鶴
安
う
は

α

-
を
~
佐
け
印
廻
一
を
ら
い
立
一
間
部
位
に
を
端
前
に
り
よ
後
却

一
足
時
立
受
~
を
足
く
ら
の
る
日
下
立
う
一
足
柄
り
下
一
律
る
の
~

久
一
る

器
一
つ
ア

用
一
佐

使
←
土

ボ
一

3
2

ン
一

5
4

テ
一

斜

0

。6.1 

。 25 

'(t::ゴ占

。 20 グ

|足を前後に聞き，左手は柄端を右手は
l 柄端より 20cm くらい下部をそれぞれ
握り，前屈辛口~500 の立位姿勢で材の
昨央笥日下に鶴をスれる f 受けるときに
は手の位置は同じで前屈 70~80コの立
位姿勢で休重を柄に掛け，材を廻して
前進する η

l 足を前後に聞き，左手は柄端を右手は
柄端より 15~20cm 下部をそれぞれ握
り前庄O~lO、の立位姿勢で材の中央部
下に鶴をスれ，柄の先端に両手を持斐
えて休重を掛けるようにして腰を落し，
柄端が般の高さに来れば，前屈1O~90"
の立位姿勢で地と1O~20cm まで下げ
る

丸太の下‘こ鶴先をスれて

手前に引き廻転移動せし

ぶうる〉

7. I 。 37 // 
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作業名 l 要素作業名 I R.M.RI 傾 斜 1 テンポ|使}服具I fJi� 考

木寄せ|う け 型 7.8

7.6 。

7.9 

|足を前後に開き，左手l土附端右手は柄
20 土佐つる端より 20cmT部をそれぞれ掘り，前

屈20~30~ の立位姿勢で材の中央部下
I ìこ鶴を入れるつ受けるときには左右と
もに柄端を握り，前屈 80~900 の立位
|姿勢で休mを制に掛けるようにして材
を廻して|清澄する勺

14 
グ 足を前後に開き，左手は柄端右手は柄

1 端より 20~30cm 下部を握り，前屈10
~200 の立位姿勢で材の中央部下に鶴
|を入れる 受けるときには左手は柄端
，右手は柄端より 10~20cm下部を持
ち前屈 80~90 の立位姿勢で体重を柄

l に掛け材を廻して前進する。

グ 足を前後に開き，左右柄端を握り， j有
l 屈20~30 の立位姿勢で材の中央部下
l に慨をスれる 受けるときは同じく柄

l 端を握り，前屈 70~800 の立位姿勢で，
• {:本重を 11'jにカ iけ材「を廻しながら前進す
る

グ 足をJ'iÍJ後に聞き，左右ともに柄端を握
り，前屈1O~20~ の立位姿勢で材の中
央部下に鵠をスれる c 受けるときは足
を大きく開き体重を柄端に掛けるよう
にして!械を落し，和i端が肢の高さにく
ればÎJíJ屈 60~90" の立位姿勢で，地上
1O~20cm まで押ドげる。

付表第 85 表 うけ塑(トピ〕の R. M. R 実iJ!lj{o~表

作業名 J 要素作業名 IR・M.RI 傾

~け塑 3.3

4.6 

斜|テンポ|使用器兵l 備 考

o I 34 と び!)稲山O' の立位姿勢でトどを材の下
! ìこ入れて，前照1O~300 の立位姿勢で
l トピの附をこじるとともに片足を材に
掛けて担flす

33 

。 I 30 I 

。 32 

l 前屈1O~200 の立位姿勢でトピを材の
下にスれて，前屈 20~300 の立位姿勢
でトビの附をこじるとともに，片足を
材に掛けて押す

グ 前回 20~30 の立位姿勢でトピを材の
下にスれて，そのままの姿勢でトピの
|削をこじる

グ 前屈 0~5' の立{立姿勢でトピを材の下
にスれて，前屈 20~300 の立位姿勢で
トピの柄をこじるつ

い川 2γ:一一一fv I ~V I f�:.ﾃ:h -c, mT!iﾊ 1O~20。の
トピの柄をこじりときどき足を材にか

[ けて押す。

5.2 I 0 26 グ !前屈1O~200 の立位姿勢でトピを材の
I V W I '下山て倫…亡く叫に

5.3 。 21 

倒すようにして柄をこじり，同時に足
を材にかけて材の廻るのを防ぐご

ァ 前屈5~10乙の立位姿勢でトピを材の下
にスれ，前屈 20~300 の立位姿勢でト
ピの柄をこじる c あるいは腰を沈めて
トピの柄に下るようにして柄をこじるコ
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作業名(要素「戸業名 R.MR 傾斜 1 テンポ!使用器具 備 ょ三ι
ペラ

木寄せ J う け 型 5.9 0 24 とび|時致九8311Z22話語2

6.7 。 18 

6.4 。 17 

6.5 。 18 

トピの例を腹まで下げ，眼下は肢を沈
めて前屈 60-90コの立位姿勢で柄iこ援
し、かぶさるようにして足元まで柄を下
|げる二

グ 前屈 20~30 の立{立姿勢でトピを材・の
下に入れ，前回 30~40 の立位妥勢で
トビの柄を腹まで下げ， I接ドは腰を沈
めて前屈 60~90 、の立{立;Z;Ulてイ丙;こ被
いかぶさるようにして足元まで柄を下
げるつ

グ 前毘1O~20つの立位姿勢でトピを材の
ドにスれ，前屈 60~90~ の立位姿勢で
艇を沈めながら附を阪まで下げて，上
から作J.iを押えるようにして足元までド
げる。

ljÎJ屈 15~300 の立位姿勢でトピを材の
ドにスれ，前屈 30~40' の立位姿勢で二
!擦を沈めトピの制に下るようにして附
を下げるつ

付表第 86 表 はり型(ツル〉の R. M. R 実測値表

作業名|要素作業名 R.M.R 傾斜!テンポ使用器具| 備 考

木寄せは り 理!

にぷ
丸太の下に鶴先を入れて

背の樋を利用してこじっ

て左右に滑動せしめる。

5.3 0 

凸 .1 0 

7.0 0 

7.4 0 

7.9 0 

前屈 15~25.. の立f立i姿勢で左手;土台Ijの
21 土佐つる

先端を，右手は先端より 40~50cm 下

24 

18 

26 

を招り材の中央部下に鶴を入れ ， ~J~ る
ときは左手は先端右手:土光より1O~20
cm 下部を持ち，前屈40-500の立位姿
勢で体重を柄にJ月・けるようにして鶴を
ねじり材を移動させる。

グ 前屈 20~30 の立位姿勢で左手はがj先
端より1O~15c川下部を持ち，右手は
柄先端より 60~70cm ドを握り，材の
中央部下に鶴をスれる勺張るときは左
手附光，石手は 10~15cm 下部を持ち
前屈 70~80 の立位姿勢で体重を削に
かけーるようにして鶴をねじり材を修勤
させる

前屈1O~20 の立位姿勢で左手は削先
端，右手は柄先より 40~50cm下部を
握り材長の中央部下に鶴を入れる。張

l るときは左右とも柄先端を持ち前屈60
~70G の立位姿勢で体重を柄にかける
ようにして鶴をねじり材を移動させる

グ 前屈3~100の立位姿勢で左手は柄の先
端，右手は柄の先端より 20~30cm下
部を握り材の中央部下に鶴を入れるつ
張るときには左右ともに柄の先端を握
り，前屈 60~70むの立位姿勢で体重を
柄に掛けるようにして鶴をねじり材を
移動させる亡

19 グ 1 前屈 25~30 の立位姿勢で左手は柄の
ヲ |先端，右手は柄の先端より 60~70cm 下

i 部を握り材の中央部下に鶴をスれるコ
l 張るときには左右ともに柄の先端を握
り前居 80~90G の立位姿勢で体重を柄

l にf卦けるようにして鶴をこじり材を移
動させる♀
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はり型(トビ〉の R. M. R 実1111] 11直表

石
川
月

表
一
A
F
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-

u

 

第
一
円
…4

表
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品
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一
一
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川
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一
要
一
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山
川

二
ダ
口
一
せ

一
←
業
一
寄

一
作
一
木

斜|テンポ|使用料| 備 考

前屈1O~15 の立位姿勢でトピを材の
30 と び 下にスれ膝を軽く曲げて，前屈1O~250

の立位姿勢でトピの柄をこじる J

グ l 前屈5~10 の立位姿勢でトピを材の下
にスれ1除を軽く曲げて，前屈 15~30~
の立位姿勢でトピの柄をこじる}

グ 前屈5~lO。の立位姿勢でトピを材の F
に入れ!漆を軽く曲げて11'県を沈めて. f�1 

l 屈 20~30 の立位姿勢でトピの柄をこ
じる 3

y 前屈 O~50 の立位姿勢でトピを材のド
にスれ膝を軽く曲げて!擦を沈めて，前
|屈 20~30> の立位姿勢でトピの柄をこ
|じる

グ ! ïîtr屈O~lOつの立位姿勢でトピを材の下
にスれ. {:本を後に 20~30つくらい倒す
!ようにしてトピの柄を引し、て材をこじ
|る心

21 I グ i 前屈 lO~20つの立位姿勢でトピを材の
• 下に入れ. IJ要を沈め体を後に 20~30つ

くらい倒すようにトピの柄を写[1.、て材
i をこじる。

l グ i 前屈 lO~20ろの立位姿勢でトピを材の
下に入れ，肢を沈め体を後に5~lOC く
らい倒すようにしてトビの柄を引いて
;材をこじる。

刊 ゲ |前屈5~lOC の立位姿勢でトピを材のド
山 |にスれ. {:本を後に1O~20さくらい倒す

ようにしてトピの柄を引いて材をこじ
Q ュ

。

4.7 。 30 

ハハ

ο.ο 。 33 

3.7 。 33 

6.3 。 つ~

6.9 。

7.1 。 21 

6.8 。
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付表第 88 表

作業名|要素作業名 RMR! 傾

木寄せ|下悦引き型 4.0

I (はり型) , 

6.4 

7.2 

はり型(トピ雪上)の R. M. R 実;削山炎

斜 1 テンポ使用詐具 備 考

前屈 50~90J の立位姿勢で材下にトピ
30 と び を入れ，足は前後に開き前居 lO~200

の立位姿勢で操るこ

グ 前屈5~10 の立位姿勢で材下にトどを
入れ，前屈 20~50 の立位姿勢ではり
横に移動するつ

前屈5~lO の立位姿勢で材・Tìこトピを
入れ，前屈5~氏)の立位姿勢で張り績
に移動するつ

前屈5~15 の立位弘明で材下にトどを
スれ，足を前後に開き前庇1O~45C の
立位弘之勢ではり材を演に移動するつ

前屈5~150の立位姿勢で材下にトピを
入れ，足は左右に開き前居 15~45C の
立位姿勢で張り材を移動する乙

前屈5~15 の立位姿勢で材 Iごにトピを
入れ，足l土前後に開き前庇 20~30' の
立位姿勢で張り材を移動する

。

。 26 

。 27 

8.9 。 23 

3.7 。 27 '/ 

7.5 。 24 

H表第 89 表 ツルによるはり型の R. M. R r佳定値表

Y=2.0551+0.1247 T十 0.2098 D 

』D1L住1秘i)主(テンポ) 5 10 15 20 25 30 35 .10 

4 3.52 I 4.14 4.76 5.39 6.01 6.64 7.26 7.88 

6 3.94 4.5� 5.18 5.81 6.43 7.05 7.68 8.30 

B 4.36 4.98 5.60 6.23 6.85 7.47 0.10 8.72 

10 4.78 5.40 6.02 6.65 1.27 7.89 8.52 9.14 

:2 5.20 5.82 6.44 7.07 7.69 8.3: 8.94 9.:;6 

14 5.62 6.24 6.86 7.4Q 8.1 i 8.73 9.36 9.98 

16 6.04 6.66 7.28 7.91 8.5J 9.15 9.78 10.40 

18 6.46 7.08 7.70 8.33 8.9己 9.57 10.20 10.82 

20 6.38 7. 己O 8.12 8.75 9.37 9.99 I 10.62 ll.24 

22 7. るO 7.91 8.54 9. ,6 9.79 10.41 11.04 11.66 

24 7.72 8.33 8.96 9.58 lO.21 10.83 11.46 : 12.08 

26 8.14 8.75 9.38 10.00 10.�3 11.25 11.88 12.50 



-158ー 林業試験場研究報告第 86 号

十JJ<・第 90 表 おがみ型(ツノレ)の R. M. R 実;111]値表

作業名|要素作業名 IR・M・RJ 傾斜|テンポ使用器具l

木寄せ l お
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り
を

~
窪
央
子
の
端
~
を
姿
祥
立
ご
い
を
姿
拝
'
程
上
一
端
印
ツ
立
よ
尚
一
~
ぞ
材
は
~
6

す
M
Mそ
勢
均
九
ゆ
そ
よ
一
ハ
町
内
作
れ
峨
斗
さ
一
口
町
ぞ
材
き
は
屈
げ
三
ぞ
材
握
柄

山
市
刊
誌
一
川
一
訳
出
品
川
早
川
時
縦
一
説
明
暗
一
川
市
古
川
昭
一
山
凶
器
紘
一
説
書
町
一
川
町
駅
附
…

端
mで
と
石
姿
一
端Oぴ
入
ト
前
焼
ゲ
入
M
q
一
と
れ
央
~
の
柄
端
部
位
。
右
官
材
端
い
の
れ
休
て
に
は
端
部
位
ツ
右
前
材
一
蹴
部
位
。
夙
握
を
一
端
部
位
つ
う

柄
倣
勢
む
'
位
一
制

H
8
を
5
を

1
0
8

を
5

ぞ
努
右
握
中
日
い
で
制
下
立
る
問
、
ん
て
附
ら
〉
入
り
し
杯
手
引
が
下
立
に
端
払
'
一
有
下
立
る
仇
れ
端
一
柄
司
立
る
よ

は
サ
姿
阿
部
立
。
一
は
~
~
レ
屈
材
一
川
4
~
ル
り

1
裟
五
を
の
屈
ら
ま
ま
日
の
L
c
i

ず
ま
く
叩
を
よ
ば
一
五
寺
一
土
問
の
下
制

F
げ
一
はmの
れ
4

ぞ
制
作
一
主
ー
の
れ
る

一
一
一
…
…
…
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
町
一
一
一
一
一
一
一
一
…
…
一
一
一
一
一
一
…
畑
一
一
一
一
一
一
…
…
…
一
一
一
一
一
…
…
…
一
一
世
間
町
一
る

働
F
h
i
戸
ル
り
屈
材
一
後
R
h握
中
事
例
一
後
M
h援
中
左
。
~
前
後
目
立
祥
地
回
を
一
後
手
前
下
端
や
で
後
右
り
山
人
屈
傾
つ
は
く
一
御
ヨ

J

前
で
き
叩
姿
一
後
手
前
下
林
2
の
進
一
後
痔
前
下
め
げ

前
哨
印
ツ
よ
前
て
一
一
川
刊
れ
の
は
で
山
一
切
れ
の
は
日
初
を
官
仰
の
れ
で
任
材
旧
石
'
印
刷
勺
勢
前
い
搾
中
前
に
な
手
宮
市
左
'
人
と
~
位
一
前
右
'
部
は
印
戸
前
一
前
走
'
部
斜
上

を
パ
屈
に
端
で
げ
一
を
パ
そ
材
き
勢
一
を
パ
ぞ
材
き
は
屈
材
劃

ω
。
ス
勢
か
て
を
'
り
た
士
川
次
官
を
ら
れ
の
は
う
に
右
仰
を
'
り

2

む
却
立
今
一
を
九
り
央
手
叩
印
を
一
を
'
り
央
を
ち

足
印
前
下
附
ま
上
一
u
A印
れ
で
と
姿
一
日
比
印
れ
で
と
手
前
て
た
り
却
を
姿
叩
げ
足
伽
握
山
市
相

ω
の
泣
く
ぞ
材
き
よ
直
際
初
日
必
側
一
種
者
必
り
の
る
一
足
印
握
中
一
石
~
~
材
一
足
仰
握
中
体
持

る
一
一わ
グ
グ
一
グ
グ
一
グ
グ

土内ノ
ム
勺

L

0
4

一
ω

がみ型 5.6

J4T 
地図に鶴先を打って背の

樋を前方に押し廻して丸

太を姐転せしめる、時と

しては祖伝してきた丸太

を{亭J上するに用いるο

。

6.6 。 23 

7.4 。 21 

。

7.6 。 14 

ハ
Uつ

ム
Q
υ
 

12 グ

8.0 13 。

8.5 。

19 9.2 。
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付表第 91 表 山内木容その他作業の R. M. R 実刈([1'(表

作業名 l 要素作業名 R・M・R. 傾斜|テンポ l使用器具 備

内|下 横 5.0 I i トピ|
寄 _r. 横与 1 4.0 I グ l

ll グ -1
l l グ

3.3 I 

l 下テコ 6.l
制丸太を突いてc; n I 
|運ぶ Cl.V 

ブf ンタ 7.2

グ|

|グ(

|グ!
__  1 ←一一一

!グ|
|ゲ 1

I 7/ ンタによる木落し

ろF

林業労働の作業強度に関する研究

|集積丸太にトピをかけて丸太をころが
す。

集積丸太にトどをかけて丸太をころが
す。

グ

グ

? 

上に同じ，勾配 -6

ル i 3.5石の材を 4 人で 2m くらい移動する

|上に同じ，地形の関係でいくらb らく

|上に同じ，地形刈く困3~{

~ 

" 

グ

ヅ

5.7 

8.8 

7.6 

4.9 

し

|切口号I

|上手I1

l 切口 k げ 5.8 

廻| 寸ご

山
木

ll.4 

6.4 

l 徒手丸太押上!

|木寄

6.0 

8.4 

しi4.千f
4
 

J
川
]
!

l2 I 58 

5.5 7~l5 60 

5.5 i 69 

6.0 7l I 

“7l[ 
6.3 I l3 69 グ

木馬曳き(土道) lO.5 I 3 けど刻木馬|
lO.3� 6i;;!羽" I 

ll.2 3 I l22歩7l.0m 

木馬による搬出作業の R. M.R 実測{J[(表

斜 1 テンポ使用器具i 備
60)長木馬・ i 木馬tこカスガイ〔約20本〕を打付け重量

'Y' I カスガイ I 13~12貫の木馬を肩で机ぎ歩行する

考

4.2 

付表

作業名|要素作業名

馬 I~オζ喝担ぎ上げ
き l

木
曳

" 

グ

" 

4.8 
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長
τ7 

材
一
材
り
一
る
出
版
姿
杯
引
一
小
ぱ
一
る
き
に
少
し
〉
一
る
き

を
与
を
下
一
お
引
を
位
一
で
←
に
れ
一
一
お
引
下
で
伸
す
一
お
引

び
る
一
び
り
一
て
て
柄
立
を
勢
一
端
く
す
一
て
て
の
勢
に
出
一
て
て

之
れ
と
上
れ
し
ピ
の
腕
姿
一
の
て
溶
れ
し
服
姿
杯
き
れ
し

小
ま
一
小
の
さ
さ
ト

Y

同
位
-
材
出
り
さ
さ
を
位
一
引
さ
さ

で
含
一
で
斜
一
積
を
土
改
は
立
一
で
が
滑
し
を
倒
立
を
で
一
し
を

勢
が
一
勢
傾
一
山
び
削
い
材
の
一
勢
材
て
一
落
び
の
の
腕
勢
一
落
び

一
姿
行
一
姿
。
一
に
と
す
K

の
r

一
姿
'
つ
一
山
と
びJ
両
姿
一
山
と

一
位
歩
一
位
す
o
一
雑
小
出
屈
ろ
州
一
位
し
打
一
に
こ
と
筑
主
立
ご
」
こ

立
一
日
一
立
出
る
一
乱
に
引
前
こ
~
一
立
出
を
一
雑
加
は

1円
相
劃
一
雑
端

の
す
一
の
き
れ
一
が
端
を
'
と
必
一
の
き
び
一
乱
の
材

1

の
の
一
乱
の

y

出
一
γ

引
ま
一
材
の
材
み
レ
屈
一
ド
引
と
ト
が
材
な
屈
ろ

y

一
が
材

広
引
一
以
み
合
一
の
材
の
込
遠
前
筑
ち
小
ト
材
は
近
前
こ
氏
一
材
は

白
川

l
wみ
~
込
が
尺
で
近
え
し
，
。
ト
打
に
一
同
八
で
手
み
と
ト
一
尺
で

f
1

込
日
ち
行
一
日
ろ
手
抱
少
し
す
一
ー
を
ど
一
日
ろ
o込
い
4

一
日
ろ

屈
打
一
一
回
打
歩
一
さ
こ
η
に
で
仲
出
一
屈
び
ほ
一
さ
こ
す
え
遠
屈
一
さ
こ
す

一
前
に
一
前
に
の
一
長
と
す
下
勢
に
き
一
前
と
中
一
長
と
出
抱
し
前
一
長
と
出

一
一
肌
一
馬
グ
グ
ア
グ
グ
グ
グ
グ
山
一
グ
グ
グ
グ

7

一
二
山
一
木
一
一
一
小

一
利
一
引
刻
一
芳
一
羽
均
一
淵
均
均
一
調
!
ー

二
/
一

1

・

9

・
一
5

・
一3

・
一
2

・

3

・

7

・

6

土
6

・

一
一
一
三

ω

臼
一
7

日
一
お
一
円
一-
M
一
お
一
%
一
組

一
宗
一
吋
一
3
日
一
日
5

ベ
一
日

一
二
傾
一3

一
6

一
利
一
バ
パ
十
十

-
-
M一1
.
1
5
.
i

一
R
一

一
一
名
一
む
道
〕

一
一
業
一
団
一
仕
欄

三
作
一
き
き


=
号
、
一
曳
一
曳
ヤ

ニ
ヨ
一
馬
一
馬
イ

二
一
安
一
木
一
木
ワ

一
←
名
一
馬
き

二
業
一

一
一
作
一
木
曳

l 材引出し

4.8 

4.9 

5.5 

5.5! 25 

積 みいん込

グ 長さ 13尺材が乱雑に山落しされておる
!ところでは材の端にとびをさして引き
I ，'f:lす j 手近な材は主びの柄を肢の下に
抱え込み，前屈1O~30ごの立{立姿勢で
少し遠いところの材は両腕を一杯に伸
し前即日向立イ立姿勢で引塑壬
材お iび l交キさが散乱して足場は悪いと

21 グ |ころで材の端にとびを打ち込み引き出
す。

I N I 材を小とびで引き寄せ 4 人共同して積
18 I グ|

み込む。手待が入る

|木馬の両側に 2 人ずつ位置して 4 人共
i 同して積み込む。手待が入るコ

| グ i 4 人共同して積込むが積み込が一段落
したところで鎚を打つので手待が多いコ

17 
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phU 

作業名|要素作業名 R・M・RI 傾斜 l テンポ i使用fi:i共| 備 考

木馬 l 積 込 み! 3.2 I i れび材を引き出す時は前屈 10' の立位姿勢
曳 き v.~ 1 で，積み込む剛士そのままの姿勢で後

に 10' くらい反る 3 手僚が含まれるつ

積込み一段日| ι.5 10 中とび 木寄せ的な作業が多く含まれるう

グ 二段目 4.4 12 グ 手債が大部分を占める c

4.5 22 小とび木l直し，鎚打ちが含まれる

グ 三段 rr I 4.9 グ 鈴打ち，五味付けが含まれるつ

M
U川U
の
ぴ
の
背

日
必
先
斤
刊
山
一γ
の

~
ト
手
~
印
字

川
町3
1

川
町
ト
エ
竹
一

回
幅
一
円
一
田
町
此
は
る

前
市
る
前
屈
い
れ

ば
'
あ
一
は
前
る
ま

で
は
一
一
で
は
あ

A「
口

部
で
マ
一
部
で
一
が

下
部
ン
一
下
部
マ
行

の
上
川

r一
の
上
ン
歩

林
で
で
つ
一
一
杯
で
ハ
コ

だ
勢
勢
打
一
だ
勢
で
つ

ん
姿
姿
を
一
ん
姿
勢
打

込
位
位
鎚
一
込
位
姿
を

み
立
立
で
一
み
立
位
鎚

積
の
の
山
尚
一
伎
の
立
で

斧手

制動用ワイヤーあるいはロープをはね
てワイヤーのねじれを直し，木馬道の
真中;こ持ってくる亡歩行が含まれる 3

ntr屈 90' の立位姿勢のまま歩行し片手
に治入の竹筒を持ち，片手で俸先に布
を付けたもので盤木に泊を塗りながら
傾斜を下るつ

木馬を積込場所まで持ってきて定匠に
下し，カスガイ，ワイヤー等をはずし

l て直ちに積み込めるように準備する寸

|齢外し慨を{寺川りしだいに駄
:材を卸して L 、く。 2~3 人の:.H~周作業
|で両手で材の片端を持ち上げて落して
いくへ

同上

高主を拾い集めて曳網と一緒に木馬に結
束し，術を締めてきた '7 イヤーを巻き
付ーけるュ

表中
限

定准R
 

1
1

二

0
0
0
9
9
9
8
8
7
7
6

L
N

日
一

0
4
5
6
6
7
8
9
0
1
2
2

1
J

ザ
比
二

E
U

花
一
一

3
4
5
6
7
8
9
1
2
3
4

R
a

一
一

か
か
山
一
必
一
却

m
m
m
j
m
m
品
3
♂
九

F
1

一

2
3
5
6
7

‘

8
9
0
1
2
3

v
i
Q
J

一

↓
ぺ4
0
0

一
一

ふ
や

F
b
=

冨
=
9
=
0
0
9
9
9
B
B
7
4
7
7
6

主
K
0
=
0
2

ミ

3
4
5
6
7
8
9
0
l

る

L
=
4

乙

L
4
H

ふ
ふ
入
札

Q
九
円
山
乙

3
.

よ
+
=
一

二

v
=
1
I
l
-
-

U
H
3
=

一

0
0
9
9
Q
J
3
8
7
7
4
6
6

匡
H
2
=

店
一

6
7
7
5
9
0
1
2
3
4
5

:
〕
=
;
一
-

木
-
a
=
1
2
3
4
5
7
8
9
0
1
2

-
d

句
i
=

一

ハ
り
一
-

:
一
=
二

0
一
白
川
口
汐
お
必
日

U
刀
郎
%

e
弐
タ
ァ

K

二

q
J

・

一

1
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1

9
d
 

Q
d
 

第十
一
次

カスガイ:fT 3.2 

3.5 96 グ

ワイヤー|在し 1.3 

盤木:会泊 2.1 45 

積 jム準備 2.4 

積;(;;j創I し 3.0

3.6 

木馬上り準備 2.6 

~ど〔速度)1 20 1 25 
V(石) -~ L.V 1 

3-J-1 
4 ←ー 1

5 - 2.59 

6 1 3.08 3.69 

7 4.18 4.78 

8 5.28 ' 5.88 

9 6.37 Iυ7 
10 , 7.47 i 8.07 

11 8.56 ! 9. 17 

12 1 9.66 !10.26 

13 10.76 11 1 .36 

55 1 60 65 

4.00 A.61 5.21 

5.10 5.70 �.31 

6.20 6.80 7.40 

7.30 7.90 8.cO 

8.39 8. ヲ9 9.59 

9.40 10.09 10.�9 

10.58 1 1. 18 ム1. 79 

11.68 12.25 12.88 

12.77 I 13.38 ' 13.93 

13.87 14.47 

14.86 

70 

5.81 

6.91 

8.00 

9.10 

10.20 

11.29 

12.39 

13.48 
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斜|テンポ|使用店以
1r. 0 m/分I " -"_ .""'-

き !V. 。 I 78.8 I ハノノソ

10 , 7 I I 80 , 0 I グ

I 67.8 I グ
I 85.7 I グ

I 88.9 i グ
|ωo I グ

I 66.1 I グ

| !バチ

I グ |隠に乗って運伝しながら下る士

|とび l

l とび l 楠3.8 ::sの丸太を とび附棚
木廻し l し14%の 11制I1J七で積み込む。

と び|作業内容まわしかぎ30仏きりん50% ，
|たてびき10% ，歩と行10%の時間比

[ グ l 行業内容まわしカー0% きりん叩%
|ロープ外し10%，手待10%の時間比

! ア 2~3 入で平地を山慢を押す

I 1.1:. =r- 2 --' 3 人で平地を徒手で 3.2 石債の犠2));: I 徒手|I vt: T! を押すの

! 雪原きでl面白上の新雪を高さ 2m 上方
l 雪f蚤き
i =J~~C I に投げ上げる o

1 I~般きでtf泊上の新雪を道の片側;こ婦
1 ;き寄せる

1-_ "，_，スコップにより道外の雪を運び踏み店l
1"' ~ /ノ|める その上に水をまく、

後バチを材の下側に側方より押し込み
!ロープを引ヰけるづ

|時|崎山ロ{プ約1山坦ぎ勾
ロープ|配 7~8 のところを歩行ご

| グ |作菜内容はロ{プたぐり 23%，穫の片
| 付け26%，ロ{プを援に巻き付ける51
| , 9iの時間比

i後問後パチ問勾配5 二のところを曳き
向上げる

雪院による搬出作業の R， M. R 実iJlU{1店主廷

雪
運

考白
川

,aql 

第 94 表

作業名|要素作業名 IR・ M.RI 傾

10.2 

8.4 

7.8 

6.3 

9.5 

付表

曳能犠
材

8.2 

I I 

'7 

。

。

7.7 

3.9 

5.1 

3.2 

4.5 

4.7 

5.5 

3.4 

3.0 

3.9 

3.8 

4.5 

4.1 

と

し
働

勢

後バチイォーけ

空穣 J旦上げ

雪

り

込

材'缶11

(給場1íl~

}Jfi 

「ド

儀。

l主主

道

2.8 

3.9 

F背

後Jξ チ曳上げ

準援空
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付表第 95 表 室協バチパチ曳きの R. M. R 推定{[l'(表

Yニ 0.3136 v-2.1651 V -4.4507 

v (J宝皮)I c. c:: � r¥ � C: 0"  0 C: (�A (ﾌ C:: 1 (¥/1 65 70 75 80 85 90 95 100 I 105 V(石数) U0  IV  10  UV  U0  7V  70  IVV  

13.76 15.33 16.89 --

2 13.16 

11.00 

8.83 

6.67 

4.50 

2.34 

υ 

11.59 

9.43 

4 マ'、ム
!. .ﾄV  

5
6
7
ι
8
0

ノ

Oー

5.10 

2.93 

14.73 

12.56 , 

10.40 

8.23 

6.07 

3.90 

16.30 

14.13 

11.97 

9.80 I 

7.64 I 

5.47 I 

3.31 I 

15.70 I 

13.53 I 

11. 37 

9.20 

7.04 

4.87 

15.10 

12.94 

10.77 

8.61 

6.44 

4.28 

13.~ I 

11. 74 I 

9.58 i 
7.41 I 

5.25 

14.51 

12.34 ' 

10.18 i 

8.01 I 
5.85 

3.68 I 

13.31 

11.15 

8.98 

6.82 

{j決第 95 表 夏山の玉曳きによる搬土日作業の R. M.R 実測値表

晴名波素 f'J'業名川・R 傾斜|テンポ!使用時i 備 考一

玉曳き 馬 廻 し υ} l ! i 門コイを持ち玉曳き道で馬を廻すコ
2.1 1 同上

| ドツ トゴを剖剖叫t引担11\"

卜 空担一玉て馬をはずし，玉カか、ら連帝仇L明出J えをはず j 

てf積責材の近くに玉を人力ヴで?曳いていく

同上

, _- ゴ|ドットコで材を移動させながら玉に黍
トヅト せ鼻環，引磁を持つ二

Hj j心 ぃ| 4.3 

ヨJ 3.2 

3.3 

玉 千百i 債 5.4 

6.8 

rr: 打 ち 5.6 

5.6 

玖そ タト し 7.3

6.9 

環整 I屯 3.3

皮 剥 6.2 

36~481 グ

36~48 

48~60 

42~54 グ

" 
|ガンタで道端の材をまくり玉を引き寄
l せてからトツトコ材を玉に乗せ鼻環，
I 51 i環を打つC

片手で環を持って木口に当て片手で、ド
ットコを持ってjl淫く 3---4 回打ち込ん
でから， ドットコを大きく振り上げて
環を打つ七

!前居 70~80C の立位姿勢で環を片手で
押え，片手で f ヅトコを軽く打つc 前
|屈 15~25C でドヅトコを大きく振り上
げて療を打つ。

|ドットdー???\γトコの先を挺 を号 i ê" iU<

" 

で
'
掛

勢
ち
を

姿
打
先

位
を
の

立
頭
コ

の
の
ト

M
U環
ツ

η
J
Sイ
ー
コ
ドl

~
じ
に

割
下
環

屈
ち
で
の
一

前
打
y
く

ら
を

4
抜

か
コ
ト
シ
ざ

上
卜
割
引

の
ツ
毘
て

材
ド
前
け

連結環を材長の間隔に 1 本 1 本配置し
ていき，あるいは材からはずされた環
を集めていく c

昨日 l 手刃広!田空智正弘子位姿勢で手刃広を使
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付表第 97 表 冬山の玉曳きによる搬出f'1 業の R. M.R 実側保{表

作業名 i 要素作業名 1R・ìVI. R I 傾斜テンポ防朋似| 備 考

ー曳行準備 !25 1 内一一山て僻を梶隊fLtにスれて先を鞍に結び付ける
道共取りの歩行が含まれる c

:馬過し 2.5

I f~1 整理 3.5

政打 4
 

ち

l 環外

|玉準

し 4.7

儲 I 3.9 

積 5.0王荷

5.7 

皮 :;frlj I 7.4 

付表第 98 表

作業名(要素作業名! R.M・R 傾

玉曳道肩崩 し i 6.1 ! 
作り | 

5.5 I 

7.1 

伐根根切り 5.1

曳木(ト'ツゴイ)をJ寺ち片手でトどを
持って馬をその場で廻転させる z 歩行
が含まれる。

止め搬を 1 本 1 本盤回して集めて歩く
材長の間隔に置かれてあるため歩行が
大部分含まれる

I -+--1. n' I TlîT屈 45~90' の立位姿勢 C'H手に肢を
42~48 i 大とび|持ち片手にとびを短く持って材に止

め，前屈O~10'立イ立姿勢でとびの頭で
おもい切り打つ

|環の司社秘からたたきとび先を環の中
|にスれてとびを随として使って抜くこ

約 B 貫円の玉践を引き出してきて材を
乗せられるように環:加を整IIJlずる

!とひで材を玉践に乗せトピある L 、は4 ・T
っている章句をとひ、の附にスれてガンタ
として材をまくり，材の位置が決れば
鼻EL2を打つ

l悦 ;151H23Fi:謀長
玉践に梁せて出現~，抱環を打つ

前屈1O~45 の立位姿勢で材の上から
36~42中刃!ム 刃広を大きく振り，振り下げたときは
66~68jQlJ: 膝を軽く rlllげるの材の下(雪上)から

は前原 30~45C' の立位姿勢で制を9~~ く
持ち動作は細かくなる。

! 54~58 汁
次
官
し

ら
位
下

か
立
り

上
の
授

雪
γ

を

で
引
ナ
ベ

勢
い
万

姿
町
四
く

位
屈
き

す
一
前
大

の

L

り

}
り
か

町
山
川
川
上

ド
加
の

民
団
材
る

店
側
で
削

前
の
勢
て

夏山における玉曳道作り作業の R. M.R 実測位決

斜 l テンポ.{吏川22具1 備 考

42~48 鍬 唐鍬で笹の根を切り土を掘り起して根
!w'¥ を銀で切るコ

必~481 唐鍬|憲三位認 ;ET7詰匙請嬰
転がして道外に出す二

2~48 グ !前屈 20~30つの立位姿勢で唐点をもっ
て斜面を削り取り，低い方に土をなら
していくコ笹の根のみで石は含まれな

腰鋸唐鍬唱名品暗号ミ問詰為事
114~120 !隈鋸 腰鋸を使って根を切る二
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斜;テンポ使用器具! 備 考

!接鋸で根を切り，切った釈にとびをか
けてゆるめ， F~了鍬でもって深い根を断
ち切るご

(藤林・辻・渡部)

鍬
鋸
ピ

林業労働の作業強度に関する研究

唐
似
卜

作業名要素作業名 IR・Mぷ|傾

伐船長切り| 39l 

伎を約 1m に玉切って帝国L 、1交を詑で払
い，跨脳の姿勢で杭の先を尖らせる、

1交を約 1mvこ玉切って帝!日 L 、1交を鈴で払
い，立位姿勢で伐根を台にして杭の先
を尖らせる。

鍬!前底O~100の立位姿勢で唐鍬の背で杭
i を打つ《

主主
->

|向上

相!前屈 90~ の立位姿勢で土lJ:枕の頭を Ij髪
店 I í*で切り揃える。

78へ~96

60~q2 

i ト45 I 唐
39~47 1 

|…腹

3.2 

2.5 

二七止 J尤作り

玉曳遺
作り

5.3 

5.8 

土止杭打ち

前屈 15~25つの立位姿勢で玉曳道予定
の巾だけ笹を刈り払い，刈り弘ったも
のは道のド側に寄せてし、くっ

前屈25~300の立位姿勢で紬L 、C1:'Ë1~2
cm) i交を Ij嬰鋸で切る「

市j厄 15~200 の立位姿勢で胸屑の高さ
にある太い(径2~4cm) 校を 1際鋸で+JJ
0 ヘ

前屈0~300の立位姿勢で針葉問の1交条
を玉曳道外に授げ捨てるつ

録

長官

グ

|腹

66~74 25 

3.5 

7.0 

3.9 

3.9 

士 Jiて杭珂切り

り

針奨樹 1交切

メIj-m: 

|前屈O~200の立位姿勢で針葉樹の!挽
|を玉曳J萱外に授げ捨てるG

ïÌ可屈 30~60' の立位i姿勢でカツラの1交
を地上より)j~J活で切る。

三巴5.3 引ーがl_i 1主j j主片付

'/ 4.3 

事E't要4.1 広理I 1凶 j交切 l

前屈1O~600 の立位姿勢でカツラの校
を玉曳道外に投げ捨てる。

l 前屈1O~500 の立位姿勢でカツラの校
|を玉曳道外に投げ捨てる。

手5.0 広英樹校片付

付表第 99 表 冬山における玉曳道作り作美の R. M. R 実iiliJ依表

作業名 l 要素作業名 R・M.R 傾斜 i テンポ使用器JM 備 考

ヅプ前屈1O~900 の立位姿勢でスコップで
すくう犬きさに量を切り，下カもらすく
い上げで道外に投げ出すc

前居 15~900 の立位姿勢でスコップで
雪を切るときは，前屈 O~50 の立位姿
勢で切り，下よりすくい上げて道タ!íこ
授げるつ

前屈O~900の立位姿勢でスコップで雪
をすくい道外に投げ出すこ

前厄 15~900 の立位姿勢でスコ Y プで
雪をすくい道外に投げ出す

前屈1O~900 の立位姿勢でスコップで
雪を切り下からすい、上げて道外に投
げ出す。

ぅ，

j? 

4.7 

4.6 日
ヨ

除了直遺作り 中

-7 16 5.6 

rア

-7 

-7 

18 

18 

5.6 

5.8 

6.2 
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{乍業名|要素作業名 I R.M・R i 傾斜|テンポ!使j附 考

道作り|中 iき除雪 6.8 

6.7 

8.6 

8.9 

9.3 

9.7 

小遣除雪 6.4 

7.2 

8.0 

8.4 

9.5 

:丸太の除雪 5.1

み.前屈1O~90 の立位姿勢でスコップで
18 スコ庁不 7 雪をすくう大きさに切り，下ーからすく

20 // 

25 

20 

30 

15 

20 // 

14 

25 

24 

フA

21 

16 

いとげて泣外に投げ出すで

前屈 15~90 の立位姿勢でスコップで
すくう犬きさに雪を切り，下からすく
い kげてm外に投げ出す

前屈0~900の立位姿勢でスコップで雪
を大きく l叫角に切り，下からすくい t
げて道外に投げ出す乙

前屈0~90 の立位姿勢でスゴヅプです
くう大きさに雪を切り，下カ品らすくい
上げて道外に投げ出す3

前屈 15~90 の立位姿勢でスコップで
すくう犬きさに雪を切って，下からす

l くい上げ泊外に授げ日Iすっ雪を切ると
きは前屈 0~5 の立位姿勢T

前屈 30---45つの立位姿勢でほとんど前
屈の姿勢のままスコマプで雪をすくい
上げて，浩外に投げU:\ してし、くミ

. j清屈1O~90 の立位姿勢で傾斜 10 、の
小道の雪をスコップで道外に投げLf:lす】

前屈 15~60 の立位姿勢でノj、J立の雪を
スコヅプで0.5~1. 0m くらいのところ
に授げ;'1\す

|前屈5~45 の立位獲勢で傾斜 180 の小
lj立の雪をスコツプではねていく

!前屈 60~90 の立位姿勢で路面の雪が
l 踏固められているので，スコップをさ
してそのまますくい上げて道外に投げ

l 出す l

前屈0.~30 の立位姿勢で作頁~~'f 22 0 の寸、
道の当をスコップで道外に投げ出す。

前居 1O~45. の立位姿勢でIJ、道の雪を
スコップで約 1. 0m くらいのところに
投げ出す材との除雪も含まれるゥ

|前屈30~60UO)立{調吋の傾斜30
の上にヨJE り，スコップを雪にさし込む

l と雪が孫ちる ときどきすくい上げて
;投げ日Jす

前屈1O~80 の立位姿勢で膝まで雪に
没し，傾斜 20二の材上の雪をすくい約
2m くらいのところに投げ直す

前屈0~45 の立位姿勢で傾斜 24 の材
上かう，スコップで雪をすくい投げ出
すコ

| l l 前屈町O の立位姿勢で径 20cm の
腰鋸 i 校を!臨で挽き，長さ 7 尺くらいの材

l を道脇に片付け，なお雪中に埋れてい
る授を引き出すっ

1132~138 "前屈 10 の立位姿勢で頭上の校明32~138 
で挽くっ
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作業名|要素作業名 i R.M.R I 傾斜|テンポ|使用制L i椅 考

道作り|ボサ切 4.4 金U二日子， 前屈5~100の立位姿勢で片手で詑を採
f'l'雪し上伎を片付け， nt毘 90 の立位姿勢
で 上に剖ている授を切る

7.3 7,J 1J- 前屈 10-200 の立(立姿勢で雪上に立つ
てい雪る校上を切り，前屈0~20乙の立f立 ìZ;
勢で 上の1安を切る

l 障害木片付 l 5.1 手
前屈0~90亡の立{立姿勢で太い授を雪中
より引き出してn付けるつ

付'J< 第 100 表 トラクターによる搬出作業の R. M. R 実il\lJ値表

作業名|要素作業名 R.M.R I 傾斜テンポ|使用船J~l 備 考

トラクタ|運 転 手 2 ・ 8
{運材

' 助 手 2.9 トラクター助手は主にキfillì をするカ、"
| その作業内容は雪権折1fi:ね，ワイヤー

ロ{フマエトlナ，加lij ロープたぐり，FJ<!.上げ
l 準備等の手伝を行う

! とびを使用し滑木 2 本リれ、である上を
と び とびで材を転がして積み込む。材は4.5

石 F

4 人共同して滑木 2木の上を 7.0 石の
I 材をとびで転がして積み込む

J 木廻し 品会招tlZ51雪量去22? 石の
3 人はとびを使川し， 1 人木廻しで8.8
石の材を滑木上を転がして債みjJ...むつ

ロープ ロープ捲立て C

|鴎積込み(ド段) 勺
LK

U
 

(上段) I 

9.5 

8.1 

8.8 

E
J
 -

KJV 

ネ 4.6

とび 4.4石

|グ 6.8石

グ 13.7石を霞上泊、らとびで転落するつ

16.3石をきりん41?/ó ，まわし59%の時
|間比でとひ‘を使い陸上より転落する、

グ 13.2石を霞上カ‘らとひ、で転落する勺

丸塑ス|高さ 1. 5m の jnu方に当を投げ上げるコ
コップ

角型ス l 同 上
コ y 7. I 

|ヲ『吋~.罷制動のために急坂部にjl!IJ方より士を
い一/ノ l 掘り出して散布する

唐鍬 l 唐鍬を使L 髄の凹叩る

スコップ尾道の硬い凹凸を砕き高さ 2m の側方
/ノ に雪を投げ上げる二

捨場捲立
5.1 

5.2 

|罷材卸し| 6.8 

6.3 

7.1 

除 雪* 2.8 

ネ 3.3

土 撒求 3.5 i 

き勺 o I 道砕

(注) *印は女子労務者の{直
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5.5 

6.4 

6.0 
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前屈0~30うの立位姿勢で腰の高さを切
25 大鋸40 犬鋸 る今中から腰鋸にかえる校が交錯

[製品~72 腰錯 し託おって足場は悪いG

5 雄44 グ 前屈1O~400 の立位姿勢で腰の高さを
l 腰銀84 I 大鋸で切る。腰鋸で材の下側より切るコ

46 犬伝|前屈0~400の立位姿勢で腰の高さを大
v 一助鋸で切る

44 I グ |前屈 15~40τ の立位姿勢で腰の高さを
5~10 I 44 " .，大鋸で切るつ

前屈 20~400 の立位姿勢で肢の高さを
53 駿錯|鞭銀で切るつ

7.1 5~!0 

付表第 101 表 製薪作業の R. M. R 実測似炎

作業名|要素作業名 IR・ M.R 傾斜|テンポ|伽出兵| 備 考

製嘉薪;十;主 切 り 5.7 0 I 42 I 大鋸!前屈山
"'u. ! /¥.. j;.I6 I いの高さを大鋸で玉切る C

5.9 I 25 I 43 I グ 前屈M
L..J! ~V I いの高さを大鋸で玉切るご

46 グ l 前屈O~15Cの立位姿勢で頭上 1 尺くら
! \，、の高さを大鋸で玉切るう

|前屈O~却の立位姿勢で頭の高さを大
鋸で玉切る i伎が交錯しているので足
場はJ出い

グ [前屈0~10 の立位姿勢で頭の高さを大
|鋸で玉切る。

グ 前屈 15~30' の立位姿勢でill'îの高さを
犬銭で玉切る。校が交おしているので
足場は忠旬、。

グ |細川の立位姿勢で頭の高さを大
鋸で玉切る。

前屈1O~200 の立位姿勢で胸の高さを
56 服鋸 IJ嬰鋸で切るぺ足場は丸太の上にあって

作業はやり易い、

! -1... �r;t I 前屈1O~30への立位姿勢で胸の高さを
42 i 大鋸|

/¥.. i;ltj 大鉛で玉切るわ

6.1 

6.6 

6.9 

7.9 

5.2 5~10 

4.7 

6.0 25 

6.5 5~10 

7.4 円
U

円
U

~

~

 

R

U

R

d

 4.3 

4.7 

5.0 

5.5 

5.5 

品 -"'-10

41 

42 

41 

41 

r 
J 

42 
大
場

を
足

さ
て

一
一
回
同
つ

一
の
お

胸
て

で
し
一
品
日
ジ
ム
保
安

姿
交

位
が

立
校

の。
る

η
L
N
U
 

i
v
H
h
 

屈
で
剖
訂
正

前
鋸
は

グ

前屈0~200の立位姿勢で胸の高さを大
鋸で玉切る。 1支が交錯しておって足場
は思い。

i 同上
1 前屈0~30 の立位姿勢で胸の高さを股

57 J民銀 1|鋸で玉切る。

40 " 

42 " 

ÜÍJ屈 30~50η の立位姿勢で肢の高さを
大鋸36 有静大鋸で切る前屈1O~400 の立位姿勢
!限鋸70 . 1M; r;'Il で!J使館をぬく、

|ーし何|前屈 30~50.' の立位姿勢で膝の高さを

47 八一一 l~o 大鋸で切る。5 

5 
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作業名|要素作業名 1 R.M.RI 傾斜テシポ i使用器具| 備 考

製薪|玉 切 り I 7 . 1 I 5-10 , 42 I 大鋸 l 前屈1O~500 の立位姿勢で丸太に醐
1 --'" "'J '/ I ' ., I J' - 'v i ..'" I /'-wo5 I けて腹の高さを切る。

I 7.4 I I 43 I グ l 前屈 10-50つの座位姿勢で胸の高さを
I !'v I 切るつ

7.6 I 42 I グ|向上

7.8 I 44 I グ|同上
1 54 I グ |前屈 20~40C (J)座位姿勢で胸の高さを

!援鋸で切る c

7.4 I 34 I グ |前屈 10-600 の座位姿勢で丸太に腰掛
I I v. I けて腰の高きを切るc

6.3 I 46 I グ |前屈 10-50。の立位姿勢で丸太に腰掛
I I"v I I け足を投げ泊して膝の高さを切る。

7.8 I 45 I グ |前屈1O~50つの座位姿勢で膝の高さを
| .V I 切る三

|校 切 り I 3.6 I 88 I 腰列車?~ω。の立位甥で腹の高さを

集 め

薪 割

n" '/前屈0~100の立位姿勢で頭の高さを切4.9 I 90 // >V る。

7.0 

6.4 

6.9 

7.2 

26 I 斧 1 前屈0-40'の立位姿勢で傾斜 200 の丸
| 庁 i 太の上に位置して斧を大きく振り下す己

弘之除問臨お択。諒籍者麓航空32
眠時Uυ 片付ける。

25 I I 前屈90~1000の立位姿勢で径 7-10 寸
I I の玉の両端に手を掛けて持ち上げ，約

20 

。

。

。

14本

15 グ

I 1~2m投げる。

|前屈90-1000の立位姿勢で径 7-10寸
の玉の両端に手を掛けて持ち上げ，約
1-2m投げる。

l 前屈 60-90Q の立位姿勢で径 5 寸以下
|の玉の両端に手を掛けて縦に約 3~4
m投げるc

前屈 10_90' の立位姿勢で径5 寸以下
の玉の両端に手を掛けて胸の高さまで
持ち上げて，約 3-4m投げる。

l 前屈 10-90つの立位姿勢て怪5 寸以下

i の玉の両端に手を掛けて持ち上げ，約3-4m授げる。

1"",,,,,,. "，，" 1 前屈0-50"の立位姿勢で木口に金矢を
幻!薪割・斧(打ち込み，玉を横倒しにしてから割目

|金矢 | 
i=^ を斧で聞いていく c 材が太いっ

I ~ljl師二面苛主位蚕語、末石正蚕蚕をJ
28 I グ 1 打ち込み切れ目をつけてから，前屈0-

150。の立位姿勢で矢の打ち込んだ玉を
横倒しにして割問を斧で開いてし、く。

l 材が太い{

33 I グ |前屈0-3ぴの立管撃で木口に斧で切
J 1 

'l" 1 れ目をつけてから金矢を打ち込むc 材
I 1 が太い。
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fp業名 l 要素作業名R.M.R. 傾斜テンポ|使j間兵| 備 考

製表r I 薪 割 5.5 26 I 続出l ・斧|閉口民法懇話22272
金矢 |屈0~50 の立位鱒で矢を打ち込んだ
i |玉を肌に川

| カが:帝細問し、 J

26 I グ |前屈0~30 の立位姿勢で斧で切れ円を
つけてから金突を打ち込むコ材が細いご

28 グ |前屈0~50 の立位姿勢で玉を横倒しに
して斧を打ち込むつ

i 紋 i 前屈 20~90 の立位姿勢で竹，併を
叫 |鈷でメIjり払って撃開し積場を作る。

前屈 60~90n の立位姿勢で 1 本 1 本か
かえて集めながらjil~に積んでL 、く。高
さ 3 尺以下。

l 前屈…一一1 本カかえて集めながら高さ 3 尺以上のとこ
ろに持ち上げて積んでいく。

桁
H

4初積

".5 

6.9 

7..7 

|柵 償 4.2 

1.2 

イナきそ第 102 表 資材調達作業の R. M. R 実測値表

作業名 1 要素作業名 (RM R! 傾斜|テンポ|使用問L 備 考

2 者伐 倒 5.3 25 60 収銀 lfZZ抗の立位姿勢で傾斜のドカ

6. J ! 28 

6.6 せ。

4.5 40 

7.7 

8.0 

5.8 

玉切 4.4 I 

5.6 

5.9 

校

6.7 I 

切 7.6

9.3 

47 

上
勢
り
方
万

の
姿
作
下
上

斜
位
を
の
の

一
傾
立
口
斜
斜

で
の
受
傾
傾

勢
y

れ
で
で

委
託
ぞ
勢
勢

位
ド
れ
姿
姿

立
以
そ
位
位

の
屈
り
立
立
「

十
斗
川
よ
の
の
う

は
た
方
γ
く

y

行

叫
ま
下
町
出
挽
引
を

ゆ
'
の
ド
を
一
、
門
業
一

日
り
斜
筑
鋸
収
作
一

屈
よ
傾
屈
り
屈
り

前
方
で
前
よ
前
よ

切
回
斧

一
年
冗

42 

5 グ|前回一吋姿勢叩同
より作業を行う

48 制鍬 T'tJ屈90~100Cの立位姿勢で立木の倒れ
る時には片手あるいは両手で押しなが
ら倒す τ

|鋸

腰鋸 1
1 がj 鎌|前屈 10~300 の立位姿勢で傾斜の側方

|より作業を行う。

60 

つ
u 

52 

52 

51 

切 前屈 30-60C の片膝立の姿勢で校をひ
き切るニ

1 前屈 1O~50つの立位姿勢で作業を行う。
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要素作業名 JRMR i 傾斜 i テンポ!使用怒J41 備 考

7~8! 25本 |前屈 30~80" の立位姿勢で傾斜の側万
, ---{) I L. JJt' に位置し炭材を治L 、下に投げる C

前屈 15~500句つ立位姿勢て、平均 3 寸 X
5 尺の炭材を両手で持ち上げ，傾斜の
下方に投げるへ

(藤林・辻・渡部)

作業名

木容せ授

林業労働の作業強度に関する研究

5.2 るげ

!前屈 30~GOC の立位姿勢で傾斜の側方
|に位置し炭材をJ介い下に投げる r

18 6.5 

33 

前屈 15~25つの立位姿勢で木寄せされ
て散在している炭材を姶い泊して一定
のところに立主べる

る l 前屈10~100つの立位姿勢で 1I嬰を落して
|炭材を曳く，あるし、はこちる|降間的に
l 力を入れる

l 小とび5.4 

2.7 

25 6.4 

立

� 羅子 l 修
立|徹

修

村Íi

し取材い
叫
に

材
搬

'/ 

イコ

lMl 前屈…。凶

7.3 

8.1 

使
運

炭材ーを 2~4 本位庁iに.ý1J.1.、で歩行する8.0 搬|

空木馬曳トげ

1思日人

; ~木馬の鼻をもって押し上げる、(時/分
I 50m/分3.1 

l 木馬の後万にi認を結び肩にカJナ逆に引
き上げる。

|前屈90~100コの立位姿勢で平均末口径
1 寸，長さ 4 尺 5 寸の炭材を拾い，前

l 屈 20~30 の立位姿勢で木馬に積み込
む材を{合L 、集めるために歩行が含ま

1;れる
前屈 20~900 の立位姿勢で平均末口径
3 寸，材長 4 尺 5 寸の炭材をJ品、木馬
に積み込む ほとんど歩行が含まれな
し、今

前屈 40~90 の立位姿勢で平均 3 寸×
5 尺の炭材を木馬に債みjムむ歩行が
短時間含まれる

巨|前屈 GO~90 の立位姿勢で肩からかけ
向 て曳く，平均径 1 寸の炭材約 100 本く

らい，約 5 石くらい積んて'r.]40m のと
ころを曳くこ雨上り二

1 前屈 60~90 の立位姿勢で肩から摘を
かけて曳く 平均径 3寸くらいの炭材

l を70本くらい，約11石積んであるで曳
く距離 80m

|ゆか|

1 木

11木

B グ

40歩
23m 

日グ

6.4 

4.0 

4.6 

4.7 

5.5 

6.1 

空木馬mぎ上げ

込

き!

積

曳

1ォー

馬

炭

木

7.3 

l 前屈1O~60τ の立位姿勢で平均径 3 寸
|の炭材を 1 -本 1 本木馬より引き出し，
両手でかかえ 1m くらい先に投げる τ

し 2.3 I 竺戸

11本5.6 

在H材炭



考

第 86 号

斜|テンポ i使用料|
|前屈0~15 の立位姿勢で平均径 1 寸の
|炭材を木馬から 5~8:本とり冶し，そ

I I …カえてい6歩?ところにあI る置場へ行き，前屈叩-90 の立位姿
| 勢で撰別しておく。

I 0 A I I ,,-.+- I 前回90~100 の立位姿勢で油入れを片
l 木馬道塗 iltr I 3.0 I I 44木手に持h 片手で棒切れで獲木に泊を

I 塗りながら歩行。

I '" I 埠 |斧で訓り此ちに片付けていく 作業中
割 I 6 ・ 2 l 1 1 1- i およそ半分は歩行が含まれる。

5 I I 48凹| グ ;斧で炭材に割日間てカら時打
ち込んで明る

íif有

林業試験場研究報告

作業名「主素作業名! R.M.R I 傾

材|炭材卸し I 9.3 
搬!

炭

-172-

炭
運

• 

材

炭窯操作の R. M. R 実iWHi立表

斜|テンポ i使用料| 備 ーーヲ一一
前屈…の立位姿勢で聞の積み
上げてあるところより取り出し，窯の
|天井の穴より 1 本 1 本前屈90~100C の

I 中腹姿勢で投げ込む 6 人共同して窯
|中に同じ歩調で炭材を投げ込んでいく J

I 90 ~ I 一寸…ーに当て前屈 30~45' の立位姿勢で両手を後に
廻し負うようにして窯中に運ぶ。

I I 1 t;~本の倒的カえて窯の中に入
| り整理しながら立てかける

l1141 im--日て前屈 30~45' の立位姿勢で両手を後に
l 廻出よ比して窯中に運ぶつ但し

での歩行時間 3分30秒っ

4.5 I 1 I 

24lli l 
0.7 I 

12歩

第 103 表

て|

作業名 i 要素作業名 I R.M.R J 傾

5.6 

4.8 

4.1 

3.3 

付表

う

炭材整

料|投ス|
え「一一一
火熱調節

監視|

豆
、
J
「
」
，

ほ

fこ

材a

込

燃
投

炭
詰

前屈90~100 の立位姿勢で赤土を木製
の「み」に入れ両手でかかえるように
して運ぶn

|前屈 30~90コの立位姿勢で重量 1. 7kg
の鍬をもち，君子生の塊をつぶしながら
水をかけて練ると

l 前屈90~100つの立位姿勢で君子d二を鍬で
よくまぜて塊をつぶし，水をかけて鍬

i の背でよく練るc

鍬

5.6 

7.5 

* 3.1 

搬

り

運

取

土

土

口掛け l 赤

|赤

前屈15~300の立位姿勢で径10-30cm
の石を積み，石のすき間に練った赤土
をたたきつける。

3.7 塗口

*印は女子

積石

〔注)



斜)テンポ l使用限| 備 考

l l !前屈ト600 の立位姿勢で，がJ 3 民く
らい俵あるいはカプで窯口近くより運
び渇すわ

前屈1O~60 の立位姿勢で， 3 貨くら
い俵あるいはカプで祭の奥より運び出
すc 窯中の温度 35~C

|バケツに水をスれ，窯の中でj炭に水を
|バケツ|かけ，あるいは灰が鋒い上らぬように

|水をカか通ける乙

|ドおい l一巾一前柑相叩屈即凹1叩…O
ぶり き集めるるe，窯内の温皮は 5臼5 C以上

スコップ窯口の板をはずしてスコップで土砂を
l ノ除く

~173 ー(藤林・辻・渡部)林業労働の作業強度に関する研究

作喋名 1:要素作業名 R.M.R 

6.1 長 l 出回
一
山
出

6.3 

3.4 消

9.1 |灰カき出し

前屈0~15つの立位姿勢で，鉄製の出炭
鉄警出 訟を窯口に下げた也卒の上にのせて，

i 炭山 |窯口の木炭をねや偽こ落すo

窯中，前屈 15~900 の立位姿勢で，鉄
製iの出炭器を窯口に下げた滑車の上に
のせて，窯中の木炭をねや床に落すr

窯奥，前屈1O~300 の立位姿勢で，窯
の中程までとこかやしされた木炭を鉄
製の出炭器で窯ー口に下げた潜卒の上に
のせて，索、奥の木炭をねや床に落すc

8.6 

I jJ百屈 60~130~ の立位姿勢で窯奥の炭を
重量19k9 ， 長5.16m の鉄製の出炭訟の

; fti-j端に近いところを同手で支え(窯山J
の出j炭総支えなし) r とこカ泊やし」を行
ってから直に額きl五すυ

l 窯口，前屈 60~90 の立位姿勢あるい
は前屈 40~500 の時制姿勢で，鉄製の
III炭綜(重量 19k9) を祭口に下げた滑
車の上に号表せて祭口まで掻き出す<，

| l q l 祭奥，前屈 60~90 の立位姿勢で，鉄
製の出炭器にさらに1~1. 5m の木附を
|つけてこれまて、祭中に入れ(約 4m奥〉
木炭を引き出す。引き出すときは腰に

I 'プJを入れ16~10歩後退するに

3.71l| グ

4.3 グ

1- ~ ~ 
l 灰かき出し 2.7 

石を一つ一つ運びスコップで土砂を掻
|き出す。

前屈O~lOOの立位姿勢で「木製いぶり」
重量1. 4kg で灰を窯口から掻き出して
「こすく L 、」ですくい集める

Tì可屈60~130 の立位姿勢で窯口の水を
重量19k9 ， 長5.16m の鉄製の，'f:j!ð~訴を
両手で支え〔索前の出炭日誌の支えなし}
「とこカ通やし」を行ってから直ちに掻き
出す

5.5 し外j長

" 

木製い
i ぶりこ
すくい

鉄製出
!炭保

4.0 

2.5 

し外石

白
出

グ

" 

(窯奥) ! 

|とこかやし

4.0 

10.3 

3.4 

炭(窯口) I 

(窯奥〉(

火

黒炭窯|口
口外し|

l 口

密 l灰かき出し

以|

l 出 炭(窯口〉

dグ



作業名!要素作業名 I R.M.RI 傾斜|テンポ[使用料 備 考

大さらパ I細川0の立位姿勢で大さ州軍
|突えぶ号 l 量 5.3kg) で炭を引きょせ，突いぶり
I"T:X-_".. 'J: (重量 2.7 kg)でねや床まで押していく

操作土暑いために水を撒く 歩行スる

!大さらえ|前回1O~20 の立位姿勢でさらえ(重
! .量 5.3kg) で炭を引きょせる

141口11 こすく |前屈1O~200の立位姿勢でこすくい(京
l い l 量 1. 6kg) で素民をすくい，ねや床の

炭に一僚にカ hけるつ

第 86 号林業試験場冊究報告

3.1 せよ

-174~ 

(;)(:: J がさ白
出

3.8 

で
か
り

い
に
ぶ

く
様
い

す
一
し

こ
に
押

で
炭
を

勢
の
民

姿
床
素

位
や
の

c

立
ね
問
む

の
'
河
合

γ

い
の
'
も

ぶ
く
床
作

一
…
γす
や
動

引
を
ね
す

屈
伏
'
抑

前
素
け
で

'/ 

引き 33凹1115えぶり
押し24 グ l

13 

3.8 

J.7 

iJ 、)'J(_ 京ー

前屈 20~40 の立位姿勢で般を落し，
突いぶり(重量2.7 kg) を前屈45~60
の立佼姿勢で押しあるいは引張って素
灰を集めるO 素l火中の炭を拾う勺 niT屈
60~90 の立位姿勢でスコ ';1 7・あるい
はこすくいで集積するつ

4.6 め集]<尺素

1M居 70~90 の立位姿勢で重量 2.9kg
すばい|のすばいかきをJIJい 2~3m の純l羽|人l
かき | 

!の素!火を引き集める。

|ね付ぎiEZ伝子2託行者ぷアごろ電
|素Ij(をかける、ねやぬい 1 分30秒，素
1 1火かけ54秒

301IT1 

26 

4.1 

2.7 L 、ぬやちてお|ね

の
す
泣

き
こ
分

品
μ
'

可
i

や
し
い

ね
い
ぬ

で
ぬ
や

勢
や
ね
(

姿
ね
秒

位
て
る
2

立
つ
け
分

の
持
か
1

ノ
を
を
け

必
ど
γ火
か

ド
ほ
事
恥

町
品
中
で
素

屈
の
い

前
例
く
秒

芝
、
い

，
刀
ノ
\

や
す

ね
こ

lねやおこ!
し
さらえ | 

iÞやおこ:前屈 60~900 の立位姿勢で三叉のねや
|し |おこし(重量1.5 kg)を使用し，わや斥

の炭を悩き起すν

21 

32 

* 2.7 

3.4 
し
ト
え

こ
《
り

お
さ

や
や

1

1

 

ι
A
0
4
A
 

ねやおこし

一
亙
さ

(
を

え
炭
一

r
つ
の

さ
中

で
民

勢
古
来

姿
て

位
し

立
用

の
んm
h

ぴ
を

Q
d
、y

A
V旬げ

6
3

刊
A

屈
5

え

前
量
ら

さらえ18 

|おこし鍬
さらえ

ねやお w 前屈 60~800 の立位姿勢で、二叉のねや
し ~.おこしあるいは鍬を使用してねや床の

|炭を掻き起す

さら前屈 80~90~ の立位姿勢でさらえ(重
え 1 量 5.3kg) を使用して素灰の中から炭
|をさらえ』す3

I 前屈 45~600 の立位姿勢で三叉のねや
ねやお
ト 1 おこし(重量 1. 5kg) を使用し，ねや
き与え l 床をかき起しあわせて素!天中から大き

I な炭をねやおこしでさらえだした後，
さらえで、さらう。

33 

27 

日二) 当印は女子

102 

3.5 

グ

し* 2.5 

ズー

ねやおこし

ねやさらえ

ねやおこ
l ねやさら
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付表第 104 表 俵主主('1'業の R. M. R 実JIIJM:J三

{燥名 l 要素作業名， R.M.R 傾斜 l テンポ使用徒兵 備 考

イ表装組 切 り 1.4 戸支 縄玉より長さ 1 尋+-のnilllを引き !fl し 4
~5 本揃えて鎌で切る二

床 縄 か け 2.3 前屈れ下45万て~氏よ90絡り勺愉をの通立を抜位し 安勢で.!?)<の rl';こ輸を入 ，一端を結束して
から くへ

キ1. 1 前居 45-90ニの立{立姿勢で咲の riコに輸
を入れて ifH越を通し，一端を結束して
からド方より輸をi/_.zく F

I百屈0-90 の立位姿勢で堅実のないとこ
床柴入れ 2 5 ろを 2. 3 カ iVf折り!日lげて元の方ヵ、ら

ilñ日につめていく J

ネ 1 9 同上

床縄か け 1.9 l1!ß ìt宣し土十 n可屈 10-3Jコの立f立姿勢で民立枠に侠
月ミ柴 ?にれ| f11 通し をかぶせる。制を一定の長さL切り OJ

{公立枠 屈15-3W の立位姿勢で針で織民ぜfJを通iを慢の
J司1閤」呉沼 4 カ所通して一時止め， を入
れ端を浩ぶo rp_ì近しで心 し紫の をむしり伎を返して立継作を:2 '""'-':-} 
[iï]たたき台を抜く
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作業名要素作業名 I R.M.RI 傾

俵技|粉伏集積[ 7.0 

6.0 

斜|テンポ使用料|

I 

保j 考

粉炭詰込 4.0

粉炭捨て 5.0

[1'干

l 口組掛

量
R
U

バ
守

-

ｭ

i

l

 
*
。

4
‘RJ

>

「
，
，
-
1
l

*
 

キ
ノ

F
V
 

3.0 

|前屈 20~70つの立位姿勢で口縄を通し
口柴を入れられるように準備する

前屈1O~60 の立位姿勢で炭{哀を2. 3 
度持ち上げて炭をìtめ，口柴の元を折
り元の方から俵にまるめながら炭を入
れていく

I~屈…O):ft{:\Z;Z;;~tl"~…ころを 2 ， 3 カ所折り元からJlifitこつめ
ていく σ

口告をスれ 2.0

9
 

• l
 

*
 

l 仁1 細締 め I 2.0 

l ネ 2.2

前屈 30~50' の立位姿勢で口縄の端を
しめて結ひイ、Jけ . !if之俵を 2. 3 回持ち
上げて吹を沈めてから中1躍をしめつけ
る

|前屈 15~30 の立位姿勢で口織をしめ
|る。

前屈90~100C の立位姿勢で炭俵を返し
2~3度持ち上げて炭をじ~め，真中に縄

l を巻き当木 3 本スれて縄を引きしめる
と同時に足で炭侠をけって織をしめる内
同じように両{ffUの 2 本の継もしめる c

ぷ
U

つ
L

L
1
j
 

o
t
r
1
。

付
p

m
凶-i

 

t
h什
11
 

当木玉
作り|需

|口柴採取 4.5

[一川 5.7 ←Om/分(
柴こき 13.1

切 4 .4

割! 6.0 I 前屈ト60 の立位姿勢で

荒 仕 上 5.4 72 I i 前即日02 の跨蹴の姿勢で

|仕 上 げ 2.3 72 I 前屈0~100の座居会勢で

ハ
U
A

守

Q
U

円
U

立
付

ム
M
ι

品
川U

1
日

日
記f

z
 

i 前屈0~90 の的姿勢で炭表の両端を
握り到i上高く積み上げるつ

|襟議札

l 前屈 15~40 の立位姿勢で柄鎌を用い
;口柴を刈り払う。

ihtj鎌で刈り払った 11柴を束ね両手でたi
l にt日L 、で運ぶ。

l 前屈日00の立位姿勢で両手をもって
柴の葉を掻き落すー

(注J キ印は女子
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木炭 2 俵を宍秤にして休で調子をとり
相当な早さで山道を歩行二

I 9 tR I 前屈山の立位姿勢でトロ積のMl 19 侠段目に手渡山附炭俵郎
: C15kg) 3~6 歩くらい歩行してトロま
で運ぶコ

I 2 人で 1 人はロ{プを引き 1 人は締め

I i I るつ締めるときは帽を利用するため
後に反るコ歩行を含む y

15傍 l 前屈0~60~ の立位姿勢にてトロ積の 4
d て ~6 段目に手渡し，あるいは片手で炭

懐 (l5kg) を持ち. !J嬰で反動を付けて
下から上に投げ上げる。高さ 90~130

1 cm くらい

前屈 30~90コの立位姿勢でトロ積の 2
~4 段目に運ばれてきた炭撲を立主べ繋
J!l;する。

考備斜 i テンポ 1使用器具

160歩

10俵

傾作業名要素作業名 I R.M.R 

5.0 

5.3 

2.7 

8.5 

3.7 

トロ上段積

トロ上にて荷積
整列!

l トロ下段積
荷渡し

トロ術総め

し1.1I 
[L[ 

るf
A 
、ーóJ!, I :J:rl 

搬
製
運

製炭作業(冬山積雪地j の R. M. R 実ii!lJ{fr(表

伐
造

考備斜テンポ i使用訴具

65 IJ嬰鋸

66 グ

60 グ

第 105 表

作業名要素作業名~ R.M.R I 傾

倒 5 ・ 7 I 

6.6 [ 

6.5 

付表

イた木
村

木寄せ!トビ曳出し

材様
搬

ヨ

72 

10∞O グ l

I ヨキ (木口にヨ
カケヤ j カケヤで力一杯叩きつける。

{ノj、とび J吹さ材の長さ 4.5~5.0尺，径 6 寸の炭材
| をノj、とびで引き降してくる

// 40 0

0

7

4

 

6
6

一

切

割 i 7.8 材

玉

炭

5 本

径 6~8寸の炭材は小とびを使い毎分
2 本当て積み込み，それ以下の細L 、炭
材は手で積み込むp

平均 15 I 90歩 !ヨヅ犠 1 語講2競2522子i;2222乳
I 一般に権道が新しく足が沈みかなり現
l き難いc

擦を肩に担き、上げ雇道にぬかりながら
登ってL 、く τ

グ。，2 

30 6.5 

10.0 

5.1 

ツ縫 f屯き

1ぇj _1:, 積
運

跨鋸の姿勢で炭材を立てかけるように
投げ込んで，長さ 3m の木立マツカで
|材の位置を直す。

!跨蹴の姿勢で炭材を思い切り力で窯奥
l に投げ込み立てかけるづ長さ 3m の木
立マツカで材の位置を直しあるいは炭

l 材を起し立てる，~

戸石を立てかけてその周りにあらかじ
め練つである粘土をたたきつける二

グ84 グ15 'l 7.8 空ョツ担ぎ上げ

木立マ
ヅカ

6.8 

立て i
奥) i 

材!投げ立て
込 i C窯ス口〕

炭
詰

'7 3 本7.0 

3.3 り塗

l 投げ
(窯

口
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fF楽名|要素作業名 R.M.RI 傾斜 l テンポ|使mull 信ìi でお4
7 

日十 J!it I 炭かき出し 8.1 

停1・;及

8.2 

炭ょせ 4.0

素 uミかけ 4.5 

" 3.3 

ねやさらえ 4.4 
(ほ (ず る)

不 4.0

iすえ ごl主!口主 め 4.5 

i ネ 3.2

2.9 
口縦掛け締め

* 1.2 

秤問 2.7
1({ I 

I .,. 1. 5 

1同組掛けー 3.8

素 !Æ 集債 3.1

製品制収炭運び.， 3.2 

製!?l搬出|ョツ椛搬出 I * 5.5 I 

(注) *印は女子作業

金いびり章534君主主匁おお詳し、

|グ|同上
l木L びり窯口の外に掻きUlð ;lLた炭を木製の奇

いびりで「床つけ」するとニつ;;: ~ 
き筈子せまたは押していく

28 I 角担ス|角引のスコッフで、寄せられたIjむこ一校
コ γ プ I i'こ素I*-をかけてし、く七

10 " 同 k 

七、き 床つけされている炭に古るぎを入れて炭
1 7 をゆすぶり，炭の下に素!火を沈め (20
まざらえ %)こま引ざらえで侠集と素め灰る とを分けな

ll がら炭の:fを山 き!%11 して (67%) 一 7k
打そ (15%) っ

'/ |同上峨…~)こまぎらえ
(59%) ，水打その他 (15?，ó) . 

ふるい 木枠に金網を張った箕箭兼用のもので
炭をすくい，少しずつ節つては炭iこ詰
める 作)業rlゴ炭侠取り，炭!民立てなど
を合む

竹箕 手いぶりで炭をnll き砕いて竹箕(たけ
めつけという)に手いぶりで掻き入れ
ii詰ってからmに治める

吊りドげてある生存粁;こ 8 貫岐をドげて
炭重量の加減を行う τ

8 賞侠を約 5m うむまで j宝び製品を主主I!![
するつ

ヨツ縫|平坦地を 1 人で r tJ.\，、てくる

付表第 106 炎 製炭作業，その他作業の R. M. R 実illlJ値表

作業名!要素作業名 |R.M.Rl 傾斜(テンポ l使用器具 備

製炭|炭材片付 I 6.5 I 
寸法取り1.0

1模打 I4.Gi l 

|障許木除去 I 4.5 I I 鎌柄|
窯 釣 り 2.4 i 針金で天井から釣る二

天井穴うめ I 3.5 

|ばいもち塗り 3.7

l 償くだ入れ 3.7 I 
l 俵の横ぬい 2.0 I 

ニ云こ
F 

~ノ
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jG有Iì付表第 107 表 Chain Saw による伐木造材の R. M.R 実測値表

作業名要素作業名 IR.M.R，傾斜 ]Cu凶昭/m刊使用昔Ii-ょLJ 備 号
(cm) ，'，~; 

伐木乏口~ 3.7 ~ Lomb巴rd i11jEE45~6O P の中似姿勢で傾斜のド側
造材 (川町会id守23M諮許す傾斜

4.1 
.ÌÍl 口切

33 

4.0 る0

4.0 36 

:2.9 。

4.6 40 

3.5 己 ~101

3.4 I 0 

3.6 I 25~30 I 

4.0 i 20~25 

3.9 20 

3.8 30 

4.0 2忌~30

ヨミ 1:VJ 3.6 0~15 

3.7 

3.5 33 

4.7 40 

3.8 15--6 I 

0~5 3.1 

4.2 I :25~30 I 

4.3 34 I 

円
U
R
U

η
ο

勺
υ

4

4

 

•. 4

4

 

追口切 4.3 26 

4.3 26 

4.0! 31 

:26 

。

25 

友
ノ
え
，

J

A

げ
一
げ

を
を
業
菜
作
作
で
で
畝H

叫
刊
一
刀

姿
姿
立
位
立
立
の
の

日
u
n

リ

円
吋u
n
w
u

~

~

 

ハ
リ
日

u

n

h

U

0

0

 

屈
居g

 

-K 
6
 

最
一4・
グ

重
l

2:? 

13 

21 

20 

20 

16 

32 

43 

31 

2ヲ

前屈 90 の立位姿勢で作業を行うコ

前屈 80~900 の立位姿勢で作業を行う
あるいは前屈 70~900 の時針姿勢で作
業を行うち

n可屈 900 の片|漆立姿勢，あるいは前屈
90つの立位姿勢で作業を 1子うー

前屈30~45~ の立位姿勢で作業を行うっ

前屈 0~10コの

グ i 前回ト町の
グ 前屈 0~100 の

グ 了ìíî屈 0~60コの

グ

// 

グ

グ i 前屈1O~200 の

グ 前屈45~60二の

63 
Lomberd 前居60~900の立位姿勢で作業を行う
(3'/ョ D)

グ 前屈60~1000 の立位姿勢で傾斜の上侭Ij
より作業を行う亡

Partner 前屈 90" の中服姿勢で傾斜の上万より
韮作2) I 作業を行うハ

15.4kg , 

グ同上

l 前屈1O~200 の立位姿勢で傾斜の下側
グ より，前毘 90'" の中i接姿努あるいは前

l 屈 600 の湾蹴姿勢でも傾斜の上側よ川乍
業を行うコ

31 

29 

26 

36 

25 

43 

33 

49 

47 

65 

61 

80 

'/ 前屈60~90つの立位姿勢で作業を行う

前屈 60~80 の立位姿勢で傾斜の上側
より作業を仔ト

前屈 80~90つの立位姿勢で材のドより
|切口を付け，上より切り狭まれるコ

'/ 

// 

うF 前屈30~45' の立位姿勢で作業を行うー

// !前屈1O~30' の

!前屈45~90 の

l 前屈 1O~2000)

前屈60~90 の

'/ 

ぅ，

// 
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作業名 要素作業名 !R.M.R，傾斜 putti暗/min[ 使用器具| f首 考

伐
造
木[追
材

|玉

ill 

口 trJ 

切!

口 切

l~81 3F〉間前屈…のー伽下側l一謹 |巾より f
15う .4kg

4.6 

I 30 I 57 i 前屈…の一一間__ u ノ |~30 叫朔で闘の下より作業
をj子う

4.4 

4.9 37 48 グ 前屈1O~30 の立位姿勢で傾斜の下よ
υ l り作業を行う

5.2 1 43 I 62 グ |前屈 0~10 の グ

4.2 [ 0 

4.0 ト30 i 

3.6 

4.1 

4.0 

4.0 

4.9 

4.4 

1.3 

4.2 

4.2 

4.1 

4.2 

3.8 

4.2 

4.4 

3.8 

3.8 

1O~20 

20 

31 

十15 I 

1O~20 

: 20~30 1 

1O~20 I 

30 

。

29 

26 

35 

40 

。

。

20 

62 

62 

81 

80 

80 

68 

51 

67 

52 

56 

53 

82 

49 

49 

59 

48 

14 

15 

10 

|前屈 ω~60 の // 

グ l 同 上

I Partner ，前屈 45~70 の立位姿勢で作業を行う
(試作2)

。，

// 

グ

'/ 

// 

I ï清屈 45~60 の

|前屈ト60 の

// 

// 

!前屈 45 の立位姿勢で傾斜の上より作
業を行う。

1 11可屈 30~60 の // 

|前即日O の // 

|同 _1:-. 

[同
前屈 80~90 の立位姿勢で傾斜の上よ
り作業を行う

| グ | 前毘酌60~9

(試作2〕(前屈 45~60 の立位姿勢および前屈900i広点陥刷附II
重量 i の中服姿勢で作業を行う

15.3kg 

'/ 

,/ 

// 

// 

'/ 

前屈 40~60 の立位姿勢で傾斜の下側
より作業を行う。

前屈1O~20 の立位姿勢で '/ 

11口屈 0~10' の立位姿勢で

前屈 90 の立位姿勢あるいは前屈45~
60ごの鴎附の姿勢で作業を行うこ

前屈1O~30づの立位姿勢で作業を行う。

前屈 60~80' の立位姿勢で傾斜の下側
より作業を行うっ

20 22 グ |前屈 O~lOC の // 

34 '/ 同 上



斜 Icu向1m川使用禄具 i 備 考
「-7JEno|Mall !前屈 20~30' の立位姿勢で傾忌ユ:{IlU

u" I (試作2) より作業を行うー

l グ l 前屈1O~40 の立佐勢で作業を行うっ

|前屈30~450 の

|前屈ト必。の立位姿勢で傾斜の上側
より作業を行う(

|前屈 70~900 0) グ

[前屈 60~90 の立位姿勢で傾斜の上側
l より作業を行う

前屈90~1000の グ

l 前屈…。の立閣で材の M ら
作業を行う

前屈1O~30' の立位姿勢で作業を行うっ

l 前屈…の立位甥で傾斜叫
より作業を行う

|前居跡45 の立位姿勢で作業をf子うこ

!前屈 45~60つの立位姿勢で傾斜の土側
!から作業を行う

l 前屈0~10" の立位姿勢で傾斜の下側よ
り，前屈 30~45 の立位姿勢で傾斜の

!上側より作業を行うじ

| グ 前屈却~3山立位姿勢で作業を行う。

| グ l 間ト町の立位姿勢で作業を行う勺
一一 l 

lê~iloch I 前屈0~10。の片膝立および両膝付き姿
厄3B) 重|勢で作業を行うー
三量 12.0kgi

37 グ |前屈0~100 0)立位姿勢で作業を行う

( グ 1 前師屈トω3却O の立位喝で慨倒}同川川川川のm川州川lド川附て汁哨{仰日
り{作乍菜を行う

グ前屈0~1Oの グ

!前屈 10~30' の立位姿勢で傾斜の下側
|より作業を行う。

|前屈0~1O"の立位姿勢で傾斜のド側よ
!り，および前屈0~100の丙膝付き姿勢
;で作業を行う 3

|前屈1O~300 の立位姿勢で傾斜の下側l
|より作業を行う。

l 前屈0~10つの片膝立および立位姿勢で
斜斜の下側より1'1=業を行うっ

前屈 30~600 の立位姿勢で
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,/ (/ 

69 

75 

(/ 

'/ 

'/ 

グ

70 

75 

46 

22 

26 

40 

30 

作業名|要素(11二業名 IR.M.RI 傾

4.3 宝木
材

伐
造

3.2 

3.2 

。

26 

30~35 

35 

3.5 

3.8 

4 勺
・ L.

3.4 

'/ 

(/ 

ろア

グ

44 

34 

41 

71 

// 

'/ 

57 

53 

46 

39 

。

。

25 

30 

3.2 

3.6 

3.8 

3.4 

58 

30 

'/ 

// 

'/ 

'/ 

50 

32 

33 

39 

51 

15 

35 

0~10 

15~20 i 

28 

10 

3.5 

3.3 

3.4 

4.7 

4.4 

3.7 

3.7 

4.1 

4.0 

4.0 

口j自

3.7 

// 

上l 同

'/ 

// 

37 

45 

15 3.8 

3.7 
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作業名|要素作業名 IR.M.R'i 傾斜 ICutt凶
(cm]

伐木材 l 玉 切 4.5 33 50'-~"".1 ~C;~ 前屈1O~300 の立位姿勢で傾斜の下{日Ij
造 _L"!.,. Y'..I -r. v VV  >JV Culloch より作業を行う。

4.7 35~40 57 
前屈1O~30Q の立位姿勢で傾斜の下側
より，前屈 60~900 の立位姿勢で傾斜
の上側より作業を行う。

4.4 15~20 64 1 前屈ーヲの立位姿勢叩の下側
より ln 前屈 30~600 の立位姿勢で傾斜

l の上 1より作業を行う。

1.8 35~40 59 グ |前回ト90 の立位姿勢で傾斜の上側
より「卜業を1'f う

1.4 28 113 前屈 60~90' の 'l 

3.1 5~10 I 10 
!前屈1O~30' の 'l 

3.8 。 32 7 
前屈0~100の立位姿勢で作業を行う

4.1 20~10 62 // 
前屈1O~300 の立位姿勢で傾斜の上側
より作業を行う。

3.9 0~5 73 |前屈60~90 の立位姿勢で作業を行う τ

4.0 25 72 // 
Îi甘陀 60~90 の立位姿勢で傾斜の上側
;より作業を行う

l 上り
歩行 I (機械戸 6.4 平均約 3 1 m//分分 チエ{ン機械をJtiにかついで木馬道を歩く。

いで
10" 70歩 ゾ{




